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はじめに

　

　良質なストックとしての住宅を構成する金属製外壁材・屋根材が持つ性能や機能の向

上に努めると共に、新築住宅・既存住宅の両者に対しても、施工方法などの見直しや

簡素化、また施工品質の更なる向上を目指して、今回「NICHIHA　設計施工資料集　金

属製外壁材・屋根材　標準施工編」の改訂を行いました。

　本資料集で紹介する標準施工法が、センターサイディングおよびセンタールーフを施

工される皆様に少しでもお役に立ちたいと願い、作成しました。

　記載事項のご不明な点につきましては、弊社営業所またはお客さま相談室まで

　お問合せください。

　設計施工資料集はニチハ株式会社ホームページで随時更新しております。

　防耐火認定番号または材料認定番号につきましては、最新のニチハ金属製外壁材・

　屋根材総合カタログまたはニチハ株式会社ホームページでご確認ください。

ニチハ　設計施工資料集

　なお、本資料集に記載する「納まり詳細図」などは、あくまで基本的な施工一例を

示したものです。（最新の知見や検証結果に基づき、予告なく資料集の記載内容が

変更となる場合があります。）また、防耐火大臣認定が必要となる場合は、あらかじ

め大臣認定別添の記載事項をご確認ください。本資料集に記載されている基本事

項をご理解いただき、実際の現場に即した、安全で確実な施工を行っていただきま

すよう、お願い申し上げます。

ニチハ　総合カタログ
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防耐火認定番号または材料認定番号につきましては、

最新のニチハ金属製外壁材・屋根材総合

カタログまたはニチハ株式会社ホームページ

でご確認ください。

はじめに

　

　良質なストックとしての住宅を構成する金属製外壁材・屋根材が持つ性能や機能の向

上に努めると共に、新築住宅・既存住宅の両者に対しても、施工方法などの見直しや

簡素化、また施工品質の更なる向上を目指して、今回「NICHIHA　設計施工資料集　金

属製外壁材・屋根材　標準施工編」の改訂を行いました。

　本資料集で紹介する標準施工法が、センターサイディングおよびセンタールーフを施

工される皆様に少しでもお役に立ちたいと願い、作成しました。

　記載事項のご不明な点につきましては、弊社営業所またはお客さま相談室まで

　お問合せください。

　設計施工資料集はニチハ株式会社ホームページで随時更新しております。

　防耐火認定番号または材料認定番号につきましては、最新のニチハ金属製外壁材・

　屋根材総合カタログまたはニチハ株式会社ホームページでご確認ください。

ニチハ　設計施工資料集

　なお、本資料集に記載する「納まり詳細図」などは、あくまで基本的な施工一例を

示したものです。（最新の知見や検証結果に基づき、予告なく資料集の記載内容が

変更となる場合があります。）また、防耐火大臣認定が必要となる場合は、あらかじ

め大臣認定別添の記載事項をご確認ください。本資料集に記載されている基本事

項をご理解いただき、実際の現場に即した、安全で確実な施工を行っていただきま

すよう、お願い申し上げます。

ニチハ　総合カタログ

はじめに
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め大臣認定別添の記載事項をご確認ください。本資料集に記載されている基本事

項をご理解いただき、実際の現場に即した、安全で確実な施工を行っていただきま

すよう、お願い申し上げます。

ニチハ　総合カタログ
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　２０２４設計施工資料集　金属製外壁材・屋根材　標準施工編　改訂のポイント

本設計施工資料集は、センターサイディング、センタールーフ全般における施工法について掲載し、

２０２１・２０２３設計施工資料集発行後に発売された商品および変更となった施工法を中心に改訂して

おります。

改訂のポイント

　

　用語について

本設計施工資料集では、製品を下記のように定義して使用しています。

専用釘・専用ビス　弊社品番設定のある釘・ビス

留付釘・留付ビス　現場で調達していただく釘・ビス

危害や損害の表示区分

※表記に関するお断り

●「ビス」・「ねじ」の表記について

本設計施工資料集上では、「ビス」と「ねじ」は同義語です。「ビス」＝「ねじ」　「ビス留め」＝「ねじ留め」
JIS（日本産業規格）上は「ねじ」が正式名称です。「ビス」は「ねじ」の一般名称として広まっている言葉で、建築業界では主に「ビス」と

呼ばれています。本設計施工資料集では、商品名をそのまま掲載しているため「ビス」と「ねじ」が混在しております。文章中では「ビス

留め」と表現しておりますのであらかじめご了承願います。

●「透湿防水シート」の表記について
本設計施工資料集では、透湿性能のある透湿防水シートを「防水紙」と表現しております。

●寸法値について
本設計施工資料集で記載している寸法値は、公称値です。また、記載のない単位は「㎜（ミリメートル）」です。

１）納まり詳細図について

●センターサイディング

　・禁止事項から「内付けサッシへの使用」を削除、「曲面施工」の追加。

　・開口部周囲の納まりに鉄骨造直張り廻り縁納めを追加。

　・商品のラインナップにあわせて耐風圧性能を追加・削除。

  ・商品のラインナップにあわせて納まり図を追加（Ｍ型）、削除（ＣＳ型・Ｎ型）。

　・タテ用スターターを追加。

　・ＮＳ型段付バッカー材、ＮＳ段目地の形状を変更。

●センタールーフ

　・部材の留め付けに樹脂桟木を追加。

　・片流れ用棟包み、片流れ用換気棟を追加。

　・棟巴２１０から棟巴２１０Ｌへ形状を変更。

　・共板の幅を追加。

　・太陽光パネルのメーカー追加。

　・谷樋に上下識別マークの追加。

２）その他

　・防耐火構造認定仕様構成概要図を削除。　

　・下屋根部の隙間を１０～１５㎜に変更。

表示内容に従わなかった場合に生じる危害や損害を次の表示で区分しています。

商品のお取り扱いの際は十分にご留意ください。

注意：取り扱いを誤った場合に、物的損傷の発生が想定される場合の表示です。

警告：取り扱いを誤った場合に、死亡または重傷、傷害を負う可能性が想定

　　　  される場合の表示です。

禁止：行ってはいけない禁止内容の表示です。

警　　告　
　

注　　意

禁 止

防耐火認定番号または材料認定番号につきましては、

最新のニチハ金属製外壁材・屋根材総合

カタログまたはニチハ株式会社ホームページ

でご確認ください。
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１　センターサイディング標準施工法

標準施工法の目的  １－　１

  １－　２

  １－　３

  １－　４

  １－　５

センターサイディングの使用範囲

標準施工法の条件

耐風圧性能

設計施工上の主な禁止事項  １－　６

  １－　７

  １－　８

  １－　９

  １－１０

センターサイディング施工上の注意事項

外壁通気構法

雨漏りが発生しやすい部位

  １－１１

  １－１２

防水紙張り

胴縁下地組み

センターサイディング・付属部材の留付方法

補修塗装

保管・取り扱い・運搬上の注意事項

シーリング工事の手順とポイント

  １－１３

  １－１４

  １－１５

  １－１６

  １－１７

  １－１８

  １－１９

  １－２０

胴縁下地組み（鉄骨下地組み）

施工完了後の注意事項

標準施工手順

センターサイディングの施工用工具例

センターサイディング施工時の安全配慮

耐風圧性能　補強工法

　１－１　標準施工法の目的

設計施工資料集（本書）に基づくセンターサイディング標準施工法には、次の目的があります。

　①センターサイディングの性能を末永く維持させる

　②外壁に求められる機能を発揮させる

　③住宅性能表示などによる諸性能の達成

　④品質保証の必要条件

　⑤注意事項・禁止事項の周知

１　センターサイディング標準施工法

注　　意

×禁 止

※センターサイディング標準施工法は、建築関連法規に適合する建築物の外壁にセンターサイディングを

※国土交通大臣認定の防耐火構造とする場合は、各認定書別添の内容もご確認ください。

※最新の建築基準法、建築基準法施行令、告示をご確認ください。

　 施工する場合に適用されますが、特定の住宅会社様や工事店様などと別途定めた施工仕様（施工マニュ

　 アルなど）につきましては、ここに定める限りではありません。

　１－２　センターサイディングの使用範囲

　１－３　標準施工法の条件

センターサイディング標準施工法は次の条件を遵守してください。

●センターサイディングを木造に施工する場合は、胴縁を使用する外壁通気構法で施工します。

●センターサイディングならびに防水紙・防水テープによる二重防水構造とします。

●P９～１１に定める設計施工上の主な禁止事項を遵守してください。

●各部基本納まり例については、P３９～９０を参照してください。

●センターサイディング標準施工法は、原則としてニチハ純正付属部材を使用してください。
　

警　　告　
　

高さ
16m以下

センターサイディングの外壁としての使用可能範囲は、原則とし
て高さ１６m以下です。
ただし、センターサイディングの耐風圧性能についてはP６～８
で安全性をご確認ください。
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　１－４　耐風圧性能

　 センターサイディングを木下地､鉄骨下地に施工した際の外壁の耐風圧性能について、動風圧試験で下記の

　 とおり確認しています。下表耐風圧性能から、各建築地の基準風速および建物高さなどより、安全性をご確

　 認ください。

　 ●下表の値は測定値（破壊：負圧）です｡施工状況で変わることがありますので、設計に際しては適切な安全

　 　 率を見込んでください。推奨安全率＝１．６以上　（平成１９年国土交通省告示第８３４号より）

　    必要耐風圧性能が不足する場合は補強工法での施工となります。補強工法はP７～８をご確認ください。
　

　 ●下表の値は補強工法での測定値（破壊：負圧）です。施工状況で変わることがありますので、設計に際して

　 　 は適切な安全率を見込んでください。　推奨安全率＝２．０以上
　

4600

4250木下地(＠500)

鉄骨下地(直張り＠610)

破壊：負圧、単位：Pa

破壊：負圧、単位：Pa

シン・スマートフラットPU300 1800 2200

ＳＴ型 1900 2200

ＦＮ型

デリカーブＰＨ

iシリーズ
ソフィアルブリック

ファインボーダー

1547（※１） 1800

1882（※１） 1200

イソシア
ヌレート
フォーム

ＦＢ型

ブリック（北海道限定）

Ｆ型
塗り壁 1597（※１） 2000

385硬質
ウレタン
フォーム

18

368 Ｄ型 1200（※１）ノースウッド 2400

241 Ａ型 2650－ 2450

働き幅 厚み
木下地
(＠500)

芯材 型名 製品名
鉄骨下地(直張り)

(＠610)

385

ＮＳ型 ネオスパンプレミアム 2000 3400

1750 －

ネオレリーフ
1500 1500

1600 1800

パーチェウッド

影光Ⅱ 1100 1100

コルモロック 1900 2100

※１　留付間隔は４５５㎜

Ｍ型

スマートフラット 光

2500 3800300
スマートフラットプレミアム

スマートフラットＰＨ

ネオスパン 光

ネオスパンＰＨ

ダイヤシェイプⅡＰＨ
1900 2200

ダイヤシェイプⅡ 光

1300 1300

－ 1600 1500

1700 2400

ダイヤシェイプＢＳⅡ 2500 4700

スマートフラット侘寂
（WABISABI）

－

ネオレリーフプレミアム

レフィーナウォール

１　センターサイディング標準施工法

センターストライプＵ

シン・ネオスパンＦＵ
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　１－４　耐風圧性能

　 センターサイディングを木下地､鉄骨下地に施工した際の外壁の耐風圧性能について、動風圧試験で下記の

　 とおり確認しています。下表耐風圧性能から、各建築地の基準風速および建物高さなどより、安全性をご確

　 認ください。

　 ●下表の値は測定値（破壊：負圧）です｡施工状況で変わることがありますので、設計に際しては適切な安全

　 　 率を見込んでください。推奨安全率＝１．６以上　（平成１９年国土交通省告示第８３４号より）

　    必要耐風圧性能が不足する場合は補強工法での施工となります。補強工法はP７～８をご確認ください。
　

　 ●下表の値は補強工法での測定値（破壊：負圧）です。施工状況で変わることがありますので、設計に際して

　 　 は適切な安全率を見込んでください。　推奨安全率＝２．０以上
　

4600

4250木下地(＠500)

鉄骨下地(直張り＠610)

破壊：負圧、単位：Pa

破壊：負圧、単位：Pa

シン・スマートフラットPU300 1800 2200

ＳＴ型 1900 2200

ＦＮ型

デリカーブＰＨ

iシリーズ
ソフィアルブリック

ファインボーダー

1547（※１） 1800

1882（※１） 1200

イソシア
ヌレート
フォーム

ＦＢ型

ブリック（北海道限定）

Ｆ型
塗り壁 1597（※１） 2000

385硬質
ウレタン
フォーム

18

368 Ｄ型 1200（※１）ノースウッド 2400

241 Ａ型 2650－ 2450

働き幅 厚み
木下地
(＠500)

芯材 型名 製品名
鉄骨下地(直張り)

(＠610)

385

ＮＳ型 ネオスパンプレミアム 2000 3400

1750 －

ネオレリーフ
1500 1500

1600 1800

パーチェウッド

影光Ⅱ 1100 1100

コルモロック 1900 2100

※１　留付間隔は４５５㎜

Ｍ型

スマートフラット 光

2500 3800300
スマートフラットプレミアム

スマートフラットＰＨ

ネオスパン 光

ネオスパンＰＨ

ダイヤシェイプⅡＰＨ
1900 2200

ダイヤシェイプⅡ 光

1300 1300

－ 1600 1500

1700 2400

ダイヤシェイプＢＳⅡ 2500 4700

スマートフラット侘寂
（WABISABI）

－

ネオレリーフプレミアム

レフィーナウォール

１　センターサイディング標準施工法

センターストライプＵ

シン・ネオスパンＦＵ

　１－５　耐風圧性能　補強工法

１　センターサイディング標準施工法

●補強工法が必要な建物は、張り始めのセンターサイディング表面からビス留めによる補強を行ってください。

●専用ビスを用い、下記の条件でセンターサイディング表面から留め付けてください。

縦胴縁@500以下
左右接合部

木胴縁 90サイズ

：ビス留め位置を示す

専用ビス留め@500以下＝各スパン

ビス：タッチアップ

センターサイディング　長さ３０００㎜・木造・横張りの例

500以下

3000 3000

@3000

500以下

左右接合部
木胴縁 90サイズ

目地カバー センター
サイディング

専用ビス@500以下

専用ビス
（JK1720）

＜左右接合部＞ ＜ビス留め部＞ ＜左右接合部＞

※鉄骨下地の留付条件は上表となります。

〃〃〃

木造

専用ビス
（表面留め用）

ＪＫ１７２０
(ステンレスビス：φ４．１㎜×４５㎜)

鉄骨造

金属胴縁１５：ＪＫ１７４０
(ステンレスドリルビス：φ４．５㎜×２７㎜)

直張り：ＪＫ１７５０
(ステンレスドリルビス：φ４．２㎜×２７㎜)

せっこうボードなど表張りあり：ＪＫ１７７０
(ステンレスドリルビス：φ５．０㎜×６０㎜)

ビス留め間隔

ビス留め位置 パネル幅中央

５００㎜以下
(各スパンごと)

６１０㎜以下
（各スパンごと）

●ビス頭の補修は、専用補修塗料を必要最小限の範囲に塗布してください。

センターサイディング
目地カバー
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　１－５　耐風圧性能　補強工法

１　センターサイディング標準施工法

タテ用
スターター

または
端部カバー

中間水切

＜上下接合部＞

＜ビス留め部＞

専用ビス
（JK1720）

横胴縁
90サイズ

専
用
ビ
ス
@
5
0
0
以
下

横胴縁

横
胴
縁
@
5
0
0
以
下

上下接合部
横胴縁90サイズ

センターサイディング
タテ用スターターまたは
端部カバー＋中間水切

：ビス留め位置を示す

専用ビス留め@500以下：各スパン
ビス：タッチアップ

1
0
～

1
5

センターサイディング　長さ３０００㎜・木造・縦張りの例 ※鉄骨下地の留付条件は前項の表となります。
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　１－５　耐風圧性能　補強工法

１　センターサイディング標準施工法

タテ用
スターター

または
端部カバー

中間水切

＜上下接合部＞

＜ビス留め部＞

専用ビス
（JK1720）

横胴縁
90サイズ

専
用
ビ
ス
@
5
0
0
以
下

横胴縁

横
胴
縁
@
5
0
0
以
下

上下接合部
横胴縁90サイズ

センターサイディング
タテ用スターターまたは
端部カバー＋中間水切

：ビス留め位置を示す

専用ビス留め@500以下：各スパン
ビス：タッチアップ

1
0
～

1
5

センターサイディング　長さ３０００㎜・木造・縦張りの例 ※鉄骨下地の留付条件は前項の表となります。

　１－６　設計施工上の主な禁止事項

１　センターサイディング標準施工法

センターサイディングを、次のような部位や施工法で使用しないでください。

不具合をまねく原因となります。

注　　意

禁 止

外壁以外への使用１

常時水のかかる風呂場などの壁２

煙突・暖炉など高温になる場所への施工３

４ 裏面があらわれる片面壁の塀など

５

６ 排気口のないパラペットの笠木

７ 笠木の外勾配施工

８

センターサイディングは

外壁材として設計されて

います。外壁以外には

使用しないでください。

温度・湿度が高くなるうえ、

水が直接かかるので、反り、

強度低下、割れなどの

原因になります。

煙突など高温となる部位に

使用しないでください。

高温になる部分では、

センターサイディングに

伸縮や反りなどの変形

が起きます。

裏面からの吸水により、思わ

ぬ不具合をまねくおそれがあ

ります。

笠木を水平または外勾配

にすると、雨水がセンター

サイディング表面を多量に

流れ、汚れなどの原因に

なります。

外壁通気構法とならない

ので、裏面および内部側

の結露の原因になります。

水切への突き付け施工
小口からの吸水により、反り・ふく

れなどの原因になります。

基礎モルタルへの埋め込み施工

９

毛細管現象により吸水し、反り

やふくれなどの原因になります。

透湿性の少ない防水紙の施工

壁体内の湿度が逃げにくくなり、

結露などの原因になります。

防水型排気口をつけて

ください。

裏面も壁仕上げにして、上部

には笠木を取り付けてくださ
い。

土台水切を取り付け、センター

サイディングの下端と土台水切

との間を１０～１５㎜あけて

施工してください。

指定のモエン透湿防水シート

などを使用してください。

センターサイディングの

下端と土台水切の間を

１０～１５㎜あけて施工

してください。

タイルなどのセンターサイディングへの直張り
タイルに割れや剥離を起こす

おそれがあります。
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　１－６　設計施工上の主な禁止事項

１　センターサイディング標準施工法

センターサイディングを、次のような部位や施工法で使用しないでください。

不具合をまねく原因となります。

注　　意

禁 止

斜め張り施工

接合部材や水切のジョイントと、

センターサイディングの取り合

い部で施工不良をまねきやす

く、雨漏りの原因になります。

また、嵌合部から雨水が浸入

するおそれがあります。

９０未満

９０未満

下地幅９０㎜未満での接合部の施工

釘またはビスを留め付ける時

に板端部からの距離が不足し、

割れの原因になります。

下地幅９０㎜以上の胴縁を

使用してください。（段差が発

生しないような調整を施す場合は、

４５㎜幅の２本組も可とします。）

接合部材や水切のジョイントと、センタ

ーサイディングの取り合い部で施工

不良をまねきやすく、雨漏りの原因に

なります。また、嵌合部から雨水が

浸入するおそれがあります。

乱張り施工

目地を通す割り付けと

してください。

ｾﾝﾀｰｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ施工後の換気口の施工

センターサイディング施工後に取り付

けると、壁体内に湿気が入る構造と

なりやすく､結露､雨漏りの原因に

なります。
換気フードおよびダクトはセンター

サイディング施工前に取り付け、防水紙との取り合いは、

必ず防水テープで防水処理をしてください。

※吹出口は、センターサイディングから３０㎜以上出してください。

先付け付属部材を固定せずに施工
先付け付属部材を固定しなかった場合、部材

の脱落などの原因になります。

適用高さを超える物件への施工

高さ１６m以下で耐風圧

性能に応じて施工して

ください。

釘頭の不適切な補修

補修塗料を釘頭より広く塗り拡げ

たり、厚く塗布する、補修塗料の

撹拌不足、シーリングの使用

などがあると、経年変化などで

補修部が目立つ原因となります。

補修は目立つ箇所のみとし、周辺に塗り拡げ

ないよう最小限の塗布としてください。

シーリングのはみ出し
シーリングがセンターサイディ

ング表面などにはみ出した場合、

変色による目立ちの原因となり

ます。マスキングテープをセンター

サイディング端部まで柄の凹凸に

そってしっかり貼り、はみださない

ようにしてください。

センターサイディング表面に粘着力の
強いテープを貼り付ける

表面に粘着力の強いテープ

（布テープや養生テープなど）を

貼り付けると、センターサイディ

ング表面の塗膜剥離や糊残りの

原因になります。センターサイディ

ング表面へのテープの貼り付け

は、できるだけ避けてください。

糊残り

防水紙なしの外張り断熱工法施工

外張り断熱工法の場合にも、防水紙や防水テー

プの施工を必ず行ってください。

雨漏りの原因になります。
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　１－６　設計施工上の主な禁止事項

１　センターサイディング標準施工法

センターサイディングを、次のような部位や施工法で使用しないでください。

不具合をまねく原因となります。

注　　意

禁 止

斜め張り施工

接合部材や水切のジョイントと、

センターサイディングの取り合

い部で施工不良をまねきやす

く、雨漏りの原因になります。

また、嵌合部から雨水が浸入

するおそれがあります。

９０未満

９０未満

下地幅９０㎜未満での接合部の施工

釘またはビスを留め付ける時

に板端部からの距離が不足し、

割れの原因になります。

下地幅９０㎜以上の胴縁を

使用してください。（段差が発

生しないような調整を施す場合は、

４５㎜幅の２本組も可とします。）

接合部材や水切のジョイントと、センタ

ーサイディングの取り合い部で施工

不良をまねきやすく、雨漏りの原因に

なります。また、嵌合部から雨水が

浸入するおそれがあります。

乱張り施工

目地を通す割り付けと

してください。

ｾﾝﾀｰｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ施工後の換気口の施工

センターサイディング施工後に取り付

けると、壁体内に湿気が入る構造と

なりやすく､結露､雨漏りの原因に

なります。
換気フードおよびダクトはセンター

サイディング施工前に取り付け、防水紙との取り合いは、

必ず防水テープで防水処理をしてください。

※吹出口は、センターサイディングから３０㎜以上出してください。

先付け付属部材を固定せずに施工
先付け付属部材を固定しなかった場合、部材

の脱落などの原因になります。

適用高さを超える物件への施工

高さ１６m以下で耐風圧

性能に応じて施工して

ください。

釘頭の不適切な補修

補修塗料を釘頭より広く塗り拡げ

たり、厚く塗布する、補修塗料の

撹拌不足、シーリングの使用

などがあると、経年変化などで

補修部が目立つ原因となります。

補修は目立つ箇所のみとし、周辺に塗り拡げ

ないよう最小限の塗布としてください。

シーリングのはみ出し
シーリングがセンターサイディ

ング表面などにはみ出した場合、

変色による目立ちの原因となり

ます。マスキングテープをセンター

サイディング端部まで柄の凹凸に

そってしっかり貼り、はみださない

ようにしてください。

センターサイディング表面に粘着力の
強いテープを貼り付ける

表面に粘着力の強いテープ

（布テープや養生テープなど）を

貼り付けると、センターサイディ

ング表面の塗膜剥離や糊残りの

原因になります。センターサイディ

ング表面へのテープの貼り付け

は、できるだけ避けてください。

糊残り

防水紙なしの外張り断熱工法施工

外張り断熱工法の場合にも、防水紙や防水テー

プの施工を必ず行ってください。

雨漏りの原因になります。

21防水紙・胴縁施工後の放置 22

防水紙や胴縁を施工した状態のままで放置

すると、防水紙が劣化する原因になります。

　１－６　設計施工上の主な禁止事項

１　センターサイディング標準施工法

センターサイディングを、次のような部位や施工法で使用しないでください。

不具合をまねく原因となります。

!
注　　意

禁 止

曲面施工

センターサイディングを曲げて施工すると、

嵌合部からの漏水、脱落などの原因になります。

　１－７　センターサイディング施工上の注意事項

　 １）より良い仕上がりのために

　 　 ●使用面積に応じた製品の量を手配してください。追加製品ではロットの違いにより多少の色差が生じること

　 　 　 があります。

　 　 ●土台部出隅・入隅などで、付属部材（土台水切、受け、スターターなど）が複数重なって使用される部位や

　 　 　 先付け付属部材の接合部分では、カバーの浮き上がり防止のため、先付け付属部材を十分押さえつけて

　 　 　 ください。

　 　 ●カバーなどの後付け付属部材の差し込みが硬い場合は、当て木などをあて徐々に差し込んでください。

　 　 　 直接たたくと変形や破損の原因となります。

　 　 ●不具合による手戻りを防止するため、施工途中での仕上がりチェックをお勧めします。

　 ２）切断加工について

　 　●センターチップソー（ＦＸ１２５Ｂ、ＦＸ１００Ｂ）を使用してください。

　 　●切断部が露出する場合は、芯材の吸水を防止するために、

　 　　 切断部の芯材を１０㎜程度切り取ってください。（表面材と芯材

　 　　 との間を切り込み過ぎると剥離が生じ、反りが発生しやすくな

　 　　 ります。）

　 　●切断部のバリはやすりなどで取り除いてください。

　 　●切断時に発生した切り粉による錆び発生を防止するため、

　 　　 切断後、ハケなどで必ず切り粉を払ってください。

　 　●表面に傷がつかないように、表面を下側にして切断してください。

　 　　 また、バリ防止のため、ノコ刃の回転方向は図のようにしてくだ

　 　　 さい。

　 　●実にパッキンが入っているセンターサイディングは、パッキン材

　　　　の飛び出し防止のため、メス側（下実側）から切断します。

　 　●表面材に無理な力がかかることを防止するため、角を切り

　 　　 取る際は切断部分を正確に測って切断し、無理なはめ込み

　 　　 は避けてください。

　 　●付属部材端部は、ケガ防止のため板金加工を施してください。

芯材を取り除く
（10㎜程度）

センター
サイディング

＜切断部が露出する部位の例＞

センター

サイディング

＜ノコ刃の方向＞

ハケ

切り粉

＜切断時の切り粉＞

切断方向

丸ノコ回転方向 丸ノコ回転方向

切断方向
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　１－７　センターサイディング施工上の注意事項

１　センターサイディング標準施工法

   ３）センターサイディング施工時のシーリングについて

　 　●センターサイディングを横張りで施工する場合は、雨水の横走

　 　　 り防止のため、本体左右端部から３０㎜程度の嵌合部差し込み

　 　　 溝内部に捨てシーリングを施工します。

　 　●センターサイディングを縦張りで施工する場合は、下端部に水

　 　　 が滞留しないようにシーリングは施工しません。

　 　●受けなどの先付け付属部材は、指定の部位に捨てシーリング

　 　　 を施工します。この際、捨てシーリングが浸入した水の排出を

　 　　 妨げないように注意してください。

　 　●本体の芯材はシーリングと接着しません。シーリング工事の際は、表面の金属部を折り曲げ、シールポ

　　　　ケットを作ります。

　 ４）錆防止について

　 　●特に鉄骨造では、セルフドリリングビス留め付け時の切り粉による錆発生を防止するため、ビス留め後、

　 　　 切り粉を払ってください。

　 ５）センターサイディングの留め付けについて

　 　●本体２枚ごとに働き幅と水平を確認してください。

　 　●打ち抜きを防止するため、釘打ち機は使用しないでください。

　 　●糸目地タイプのセンターサイディング（Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型）では、変形防止のため、強く押しつけながら差し

         込まないでください。

　 　●Ａ型を施工する場合には、下記の点に注意して施工してください。

　 　　 ①Ａ型を長手方向に切断すると、実形状および芯材の厚みにより、働き幅方向の厚みが変わります。

　 　　 ②このまま施工すると、張り始めと張り終わりで本体が傾いてしまいます。（下図〇部）

　 　　 ③②の状態では外観や付属部材との納まりが悪いため、面があうように調整材（合板などを小割にしたもの）

　 　　 　 を追加します。

　 　　 ④端部に付属部材を施工する場合には、付属部材（見切縁、受け材など）の厚みを考慮して調整材を選定

　 　　 　 してください。

　 　●ＮＳ型、ＳＴ型を縦張りする場合、柄と嵌合の特性上、見る方向によって目地部の目立ち方が異なります。

　 　　 張り始めの方向にご注意ください。

30程
度

シーリングを施工してから
差し込みます。

両端部シーリング
※センターサイディングを
　 施工しながら行います。

長手方向に切断する

段差になる

働き幅方向で左右の厚みが異なる

段差分傾く

調整材（木材など）

嵌合部が

目立ちやすい

嵌合部が

目立ちにくい

視線の位置 視線の位置

視線の方向

玄関など
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　１－７　センターサイディング施工上の注意事項

１　センターサイディング標準施工法

   ３）センターサイディング施工時のシーリングについて

　 　●センターサイディングを横張りで施工する場合は、雨水の横走

　 　　 り防止のため、本体左右端部から３０㎜程度の嵌合部差し込み

　 　　 溝内部に捨てシーリングを施工します。

　 　●センターサイディングを縦張りで施工する場合は、下端部に水

　 　　 が滞留しないようにシーリングは施工しません。

　 　●受けなどの先付け付属部材は、指定の部位に捨てシーリング

　 　　 を施工します。この際、捨てシーリングが浸入した水の排出を

　 　　 妨げないように注意してください。

　 　●本体の芯材はシーリングと接着しません。シーリング工事の際は、表面の金属部を折り曲げ、シールポ

　　　　ケットを作ります。

　 ４）錆防止について

　 　●特に鉄骨造では、セルフドリリングビス留め付け時の切り粉による錆発生を防止するため、ビス留め後、

　 　　 切り粉を払ってください。

　 ５）センターサイディングの留め付けについて

　 　●本体２枚ごとに働き幅と水平を確認してください。

　 　●打ち抜きを防止するため、釘打ち機は使用しないでください。

　 　●糸目地タイプのセンターサイディング（Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型）では、変形防止のため、強く押しつけながら差し

         込まないでください。

　 　●Ａ型を施工する場合には、下記の点に注意して施工してください。

　 　　 ①Ａ型を長手方向に切断すると、実形状および芯材の厚みにより、働き幅方向の厚みが変わります。

　 　　 ②このまま施工すると、張り始めと張り終わりで本体が傾いてしまいます。（下図〇部）

　 　　 ③②の状態では外観や付属部材との納まりが悪いため、面があうように調整材（合板などを小割にしたもの）

　 　　 　 を追加します。

　 　　 ④端部に付属部材を施工する場合には、付属部材（見切縁、受け材など）の厚みを考慮して調整材を選定

　 　　 　 してください。

　 　●ＮＳ型、ＳＴ型を縦張りする場合、柄と嵌合の特性上、見る方向によって目地部の目立ち方が異なります。

　 　　 張り始めの方向にご注意ください。

30程
度

シーリングを施工してから
差し込みます。

両端部シーリング
※センターサイディングを
　 施工しながら行います。

長手方向に切断する

段差になる

働き幅方向で左右の厚みが異なる

段差分傾く

調整材（木材など）

嵌合部が

目立ちやすい

嵌合部が

目立ちにくい

視線の位置 視線の位置

視線の方向

玄関など

　１－７　センターサイディング施工上の注意事項

１　センターサイディング標準施工法

●横張り時、軒天部で最上段のセンターサイディングは軒天までの寸法にあわせて長手方向に切断し、

一旦見切縁などの奥（軒天側）まで差し込んでから、下段の本体に嵌合させます。

●縦張り時、張り始めと張り終わりで本体の倒れを防止するため、必要に応じて先付け付属部材と本体

裏面との間に調整材（合板などの小割りにして現地加工したもの）を入れます。

●縦張り時、張り始めと張り終わりは胴縁に表面から釘留めし、釘頭を補修塗料で補修してください。表面

留めの釘はＰ３５をご確認ください。

６)Ｍ型スマートフラットの施工上の注意事項

Ｍ型スマートフラットは表面が平滑な製品です。日光の当たり方や見る角度により、表面のゆがみ等が

目立つ場合があります。

また、下記事項をご確認いただき、十分に注意してお取り扱いください。

●本体の取り扱い時は、きれいな手袋を着用し汚れや傷がつかないようにしてください。

●本体の運搬時は、傷がつかないよう丁寧に取り扱ってください。切り欠いた本体を運搬する際は、本

体のゆがみや折れを防止するため合板や胴縁などで補強して運んでください。

●本体を施工する前に、胴縁の不陸が施工基準通りか確認し調整してください。不陸部分が目立つな

ど外観の見栄えに影響します。不陸の基準は下記の通りです。

・目通りずれ２㎜以内（木造下地・鉄骨下地）

・ジョイント部のずれ　１.５㎜以内（木造下地・鉄骨下地）

●事前に割り付けを行い施工してください。切り欠き加工の際は、切断部分を正確に測って切断し、無

理なはめ込みは避けてください。表面材に無理な力がかかるとゆがみの原因となります。

●本体の両側からの切り欠き加工は行わないでください。本体の強度が低下し変形するおそれがあり

ます。

●本体表面から釘留め・ビス留めする部分は、先孔を開けてから本体表面に負荷のかからないように

留め付けてください。

●開口部周囲は廻り縁仕様で納めます。廻り縁仕様の詳細は、Ｐ６９～７４をご確認ください。

●補修の際は必要最小限の範囲で塗布してください。補修部分は目立つため、補修塗料を塗り広げ

ずに最小限の範囲で丁寧に塗布してください。大きな傷の場合は補修塗料による補修は行わず本

体の張り替えをお勧めします。

長手方向に切断し、実を切り取ると 本体が反ることがあります 上方から押さえつけながら釘留めします

●横張り時の軒天部など、センターサイディングを長手方向に切断すると本体が反る場合があります。施工

の際は、本体の上部から下部へと押さえつけながら、胴縁に表面から釘留めしてください。釘頭は補修塗

料で補修してください。
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「安全はすべてに優先する」という言葉の通り、外壁材、屋根材の施工も安全を第一に考えた施工でなければ

なりません。施工にあたり災害発生を未然に防止し、安全でかつ快適な作業環境をつくるために、安全衛生

心得、安全衛生規則を守ってください。また、電気配線や、ガス、水道配管などの撤去や復元および移設など

の工事が必要な場合は必ず専門業者様に依頼してください。

１）安全衛生心得

　●安全第一に徹してください。

　●作業服は上下とも正しく着用してください。

　●作業場の整理整頓を行ってください。

　●作業者相互の安全確認を十分行ってください。

　●健康状態を十分確認してください。

　●電動工具や空気圧工具の安全確認を行ってください。

　１－８　センターサイディング施工時の安全配慮

１　センターサイディング標準施工法

２）作業に適した服装

　●安全ヘルメットは墜落時保護用を使用し、あご紐をしっかりと締めてください。

　　 また、氏名・血液型・緊急連絡先を明記してください。

　●滑りやすい履物を使用しないでください。

　●作業高さが６．７５mを超える場合は墜落制止用器具フルハーネス型をご使用ください。

2m以上は高所作業

親綱

ランヤード

氏 名

血液型

連絡先

○○太 郎

○ 型

○○市○○町○○

番地○○工務店

電話（     ）

正しい服装の例 安全ヘルメットの例

墜落時保護用

高所作業時の安全帯使用

ヘルメット

作業服

墜落制止用器具腰袋

作業ズボン

安全靴など

保護めがね

ゴム付き手袋

防塵マスク

胴ベルト型

安全靴など

ゴム付き手袋

ヘルメット

墜落制止用器具
フルハーネス型
（一本つり）

（一本つり）

注　2024年2月時点の情報です。工事の際は、労働安全衛生法に従って施工してください。

墜落制止用器具
胴ベルト型
（一本つり）

腰袋

作業ズボン

保護めがね

防塵マスク

作業服
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「安全はすべてに優先する」という言葉の通り、外壁材、屋根材の施工も安全を第一に考えた施工でなければ

なりません。施工にあたり災害発生を未然に防止し、安全でかつ快適な作業環境をつくるために、安全衛生

心得、安全衛生規則を守ってください。また、電気配線や、ガス、水道配管などの撤去や復元および移設など

の工事が必要な場合は必ず専門業者様に依頼してください。

１）安全衛生心得

　●安全第一に徹してください。

　●作業服は上下とも正しく着用してください。

　●作業場の整理整頓を行ってください。

　●作業者相互の安全確認を十分行ってください。

　●健康状態を十分確認してください。

　●電動工具や空気圧工具の安全確認を行ってください。

　１－８　センターサイディング施工時の安全配慮

１　センターサイディング標準施工法

２）作業に適した服装

　●安全ヘルメットは墜落時保護用を使用し、あご紐をしっかりと締めてください。

　　 また、氏名・血液型・緊急連絡先を明記してください。

　●滑りやすい履物を使用しないでください。

　●作業高さが６．７５mを超える場合は墜落制止用器具フルハーネス型をご使用ください。

2m以上は高所作業

親綱

ランヤード

氏 名

血液型

連絡先

○○太 郎

○ 型

○○市○○町○○

番地○○工務店

電話（     ）

正しい服装の例 安全ヘルメットの例

墜落時保護用

高所作業時の安全帯使用

ヘルメット

作業服

墜落制止用器具腰袋

作業ズボン

安全靴など

保護めがね

ゴム付き手袋

防塵マスク

胴ベルト型

安全靴など

ゴム付き手袋

ヘルメット

墜落制止用器具
フルハーネス型
（一本つり）

（一本つり）

注　2024年2月時点の情報です。工事の際は、労働安全衛生法に従って施工してください。

墜落制止用器具
胴ベルト型
（一本つり）

腰袋

作業ズボン

保護めがね

防塵マスク

作業服

　１－８　センターサイディング施工時の安全配慮

３）はしご・脚立での昇降安全作業基準

　●使用前に異常がないか確認してください。

　●転倒のおそれがない場所に固定してください。

　●２人で作業し、１人は支え役になってください。

　●立て掛ける角度は、７０～７５°とし、

　　 上部は支点より約１m伸ばしてください。

　●１階の屋根から２階の屋根へはしごを掛ける

　　 のは非常に危険なので、行わないでください。

　　 やむを得ない場合は棟をまたいで滑り止め

　　 のマットなどを敷き、その上にはしごを固定して

　　 支え役がしっかりと支えてください。

　●センターサイディング、センタールーフにはしご

　　 や脚立などを直接立て掛けないでください。

４）足場を使用する外壁工事の安全作業基準

　●事前に足場が規定どおりか、支持や固定が確実かを確認してください。

　●足場の支柱を伝って昇降しないでください。

　●足場での作業中は、安全帯の命綱を支柱などに固定してください。

　●足場の作業床でセンターサイディングを運搬・移動する場合は斜めかつぎをせず、作業床と水平になる

　　 ようにしてください。

　●脚立足場の作業床の支持は３点支持とし、各々の間隔は１８００㎜以下としてください。また、一支点間

　　 に同時に２人以上乗らないようにし、幅２００㎜以上、厚み３５㎜以上の足場板を用いてください。

　●高さ１００㎜以上の幅木を取り付けてください。

１　センターサイディング標準施工法

400以上

厚み35以上

支点上での重ね長さ
200以上

3点支持最短突き出し長さ

2枚以上並べた場合の隙間
30以下

75°

以上

1800以下

～75°

１人は支える

はずれはないか

約1m

70°

ゆるみ

30°

　

　

　

５）事故防止・衛生上の注意事項

　●高所作業中の落下物による事故防止のため、残材などを下に降ろす場合は慎重に行ってください。

　●電気配線やガス・水道配管などは、事前確認の上、損傷などに十分注意して施工してください。

　●切断作業時には保護めがねを着用してください。飛散した切り粉で目を傷つけるおそれがあります。

　　 工事関係者や見学者にも徹底してください。

　●必ず軍手などを着用してください。小口や切断面のバリで怪我をするおそれがあります。また、切断面の

　　 バリや尖った角はやすりなどで除去し丸味をつけてください。なお、回転工具使用時には軍手を着用しな

　　 いでください。

　●風の強い日はセンターサイディングを持っているとあおられて落下するおそれがあるため、施工しないで

　　 ください。

　●溶接・溶断などの火の粉が飛ぶところには製品を置かないでください。

　●センターサイディング表面材は導電性です。被覆の破れた電気配線が触れないよう注意してください。

　　 併せて、高圧送電線が近くにある場合、事前に電力会社へ相談するなど、安全対策を講じてください。

　●石綿含有成形板の改装・改修工事の際は関係法令に従ってください。

　●各種補修塗料は、表示ラベルや安全データシート（SDS※）に沿って取り扱ってください。

　※SDSの正式名：Safety Data Sheet（または安全データシート）

高さ100以上の幅木

以下

注　2024年2月時点の情報です。工事の際は、労働安全衛生法に従って施工してください。
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　１－９　センターサイディングの施工用工具例

株式会社マキタ

東　 京：０３－３８１６－１１４１

名古屋：０５２－４１９－０５６１

大　 阪：０６－６３５１－８７７１

福　 岡：０９２－５８８－１２００

フリーダイヤル：０１２０－１７１－１９７

問い合わせ先

施工用工具 仕様メーカー名

集じん（防塵）丸のこ

集じん機

株式会社マキタ

株式会社マキタ

 ＫＳ５０００ＦＸ（刃付）

 ＫＳ５０００FXSP（刃無）

 ＫＳ５１４ＤＲＧＸ（充電式）
 ＫＳ５１３ＤＲＧＸ

　（充電式ダストボックス仕様）

 ＫＳ００１ＧＲＤＸ（充電式）
 ＫＳ００２ＧＲＤＸ

　（充電式ダストボックス仕様）

刃物外径：１２５㎜

刃物内径：２０㎜

ＶＣ２５３０
ＶＣ１５３０
ＶＣ０８３０

ＶＣ０８４０（ﾜｲﾔﾚｽﾕﾆｯﾄ式

連動集じん機）

ＶＣ００２ＧＺ（充電式）

ＶＣ００４ＧＺ（充電式）

ＶＣ２５３０：集じん容量２５Ｌ

ＶＣ１５３０：集じん容量１５Ｌ

ＶＣ０８３０：集じん容量　８Ｌ

ＶＣ０８４０：集じん容量　８Ｌ

ＶＣ００２ＧＺ（充電式）　８Ｌ

ＶＣ００４ＧＺ（充電式）１５Ｌ

品番

施工用工具 仕様

チップソー

ＦＸ１００Ｂ

刃物外径：１２５㎜

刃物内径：２０㎜

刃物外径：１００㎜

刃物内径：２０㎜

品番

ＦＸ１２５Ｂ

!
注　　意

工具の詳細は工具メーカー様へお問い合わせください。

１８Ｖ

１８Ｖ

４０Ｖ

４０Ｖ

４０Ｖ

４０Ｖ

１　センターサイディング標準施工法

連動式コンセント付ドライ専用型
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　１－９　センターサイディングの施工用工具例

株式会社マキタ

東　 京：０３－３８１６－１１４１

名古屋：０５２－４１９－０５６１

大　 阪：０６－６３５１－８７７１

福　 岡：０９２－５８８－１２００

フリーダイヤル：０１２０－１７１－１９７

問い合わせ先

施工用工具 仕様メーカー名

集じん（防塵）丸のこ

集じん機

株式会社マキタ

株式会社マキタ

 ＫＳ５０００ＦＸ（刃付）

 ＫＳ５０００FXSP（刃無）

 ＫＳ５１４ＤＲＧＸ（充電式）
 ＫＳ５１３ＤＲＧＸ

　（充電式ダストボックス仕様）

 ＫＳ００１ＧＲＤＸ（充電式）
 ＫＳ００２ＧＲＤＸ

　（充電式ダストボックス仕様）

刃物外径：１２５㎜

刃物内径：２０㎜

ＶＣ２５３０
ＶＣ１５３０
ＶＣ０８３０

ＶＣ０８４０（ﾜｲﾔﾚｽﾕﾆｯﾄ式

連動集じん機）

ＶＣ００２ＧＺ（充電式）

ＶＣ００４ＧＺ（充電式）

ＶＣ２５３０：集じん容量２５Ｌ

ＶＣ１５３０：集じん容量１５Ｌ

ＶＣ０８３０：集じん容量　８Ｌ

ＶＣ０８４０：集じん容量　８Ｌ

ＶＣ００２ＧＺ（充電式）　８Ｌ

ＶＣ００４ＧＺ（充電式）１５Ｌ

品番

施工用工具 仕様

チップソー

ＦＸ１００Ｂ

刃物外径：１２５㎜

刃物内径：２０㎜

刃物外径：１００㎜

刃物内径：２０㎜

品番

ＦＸ１２５Ｂ

!
注　　意

工具の詳細は工具メーカー様へお問い合わせください。

１８Ｖ

１８Ｖ

４０Ｖ

４０Ｖ

４０Ｖ

４０Ｖ

１　センターサイディング標準施工法

連動式コンセント付ドライ専用型

　１－１０　標準施工手順

１　センターサイディング標準施工法

木　造 鉄　骨　下　地

金属胴縁仕様
直張り仕様

※倉庫などの非住宅物件のみ

木造構造躯体（柱・間柱）、サッシなどのチェック 鉄骨下地（Ｃ形鋼・角パイプ）、サッシなどのチェック

墨出し　通気土台水切の取り付け 墨出し　通気土台水切
の取り付け

墨出し　水切３４
の取り付け

防水テープ・防水紙張り 防水テープ・防水紙張り

金属胴縁の取り付け木胴縁の取り付け

図面と製品の確認・照合　　張り方（縦張り・横張り、張り分けの位置）　　基準墨出し

先付け付属部材の取り付け

本体の施工

後付け付属部材の取り付け

シーリング工事（開口部周囲など）

補修・点検　片付け・清掃

捨てシーリングの施工
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　１－１１　外壁通気構法

１）外壁通気構法の必要性

　外壁通気構法は、壁体内の湿気など水分をスムーズに屋外へ放出し、住宅の耐久性を向上させることが

　目的です。「単にセンターサイディングを張るための下地」という感覚で施工されますと、通気不良による

  不具合が起きる可能性が高まります。

　センターサイディングの表面には外気の影響を受けにくくするために各種塗装が施されています。裏面にも

　アルミラミネート加工が施されていますが一時的な防水機能しか持っていないので、内部結露や接合部など

　から浸入した雨水などが多量に発生した場合には、吸水による不具合が発生する可能性があります。

■外壁通気構法の目的

①内部結露の抑制

　 湿気、すなわち水蒸気は雨水のおよそ２５０万分の１という

　 小さな粒子です。そのため、室内の湿気は内装材を通って

　 壁の中に浸入します。壁が密閉状態の場合ですと湿気に

　 逃げ場がなく、壁体内で結露し、柱や断熱材などが吸水し

　 てしまいます。防水紙に透湿防水シートを使用して、外壁

　 通気構法にすることで、室内から浸入した湿気を結露する

　 前に通気層に通し、速やかに屋外に放出させ、内部結露を

　 抑制します。

②雨漏りの抑制

　 外壁通気構法とすることにより、通気層と外気との気圧を

　 同じに保ち、暴風雨時における雨水浸入を最小限に抑え

　 ます。また、雨水がセンターサイディング裏面に浸入しても、

　 雨水は通気層を通って屋外に排出され、建物の中への雨

　 漏りを抑制します。

③遮熱性の向上

　 直射日光があたると、外壁はかなりの熱をうけます。外壁

　 通気構法とした場合には、通気層内に上昇気流が発生す

　 るため、受けた熱の一部をこの上昇気流が屋外に放出して

　 くれます。このため、外壁通気構法は、日射などに対して放

　 熱や蓄熱防止の働きがあることが確認されています。
　

１　センターサイディング標準施工法

内装材

湿気

センター

透湿防水シート

屋外側 屋内側

屋外側 屋内側

センターサイディング
透湿防水シート

屋外側 屋内側

センターサイディング

透湿防水シート

熱

雨

外

壁

通

気

構

法

①内部結露の抑制

②雨漏りの抑制

③遮熱性の向上

建物の耐久性の向上

断熱性能の維持

センターサイディングの保護

日射の放熱や蓄熱防止に

よる快適性の確保

放熱や蓄熱防止の効果で快適さをもた

らし、また、冷房費の節約になります。

水を含むと性能が低下する断熱材に、

水蒸気を滞留させません。

結露抑制・雨漏り抑制で腐朽菌・シロ

アリ・錆から建物を守ります。

防湿シート

内装材

防湿シート

内装材

防湿シート

サイディング
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　１－１１　外壁通気構法

１）外壁通気構法の必要性

　外壁通気構法は、壁体内の湿気など水分をスムーズに屋外へ放出し、住宅の耐久性を向上させることが

　目的です。「単にセンターサイディングを張るための下地」という感覚で施工されますと、通気不良による

  不具合が起きる可能性が高まります。

　センターサイディングの表面には外気の影響を受けにくくするために各種塗装が施されています。裏面にも

　アルミラミネート加工が施されていますが一時的な防水機能しか持っていないので、内部結露や接合部など

　から浸入した雨水などが多量に発生した場合には、吸水による不具合が発生する可能性があります。

■外壁通気構法の目的

①内部結露の抑制

　 湿気、すなわち水蒸気は雨水のおよそ２５０万分の１という

　 小さな粒子です。そのため、室内の湿気は内装材を通って

　 壁の中に浸入します。壁が密閉状態の場合ですと湿気に

　 逃げ場がなく、壁体内で結露し、柱や断熱材などが吸水し

　 てしまいます。防水紙に透湿防水シートを使用して、外壁

　 通気構法にすることで、室内から浸入した湿気を結露する

　 前に通気層に通し、速やかに屋外に放出させ、内部結露を

　 抑制します。

②雨漏りの抑制

　 外壁通気構法とすることにより、通気層と外気との気圧を

　 同じに保ち、暴風雨時における雨水浸入を最小限に抑え

　 ます。また、雨水がセンターサイディング裏面に浸入しても、

　 雨水は通気層を通って屋外に排出され、建物の中への雨

　 漏りを抑制します。

③遮熱性の向上

　 直射日光があたると、外壁はかなりの熱をうけます。外壁

　 通気構法とした場合には、通気層内に上昇気流が発生す

　 るため、受けた熱の一部をこの上昇気流が屋外に放出して

　 くれます。このため、外壁通気構法は、日射などに対して放

　 熱や蓄熱防止の働きがあることが確認されています。
　

１　センターサイディング標準施工法

内装材

湿気

センター

透湿防水シート

屋外側 屋内側

屋外側 屋内側

センターサイディング
透湿防水シート

屋外側 屋内側

センターサイディング

透湿防水シート

熱

雨

外

壁

通

気

構

法

①内部結露の抑制

②雨漏りの抑制

③遮熱性の向上

建物の耐久性の向上

断熱性能の維持

センターサイディングの保護

日射の放熱や蓄熱防止に

よる快適性の確保

放熱や蓄熱防止の効果で快適さをもた

らし、また、冷房費の節約になります。

水を含むと性能が低下する断熱材に、

水蒸気を滞留させません。

結露抑制・雨漏り抑制で腐朽菌・シロ

アリ・錆から建物を守ります。

防湿シート

内装材

防湿シート

内装材

防湿シート

サイディング

　１－１１　外壁通気構法

２）通気構法の注意点

１　センターサイディング標準施工法

通気土台水切

吸気

内装材

防湿シート通気層

センター
サイディング

センター
サイディング

排気

透湿防水シート

防湿シート

内装材

断熱材

吸気

排気軒裏換気 棟換気

土台

壁体内

軒天

通気土台水切

土台

棟

壁体内

吸気口

通気層

排気口

吸気口

通気層

排気口

透湿防水シート

通気層

通気構法としては不適切

排気ができず

軒裏換気口がない

棟換気口がない

開口部まわり○ ×

×

○○

断熱材

排気

胴縁

通気層

開口部まわりに通気のための隙間がある 開口部まわりがふさがれ通気のための隙間がない

空気の流れ

胴縁

通気層

空気の流れ

壁体内の空気が効果的に流れる構造 壁体内の空気が流れない構造

壁体内の空気が流れない構造

壁体内の空気が効果的に流れる構造

3
0

3
0
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　１－１１　外壁通気構法

３）通気層の確保と胴縁の種類・厚み

１　センターサイディング標準施工法

　外壁通気構法における通気層の厚みは、１２㎜以上必要です

　●通気層は７㎜あれば空気は流れますが、梅雨期などにおける壁体内の

　　  結露水が多い場合に排出しきれないおそれがあり、１２㎜以上の厚みが

　　　必要です。
　

センターサイディングを留め付ける胴縁の厚みは、１５㎜以上必要です

　●センターサイディングは釘・ビスで胴縁に留め付けます。胴縁の保持力の

　　 確保から、胴縁の厚みを１５㎜以上確保した木材を選定しご使用ください。

　※樹種・胴縁の厚みについては、「１－１４　胴縁下地組み」をご参照ください。
　

　１－１２　雨漏りが発生しやすい部位

下記に示す部分は雨漏りが発生しやすい部位です。

センターサイディングは一次防水の役割を持っていますが、強風時などは接合部などからセンター

サイディング裏面に雨水が浸入します。施工の際には必ず防水紙張りの段階から施工納まりに

万全を期してください。下記のような詳細部分においても、防水紙と防水テープおよびセン
ターサイディングによる二重防水の施工方法で施工することが非常に重要です。また、壁止まり部

など通気層内に施工する水平部材との取り合い部で通気層内に雨水が滞留するおそれがある

箇所は、雨水が適切に排出される施工を行ってください。

１．矢切換気ガラリの周囲

２．外壁出隅と下屋根流れ側の

　　取り合い部分

３．下屋根流れ側と壁の取り合い

　　部分

４．壁止まり部

５．縦樋つかみ金物埋め込み部分

　６．ベランダ取り付け部分

　７．ベランダ出入口サッシ下端

　８．ベランダ手摺取り付け部分

　９．壁と軒の取り合い部

１０．外壁の入隅部分

１１．外壁の出隅部分

１２．開口部上枠周辺部分

１３．開口部下側の端部

１４．戸袋取り付け部分

１５．壁の下部と基礎の取り合い部分

１６．サッシ下端部分

１７．ベランダ笠木下端部分

１８．ＦＲＰ防水との取り合い部分

注　　意

通気層

胴縁

センター

防水紙
躯体

サイディング
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　１－１１　外壁通気構法

３）通気層の確保と胴縁の種類・厚み

１　センターサイディング標準施工法

　外壁通気構法における通気層の厚みは、１２㎜以上必要です

　●通気層は７㎜あれば空気は流れますが、梅雨期などにおける壁体内の

　　  結露水が多い場合に排出しきれないおそれがあり、１２㎜以上の厚みが

　　　必要です。
　

センターサイディングを留め付ける胴縁の厚みは、１５㎜以上必要です

　●センターサイディングは釘・ビスで胴縁に留め付けます。胴縁の保持力の

　　 確保から、胴縁の厚みを１５㎜以上確保した木材を選定しご使用ください。

　※樹種・胴縁の厚みについては、「１－１４　胴縁下地組み」をご参照ください。
　

　１－１２　雨漏りが発生しやすい部位

下記に示す部分は雨漏りが発生しやすい部位です。

センターサイディングは一次防水の役割を持っていますが、強風時などは接合部などからセンター

サイディング裏面に雨水が浸入します。施工の際には必ず防水紙張りの段階から施工納まりに

万全を期してください。下記のような詳細部分においても、防水紙と防水テープおよびセン
ターサイディングによる二重防水の施工方法で施工することが非常に重要です。また、壁止まり部

など通気層内に施工する水平部材との取り合い部で通気層内に雨水が滞留するおそれがある

箇所は、雨水が適切に排出される施工を行ってください。

１．矢切換気ガラリの周囲

２．外壁出隅と下屋根流れ側の

　　取り合い部分

３．下屋根流れ側と壁の取り合い

　　部分

４．壁止まり部

５．縦樋つかみ金物埋め込み部分

　６．ベランダ取り付け部分

　７．ベランダ出入口サッシ下端

　８．ベランダ手摺取り付け部分

　９．壁と軒の取り合い部

１０．外壁の入隅部分

１１．外壁の出隅部分

１２．開口部上枠周辺部分

１３．開口部下側の端部

１４．戸袋取り付け部分

１５．壁の下部と基礎の取り合い部分

１６．サッシ下端部分

１７．ベランダ笠木下端部分

１８．ＦＲＰ防水との取り合い部分

注　　意

通気層

胴縁

センター

防水紙
躯体

サイディング

　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

防水紙の張り方を誤ると、雨漏りのおそれがあります。
注　　意

防水紙を張り終えた後は、すみやかにセンターサイディングを施工してください。

１）施工時の注意点

　●防水紙は横張りを原則とし、下から上へと張り上げます。

　●通気層をふさがないように、たるみや剥がれがないようにしてください。

　●防水紙を下地に留め付ける際は、ステープルや両面防水テープまたは透湿防水シート用スプレーのりを

　　 使用します。

　●防水紙を張る前あるいは張った後に雨などで濡れた場合は、十分に乾いてから施工を始めてください。
　

２）一般部の防水紙の張り方

　●上下の重ね代は９０㎜以上です。

　　 左右の重ね代は、耐力面材がない場合は、柱（間柱）と柱（間柱）の間隔（左右

　　 の重なり部は必ず柱・間柱があるところに留める。）とし、耐力面材がある場合

　　 は１５０㎜以上です。

　●ステープルで留め付ける場合は、縦＠３００㎜以下、横は柱・間柱やスタッドの

　　 間隔ごとに留め付けます。

　●透湿防水シート用スプレーのりで留め付ける場合は、缶を２０㎝程度離して下

　　 地へ線状にスプレーし、６０秒以内に貼り合わせて十分に圧着します。

重ね代
90以上

防水紙の損傷箇所

片面防水テープ

縦胴縁

150以上

防水紙の

150以上

防水紙

9
0
以

上

通気土台水切

柱・間柱間柱・間柱間

柱の幅程度 柱の幅程度

柱・間柱間

9
0
以

上

　　　　　　　　　　　防水紙
（モエン透湿防水シート）

ステープル

ステープル

耐力面材がない場合 誤った留め付け方

×
ステープル

耐力面材がある場合

３）出隅・入隅部の防水紙の張り方

　●出隅・入隅などの隅角部は、特に隙間、破れなどの防水上の欠陥を

　 　生じさせないようにしてください。　

　●耐力壁がない場合：入隅部では両隣の柱（間柱）があるところに

　　 留め付け、出隅部では両方向とも柱幅程度重ねて留め付けます。

　●耐力壁がある場合：出隅・入隅部とも両方向柱幅程度重ねて

　　 留め付けます。

　※出隅部では耐力壁の有無にかかわらず通しで張ってもかまいません。　

４）防水紙の補修方法

　●防水紙が破れた場合は、張り直すかまたは補修をして

　　 ください。

　●胴縁が取り付けられている場合（左図）、損傷箇所に片

　　 面防水テープを貼って補修します。

　●胴縁取り付け前の場合（右図）、損傷部分に防水紙をあ

　　 てがい、上部を上段の防水紙の重ね目に挿入し、下地

　　 に留め付けます。

損傷箇所

左右の重ね代不足

注　　意

9
0
以

上
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　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

②

① 両面防水テープ

③

②

縦胴縁

防水紙
断熱材

（ウール状断熱材）

通気阻害が

生じやすい

軒天材

防水紙

縦胴縁

防水紙

縦胴縁
軒天材

通気土台水切 

縦胴縁

防水紙
両面テープ

サッシ縦枠と横枠のジョイント部は段差があり防水テープ・

防水紙の隙間ができやすい箇所です。防水パッキンはあり

ますが、一部分しかありません。隙間ができないよう特に

注意して施工してください。

注　　意

防水パッキン

隙間

両面防水テープ

サッシ

2
0
程

度

５）充填型断熱工法の場合の注意点

　●軸組でできる壁厚の間に断熱材（ウール状断熱材）を

　 　充填する断熱工法の外壁面に防水紙を張った場合、断

　　 熱材の長期にわたる断熱材復元圧力によって図のよう

　　 に防水紙が外部側にふくらんでしまう現象がおこり、通

　　 気空間を狭めて外壁通気構法の効果を低減させてしま

　 　うおそれがあります。充填型断熱工法の場合には防水

　　 紙のふくらみを押さえるなど、通気空間を確実に確保

　　 する措置をとってください。

６）土台部の防水紙の張り方

　●防水紙は、通気土台水切に十分かぶせて施工します。

　●風による防水紙のバタツキ（音鳴り）を防止する処置とし

　　 て通気土台水切の両面テープの剥離紙を剥がし、防水紙

　　 を貼り付けます。（水切立ち上がり下端から２０㎜程度の

　　 位置まで）

  　 アルミ通気土台水切やベランダ部の水切、下屋根の雨押

　　 え板金などにも両面防水テープを用い、同様の処置を

　　 行います。なお、横胴縁で防水紙を押さえて留め付ける

　　 場合は、両面防水テープは不要です。

７）開口部まわりの両面防水テープの貼り方と手順

　●開口部まわりの両面防水テープは、右図の

　　 順番に従い貼り付けます。

　●両面防水テープの剥離紙は防水紙を張る

　　 直前に剥がし、隙間ができないよう圧着

　　 します。

　●先張りシートがある場合は、その下に防水

　　 紙を十分に差し込んでから留め付けます。

　　 その際に、サッシフィンと先張りシートの

　　 上に片面防水テープを貼る必要はありません。

　※透湿防水シート用スプレーのりで防水紙を

　　 施工する場合も、開口部など防水処理が必要な

　　 箇所には両面防水テープを使用してください。

８）軒天部の防水紙の張り方

　●防水紙は軒天材の位置より上まで張り上げ、

　　 ステープルや両面防水テープなどで留め付

　　 けます。

　●軒天先施工の場合は、軒天材まで張り上げ、

　　 ステープルや両面防水テープなどで留め付

　　 けます。

　※軒天からの雨水の浸入が懸念される場合は、

　　 防水テープで防水紙と軒天材を接着します。
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　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

②

① 両面防水テープ

③

②

縦胴縁

防水紙
断熱材

（ウール状断熱材）

通気阻害が

生じやすい

軒天材

防水紙

縦胴縁

防水紙

縦胴縁
軒天材

通気土台水切 

縦胴縁

防水紙
両面テープ

サッシ縦枠と横枠のジョイント部は段差があり防水テープ・

防水紙の隙間ができやすい箇所です。防水パッキンはあり

ますが、一部分しかありません。隙間ができないよう特に

注意して施工してください。

注　　意

防水パッキン

隙間

両面防水テープ

サッシ

2
0
程

度

５）充填型断熱工法の場合の注意点

　●軸組でできる壁厚の間に断熱材（ウール状断熱材）を

　 　充填する断熱工法の外壁面に防水紙を張った場合、断

　　 熱材の長期にわたる断熱材復元圧力によって図のよう

　　 に防水紙が外部側にふくらんでしまう現象がおこり、通

　　 気空間を狭めて外壁通気構法の効果を低減させてしま

　 　うおそれがあります。充填型断熱工法の場合には防水

　　 紙のふくらみを押さえるなど、通気空間を確実に確保

　　 する措置をとってください。

６）土台部の防水紙の張り方

　●防水紙は、通気土台水切に十分かぶせて施工します。

　●風による防水紙のバタツキ（音鳴り）を防止する処置とし

　　 て通気土台水切の両面テープの剥離紙を剥がし、防水紙

　　 を貼り付けます。（水切立ち上がり下端から２０㎜程度の

　　 位置まで）

  　 アルミ通気土台水切やベランダ部の水切、下屋根の雨押

　　 え板金などにも両面防水テープを用い、同様の処置を

　　 行います。なお、横胴縁で防水紙を押さえて留め付ける

　　 場合は、両面防水テープは不要です。

７）開口部まわりの両面防水テープの貼り方と手順

　●開口部まわりの両面防水テープは、右図の

　　 順番に従い貼り付けます。

　●両面防水テープの剥離紙は防水紙を張る

　　 直前に剥がし、隙間ができないよう圧着

　　 します。

　●先張りシートがある場合は、その下に防水

　　 紙を十分に差し込んでから留め付けます。

　　 その際に、サッシフィンと先張りシートの

　　 上に片面防水テープを貼る必要はありません。

　※透湿防水シート用スプレーのりで防水紙を

　　 施工する場合も、開口部など防水処理が必要な

　　 箇所には両面防水テープを使用してください。

８）軒天部の防水紙の張り方

　●防水紙は軒天材の位置より上まで張り上げ、

　　 ステープルや両面防水テープなどで留め付

　　 けます。

　●軒天先施工の場合は、軒天材まで張り上げ、

　　 ステープルや両面防水テープなどで留め付

　　 けます。

　※軒天からの雨水の浸入が懸念される場合は、

　　 防水テープで防水紙と軒天材を接着します。
　

　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

９）バルコニー笠木部の防水紙の張り方

　「防水テープ（両面防水・片面防水・片面防水ストレッチタイプ）」または「スポットガード」を使用し施工します。

　①防水テープ（両面防水・片面防水・片面防水ストレッチタイプ）を使用する場合

　●バルコニーの笠木部には、防水性を高めるため、天端部は防水紙を重ねます。（鞍掛けまたは左右重ね）

　　 また、重ね合わせは、１５０㎜以上にします。

　●防水紙が張り上がった後、笠木ファスナーが取り付けられる位置に防水テープを増し貼りします。

 　　（笠木ファスナーの取付位置は、事前に笠木取り付け工事業者様または現場管理者に確認してください。）

　●バルコニー隅部は、躯体と防水紙を両面防水テープで圧着した後、側面部には片面防水テープを貼り、

　　 天端部には片面防水テープストレッチタイプを貼り付けます。

　●ビス孔などから漏水を防ぐため、笠木用留付金具と防水紙の間に両面防水テープを捨て貼りします。

防水紙は、ピンホールが

できないように切断せず

折り曲げて納めます。

窓枠

鞍掛けまたは

左右から重ね

片面防水テープ

ストレッチタイプ

施工箇所

防水紙

隅部に両面防水テープ

を貼ってから防水紙を

施工します。

防水紙を施工後、隅部側

面側に片面防水テープを

貼り付けます。

バルコニー天端と壁面との

取り合い部には片面防水

テープストレッチタイプを

使用し、防水処理します。

両面防水テープ

防水紙
片面防水テープ

防水テープ

片面防水テープ
ストレッチタイプ

折り曲げる

剥離紙

接着面

テープ表面

バルコニー

天端

テープ表面

バルコニー

天端

接着面

テープ表面

バルコニー

天端

●テープを必要長さに
　切り取り、剥離紙が
　外側になるよう幅方
　向に２つ折りしてくだ
　さい。その後、片側
　の剥離紙を取り除き
　ます。
　※カッターナイフでテープを切断

   　する場合は、自背面（剥離紙

　 　面と反対面）を上にして切断し

　 　ます。

　※バルコニー隅部は７５㎜幅を

　　 推奨します。

●右図のように入隅部
　にテープを密着させ
　て貼り付けます。
　※テープは伸ばしたりせず、無理

　　 なく貼り付けます。

●残りの剥離紙を取り
　除き、テープ中央部
　を押し広げながら壁
　面に貼り付けます。

●コーナー部を指で押
　さえ、壁側面へシワ　
　が入らないように、
　押し広げながら貼り
　付けます。
　※テープはテープ長さ方向ととも

　　 に幅方向にも広げます。

■片面防水テープストレッチタイプの貼り方

防水紙防水紙

●防水性を高めるため、天端部は防水紙　

　 を重ねます。

●バルコニー天端面は、釘・タッカーなど

　 を使用しないでください。

1
5
0
以

上

1
5
0
以

上

＜鞍掛け＞ ＜左右重ね＞

手順① 手順② 手順③ 手順④

漏水を防ぐため、防水テープ部に釘、タッカーなどを留め付けないようご注意ください。
注　　意

防水テープ 防水テープ

笠木と外壁の取り合い部（壁止まり部）では通気層内に浸入した雨水が

滞留しないよう適切に施工してください。

注　　意

防水紙

防水紙

1
5
0
以

上

1
5
0
以

上
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　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

９）バルコニー笠木部の防水紙の張り方

　②スポットガードを使用する場合

　■製品仕様

　 スポットガード　バルコニー端部用

　 スポットガード　バルコニー出入隅用

　■スポットガード　バルコニー端部用・出入隅用の使用部位

　●スポットガードバルコニー用は、端部用と出入隅用を部位ごとに使い分けます。

開口下部

【スポットガード　バルコニー端部用】

笠木、外壁接合部

【スポットガード　バルコニー端部用】
笠木出入隅部

【スポットガード　バルコニー出入隅用】

　■バルコニー部の施工

　●防水紙の施工後、スポットガードを取り付けます。

　●バルコニーの笠木部には、防水性能を高めるため

　 　 天端部は防水紙を鞍掛けまたは左右から重ねます。

　●バルコニー笠木天端面は、釘・タッカーなどを使用

　 　 しないでください。

150以上

鞍掛けまたは
左右からの重ね

　■スポットガード　出入隅用の施工手順

　手順①

  ●スポットガード出入隅用を角部にかぶせます。

スポットガード

バルコニー出入隅用

片面防水テープ

20程度
防水紙

スポットガード

バルコニー出入隅用

防水紙

バルコニー

笠木天端

手順②

●幅５０㎜以上の片面防水テープでスポット ガード

   バルコニー出入隅用の両端部を固定 します。

商品名 品番 サイズ（Ｗ×Ｈ×Ｄ） 対応笠木幅（Ａ） 材質

ポリエチレン

端部用105

単位：㎜

310×200×100

端部用120 325×200×100H

H

W

WW

A

A

D
端部用2×4 314×200×100

FSK3105

FSK3120

FSK3240

108

123

112

108

123

112

FSK4105

FSK4120

FSK4240

商品名 品番 サイズ（Ｗ×Ｈ） 対応笠木幅（Ａ） 材質

ポリエチレン

出入隅用105

単位：㎜

210×100

出入隅用120

出入隅用2×4

225×100

214×100
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　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

９）バルコニー笠木部の防水紙の張り方

　②スポットガードを使用する場合

　■製品仕様

　 スポットガード　バルコニー端部用

　 スポットガード　バルコニー出入隅用

　■スポットガード　バルコニー端部用・出入隅用の使用部位

　●スポットガードバルコニー用は、端部用と出入隅用を部位ごとに使い分けます。

開口下部

【スポットガード　バルコニー端部用】

笠木、外壁接合部

【スポットガード　バルコニー端部用】
笠木出入隅部

【スポットガード　バルコニー出入隅用】

　■バルコニー部の施工

　●防水紙の施工後、スポットガードを取り付けます。

　●バルコニーの笠木部には、防水性能を高めるため

　 　 天端部は防水紙を鞍掛けまたは左右から重ねます。

　●バルコニー笠木天端面は、釘・タッカーなどを使用

　 　 しないでください。

150以上

鞍掛けまたは
左右からの重ね

　■スポットガード　出入隅用の施工手順

　手順①

  ●スポットガード出入隅用を角部にかぶせます。

スポットガード

バルコニー出入隅用

片面防水テープ

20程度
防水紙

スポットガード

バルコニー出入隅用

防水紙

バルコニー

笠木天端

手順②

●幅５０㎜以上の片面防水テープでスポット ガード

   バルコニー出入隅用の両端部を固定 します。

商品名 品番 サイズ（Ｗ×Ｈ×Ｄ） 対応笠木幅（Ａ） 材質

ポリエチレン

端部用105

単位：㎜

310×200×100

端部用120 325×200×100H

H

W

WW

A

A

D
端部用2×4 314×200×100

FSK3105

FSK3120

FSK3240

108

123

112

108

123

112

FSK4105

FSK4120

FSK4240

商品名 品番 サイズ（Ｗ×Ｈ） 対応笠木幅（Ａ） 材質

ポリエチレン

出入隅用105

単位：㎜

210×100

出入隅用120

出入隅用2×4

225×100

214×100

　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

■スポットガード　バルコニー端部用の施工手順

手順①

●スポットガードバルコニー端部用を下図のように取り付けます。

防水紙 バルコニー
笠木天端

スポットガード
バルコニー端部用

柱

防水紙

バルコニー
笠木天端

スポットガード
バルコニー端部用

折り曲げる

バルコニー
笠木天端

防水紙

手順③

●両面防水テープの剥離紙を剥がし、スポットガード

　 バルコニー端部用を覆うように防水紙を施工します。

重ね代
90以上

スポットガード
バルコニー端部用

スポットガード
バルコニー端部用

　 ＜バルコニーと外壁が同面でつながっている場合＞

　 スポットガードバルコニー端部用を溝に沿って折り曲げてから、

　 かぶせてください。

バルコニー
笠木天端

スポットガード
バルコニー端部用

両面防水テープ

片面防水テープ

手順②

●幅５０㎜以上の防水テープでスポットガードバルコニー

　 端部用を固定します。

●バルコニー笠木天端側は片面防水テープ、外壁側

　 は両面防水テープを使用します。

●外壁面に構造用合板などの面材がある場合は、面

　 材に対して両面防水テープで固定し、面材がない場

　 合は、防水紙をスポットガード上側まで張り、防水紙

　 に対して両面防水テープで固定します。

●外壁面の両面防水テープは横、上の順番で施工し、

　 縦貼りするテープの上端がはみ出ないように注意

　 してください。

20程度

はみ出さない

×

【合板などの面材がない場合】

柱

防水紙

防水紙

スポットガード上部まで

防水紙を張る

両面防水テープ

① ①

②

留付釘

ブチルゴム製
片面防水テープ

スポットガード
バルコニー端部用

施工上の注意事項
注　　意

両面防水テープ

●タッカーや釘などで留め付けないでください。

●防水テープの施工は隙間ができないように、しっかり

　 と圧着してください。

●センターサイディング施工時、留付釘、留付ビスで

　 スポットガードを貫通しないようにしてください。

　 やむを得ず貫通する場合は、当該箇所にブチルゴム

　 製の片面防水テープを施工してください。

センター
サイディング
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　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

９）バルコニー笠木部の防水紙の張り方

　③スポットルートを使用する場合

　 壁止まり部の防水措置として、１次防水（センターサイディング）と２次防水（防水紙）の間に浸入した雨水を

　 拡散・滞留させることなく排出する「スポットルート」の使用をお勧めします。

　■製品仕様

　■施工手順

　手順①　入隅５０の取り付け

　●入隅５０を施工する前に外壁と手すり壁の取り合いが、

　　  防水紙と防水テープまたはスポットガートで十分に防水

　　  されていることを確認してください。

　●入隅５０を取り付けます。

　手順②　スポットルートの取り付け
　　
　　

　A-A断面図 　B-B断面図品名 品番

スポットルート

FTN1000手すり壁

根巻き部材

入隅５０の取り付け

　●スポットルートの取り付け部分に合板やスペーサーなど

　　 の調整材を施工します。

　●両面防水テープを用いて防水層に孔をあけないように

　　 注意しながら、スポットルートを外壁側と手すり側に取り

　　 付けます。

　手順③　外壁側センターサイディングの施工

　●スポットルートの止水材を５㎜に圧縮するようにセンター

　　 サイディングを施工します。

　　

注　　意

スポットルートの止水材は５㎜に圧縮することで

水密機能を発揮します。

以下の２点をご確認ください。

●センターサイディング裏面とスポットルートの隙間

　 が５㎜程度になっていることを確認してください。

●センターサイディング小口とスポットルートの隙間

　 が３～５㎜になっていることを確認してください。

入隅５０

調整材とスポットルートの取り付け

入隅５０

両面防水テープ（裏側）

外壁側センターサイディングの施工

センターサイディング

スポットルート

入隅５０

調整材
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　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

９）バルコニー笠木部の防水紙の張り方

　③スポットルートを使用する場合

　 壁止まり部の防水措置として、１次防水（センターサイディング）と２次防水（防水紙）の間に浸入した雨水を

　 拡散・滞留させることなく排出する「スポットルート」の使用をお勧めします。

　■製品仕様

　■施工手順

　手順①　入隅５０の取り付け

　●入隅５０を施工する前に外壁と手すり壁の取り合いが、

　　  防水紙と防水テープまたはスポットガートで十分に防水

　　  されていることを確認してください。

　●入隅５０を取り付けます。

　手順②　スポットルートの取り付け
　　
　　

　A-A断面図 　B-B断面図品名 品番

スポットルート

FTN1000手すり壁

根巻き部材

入隅５０の取り付け

　●スポットルートの取り付け部分に合板やスペーサーなど

　　 の調整材を施工します。

　●両面防水テープを用いて防水層に孔をあけないように

　　 注意しながら、スポットルートを外壁側と手すり側に取り

　　 付けます。

　手順③　外壁側センターサイディングの施工

　●スポットルートの止水材を５㎜に圧縮するようにセンター

　　 サイディングを施工します。

　　

注　　意

スポットルートの止水材は５㎜に圧縮することで

水密機能を発揮します。

以下の２点をご確認ください。

●センターサイディング裏面とスポットルートの隙間

　 が５㎜程度になっていることを確認してください。

●センターサイディング小口とスポットルートの隙間

　 が３～５㎜になっていることを確認してください。

入隅５０

調整材とスポットルートの取り付け

入隅５０

両面防水テープ（裏側）

外壁側センターサイディングの施工

センターサイディング

スポットルート

入隅５０

調整材

　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

　 手順④　手すり壁側センターサイディングの施工

　 ●笠木の納まりに合わせてセンターサイディングを

　 　 施工します。

手すり側センターサイディングの施工

センターサイディング

スポットルート

センターサイディング

笠木の取り付け

センターサイディング

笠木

ニチハシーリング

見切縁

見切縁

　 １０）換気口まわりの防水紙の張り方

　 　「防水テープ（片面ストレッチタイプ）」または「スポットガード」を使用し施工します。

　 　①防水テープ（片面ストレッチタイプ）を使用する場合

剥離紙

防水テープ表面

接着面

パイプ
パイプ パイプ防水テープ表面

剥離紙

接着面

防水テープ表面

接着面

折り曲げる

ジョイント部

　 　●折り返した防水テープの

　 　　 ジョイント部を残し、パイプ

　 　　 面へ貼り付けます。
　 　※パイプ入隅にテープが密着するように

　 　　 接着してください。

●もう一方の剥離紙を取り除き、

　 シワが入らないように壁面へ

　 貼り付けます。
※テープを伸ばす際は、幅方向とともに長さ

　 方向にも追従させてください。

●防水テープのジョイント部を

　 しっかり圧着し、水密性を確保

　 してください。
※貼り終わりが上側のテープ勝ちとなるように

　 し、かつ４～８時の位置で終わるようにして

　 ください。

　 　手順①

　 　●防水紙はパイプに干渉しないようパイプ周辺を切り取ってから施工します。

　 　●防水テープを必要長さ（パイプ周長＋５０㎜程度）に切り取り、剥離紙が外側になるよう幅方向に折り曲げ

　 　　 ます。その後、片側の剥離紙（幅狭の剥離紙）を取り除いてください。
　 　※カッターナイフで防水テープを切断する場合は、自背面（剥離紙面と反対面）を上にしてください。

　 　※パイプまわりは４５㎜幅の片面防水テープ（ストレッチタイプ）が適当です。

　

防水紙

パイプ

パイプ受け
柱

　 　手順② 手順③ 手順④

　 手順⑤　笠木の取り付け

　 ●外壁側センターサイディングと笠木の取り合いに

　 　 ニチハシーリングを施工します。
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　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

②スポットガードを使用する場合

■製品仕様

　 スポットガード　配管用

商品名

サイズ

品番 FSK2100 FSK2150

適応配管呼び径

配管用１００

φ100㎜

配管用１５０

φ150㎜

φ74

205
255

2
5
5

2
0
5 φ123

●スポットガード配管用に表裏はありません。

●配管との間に隙間が発生するおそれや、

　 製品の裂けなどが発生するおそれがある

　 ため、適応呼び径以外の配管には使用し

　 ないでください。

■施工手順（片面防水テープを使用する場合）

柱

パイプ

防水紙

手順①

●防水紙はパイプに干渉しないよう、 パイプ周辺を

　 切り取ってから施工します。

柱

パイプ

防水紙

手順②

●スポットガード配管用本体の中心部を指で広げながら、

　 適応サイズのパイプに奥まではめ込みます。

スポットガード

配管用

柱

防水紙

指で広げ

ながら

はめ込む

手順③

●パイプの奥まではめ込まれていることを確認後、

　 スポットガードの周囲を片面防水テープで下図の

   順序に従い、貼り付けます。
　

①

②

①

縦貼りする防水テープの

上端がはみ出さないよう

に注意してください。

製品下側は防水テープを

施工しないでください。

片面防水テープ

スポットガード配管用

配管部防水紙の切り込みがスポットガード本体から

はみ出る場合は防水テープで補修してください。

パイプ外周部に突起部がないか確認してください。

突起がある場合は取り除いてからスポットガード

配管用を施工してください。

注　　意

注　　意

注　　意

注　　意

材質 ポリエチレン＋（中央部）特殊ゴム

配管外形寸法 φ106～116㎜ φ152～166㎜
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　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

②スポットガードを使用する場合

■製品仕様

　 スポットガード　配管用

商品名

サイズ

品番 FSK2100 FSK2150

適応配管呼び径

配管用１００

φ100㎜

配管用１５０

φ150㎜

φ74

205
255

2
5
5

2
0
5 φ123

●スポットガード配管用に表裏はありません。

●配管との間に隙間が発生するおそれや、

　 製品の裂けなどが発生するおそれがある

　 ため、適応呼び径以外の配管には使用し

　 ないでください。

■施工手順（片面防水テープを使用する場合）

柱

パイプ

防水紙

手順①

●防水紙はパイプに干渉しないよう、 パイプ周辺を

　 切り取ってから施工します。

柱

パイプ

防水紙

手順②

●スポットガード配管用本体の中心部を指で広げながら、

　 適応サイズのパイプに奥まではめ込みます。

スポットガード

配管用

柱

防水紙

指で広げ

ながら

はめ込む

手順③

●パイプの奥まではめ込まれていることを確認後、

　 スポットガードの周囲を片面防水テープで下図の

   順序に従い、貼り付けます。
　

①

②

①

縦貼りする防水テープの

上端がはみ出さないよう

に注意してください。

製品下側は防水テープを

施工しないでください。

片面防水テープ

スポットガード配管用

配管部防水紙の切り込みがスポットガード本体から

はみ出る場合は防水テープで補修してください。

パイプ外周部に突起部がないか確認してください。

突起がある場合は取り除いてからスポットガード

配管用を施工してください。

注　　意

注　　意

注　　意

注　　意

材質 ポリエチレン＋（中央部）特殊ゴム

配管外形寸法 φ106～116㎜ φ152～166㎜

　１－１３　防水紙張り

１　センターサイディング標準施工法

■施工手順（両面防水テープを使用する場合）

手順①

●スポットガード配管用の片側面に幅５０㎜以上

　 の両面防水テープを左図のように３方向に貼り

　 付けます。

両面防水テープ
（防水紙側になる面の
 ３方向に貼り付け）

製品下側は
防水テープを貼らないでください。

柱

パイプ

防水紙

スポットガード配管用

両面防水テープ
（防水紙側）

手順②

●スポットガード配管用本体の中心部を指で広げ

　 ながら、適応サイズのパイプに奥まではめ込みます。

　 その後、両面防水テープの剥離紙を剥がし、

　 防水紙にしっかり圧着してください。

指で広げながらはめ込む

＜スパイラルダクトの場合＞ ＜アルミフレキダクトの場合＞

片面防水テープ

スポットガード配管用

スパイラルダクト幅20以上
片面防水テープ

（現場調達品）

防水紙

片面防水テープ

スポットガード配管用

アルミフレキダクト幅20以上
片面防水テープ

（現場調達品）

防水紙

注）アルミフレキダクトは

　　しっかり伸ばした状態

　　で使用します。

屋外側 屋外側

■使用するパイプがスパイラルダクトやアルミフレキダクトの場合

●スポットガード配管用を取り付ける対象のパイプがスパイラルダクトやアルミフレキダクトの場合は、スポット

　 ガード配管用の特殊ゴム部とダクトの周囲を幅２０㎜以上の片面防水テープにて処理します。

●一度差し込んだスポットガードは引き抜かないでください。

●再度施工する場合は、新しいものに取り替えてください。

●タッカーや釘などで留め付けないでください。

●防水テープの施工は隙間ができないように、しっかりと圧着してください。

注　　意

パイプ外周部に突起部がないか確認してください。

突起がある場合は取り除いてからスポットガード

配管用を施工してください。

注　　意
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　１－１４　胴縁下地組み

１　センターサイディング標準施工法

１）胴縁を使用する目的

　●センターサイディングの留付下地（センターサイディングは原則として胴縁だけで保持する）。

　●通気空間の確保。

　●下地の不陸や段差の調整。

　●下地の動きとセンターサイディングの動きの違いを緩和し、釘打ち部分のひび割れを低減させる。

　●外壁面からの雨漏りを防止（等圧空間の確保によって雨水の吸引漏水を防止）。

　●躯体の沈み込みによる帯金物などの補強金物の変形や突き出しによる影響を防ぐ。

２）胴縁の種類・寸法

　●胴縁の厚みは、１８㎜以上としてください。ただし、躯体（垂直に組まれている柱やスタッドなど）に沿わせて

　　 留め付ける場合は、１５㎜（ベイツガなど）でも可とします。

縦胴縁（90サイズ）
追加下地

厚み１５㎜以上で使用可（※１、※２）

厚み１８㎜以上で使用可

ベイツガ、アカマツ　

スギ、エゾマツ　

※１　縦胴縁。　※２　耐力面材がある場合の横胴縁。

他の材質については、スギ１８㎜厚、ベイツガ１５㎜厚同等の保持力を確保した材とします。

また、端部割れなどが生じやすい材は使用できません。

10以上

※防耐火構造とする場合は、防耐火構造認定書の別添の通りとしてください。

間柱

追加下地

（添木）

木表側木裏側
○ ×

躯体の不陸による段差 厚みの違いによる段差

＜４５㎜幅２本組みの場合の注意点＞

＜胴縁の反りについて＞

縦胴縁90サイズ

木材は乾燥が進むと木表側に反る傾向が

あります。胴縁取り付け時は、木裏側から

留め付けてください。

＜縦胴縁９０サイズの添木＞

縦胴縁90サイズの割れ・反りが懸念される

場合は、追加下地を設けてください。

　●胴縁は曲がりのない乾燥材を使用します。曲がりがある場合は矯正し、釘を確実に躯体に留め付けます。

　●木胴縁の幅は４５㎜以上を標準とし、出入隅部や開口部まわりには倍幅の９０㎜を使用します。

　　 また、横張り施工の左右接合部、縦張り施工の場合の上下接合部も９０㎜幅の胴縁を使用します。

　　 ただし、段差が発生しないような調整を施す場合は４５㎜幅の２本組みを可とします。

　●センターサイディングを留め付ける場合、胴縁の端あき距離は１０㎜以上とします。

　●縦胴縁９０㎜幅を留め付ける場合は、胴縁の木裏を外壁側に向けて、規定の釘またはビスで確実に留め

　　 付けます。
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　１－１４　胴縁下地組み

１　センターサイディング標準施工法

１）胴縁を使用する目的

　●センターサイディングの留付下地（センターサイディングは原則として胴縁だけで保持する）。

　●通気空間の確保。

　●下地の不陸や段差の調整。

　●下地の動きとセンターサイディングの動きの違いを緩和し、釘打ち部分のひび割れを低減させる。

　●外壁面からの雨漏りを防止（等圧空間の確保によって雨水の吸引漏水を防止）。

　●躯体の沈み込みによる帯金物などの補強金物の変形や突き出しによる影響を防ぐ。

２）胴縁の種類・寸法

　●胴縁の厚みは、１８㎜以上としてください。ただし、躯体（垂直に組まれている柱やスタッドなど）に沿わせて

　　 留め付ける場合は、１５㎜（ベイツガなど）でも可とします。

縦胴縁（90サイズ）
追加下地

厚み１５㎜以上で使用可（※１、※２）

厚み１８㎜以上で使用可

ベイツガ、アカマツ　

スギ、エゾマツ　

※１　縦胴縁。　※２　耐力面材がある場合の横胴縁。

他の材質については、スギ１８㎜厚、ベイツガ１５㎜厚同等の保持力を確保した材とします。

また、端部割れなどが生じやすい材は使用できません。

10以上

※防耐火構造とする場合は、防耐火構造認定書の別添の通りとしてください。

間柱

追加下地

（添木）

木表側木裏側
○ ×

躯体の不陸による段差 厚みの違いによる段差

＜４５㎜幅２本組みの場合の注意点＞

＜胴縁の反りについて＞

縦胴縁90サイズ

木材は乾燥が進むと木表側に反る傾向が

あります。胴縁取り付け時は、木裏側から

留め付けてください。

＜縦胴縁９０サイズの添木＞

縦胴縁90サイズの割れ・反りが懸念される

場合は、追加下地を設けてください。

　●胴縁は曲がりのない乾燥材を使用します。曲がりがある場合は矯正し、釘を確実に躯体に留め付けます。

　●木胴縁の幅は４５㎜以上を標準とし、出入隅部や開口部まわりには倍幅の９０㎜を使用します。

　　 また、横張り施工の左右接合部、縦張り施工の場合の上下接合部も９０㎜幅の胴縁を使用します。

　　 ただし、段差が発生しないような調整を施す場合は４５㎜幅の２本組みを可とします。

　●センターサイディングを留め付ける場合、胴縁の端あき距離は１０㎜以上とします。

　●縦胴縁９０㎜幅を留め付ける場合は、胴縁の木裏を外壁側に向けて、規定の釘またはビスで確実に留め

　　 付けます。

　１－１４　胴縁下地組み

１　センターサイディング標準施工法

３）胴縁の下地組みの施工（留め付け・間隔）

　●胴縁は、必ず防水紙を張った後に留め付け、センターサイディングの裏面が防水紙と密着しないように

　　　します。

　●胴縁は、５００㎜以下の間隔で柱や間柱などの躯体に留め付けます。

胴縁間隔

留付

釘・ビス

留付間隔

５００㎜以下（躯体に留め付け）

Ｎ６５、ＣＮ６５以上の釘・φ３．８㎜×５０㎜以上の木ビス

５００㎜以下

5
0
0
以

下
5
0
0
以

下

柱・間柱（スタッドなど）

防水紙

胴縁

Ｎ６５、ＣＮ６５以上の釘 割れ！

割れ！

5
0
以

下

胴縁は必ず躯体（柱・間柱・スタッド）に留め付けてください。

耐力面材のみへの釘打ちやビス留めは行わないでください。

のちのセンターサイディングの脱落などの危険性があります。

禁 止

　●胴縁端部への留め付けの際は、割れ防止のため、先孔をあけてから留め付けてください。

　●胴縁下地組みの仕上げ面は、目通りずれ２㎜以下、不陸ずれ１．５㎜以下となるように厚みを調整して

　　 取り付けてください。
　

※防耐火構造とする場合は、防耐火構造認定書の別添の通りとしてください。

●縦胴縁、横胴縁の端部の留め付けの際は、上図の

　 ように割れが生じやすいので、端部距離が５０㎜

　 以下（目安）の場合は、先孔をあけてから留め付け

　 てください。割れたままでは、胴縁が反ったり、

　 センターサイディングの固定力不足からセンター

　 サイディングの脱落につながるおそれがあります。

●エア釘打ち機を使用して留め付ける場合には、空

　 気圧を事前に調整して留め付けてください。空気

　 圧が高すぎると、釘の埋め込み過ぎによる割れが

　 生じる可能性があります。

注　　意
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　１－１４　胴縁下地組み

１　センターサイディング標準施工法

４）縦胴縁仕様

　●縦胴縁と開口部まわりの胴縁に３０㎜程度の隙間を設け、通気する構造とします。

　●入隅部や出隅部などで胴縁が躯体に留め付けられない場合は、追加下地を設け、必ず下地に留め付け

 　　ます。

防水紙

縦胴縁

500以下〃 〃500以下

積
雪

高
さ

開口部まわりに通気のための隙間がある

○

開口部まわりがふさがれ通気のための隙間がない

●積雪地域では、雪の積もる高さまで、補強のための
補強用胴縁を胴縁間に取り付けます。

※下屋根部分も同様の胴縁組みをしてください。

× 胴縁

通気層

空気の流れ

開口部まわりの縦胴縁と横胴縁の取り合いは、３０㎜程度の隙間を設けて施工してください。

通気がとれず不具合の原因となります。

注　　意

500以下

　〃
　〃

防水紙

左右接合部
縦胴縁90サイズ

開口部周囲胴縁
90サイズ

出入隅部縦胴縁

90サイズ

通気土台水切

ヨコ用スターター

縦胴縁45サイズ

500以下
500以下

500以下

センターサイディング

積雪地域での胴縁組み

追加下地

※防耐火構造とする場合は、防耐火構造認定書の別添の通りとしてください。

30

30

胴縁

通気層

空気の流れ



33

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
化
粧
幕
板

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

　１－１４　胴縁下地組み

１　センターサイディング標準施工法

４）縦胴縁仕様

　●縦胴縁と開口部まわりの胴縁に３０㎜程度の隙間を設け、通気する構造とします。

　●入隅部や出隅部などで胴縁が躯体に留め付けられない場合は、追加下地を設け、必ず下地に留め付け

 　　ます。

防水紙

縦胴縁

500以下〃 〃500以下

積
雪

高
さ

開口部まわりに通気のための隙間がある

○

開口部まわりがふさがれ通気のための隙間がない

●積雪地域では、雪の積もる高さまで、補強のための
補強用胴縁を胴縁間に取り付けます。

※下屋根部分も同様の胴縁組みをしてください。

× 胴縁

通気層

空気の流れ

開口部まわりの縦胴縁と横胴縁の取り合いは、３０㎜程度の隙間を設けて施工してください。

通気がとれず不具合の原因となります。

注　　意

500以下

　〃
　〃

防水紙

左右接合部
縦胴縁90サイズ

開口部周囲胴縁
90サイズ

出入隅部縦胴縁

90サイズ

通気土台水切

ヨコ用スターター

縦胴縁45サイズ

500以下
500以下

500以下

センターサイディング

積雪地域での胴縁組み

追加下地

※防耐火構造とする場合は、防耐火構造認定書の別添の通りとしてください。

30

30

胴縁

通気層

空気の流れ

　１－１４　胴縁下地組み

１　センターサイディング標準施工法

５）横胴縁仕様

　●横胴縁は２０００㎜以下の間隔で３０㎜程度の隙間を設け、通気する構造とします。

　●横胴縁と出入隅部・開口部まわりの胴縁に、３０㎜程度の隙間を設け、通気する構造とします。

　●入隅部や出隅部などで胴縁が躯体に留め付けられない場合は、追加下地を設け、必ず下地に留め付け

　　 ます。

下図のように２０００㎜以下の間隔で３０㎜程度の隙間を設けて施工してください。

通気ができないと不具合の原因となります。

注　　意

隙間があるため通気ができる 隙間がないため通気ができない

胴縁

通気層

胴縁

通気層

胴縁
（出隅部）

胴縁
（出隅部）

2000以下 30

空気の流れ
空気の流れ

○ ×

・中間水切１８

・タテ用スターター、
(Ｎ)端部カバー
または
芯材を取り除く

＜上下接合部＞

※防耐火構造とする場合は、防耐火構造認定書の別添の通りとしてください。

500以下

500以下

500以下

500以下

　　〃
　　〃

防水紙

横胴縁45サイズ

通気土台水切

上下接合部横胴縁
90サイズ

2000以下

出入隅部縦胴縁
90サイズ

開口部周囲胴縁
90サイズ

センターサイディング

積雪地域での胴縁組み
防水紙

横胴縁

積
雪

高
さ

500以下〃 〃 500以下
●積雪地域では、雪の積もる高さまで補強のために

　 横胴縁を３０３㎜以下の間隔で留め付けます。

※下屋根部分も同様の胴縁組みをしてください。

5
0
0

50
0

3
0
3

3
0
3

追加下地
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１）基本事項

　●建物の層間変形角は１/１２０以下で設計してくだ

　　 さい。

Ｐ

＝層間変形角
（単位：ラジアン）

変位

各層の高さ

受けアングル

取付ボルト

Ｃ形鋼胴縁

H形鋼

変位

高
さ

クリアランス（適宜設定）

1.5㎜以下
胴縁段差
1.5㎜以下

溶接バリ

※バリが出ないよう
面一に仕上げる

ビス頭、
サッシフィン
2㎜以下

目
通

り
2
㎜

以
下

2㎜以下かつ
H/1000以下

胴縁

３）鉄骨下地（Ｃ形鋼）の形状、寸法、間隔

　●下地Ｃ形鋼の厚みは、１．６～２．３㎜のものを使用します。

　　 （３．２㎜厚以上になると、ビスの留め付けに手間がかかり、施工精度にも影響します。）

　●断面寸法はＣ-１００×５０×２０㎜以上を使用します。

　●下地Ｃ形鋼の間隔は６１０㎜以下で取り付けます。

　●出隅部、入隅部、横張り時の左右接合部、縦張り時の中間水切部は□-１００×１００×２．３㎜以上、

 　　またはＣ-１００×５０×２０×１．６㎜以上ダブル組みを使用します。
　

２）下地組みの寸法と精度

　●下地Ｃ形鋼は受けアングル（ねこ）を柱・梁に取り

付け、受けアングルにボルト留めします。

（Ｈ形鋼などの柱や梁に直接溶接しないでください。）

４）下地Ｃ形鋼の立ち・目通り・ねじれ

●下地Ｃ形鋼の立ちは２㎜以下で、なおかつ

　 H/１０００以下としてください。

●下地Ｃ形鋼の通りのズレは、２㎜以下としてください。

●下地Ｃ形鋼のねじれは１㎜以下としてください。

５）不陸限界

●下地ジョイント部のズレと、溶接部のバリ、ビス頭

　 などによる不陸は下記の寸法範囲としてください。

ね
じ

れ
1
㎜

以
下

　１－１５　胴縁下地組み（鉄骨下地組み）

１　センターサイディング標準施工法

防耐火構造が必要な場合、認定によって構造が鉄骨下地の条件が異なります。認定書の別添でご確認ください。

610以下

【鉄骨下地を垂直に組む場合】

610以下

【鉄骨下地を水平に組む場合】
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１）基本事項

　●建物の層間変形角は１/１２０以下で設計してくだ

　　 さい。

Ｐ

＝層間変形角
（単位：ラジアン）

変位

各層の高さ

受けアングル

取付ボルト

Ｃ形鋼胴縁

H形鋼

変位

高
さ

クリアランス（適宜設定）

1.5㎜以下
胴縁段差
1.5㎜以下

溶接バリ

※バリが出ないよう
面一に仕上げる

ビス頭、
サッシフィン
2㎜以下

目
通

り
2
㎜

以
下

2㎜以下かつ
H/1000以下

胴縁

３）鉄骨下地（Ｃ形鋼）の形状、寸法、間隔

　●下地Ｃ形鋼の厚みは、１．６～２．３㎜のものを使用します。

　　 （３．２㎜厚以上になると、ビスの留め付けに手間がかかり、施工精度にも影響します。）

　●断面寸法はＣ-１００×５０×２０㎜以上を使用します。

　●下地Ｃ形鋼の間隔は６１０㎜以下で取り付けます。

　●出隅部、入隅部、横張り時の左右接合部、縦張り時の中間水切部は□-１００×１００×２．３㎜以上、

 　　またはＣ-１００×５０×２０×１．６㎜以上ダブル組みを使用します。
　

２）下地組みの寸法と精度

　●下地Ｃ形鋼は受けアングル（ねこ）を柱・梁に取り

付け、受けアングルにボルト留めします。

（Ｈ形鋼などの柱や梁に直接溶接しないでください。）

４）下地Ｃ形鋼の立ち・目通り・ねじれ

●下地Ｃ形鋼の立ちは２㎜以下で、なおかつ

　 H/１０００以下としてください。

●下地Ｃ形鋼の通りのズレは、２㎜以下としてください。

●下地Ｃ形鋼のねじれは１㎜以下としてください。

５）不陸限界

●下地ジョイント部のズレと、溶接部のバリ、ビス頭

　 などによる不陸は下記の寸法範囲としてください。

ね
じ

れ
1
㎜

以
下

　１－１５　胴縁下地組み（鉄骨下地組み）

１　センターサイディング標準施工法

防耐火構造が必要な場合、認定によって構造が鉄骨下地の条件が異なります。認定書の別添でご確認ください。

610以下

【鉄骨下地を垂直に組む場合】

610以下

【鉄骨下地を水平に組む場合】

　１－１６　センターサイディング・付属部材の留付方法

１　センターサイディング標準施工法

１）先付け付属部材などの留め付け

●受けなどの先付け付属部材は下表の専用釘、専用ビスで胴縁などに施工してください。

＜木造用＞

釘

ＪＫＲ６４０ φ２．５㎜×４３㎜

表面留め用（※１） ＪＫＷ８４０ＢまたはＪＫＷ８４０Ｓ

ビス ＪＫ１７１０

本体留付用

φ４．１㎜×２７㎜

補強用・表面留め用 φ４．１㎜×４５㎜

φ２．７５㎜×５０㎜

本体留付用（※２）

ＪＫ１７２０

＜鉄骨造用＞

木造 ＪＫ４４０

鉄骨造

直張り仕様

φ２．３㎜×３８㎜

金属胴縁仕様

ＫＮ６５ φ４．８㎜×１３㎜

２）センターサイディング本体の留め付け

●センターサイディング本体は下表の専用釘、専用ビスで胴縁などに施工してください。

※１　表面留め用は、実を切断し、表面から留め付ける場合にご使用ください。

　　　 例：縦張り時の張り始め・終わり、横張り時の軒天部など。

※２　防耐火認定が不要な場合はＪＫ１７１０(φ４．１㎜×２７㎜)をご使用ください。

　　　 防耐火認定が必要な場合は別添をご確認ください。

ＪＫ１１４０ φ４㎜×１９㎜

ＪＫ１７７０

本体留付用

金属胴縁留付用 ＪＫ１１４０

ＪＫ１７６０本体留付用
（せっこうボードなど表張りがある場合）

補強用
（せっこうボードなど表張りがある場合）

φ４㎜×４５㎜

φ５㎜×６０㎜

φ４㎜×１９㎜

金属胴縁

仕様
本体留付用 ＪＫ１５１０ φ４．５㎜×１０㎜

補強用 ＪＫ１７４０ φ４．５㎜×２７㎜

補強用・表面留め用
（※１）

ＪＫ１７５０ φ４．２㎜×２７㎜
直張り

仕様

ＪＫ１１５０Ｌ φ４．１㎜×３８㎜

　防耐火認定が必要な場合は防耐火構造認定書の別添をご確認ください。
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　１－１７　シーリング工事の手順とポイント

１　センターサイディング標準施工法

●シーリング面に塗装した場合、塗膜にクラックが入ることがあります。

●シーリング用汚れ付着防止スプレーは、センターサイディング上に２０㎝程度の幅で霧状に

●メタルガード光シリーズのマスキングテープはカモイ製ミラクルミントをご使用ください。

　 飛散し、色艶むら、経年汚れ（親水性機能低下など）、経年変色などの不具合が発生する場合

　 があります。特にニチハシーリングに対しては、密着性も悪いため使用しないでください。

注　　意

①天候確認
●シーリング工事は、施工時の気温が５℃

以上の日に行ってください。
●前日が雨天などの場合は、被着面が十

分に乾燥している状態を確認のうえ、工
事を行ってください。

②被着面の清掃
●被着面のゴミ・油分・水分は除去します。
※被着面のゴミ・油分・水分などはシーリ

ングの接着不良をまねきます。

③マスキング養生
●目地に沿ってマスキングテープを貼って

ください。
※マスキングテープは、見切縁などの塗

膜面をすべて覆うように、柄の凹凸に合
わせ、端部ギリギリに貼ってください。
（表面にシーリングを薄くのばして付着
させると、短期間で白化する可能性が
あります。）

④シーリングの充填
●目地幅にあわせたノズルで、気泡・打ち

残し・隙間のないように、目地の隅々ま
で盛り上げながら、シーリングを十二分
に充填してください。

※シーリングの充填不足は接着不良をま
ねきます。

⑦清掃
●マスキングテープの糊や充填部分以外

に付着したシーリングは、速やかにシー
リングクリーナーを含ませた布で拭き
取った後、乾いたウエスできれいに除去
してください。

※清掃が不十分ですと、変色や汚れ付着
の原因になります。

⑤ヘラ押え、ヘラ仕上げ
●ヘラ・ゴムなどを使用し、シーリングを押

し込むようにして、表面を平滑にします。
※押し込みが不十分ですと、接着不良を

まねきます。

⑥マスキングテープの剥がし
●シーリングが硬化しない間に、マスキン

グテープを棒切れなどに巻き付けなが
ら、丁寧に剥がしてください。

【マスキングテープ使用時の注意事項】

●製品表面が乾燥している時に貼り付けてください。

●貼り付け後は早期にシーリング作業を開始し、シーリング充てん後は直ぐにマスキン

グテープを剥がしてください。

（貼り付け時間は長くとも２〜３時間程度としてください。）マスキングテープを貼り付け

たままで日をまたぐことは絶対に避けてください。

●マスキングテープが貼られた状態で、雨などで水に濡れると、糊残りを助長させます

ので、必ず天気の良い日に作業をしてください。

●マスキングテープが糊残りした場合は、お湯または水を含ませた布で、糊を膨潤させ

ながら拭き取ってください。

●推奨マスキングテープを使用された場合でも、多少の塗膜剥離が発生することがあり

ますので、できるだけゆっくり丁寧に剥がしてください。
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　１－１７　シーリング工事の手順とポイント

１　センターサイディング標準施工法

●シーリング面に塗装した場合、塗膜にクラックが入ることがあります。

●シーリング用汚れ付着防止スプレーは、センターサイディング上に２０㎝程度の幅で霧状に

●メタルガード光シリーズのマスキングテープはカモイ製ミラクルミントをご使用ください。

　 飛散し、色艶むら、経年汚れ（親水性機能低下など）、経年変色などの不具合が発生する場合

　 があります。特にニチハシーリングに対しては、密着性も悪いため使用しないでください。

注　　意

①天候確認
●シーリング工事は、施工時の気温が５℃

以上の日に行ってください。
●前日が雨天などの場合は、被着面が十

分に乾燥している状態を確認のうえ、工
事を行ってください。

②被着面の清掃
●被着面のゴミ・油分・水分は除去します。
※被着面のゴミ・油分・水分などはシーリ

ングの接着不良をまねきます。

③マスキング養生
●目地に沿ってマスキングテープを貼って

ください。
※マスキングテープは、見切縁などの塗

膜面をすべて覆うように、柄の凹凸に合
わせ、端部ギリギリに貼ってください。
（表面にシーリングを薄くのばして付着
させると、短期間で白化する可能性が
あります。）

④シーリングの充填
●目地幅にあわせたノズルで、気泡・打ち

残し・隙間のないように、目地の隅々ま
で盛り上げながら、シーリングを十二分
に充填してください。

※シーリングの充填不足は接着不良をま
ねきます。

⑦清掃
●マスキングテープの糊や充填部分以外

に付着したシーリングは、速やかにシー
リングクリーナーを含ませた布で拭き
取った後、乾いたウエスできれいに除去
してください。

※清掃が不十分ですと、変色や汚れ付着
の原因になります。

⑤ヘラ押え、ヘラ仕上げ
●ヘラ・ゴムなどを使用し、シーリングを押

し込むようにして、表面を平滑にします。
※押し込みが不十分ですと、接着不良を

まねきます。

⑥マスキングテープの剥がし
●シーリングが硬化しない間に、マスキン

グテープを棒切れなどに巻き付けなが
ら、丁寧に剥がしてください。

【マスキングテープ使用時の注意事項】

●製品表面が乾燥している時に貼り付けてください。

●貼り付け後は早期にシーリング作業を開始し、シーリング充てん後は直ぐにマスキン

グテープを剥がしてください。

（貼り付け時間は長くとも２〜３時間程度としてください。）マスキングテープを貼り付け

たままで日をまたぐことは絶対に避けてください。

●マスキングテープが貼られた状態で、雨などで水に濡れると、糊残りを助長させます

ので、必ず天気の良い日に作業をしてください。

●マスキングテープが糊残りした場合は、お湯または水を含ませた布で、糊を膨潤させ

ながら拭き取ってください。

●推奨マスキングテープを使用された場合でも、多少の塗膜剥離が発生することがあり

ますので、できるだけゆっくり丁寧に剥がしてください。

　１－１８　補修塗装

１　センターサイディング標準施工法

× 補修塗料の
はみ出し

表面留付釘

２）釘頭の補修塗装

　センターサイディング全ての釘頭・ビス頭の補修は、目立つ箇所のみとし、周辺に塗り拡げないよう最小限

　に塗布します。

釘頭より広く塗り拡げたり、厚く塗布しないでください。拡げたり、塗布量

が多くても、施工途中は足場やネットがあり暗いのでわかりにくい場合が

あり、足場などが外れると外観上かなり目立つ場合があります。

丁寧に塗布してください！

禁 止

　１－１９　施工完了後の注意事項

ボイラーの熱風・温水配管など、センターサイ

ディングに高熱がかかるおそれのある場所には、

せっこうボード、断熱材で周囲を覆いセンターサ

イディングに熱が伝わらないようにしてください。

エアコンや給湯器などの後付け部材を外壁に

取り付ける場合は、センターサイディングに直接

固定することは避け、必ず躯体の柱・間柱に

固定してください。

断熱材

●施工後は必ず清掃して、施工中に付着した土砂・埃・鉄粉などを十分に除去してください。また、鋼板の切断

　 面に生じたバリは取り除いてください。ケガをする可能性があります。

●施工後に器具を取り付ける場合は、下記に注意してください。

●バランス型風呂釜の排気口の上方６０㎝、下方および側方１５㎝以内には使用しないでください。

●センターサイディングに穴をあけた場合は、適切な防水処理をおこなってください。

補修塗料の蓋中央にある色見本と同色になるまで充分に

振り、必ず端材などに試し塗りをしてください。

特に多色品は塗布する箇所に近い色を選定してください。

　１）補修塗装手順

　　センターサイディングには専用の補修塗料を用意していますが、適切な補修がなされないと

　　色違いなどの原因となるおそれがあります。使用に際しては下記に注意してください。

　　①天候確認

　　　●補修の前日および当日が降雨・降雪の場合は補修塗装を行わないでください。

　　　●施工時の気温が５℃以上の時に行ってください。

　　②色調の確認

　　　●色が均一になるまで十分に振った後、端材などに試し塗りをして色調を確認してください。

　　③補修面の処理

　　　●汚れ、埃、水分などを除去してください。

　　④補修塗装

　　　●補修塗料には攪拌球がセットされています。カチカチと音がするまでよく振ってからご使用ください。

　　　※補修液の中には攪拌球が入っていないものもあります。よく振ってからご使用ください。

　　　※補修塗料は色調をセンターサイディングに合わせてありますが、塗布量・塗布方法・艶などにより補修

　　　　 箇所が目立つ場合がありますので、塗布面積は必要最小限としてください。

　　　　 塗布面積が大きくなると違和感が生じるおそれがあります。

ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

　　　●必要以上に塗り広げないように、かつ、厚く塗らないようにしてください。
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　１－２０　保管・取り扱い・運搬上の注意事項

１　センターサイディング標準施工法

１）保管

　●センターサイディングの保管は原則として室内の水平な場所とし、必ずパレットまたは飼い木の上に置い

　　 てください。飼い木の間隔は１m以下としてください。立て掛け保管は危険であり、反りや変形の原因にも

　　 なります。

　●水濡れの可能性のある施工現場などでは、必ず防水用のシートを掛けて保管してください。センターサイ

　　 ディングは地面に直接置かず、水に濡らさないように保管してください。濡れてしまうと、反りや変形、汚れ

　　 の原因となります。

　●強風時にセンターサイディングが風で飛ばされないように注意してください。

　※センターサイディングは屋外で使用されることを前提に、風雨に十分耐えられる設計となっていますが、

　　 密閉された高温多湿などの特異条件下では塗膜のふくれや錆びが発生し、早期腐食の原因となります。

　　 乾燥した状態で保管し、水濡れしやすい場所や高温多湿の場所に保管しないでください。

センターサイディングは地面に直接

置かず、水に濡らさないように保管

してください。

持ち運びの際に小端立

てにしないと、センター

サイディングが変形す

るおそれがあります。

保管・取り扱い方法を間違えると、不具合が発生するおそれがあります。その場合弊社では

免責となりますので注意してください。

２）取り扱い

　●センターサイディングは折れ曲がらないように丁寧に扱ってください。持ち運びは、１枚時もケース時も

小端立てにして静かに運んでください。また、PPバンドを持たないようにしてください。特に４０００㎜を超

えるサイズの場合は２人で小端立てにして運んでください。

　●強風時にセンターサイディングが風で飛ばされないように注意してください。

　●汚れた手で触らないようにしてください。

　●持ち運び時は周囲・足下などに注意してください。

３）運搬

　●積み下ろしの際にセンターサイディングの角や表面などを損傷しないように注意してください。

　●荷積みは平積みとし、汚れないように注意してください。

　●急ブレーキなどによる損傷を防ぐため、角に当て板などをした上でロープ・ワイヤーなどでしっかりと固定

　　 してください。

　●吊り上げる時は、ワイヤー掛けなどでセンターサイディングが損傷しないよう注意してください。

センターサイディングは

小端立てて扱ってください。

本体が４０００㎜を超え

る場合は、２人で小端

立てにしないと変形す

るおそれがあります。

注　　意 注　　意 注　　意

注　　意

注　　意
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　１－２０　保管・取り扱い・運搬上の注意事項

１　センターサイディング標準施工法

１）保管

　●センターサイディングの保管は原則として室内の水平な場所とし、必ずパレットまたは飼い木の上に置い

　　 てください。飼い木の間隔は１m以下としてください。立て掛け保管は危険であり、反りや変形の原因にも

　　 なります。

　●水濡れの可能性のある施工現場などでは、必ず防水用のシートを掛けて保管してください。センターサイ

　　 ディングは地面に直接置かず、水に濡らさないように保管してください。濡れてしまうと、反りや変形、汚れ

　　 の原因となります。

　●強風時にセンターサイディングが風で飛ばされないように注意してください。

　※センターサイディングは屋外で使用されることを前提に、風雨に十分耐えられる設計となっていますが、

　　 密閉された高温多湿などの特異条件下では塗膜のふくれや錆びが発生し、早期腐食の原因となります。

　　 乾燥した状態で保管し、水濡れしやすい場所や高温多湿の場所に保管しないでください。

センターサイディングは地面に直接

置かず、水に濡らさないように保管

してください。

持ち運びの際に小端立

てにしないと、センター

サイディングが変形す

るおそれがあります。

保管・取り扱い方法を間違えると、不具合が発生するおそれがあります。その場合弊社では

免責となりますので注意してください。

２）取り扱い

　●センターサイディングは折れ曲がらないように丁寧に扱ってください。持ち運びは、１枚時もケース時も

小端立てにして静かに運んでください。また、PPバンドを持たないようにしてください。特に４０００㎜を超

えるサイズの場合は２人で小端立てにして運んでください。

　●強風時にセンターサイディングが風で飛ばされないように注意してください。

　●汚れた手で触らないようにしてください。

　●持ち運び時は周囲・足下などに注意してください。

３）運搬

　●積み下ろしの際にセンターサイディングの角や表面などを損傷しないように注意してください。

　●荷積みは平積みとし、汚れないように注意してください。

　●急ブレーキなどによる損傷を防ぐため、角に当て板などをした上でロープ・ワイヤーなどでしっかりと固定

　　 してください。

　●吊り上げる時は、ワイヤー掛けなどでセンターサイディングが損傷しないよう注意してください。

センターサイディングは

小端立てて扱ってください。

本体が４０００㎜を超え

る場合は、２人で小端

立てにしないと変形す

るおそれがあります。

注　　意 注　　意 注　　意

注　　意

注　　意

２　各部の基本納まり図

土台部  ２－　１

  ２－　２

  ２－　３

  ２－　４

  ２－　５

上下接合部

左右接合部

入隅部

開口部  ２－　６

  ２－　７

  ２－　８

出隅部

①上側

②下側

③左右側

④付属部材の加工例　Ｎ・Ｓ見切コーナー

⑤付属部材の加工例　留め加工

⑥付属部材の加工例　中間水切１８

⑦インナーシール工法

⑧廻り縁納め　鉄骨造直張り仕様

  ２－１０

  ２－１１

オーバーハング部

軒天部

軒天部（軒・けらばの出寸法がない場合）

笠木部

下屋根部

  ２－　９

  ２－１２ センターサイディングとモエンサイディングの張り分け

※シン・ネオスパンはＮＳ型と同じ本体形状です。
※シン・スマートフラットはＭ型と同じ本体形状です。
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　２－１　土台部

２　各部の基本納まり図

１）基本納まり

　土台部は外壁通気構法の「吸気」機能、浸入水や結露水などの「排水」機能を発揮するように施工して

　ください。

　●センターサイディング下端と土台水切の隙間は必ず１０～１５㎜確保し、シーリングなどでふさがないで

　　 ください。

　●土台水切はセンターサイディングの目地ズレなどの不具合を防ぐため、必ず水平に取り付けます。

　

横張り施工 縦張り施工

センターサイディング下端と土台水切の隙間をふさがないでください。

吸気・排水ができなくなります。

注　　意

２）土台部の付属部材

1
0
～

1
5

吸気

外壁通気

床下換気

　※基礎パッキン工法

吸気

外壁通気

床下換気

　※基礎パッキン工法

吸気

外壁通気

床下換気

　※基礎パッキン工法

排水 排水 排水

1
0
～

1
5

1
0
～

1
5

端部カバー
など

1
0
～

1
5

1
0
～

1
5

横胴縁

防水紙

縦胴縁

アルミ端部カバー

通気土台水切
（防鼠タイプまたは防鼠なしタイプ）

＋
ヨコ用スターター

1
0
～

1
5

1
0
～

1
5

横胴縁横胴縁

防水紙 防水紙

防水紙

横張り施工 縦張り施工

通気土台水切
（防鼠タイプまたは防鼠なしタイプ）

●縦張りの場合、降雪量の多い地域で鋼板製の端部カバーなどを使用すると、積雪重量によりカバー部が

変形するおそれがあります。降雪量の多い地域では鋼板製の（Ｎ）端部カバーや見切縁を使用せず、芯

材を取り除くかアルミ端部カバーを使用してください。

通気土台水切
＋

（Ｎ）端部カバー

通気土台水切
＋

アルミ端部カバー
（降雪量の多い地域）

芯材を取り除く

ヨコ用スターター

芯材を取り除く
（10㎜程度）

1
0
～

1
5

横胴縁

防水紙通気土台水切
＋

タテ用スターター

タテ用スターター

（Ｎ）端部カバー
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　２－１　土台部

２　各部の基本納まり図

１）基本納まり

　土台部は外壁通気構法の「吸気」機能、浸入水や結露水などの「排水」機能を発揮するように施工して

　ください。

　●センターサイディング下端と土台水切の隙間は必ず１０～１５㎜確保し、シーリングなどでふさがないで

　　 ください。

　●土台水切はセンターサイディングの目地ズレなどの不具合を防ぐため、必ず水平に取り付けます。

　

横張り施工 縦張り施工

センターサイディング下端と土台水切の隙間をふさがないでください。

吸気・排水ができなくなります。

注　　意

２）土台部の付属部材

1
0
～

1
5

吸気

外壁通気

床下換気

　※基礎パッキン工法

吸気

外壁通気

床下換気

　※基礎パッキン工法

吸気

外壁通気

床下換気

　※基礎パッキン工法

排水 排水 排水

1
0
～

1
5

1
0
～

1
5

端部カバー
など

1
0
～

1
5

1
0
～

1
5

横胴縁

防水紙

縦胴縁

アルミ端部カバー

通気土台水切
（防鼠タイプまたは防鼠なしタイプ）

＋
ヨコ用スターター

1
0
～

1
5

1
0
～

1
5

横胴縁横胴縁

防水紙 防水紙

防水紙

横張り施工 縦張り施工

通気土台水切
（防鼠タイプまたは防鼠なしタイプ）

●縦張りの場合、降雪量の多い地域で鋼板製の端部カバーなどを使用すると、積雪重量によりカバー部が

変形するおそれがあります。降雪量の多い地域では鋼板製の（Ｎ）端部カバーや見切縁を使用せず、芯

材を取り除くかアルミ端部カバーを使用してください。

通気土台水切
＋

（Ｎ）端部カバー

通気土台水切
＋

アルミ端部カバー
（降雪量の多い地域）

芯材を取り除く

ヨコ用スターター

芯材を取り除く
（10㎜程度）

1
0
～

1
5

横胴縁

防水紙通気土台水切
＋

タテ用スターター

タテ用スターター

（Ｎ）端部カバー

　２－１　土台部

２　各部の基本納まり図

３）センターサイディングの留め付けについて

①横張りの場合

防水紙

1
0
～

1
5

縦胴縁

ヨコ用スターター

通気土台水切

センターサイディング

(図はＮＳ型)

②縦張りの場合

●縦張りは本体のみで施工する仕様と、タテ用スターターや

　 （Ｎ）端部カバーを使用して施工する仕様があります。

●使用する（Ｎ）端部カバーや見切縁は型によって表のよう

　 に異なります。見切縁を使用する場合は、見切縁底部に

　 水抜き穴（φ１０㎜×３００㎜間隔）を現場加工します。

●端部カバーなどは、水平に十分留意して、木下地の場合

　 は専用釘（φ２．３㎜×３８㎜）を用いて５００㎜以下の間隔

　 で、鉄骨下地の場合は専用ビス（Ｐ３５）を用いて６１０㎜

　 以下の間隔で胴縁に留め付けます。

通気土台水切

縦胴縁

ヨコ用スターター

センターサイディング
（図はＮＳ型）

両面テープ

●本体のみで施工する仕様は切断部が露出します。芯材の吸水防止のために、切断部の芯材を１０㎜程度

　 取り除きます。

防水紙

通気土台水切

横胴縁

防水紙
センターサイディング

(図はＮＳ型)

1
0
～

1
5

専用釘

横胴縁

防水紙センターサイディング
（図はＮＳ型）

通気土台水切

芯材を取り除く
（10㎜程度）

専用釘

●ヨコ用スターターは、水平に十分留意して木下地の場合は専用釘（φ２．３㎜×３８㎜）を用いて５００㎜

以下の間隔で、鉄骨下地の場合は専用ビス（Ｐ３５）を用いて６１０㎜以下の間隔で胴縁に留め付けます。

タテ用スターター

通気土台水切

センターサイディング

(図はＮＳ型)

専用釘

横胴縁 防水紙

タテ用スターター
またはＮ端部カバー

通気土台水切

防水紙

Ｎ端部

カバー

Ｍ型、ＮＳ型、ＳＴ型、

Ｆ型、iシリーズ、ＦＢ型、

ＦＮ型、Ａ型、Ｄ型

（N）端部カバー

※（Ｎ）端部カバー以外の見切縁は、水抜き穴（φ１０㎜

　 ×３００㎜間隔）を現場加工します。

表　部材の設定

Ｍ型、ＮＳ型、ＳＴ型、ＦＮ型 タテ用スターター

1
0
～

1
5

横胴縁

ＮＳ型段付バッカー材
(必要に応じて使用)

専用釘

センターサイディング
（図はＮＳ型）

ＮＳ型段付バッカー材

（必要に応じて使用）
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　２－２　上下接合部

２　各部の基本納まり図

１）基本納まり

横張り施工は本体実による嵌合、縦張り施工は水切仕様が標準です。

①横張りの場合

●センターサイディングは水平に十分留意し、実を確実に嵌合させ、木下地の場合は専用釘（φ２．５㎜×

　 ４３㎜）で、鉄骨下地の場合は専用ビス（P３５）で胴縁に留め付けます。

②縦張りの場合

●専用釘、専用ビスの留付位置は下図となります。

●センターサイディングの雨水の横走りを防止するため、下図のように本体左右端部の差し込み溝内部に

   捨てシーリングを施工します。

留付範囲

捨てシーリング位置
差し込み溝内部に

捨てシーリング

30程度

専用釘

センターサイディング

iシリーズ、ＳＴ型、
Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型

Ｄ型

30程度

防水紙

縦胴縁

専用釘

センターサイディング

（図はＮＳ型）

ＮＳ型

●中間水切は下側のセンターサイディング施工後に取り付けます。その際、中間水切と下側のセンターサイ

ディングとの間に１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

●本体のみで施工する仕様は切断部が露出します。芯材の吸水防止のために切断部の芯材を１０㎜程度

　 取り除きます。

センターサイディング（図はＮＳ型）

防水紙

横胴縁90サイズ

中間水切１８

専用釘

センターサイディング

（図はＮＳ型）

中間水切１８

横胴縁90サイズ

芯材を取り除く

（10㎜程度）

防水紙

専用釘

1
0
～

1
5

ＮＳ型段付バッカー材
（必要に応じて使用）

防耐火認定が必要な場合は、基本的に端部カバーなど

を使用した納まりとしてください。

Ｍ型
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　２－２　上下接合部

２　各部の基本納まり図

１）基本納まり

横張り施工は本体実による嵌合、縦張り施工は水切仕様が標準です。

①横張りの場合

●センターサイディングは水平に十分留意し、実を確実に嵌合させ、木下地の場合は専用釘（φ２．５㎜×

　 ４３㎜）で、鉄骨下地の場合は専用ビス（P３５）で胴縁に留め付けます。

②縦張りの場合

●専用釘、専用ビスの留付位置は下図となります。

●センターサイディングの雨水の横走りを防止するため、下図のように本体左右端部の差し込み溝内部に

   捨てシーリングを施工します。

留付範囲

捨てシーリング位置
差し込み溝内部に

捨てシーリング

30程度

専用釘

センターサイディング

iシリーズ、ＳＴ型、
Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型

Ｄ型

30程度

防水紙

縦胴縁

専用釘

センターサイディング

（図はＮＳ型）

ＮＳ型

●中間水切は下側のセンターサイディング施工後に取り付けます。その際、中間水切と下側のセンターサイ

ディングとの間に１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

●本体のみで施工する仕様は切断部が露出します。芯材の吸水防止のために切断部の芯材を１０㎜程度

　 取り除きます。

センターサイディング（図はＮＳ型）

防水紙

横胴縁90サイズ

中間水切１８

専用釘

センターサイディング

（図はＮＳ型）

中間水切１８

横胴縁90サイズ

芯材を取り除く

（10㎜程度）

防水紙

専用釘

1
0
～

1
5

ＮＳ型段付バッカー材
（必要に応じて使用）

防耐火認定が必要な場合は、基本的に端部カバーなど

を使用した納まりとしてください。

Ｍ型

　２－２　上下接合部

２　各部の基本納まり図

　２－３　左右接合部

１）基本納まり

横張り施工は目地受け材と目地カバーによる接合、縦張り施工は本体実による嵌合が標準です。

捨てシーリング

①横張りの場合

●Ｓ目地鋼板受け１８、目地鋼板受けを、木下地の場合は専用釘（φ２．３㎜×３８㎜）で、鉄骨下地の場合

　 は専用ビス（P３５）で１m以下の間隔で胴縁に留め付けます。

●Ｓ目地鋼板受け１８、目地鋼板受けの上下端部は継ぎ手加工部に差し込んで継ぎます。

●本体施工後、目地カバーや段目地などを受け材に差し込みます。浮き上がり防止のため、十分に押さえて

　 固定します。

Ｓ目地鋼板受け１８、

目地鋼板受け

●土台部はヨコ用スターター勝ちとし、目地カバーの差し込み部のヨコ用スターターとぶつかる部分を１０×

　１５㎜程度切り落として差し込みます。

ヨコ用スターター

Ｓ目地鋼板受け１８、

目地鋼板受け
段目地や目地カバーは

ヨコ用スターターのツメと

干渉する部分（10×15㎜

程度）を切り取ります。

※切り取らないと受け材に

　 差し込めません。

段目地目地カバー

切り取る

●中間水切、タテ用スターター、（Ｎ）端部カバー、見切縁は型によって表のように異なります。水平に十分留

意して、木下地の場合は専用釘（φ２．３㎜×３８㎜）を用いて５００㎜以下の間隔で、鉄骨下地の場合は

専用ビス（P３５）を用いて６１０㎜以下の間隔で留め付けます。

Ｍ型、ＮＳ型、ＳＴ型、

Ｆ型、ＦＮ型、Ａ型
（N）端部カバー

表　部材の設定

中間水切１８

※Ｎ端部カバー・端部カバー以外の見切縁は、水抜き穴（φ１０㎜×

　３００㎜間隔）を現場加工します。

タテ用スターター中間水切１８Ｍ型、ＮＳ型、ＳＴ型、ＦＮ型

1
0
～

1
5

タテ用スターター
または

Ｎ端部カバー

中間水切１８

防水紙

横胴縁90サイズ

防水紙

タテ用スターター

専用釘

中間水切１８

横胴縁90サイズ

専用釘 N端部カバー

1
0
～

1
5

センターサイディング

（図はＮＳ型）

ＮＳ型段付バッカー材

センターサイディング
（図はNS型）

ＮＳ型段付バッカー材

ＮＳ型段付バッカー材

(必要に応じて使用)(必要に応じて使用)

（必要に応じて使用）
アルミ端部カバーを使用すると防耐火構造認定の

対象外となるのでご注意ください。
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　２－３　左右接合部

２　各部の基本納まり図

防水紙

捨てシーリング

目地鋼板受け

縦胴縁90サイズ

専用釘

センターサイディング
（図はＮＳ型）

ＮＳ段目地
(ＮＳ型に使用)

捨てシーリング

目地鋼板受け

縦胴縁90サイズ

専用釘

防水紙

捨てシーリングの施工位置

防水紙

捨てシーリング

ＮＳ目地カバー

目地鋼板受け

センターサイディング
（図はＮＳ型）

縦胴縁90サイズ

専用釘

3程度

受け材 目地カバー型

表　部材の設定

Ｍ型、iシリーズ、

ＳＴ型、Ｆ型、 ＦＢ型
ＦＮ型、Ｄ型

Ｓ目地鋼板受け１８ Ｓ目地カバー

＜目地受け＋目地カバー＞

＜目地受け＋段目地＞

捨てシーリング

捨てシーリングの施工位置

受け材 目地カバー型

Ｓ目地鋼板受け１８

捨てシーリング

ＮＳ段目地

縦胴縁90サイズ

目地鋼板受け
センターサイディング（図はＮＳ型）

専用釘

段目地

表　部材の設定

捨てシーリング
3程度

NＳ段目地目地鋼板受け

捨てシーリング

ＮＳ型 目地鋼板受け ＮＳ目地カバー

捨てシーリング
（差し込み溝内）

捨てシーリング
（差し込み溝内）

ＮＳ型

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

●センターサイディングの留め付けは縦胴縁の端空きを１０㎜以上確保します。また、センターサイディング

   と受け材のカバー差し込み部は突き付けとせず、３㎜程度の隙間を設けます。

ＮＳ目地カバー

iシリーズ、

ＦＢ型設定品
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　２－３　左右接合部

２　各部の基本納まり図

防水紙

捨てシーリング

目地鋼板受け

縦胴縁90サイズ

専用釘

センターサイディング
（図はＮＳ型）

ＮＳ段目地
(ＮＳ型に使用)

捨てシーリング

目地鋼板受け

縦胴縁90サイズ

専用釘

防水紙

捨てシーリングの施工位置

防水紙

捨てシーリング

ＮＳ目地カバー

目地鋼板受け

センターサイディング
（図はＮＳ型）

縦胴縁90サイズ

専用釘

3程度

受け材 目地カバー型

表　部材の設定

Ｍ型、iシリーズ、

ＳＴ型、Ｆ型、 ＦＢ型
ＦＮ型、Ｄ型

Ｓ目地鋼板受け１８ Ｓ目地カバー

＜目地受け＋目地カバー＞

＜目地受け＋段目地＞

捨てシーリング

捨てシーリングの施工位置

受け材 目地カバー型

Ｓ目地鋼板受け１８

捨てシーリング

ＮＳ段目地

縦胴縁90サイズ

目地鋼板受け
センターサイディング（図はＮＳ型）

専用釘

段目地

表　部材の設定

捨てシーリング
3程度

NＳ段目地目地鋼板受け

捨てシーリング

ＮＳ型 目地鋼板受け ＮＳ目地カバー

捨てシーリング
（差し込み溝内）

捨てシーリング
（差し込み溝内）

ＮＳ型

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

●センターサイディングの留め付けは縦胴縁の端空きを１０㎜以上確保します。また、センターサイディング

   と受け材のカバー差し込み部は突き付けとせず、３㎜程度の隙間を設けます。

ＮＳ目地カバー

iシリーズ、

ＦＢ型設定品

　２－３　左右接合部

２　各部の基本納まり図

②縦張りの場合

横胴縁

専用釘

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

iシリーズ
ＳＴ型

Ｆ型
ＦＢ型

ＦＮ型

Ａ型

　段目地は以下の点にご注意ください。

　①不陸を調整し、胴縁を取り付けます。

　②土台水切と垂直に墨出しを行い、その墨に従って受け材をまっすぐに留め付けます。

　③センターサイディング２枚ごとの高さで墨出しを行い、センターサイディング左右の高さを合わせ

　　 ながら留め付けます。センターサイディング左右の段差は±１㎜以下とします。

　④捨てシーリングを施工し、段目地を下の段から取り付けます。段目地は一度差し込むと外せな

　　 いので、事前に位置合わせを行ってから取り付けます。段目地は止水のため、センターサイディ

　　 ングに密着するようにしっかりとはめ込みます。

センターサイディング

墨出し

本
体

2
枚

の
高

さ

±
1
㎜

以
下

注　　意

センターサイディング

ＮＳ型

目地鋼板受け
Ｓ目地鋼板受け１８

目地鋼板受け
Ｓ目地鋼板受け１８

●実を確実に嵌合させ、木下地の場合は専用釘（φ２．５㎜×４３㎜）で、鉄骨下地の場合は専用ビス（P３５）

で胴縁に留め付けます。

Ｍ型

下段のＮＳ型

●ＮＳ段目地は必ず下から施工します。

　 ＮＳ型本体の嵌合部にＮＳ段目地の上端を差し込み、上段のＮＳ段

　 目地を重ねて取り付けます。

上端部が
フラット

上段のＮＳ型

ＮＳ段目地を
ＮＳ型嵌合部に
差し込む 重ねる

ＮＳ段目地

目地鋼鈑受け



46

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
化
粧
幕
板

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

　２－４　入隅部

２　各部の基本納まり図

１）基本納まり

　●横張り施工、縦張り施工ともに見切縁仕様が標準です。

　●胴縁の留付下地として必ず追加下地を入れます。

　●入隅部は多数の部材が施工される部位です。部材どうしは可能な限り重ならないように、部材を切り欠き

　　 ながら施工します。

　●入隅５０、見切縁は、木下地の場合は専用釘（φ２．３㎜×３８㎜）で、鉄骨下地の場合は専用ビス（P３５）

　　 で胴縁に留め付けます。入隅５０は１m以下、見切縁は５００㎜以下で留め付けます。

①横張りの場合

防水紙

Ｎ見切縁１８
追加下地

縦胴縁90サイズ

ＮＳ型段付バッカー材
（必要に応じて使用）

入隅５０
専用釘

捨てシーリング

●捨てシーリングを下図のように施工します。

センターサイディング

Ｎ（Ｓ）見切縁１８

入隅５０ 捨てシーリング

捨てシーリング

（見切縁とセンター

サイディングの間）

センターサイディング（図はＮＳ型）

捨てシーリング

捨てシーリング

センターサイディング

防水紙

縦胴縁90サイズ

入隅５０

捨てシーリング

Ｎ見切縁１８

通気土台水切

ヨコ用スターター

センターサイディング
（図はＮＳ型）

通気見切縁２１

ＮＳ型段付バッカー材
（必要に応じて使用）

Ｎ見切縁１８

ヨコ用スターターと見切縁
が重なる場合は、見切縁
勝ちで施工します。

②縦張りの場合

捨てシーリング

縦材の見切縁と横材の端部カバーが重なる場合は、

縦材の見切縁勝ちを基本とします。

タテ用スターター

など

Ｎ見切縁１８など

留め加工

Ｎ見切縁１８

通気土台水切

縦胴縁90サイズ

横胴縁

タテ用スターター

専用釘

センターサイディング
（図はＮＳ型）

ＮＳ型段付バッカー材
（必要に応じて使用）

入隅５０

防水紙

※（Ｎ）端部カバー以外の横方向の見切縁は、水抜き穴（φ１０×３００㎜間隔）を
　 現場加工してください。

Ｎ見切縁１８など

ＣＳバッカー材

（必要に応じて使用）

横方向の見切縁※ 縦方向の見切縁

Ｎ見切縁１８

型

Ｍ型、ＮＳ型、

ＳＴ型、ＦＮ型
タテ用スターター

タテ用スターター

など

横方向の見切縁※

Ｍ型、ＮＳ型、

ＳＴ型、ＦＮ型

縦方向の見切縁

Ｎ端部カバー Ｎ見切縁１８

型

iシリーズ、Ｆ型、ＦＢ型、Ａ型 端部カバー Ｓ見切縁１８

●型によって使用する部材が異なります。（縦張り）

必要に応じて見切縁を
切り取り加工します。



47

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
化
粧
幕
板

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

　２－４　入隅部

２　各部の基本納まり図

Ａ型

Ｓ見切縁１８

調整材

２）その他の部材

●見切縁の他にＤ型、Ａ型は入隅（付属部材）でも施工できます。

●入隅（付属部材）は木下地の場合は専用釘（φ２．７５㎜×５０㎜）で、鉄骨下地の場合は専用ビス（P３５）で

　 ５００㎜以下の間隔で留め付けます。

①横張りの場合 ②縦張りの場合

入隅（付属部材）

追加下地

防水紙

専用釘

縦胴縁90サイズ

入隅５０

入隅５０

Ｄ型

捨てシーリング

専用釘

Ａ型

調整材

調整材

入隅（付属部材）

専用釘

縦胴縁90サイズ

調整材

入隅（付属部材）

入隅（付属部材）

●横胴縁と縦胴縁は通気のため３０㎜程度の

　 隙間を設けます。

●捨てシーリングを下図のように施工します。

センターサイディング

（Ｎ）Ｓ見切縁１８

入隅５０ 捨てシーリング

捨てシーリング

（見切縁とセンター

サイディングの間）

捨てシーリング

横胴縁

縦胴縁90サイズ

専用釘
ＣＳバッカー材（必要に応じて使用）

入隅５０

捨てシーリング
センターサイディング
（図はＮＳ型）

防水紙

追加下地

捨てシーリング

捨てシーリング

追加下地 Ｎ見切縁１８

横胴縁

●センターサイディングの張り始めや張り終わ

りでオス実を切断するなど、実部に留め付け

られない場合は、表面から釘留めします。

木下地の場合は専用釘（φ２．７５㎜×５０㎜）

を用いて５００㎜以下の間隔で、鉄骨造の

場合は専用ビス（P３５）を用いて６１０㎜以下

の間隔で留め付けます。

●Ａ型は長手方向に切断すると、実形状およ

び芯材の厚みにより働き幅方向の厚みが変

わります。そのまま施工するとセンターサイ

ディングが傾いてしまうため、あらかじめ木

材などの調整材を施工します。

防水紙

防水紙

捨てシーリング
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　２－５　出隅部

２　各部の基本納まり図

１）基本納まり

●横張り施工、縦張り施工ともに出隅受け材と出隅カバー仕様が標準です。

●躯体に胴縁が留め付けられない場合は、追加下地を入れます。

●出隅部の縦胴縁９０サイズは、追い回しで施工します。

●Ｓ出隅鋼板受け１８は、木造の場合は専用釘（φ２．３㎜×３８㎜）で、鉄骨造の場合は専用ビス（P３５）で、

　 １m以下の間隔で胴縁に留め付けます。

●Ｓ出隅鋼板受け１８の上下端部は継ぎ手加工していますので、差し込んで継ぎます。

　 出隅カバーや段出隅の浮き上がり防止のため、十分に押さえて固定します。

●出隅カバーは出隅受け材に一度差し込むと外れないので、事前に位置合わせを行ってから取り付けます。

①横張りの場合

捨てシーリング

捨てシーリング

＜Ｓ出隅鋼板受け１８＞

Ｓ出隅鋼板受け１８

センターサイディング

Ｓ出隅カバー

縦胴縁は

追い回しとする

縦胴縁90サイズ

防水紙

＜Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー＞

●型によって使用する部材が異なります。

●受け材は図の位置に捨てシーリングを施工します。

専用釘

捨てシーリング

●土台部での出隅受け材とヨコ用スターターの取り合い

は、出隅受け材勝ちで施工します。

●軒天部での出隅カバーは、通気見切縁に差し込むか

突き付けで施工します。

Ｓ出隅鋼板受け１８

iシリーズ他

段出隅

縦胴縁は
追い回しとする

＜iシリーズ他：Ｓ出隅鋼板受け１８＋段出隅＞

専用釘

捨てシーリング

縦胴縁90サイズ

防水紙

防水紙

縦胴縁90サイズ

センターサイディング
（図はＮＳ型）

Ｓ出隅カバー

ＮＳ型段付バッカー材

（必要に応じて使用）

Ｓ出隅鋼板受け１８

捨てシーリング

ヨコ用スターター

通気土台水切

通気見切縁２１ Ｓ出隅鋼板受け１８ Ｓ出隅カバー

型 出隅受け材

Ｓ出隅鋼板受け１８

出隅カバー

段出隅

Ｍ型、ＮＳ型、ＳＴ型、
iシリーズ、Ｆ型、ＦＢ型、

ＦＮ型、Ｄ型

iシリーズ、
ＦＢ型設定品
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　２－５　出隅部

２　各部の基本納まり図

１）基本納まり

●横張り施工、縦張り施工ともに出隅受け材と出隅カバー仕様が標準です。

●躯体に胴縁が留め付けられない場合は、追加下地を入れます。

●出隅部の縦胴縁９０サイズは、追い回しで施工します。

●Ｓ出隅鋼板受け１８は、木造の場合は専用釘（φ２．３㎜×３８㎜）で、鉄骨造の場合は専用ビス（P３５）で、

　 １m以下の間隔で胴縁に留め付けます。

●Ｓ出隅鋼板受け１８の上下端部は継ぎ手加工していますので、差し込んで継ぎます。

　 出隅カバーや段出隅の浮き上がり防止のため、十分に押さえて固定します。

●出隅カバーは出隅受け材に一度差し込むと外れないので、事前に位置合わせを行ってから取り付けます。

①横張りの場合

捨てシーリング

捨てシーリング

＜Ｓ出隅鋼板受け１８＞

Ｓ出隅鋼板受け１８

センターサイディング

Ｓ出隅カバー

縦胴縁は

追い回しとする

縦胴縁90サイズ

防水紙

＜Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー＞

●型によって使用する部材が異なります。

●受け材は図の位置に捨てシーリングを施工します。

専用釘

捨てシーリング

●土台部での出隅受け材とヨコ用スターターの取り合い

は、出隅受け材勝ちで施工します。

●軒天部での出隅カバーは、通気見切縁に差し込むか

突き付けで施工します。

Ｓ出隅鋼板受け１８

iシリーズ他

段出隅

縦胴縁は
追い回しとする

＜iシリーズ他：Ｓ出隅鋼板受け１８＋段出隅＞

専用釘

捨てシーリング

縦胴縁90サイズ

防水紙

防水紙

縦胴縁90サイズ

センターサイディング
（図はＮＳ型）

Ｓ出隅カバー

ＮＳ型段付バッカー材

（必要に応じて使用）

Ｓ出隅鋼板受け１８

捨てシーリング

ヨコ用スターター

通気土台水切

通気見切縁２１ Ｓ出隅鋼板受け１８ Ｓ出隅カバー

型 出隅受け材

Ｓ出隅鋼板受け１８

出隅カバー

段出隅

Ｍ型、ＮＳ型、ＳＴ型、
iシリーズ、Ｆ型、ＦＢ型、

ＦＮ型、Ｄ型

iシリーズ、
ＦＢ型設定品

　２－５　出隅部

２　各部の基本納まり図

②縦張りの場合

●センターサイディングの張り始め、張り終わりでオス実

　 を切断するなど、実部に留め付けられない場合は、

　 表面から釘留めします。木下地の場合は専用釘

　 （φ２．７５㎜×５０㎜）を用いて５００㎜以下の間隔で、

　 鉄骨造の場合は専用ビス（P３５）を用いて６１０㎜以下

　 の間隔で留め付けます。

●出隅部はＳ出隅鋼板受け１８とＳ出隅カバーを使用

　 します。

●Ｓ出隅鋼板受け１８は図の位置に捨てシーリングを

   施工します。

●土台部でセンターサイディング本体の施工に端部カ

　 バーなどを使用する場合、Ｓ出隅鋼板受け１８勝ちに

　 します。

●Ｓ出隅鋼板受け１８とタテ用スターターや端部カバー

が重なる際は、Ｓ出隅鋼板受け１８を図のように適宜

切り欠きます。

捨てシーリング

＜Ｓ出隅鋼板受け１８＞
捨てシーリング

Ｓ出隅鋼板受け１８

端部カバー・
タテ用スターター

捨てシーリング

Ｓ出隅鋼板受け１８ Ｓ出隅カバー

型 出隅受け材 出隅カバー

Ｍ型、ＮＳ型、ＳＴ型、
iシリーズ、Ｆ型、ＦＢ型、

ＦＮ型、Ａ型

追加下地

通気見切縁２１

防水紙

横胴縁90サイズ

Ｓ出隅カバー

捨てシーリング

＜Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー＞

Ｓ出隅カバー

ＣＳバッカー材
（必要に応じて使用）

縦胴縁は
追い回しとする

捨てシーリング

防水紙

専用釘

横胴縁

縦胴縁90サイズ

追加下地

Ｓ出隅鋼板受け１８

センターサイディング
（図はＮＳ型）

●横胴縁と縦胴縁の間に通気のため３０㎜の隙間を

　 設けます。

Ｓ出隅鋼板受け１８

専用釘

タテ用スターター・

端部カバー

通気土台水切

ＣＳバッカー材
（必要に応じて使用）

横胴縁90サイズ

ＮＳ型段付バッカー材

センターサイディング（図はＮＳ型）

（必要に応じて使用）

センターサイディング（図はＮＳ型）

縦胴縁90サイズ
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　２－５　出隅部

２　各部の基本納まり図

２）その他の部材

●付属部材の出隅がある柄は、出隅（付属部材）でも施工できます。

●出隅（付属部材）は木下地の場合は専用釘（φ２．７５㎜×５０㎜）で、鉄骨下地は専用ビス（P３５）で

　 ５００㎜の間隔で留め付けます。

縦胴縁90サイズ

センターサイディング
（図はＤ型）

専用釘

縦胴縁90サイズ

センターサイディング
（図はＡ型）

出隅（付属部材）
専用釘

追加下地
横胴縁

調整材

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

センターサイディング

調整材

防水紙

出隅（付属部材）

①横張りの場合 ②縦張りの場合

専用釘 専用釘

出隅（付属部材） 出隅（付属部材）

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

センターサイディング

防水紙防水紙

センターサイディングの受け材差し込み部への乗り上げは禁止です。また、A型で厚みが

薄い部分が受け材に重なる場合はあらかじめ調整材を施工します。禁 止

　２－６　開口部

　 ●サッシは、センターサイディングの厚み、施工方法、胴縁の厚みを考慮し、基本的にセンターサイディング

      表面よりサッシ枠がでる外付けまたは半外付けタイプを使用します。

   　 内付けタイプを使用する場合は、額縁や見切縁などを取り付け防水上適切に施工してください。

      適切にされない場合、センターサイディングの裏側に水がまわりやすく、雨漏りなどの原因になります。
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　２－５　出隅部

２　各部の基本納まり図

２）その他の部材

●付属部材の出隅がある柄は、出隅（付属部材）でも施工できます。

●出隅（付属部材）は木下地の場合は専用釘（φ２．７５㎜×５０㎜）で、鉄骨下地は専用ビス（P３５）で

　 ５００㎜の間隔で留め付けます。

縦胴縁90サイズ

センターサイディング
（図はＤ型）

専用釘

縦胴縁90サイズ

センターサイディング
（図はＡ型）

出隅（付属部材）
専用釘

追加下地
横胴縁

調整材

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

センターサイディング

調整材

防水紙

出隅（付属部材）

①横張りの場合 ②縦張りの場合

専用釘 専用釘

出隅（付属部材） 出隅（付属部材）

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

センターサイディング

防水紙防水紙

センターサイディングの受け材差し込み部への乗り上げは禁止です。また、A型で厚みが

薄い部分が受け材に重なる場合はあらかじめ調整材を施工します。禁 止

　２－６　開口部

　 ●サッシは、センターサイディングの厚み、施工方法、胴縁の厚みを考慮し、基本的にセンターサイディング

      表面よりサッシ枠がでる外付けまたは半外付けタイプを使用します。

   　 内付けタイプを使用する場合は、額縁や見切縁などを取り付け防水上適切に施工してください。

      適切にされない場合、センターサイディングの裏側に水がまわりやすく、雨漏りなどの原因になります。

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

１）開口部上側の基本納まり

●開口部上側は２種類の納め方があり、使用する部材やシーリングの施工方法が異なります。

●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●見切縁は型によって表のように異なります。

　①上側（一般仕様（注））

２）一般仕様

防水紙

横胴縁90サイズ

センターサイディング(図はＮＳ型)

ＣＳバッカー材
（必要に応じて使用）

Ｎ端部カバー

専用釘

両面防水テープ

見切縁

シーリング

サッシ

端部より50㎜程度
ニチハシーリング

端部カバ－または見切縁

ニチハ

シーリング

見切縁

サッシ

サッシ

①横張りの場合

●通気のため、横胴縁９０サイズと縦胴縁の間に

   ３０㎜程度の隙間を設けます。

センターサイディング
（図はＮＳ型）

Ｎ端部カバー（※）

防水紙

両面防水テープ

専用釘

10程度

②縦張りの場合

センターサイディング

（図はＮＳ型）

防水紙

※見切縁を使用する場合は、水抜き穴

　 （φ１０㎜×３００㎜間隔）を現場加工します。

横胴縁90サイズ

10程度

縦胴縁

※Ｎ端部カバー・端部カバー以外の見切縁は、水抜き穴

　（φ１０㎜×３００㎜間隔）を現場加工します。

※廻り縁納めについては、P６９を参照してください。

表　部材の設定

※見切縁を使用する場合は、水抜き穴

　 （φ１０㎜×３００㎜間隔）を現場加工します。

（注）本仕様は柄特性上、スマートフラットの施工はできません。

ＣＳバッカー材

シーリング ＮＳ型段付バッカー材

（ＮＳ型の場合）

シーリング

シーリング開口両端部
シーリング開口両端部

鋼板止水部材
鋼板止水部材

両面防水テープ

横胴縁90サイズ

Ｎ端部カバー（※）

シーリング

端部カバー・見切縁-本体取り合い

四周シーリング

片面防水テープ100㎜幅

鋼板止水部材

片面防水テープ

(100㎜幅)

片面防水テープ

(100㎜幅)

縦胴縁

●開口部上側に鋼板止水部材を取り付け、片面防水テープ
１００㎜幅を施工します。　

●水抜きのため端部カバーまたは見切縁（φ１０㎜×３００㎜
間隔で水抜き穴現場加工）を使用します。　

●（Ｎ）端部カバーなどとサッシとの取り合い部は１０㎜程度
の隙間を設けます。　

●開口部上側のサッシには全長にわたりシーリングを充填
せず、図のように端部から５０㎜程度とします。　

●端部カバーなどと本体の取り合い部をシーリングします。

※見切縁を使用する場合は、

　 水抜き穴（φ１０㎜×３００㎜
　 間隔）を現場加工します。

※開口部に使用する端部カバー、見切縁１８、見切コーナー
 は、以下のいずれかの組み合わせで施工してください。
 �Ｎ端部カバー・Ｎ見切縁１８・Ｎ見切コーナー
 �端部カバー・Ｓ見切縁１８・Ｓ見切コーナー

iシリーズ、Ｆ型、
ＦＢ型、Ｄ型、Ａ型

端部カバー

ＦＮ型、ＳＴ型、ＮＳ型 N端部カバー

ＮＳ型、ＳＴ型、
Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型、Ａ型

ＮＳ型、iｼﾘｰｽﾞ、ＳＴ型、
Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型、Ｄ型
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　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

３）全長シーリングとする場合

　①上側（全長シーリング仕様（注））

①横張りの場合

●通気のため、横胴縁９０サイズと縦胴縁の間に

   ３０㎜程度の隙間を設けます。

②縦張りの場合

防水紙

横胴縁90サイズ

センターサイディング
（図はＮＳ型）

縦胴縁

サッシ

Ｎ見切縁１８

専用釘

両面防水テープ

ＣＳバッカー材
(必要に応じて使用)

ニチハシーリング

バッカー材

●見切縁（部材先端の方にφ６㎜×３００㎜間隔で水抜き穴現場加工）を取り付けます。

●サッシまわりは、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを全長にわたって充填します。

●見切縁などと本体の取り合い部をシーリングします。

見切縁

サッシ

全長にわたって
ニチハシーリング

見切縁

ニチハ

シーリング

見切縁

サッシ

表　部材の設定

シーリング

水抜き穴現場加工：
φ6㎜×300㎜間隔

水抜き穴現場加工

見切縁-本体取り合い

四周シーリング

センターサイディング

（図はＮＳ型）

Ｎ見切縁１８

ＣＳバッカー材
(必要に応じて使用)

防水紙

両面防水テープ

専用釘

10程度

センターサイディング

（図はＮＳ型）

Ｎ見切縁１８

防水紙

10程度

専用釘

ＮＳ型段付バッカー材

横胴縁90サイズ

縦胴縁

横胴縁90サイズ

両面防水テープ

バッカー材

水抜き穴(φ6㎜×300㎜間隔）
現場加工

バッカー材

水抜き穴(φ6㎜×300㎜間隔）
現場加工

シーリング シーリング

※ 廻り縁納めについては、P６９を参照してください。

シーリング

※ 開口部に使用する見切縁１８、見切コーナーは、
　  以下のいずれかの組み合わせで施工してください。
　  �Ｎ見切縁１８・Ｎ見切コーナー
　  �Ｓ見切縁１８・Ｓ見切コーナー

iｼﾘｰｽﾞ、Ｆ型、ＦＢ型、

Ｄ型、Ａ型
Ｓ見切縁１８

ＦＮ型、ＳＴ型、ＮＳ型 Ｎ見切縁１８

ＮＳ型、iｼﾘｰｽﾞ、ＳＴ型、
Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型、Ｄ型

ＮＳ型、ＳＴ型、
Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型、Ａ型

（注）本仕様は柄特性上、スマートフラットの施工はできません。
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　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

３）全長シーリングとする場合

　①上側（全長シーリング仕様（注））

①横張りの場合

●通気のため、横胴縁９０サイズと縦胴縁の間に

   ３０㎜程度の隙間を設けます。

②縦張りの場合

防水紙

横胴縁90サイズ

センターサイディング
（図はＮＳ型）

縦胴縁

サッシ

Ｎ見切縁１８

専用釘

両面防水テープ

ＣＳバッカー材
(必要に応じて使用)

ニチハシーリング

バッカー材

●見切縁（部材先端の方にφ６㎜×３００㎜間隔で水抜き穴現場加工）を取り付けます。

●サッシまわりは、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを全長にわたって充填します。

●見切縁などと本体の取り合い部をシーリングします。

見切縁

サッシ

全長にわたって
ニチハシーリング

見切縁

ニチハ

シーリング

見切縁

サッシ

表　部材の設定

シーリング

水抜き穴現場加工：
φ6㎜×300㎜間隔

水抜き穴現場加工

見切縁-本体取り合い

四周シーリング

センターサイディング

（図はＮＳ型）

Ｎ見切縁１８

ＣＳバッカー材
(必要に応じて使用)

防水紙

両面防水テープ

専用釘

10程度

センターサイディング

（図はＮＳ型）

Ｎ見切縁１８

防水紙

10程度

専用釘

ＮＳ型段付バッカー材

横胴縁90サイズ

縦胴縁

横胴縁90サイズ

両面防水テープ

バッカー材

水抜き穴(φ6㎜×300㎜間隔）
現場加工

バッカー材

水抜き穴(φ6㎜×300㎜間隔）
現場加工

シーリング シーリング

※ 廻り縁納めについては、P６９を参照してください。

シーリング

※ 開口部に使用する見切縁１８、見切コーナーは、
　  以下のいずれかの組み合わせで施工してください。
　  �Ｎ見切縁１８・Ｎ見切コーナー
　  �Ｓ見切縁１８・Ｓ見切コーナー

iｼﾘｰｽﾞ、Ｆ型、ＦＢ型、

Ｄ型、Ａ型
Ｓ見切縁１８

ＦＮ型、ＳＴ型、ＮＳ型 Ｎ見切縁１８

ＮＳ型、iｼﾘｰｽﾞ、ＳＴ型、
Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型、Ｄ型

ＮＳ型、ＳＴ型、
Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型、Ａ型

（注）本仕様は柄特性上、スマートフラットの施工はできません。

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

表　部材の設定

１）開口部下側の基本納まり

①横張りの場合

●通気のため、横胴縁９０サイズと縦胴縁の間に３０㎜程度の隙間を設けます。

●サッシ下のセンターサイディングは表面から釘留めします。木下地の場合は専用釘（φ２．７５㎜×５０㎜）

　 で、鉄骨下地の場合は専用ビス（P３５）で留め付けます。

　②下側（注）

②縦張りの場合

サッシ

両面防水テープ

横胴縁90サイズ

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

専用釘

センターサイディング

（図はＮＳ型）

バッカー材

防水紙

横胴縁90サイズ

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

サッシ

防水紙

シーリング

バッカー材

両面防水テープ

ＮＳ型段付バッカー材

ＮＳ型段付バッカー材

シーリング

センターサイディング

（図はＮＳ型）

●サッシと見切縁との取り合いは、１０㎜程度の隙間を設けシーリングを施工します。

●型によって見切縁が表のように異なります。

●見切縁と本体の取り合い部にシーリングを施工します。

ＣＳバッカー材

（必要に応じて使用）

サッシ

両面防水テープ

専用釘

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

専用釘

横胴縁90サイズ

縦胴縁

センターサイディング
（図はＮＳ型）

両面防水テープ

防水紙

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

ＣＳバッカー材

（必要に応じて使用）

専用釘

センターサイディング

（図はＮＳ型）

サッシ

横胴縁90サイズ

縦胴縁

バッカー材

シーリング
シーリング

バッカー材

防水紙

※ 廻り縁納めについては、P６９を参照してください。
※ 開口部に使用する見切縁１８、見切コーナーは、
　  以下のいずれかの組み合わせで施工してください。
　  �Ｎ見切縁１８・Ｎ見切コーナー
　  �Ｓ見切縁１８・Ｓ見切コーナー

iｼﾘｰｽﾞ、Ｆ型、ＦＢ型、
Ｄ型、Ａ型

Ｓ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

ＮＳ型、iシリーズ、ＳＴ型、Ｆ型、
ＦＢ型、ＦＮ型、Ｄ型

ＮＳ型、ＳＴ型、Ｆ型、
ＦＢ型、ＦＮ型、Ａ型

（注）本仕様は柄特性上、スマートフラットの施工はできません。

ＦＮ型、ＳＴ型、ＮＳ型
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　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

２）その他の部材(北海道向け)

●Ｓ窓下水切、Ｓ窓下水切エンドキャップは以下のように施工します。

　手順①
　●Ｓ窓下水切は開口部左右の縦側の見切縁より１５㎜程度長く切断します。

Ｓ窓下水切 Ｓ窓下水切エンドキャップ左右

15程度

センターサイディング

サッシ

Ｓ見切縁１８

リベット

Ｓ見切縁１８

Ｓ窓下水切

Ｓ窓下水切エンドキャップ

捨てシーリング

Ｓ見切コーナー

（図は右用）

Ｓ窓下水切エンドキャップ

Ｓ見切コーナー

捨てシーリング

Ｓ窓下水切

捨てシーリング

シーリング

シーリング

　②下側(Ｓ窓下水切　北海道向け）

手順②
●Ｓ窓下水切をセンターサイディングと開口部下側の見切縁との間に差し込み、リベット（現場調達）で
固定します。

●Ｓ窓下水切エンドキャップは、図のように捨てシーリングを施工してＳ窓下水切に取り付けます。

手順③
●Ｓ窓下水切エンドキャップを取り付けた後、エンドキャップと見切縁の間に捨てシーリングを施工します。

見切縁

サッシ

見切縁
Ｓ窓下水切　切断寸法

15程度 15程度

見切縁

センターサイディング

横胴縁90サイズ

Ｓ見切縁１８

サッシ
両面防水テープ

専用釘

専用釘

防水紙

縦胴縁

ニチハシーリング

バッカー材

Ｓ窓下水切

センターサイディング

センターサイディング
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　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

２）その他の部材(北海道向け)

●Ｓ窓下水切、Ｓ窓下水切エンドキャップは以下のように施工します。

　手順①
　●Ｓ窓下水切は開口部左右の縦側の見切縁より１５㎜程度長く切断します。

Ｓ窓下水切 Ｓ窓下水切エンドキャップ左右

15程度

センターサイディング

サッシ

Ｓ見切縁１８

リベット

Ｓ見切縁１８

Ｓ窓下水切

Ｓ窓下水切エンドキャップ

捨てシーリング

Ｓ見切コーナー

（図は右用）

Ｓ窓下水切エンドキャップ

Ｓ見切コーナー

捨てシーリング

Ｓ窓下水切

捨てシーリング

シーリング

シーリング

　②下側(Ｓ窓下水切　北海道向け）

手順②
●Ｓ窓下水切をセンターサイディングと開口部下側の見切縁との間に差し込み、リベット（現場調達）で
固定します。

●Ｓ窓下水切エンドキャップは、図のように捨てシーリングを施工してＳ窓下水切に取り付けます。

手順③
●Ｓ窓下水切エンドキャップを取り付けた後、エンドキャップと見切縁の間に捨てシーリングを施工します。

見切縁

サッシ

見切縁
Ｓ窓下水切　切断寸法

15程度 15程度

見切縁

センターサイディング

横胴縁90サイズ

Ｓ見切縁１８

サッシ
両面防水テープ

専用釘

専用釘

防水紙

縦胴縁

ニチハシーリング

バッカー材

Ｓ窓下水切

センターサイディング

センターサイディング

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

１）開口部左右側の基本納まり

●サッシと見切縁との取り合いは、１０㎜程度の隙間を設けシーリングを施工します。

●型によって見切縁が表のように異なります。

●見切縁と本体の取り合い部にシーリングを施工します。

①横張りの場合

②縦張りの場合

　③左右側（注）

●センターサイディングの張り始め、張り終わりで

オス実を切断するなど、実部に留め付けられ

ない場合は、表面から釘留めします。

木下地の場合は専用釘（φ２．７５㎜×５０㎜）

を用いて５００㎜以下の間隔で、鉄骨下地の場

合は専用ビス（P３５）を用いて６１０㎜以下の間

隔で留め付けます。

●Ａ型は長手方向に切断すると、実形状および

芯材の厚みにより働き幅方向の厚みが変わり

ます。そのまま施工すると本体が傾いてしまう

ため、あらかじめ木材などの調整材を施工しま

す。

表　部材の設定

防水紙

縦胴縁90サイズ

Ｎ見切縁１８

ＮＳ型段付バッカー材

サッシ

センターサイディング
（図はＮＳ型）

両面防水テープ

バッカー材

ニチハシーリング

サッシ

防水紙

縦胴縁90サイズ

両面防水テープ

専用釘

シーリング

ＮＳ型段付バッカー材

バッカー材

ニチハシーリング
センターサイディング
（図はＮＳ型）

シーリング

Ｎ見切縁１８

両面防水テープ

専用釘

シーリング

Ｎ見切縁１８
ＣＳバッカー材
（必要に応じて使用）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

サッシ
防水紙

横胴縁

両面防水テープ

専用釘

シーリング

Ｓ見切縁１８

センターサイディング
（図はＡ型）調整材

防水紙

横胴縁

サッシ

バッカー材

ニチハシーリング

バッカー材

ニチハシーリング

※ 廻り縁納めについては、P６９を参照してください。
※ 開口部に使用する見切縁１８、見切コーナーは、
　  以下のいずれかの組み合わせで施工してください。
　  �Ｎ見切縁１８・Ｎ見切コーナー
　  �Ｓ見切縁１８・Ｓ見切コーナー

iｼﾘｰｽﾞ、Ｆ型、ＦＢ型、

Ｄ型、Ａ型
Ｓ見切縁１８

ＦＮ型、ＳＴ型、ＮＳ型 Ｎ見切縁１８

（注）本仕様は柄特性上、スマートフラットの施工はできません。
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　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

●一般仕様の場合、開口部上側のサッシには全長にわたりニチハシーリングを充填せず、鋼板止水部材を

　 取り付けた後、図のように端部から５０㎜程度充填します。全長シーリングとする場合は、見切縁（部材先

　 端にφ１０㎜×３００㎜間隔で水孔き穴現場加工）を取り付けた後、全長にわたってシーリングを充填します。

（Ｎ）端部カバー
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　④付属部材の加工例　見切コーナー

捨てシーリング

捨てシーリング

鋼板止水部材



57

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
化
粧
幕
板

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

●一般仕様の場合、開口部上側のサッシには全長にわたりニチハシーリングを充填せず、鋼板止水部材を

　 取り付けた後、図のように端部から５０㎜程度充填します。全長シーリングとする場合は、見切縁（部材先

　 端にφ１０㎜×３００㎜間隔で水孔き穴現場加工）を取り付けた後、全長にわたってシーリングを充填します。

（Ｎ）端部カバー
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窓の上側両端では５０㎜程度
ニチハシーリングを充填する

一般仕様の例

バッカー材・
ニチハシーリング

　④付属部材の加工例　見切コーナー

捨てシーリング

捨てシーリング

鋼板止水部材

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

折り曲げる

切り込みを入れる

斜めに切り落とす

断面

捨てシーリング（Ｎ）端部カバー

捨てシーリング

ニチハシーリング
Ｎ・Ｓ見切縁１８

Ｎ・Ｓ見切縁１８

50程度

窓の上側両端では５０㎜程度
ニチハシーリングを充填する

１

２

３

一般仕様の例

バッカー材・
ニチハシーリング

　⑤付属部材の加工例　留め加工　

捨てシーリング

捨てシーリング

●一般仕様の場合、開口部上側のサッシには全長にわたりニチハシーリングを充填せず、鋼板止水部材を

　 取り付けた後、図のように端部から５０㎜程度充填します。全長シーリングとする場合は、見切縁（部材先

鋼板止水部材

　 端にφ１０㎜×３００㎜間隔で水孔き穴現場加工）を取り付けた後、全長にわたってシーリングを充填します。
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　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

断面

捨てシーリング

窓の両端では５０㎜程度
ニチハシーリングを充填する

ニチハシーリング

折り曲げる

切り込みを
入れる

切り落とす

50程度

中間水切１８ 中間水切１８
折り返す

捨てシーリング

排水

Ｎ・Ｓ見切縁１８

Ｎ・Ｓ見切縁１８

１

２

３

一般仕様の例

（Ｎ）端部カバー

　⑥付属部材の加工例　中間水切１８

捨てシーリング

必要寸法に切断する

●一般仕様の場合、開口部上側のサッシには全長にわたりニチハシーリングを充填せず、鋼板止水部材を

　 取り付けた後、図のように端部から５０㎜程度充填します。全長シーリングとする場合は、見切縁（部材先

　 端にφ１０㎜×３００㎜間隔で水孔き穴現場加工）を取り付けた後、全長にわたってシーリングを充填します。

鋼板止水部材

開口部

端部カバー・見切縁

＋ シーリング納め
(現行　標準施工)

外観上の納まり

開口部　インナーシール工法
化粧（三角）シーリング納め

（開口上部は設計上の隙間あり）

→P５１〜５８

→P５９〜６８

センターサイディングを開口四周の見切縁
などに差し込む
見切縁等とサッシの取り合い部は
ハットジョイナー＋シーリング

※化粧（三角）シーリング ： センターサイディングとサッシの取り合い部を、意匠的にシーリングで納めます。
　 一般的に、三角シーリングはシーリング切れが生じやすくなります。シーリング切れが生じてもインナー
　 シール工法では防水性能上問題ありませんが、化粧（三角）シーリング部の不具合に関しては対応しか
　 ねますので、美観上のメンテナンスなどは適宜行ってください。

●適応サッシ形状 ：　外付けまたは半外付けサッシ

外周形状（シャッターボックス等も含めた形状）

●サッシ寸法 ：　Ｗ２９００㎜以下　
●サッシ釘打ちフィン寸法 ：　およそ４５㎜以下
●サッシ外部枠形状 ：　鋼板止水部材施工時のEPDM材の圧縮を阻害しないこと

鋼板止水部材を四周（角部含む）有効に施工できること

●建築物 ：　新築　木造軸組工法／木造枠組壁工法　

●施工仕様　：　木胴縁施工（横張り／縦張り）　

特徴

※サッシの形状・寸法・位置などにより、インナーシール工法が適用できない場合があります。
　 事前に十分確認してください。

○　施工可 ×　施工不可（例）

＜施工不可の例＞
サッシ（縦・横）枠の取り合いで片側の枠が1㎜を越え突出しているもの、
サッシ枠上の留付ビスにより、鋼板止水部材の取り付けが大きく阻害されるもの　など
※サッシ上部の場合、正面から鋼板止水部材のEPDM部が若干見えることがありますが、
　 サッシ枠の取り合いにより見え掛けが大きくなる場合があります。

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

　⑦インナーシール工法

注　　意

１）開口部　施工仕様一覧

３）サッシの確認

２）適用

センターサイディングとサッシの取り合
い部を化粧（三角）シーリング（※）とする
ことができる施工法

●サッシの形状・寸法・位置などによりインナーシール工法が適用できない場合があります。
●施工上、土台部・中間部・(軒部)に「（Ｎ）端部カバー、Ｎ・Ｓ見切縁１８など」を使用しない

納まりにすると、化粧（三角）シーリング部が綺麗に仕上がります。
（Ｎ）端部カバー、Ｎ・Ｓ見切縁１８を使用する場合（特に、縦張り時）、サッシ際に隙間が発
生するため、サイディング本体を切断する際はできるだけ実寸法を正確に測って納めてく
ださい。またこの場合、化粧（三角）シーリングの幅を広く取っていただくことになります。

●防耐火認定を使用する場合は、中間水切上部に端部カバーまたはタテ用スターターが
必要です。
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　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図
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一般仕様の例

（Ｎ）端部カバー

　⑥付属部材の加工例　中間水切１８

捨てシーリング

必要寸法に切断する

●一般仕様の場合、開口部上側のサッシには全長にわたりニチハシーリングを充填せず、鋼板止水部材を

　 取り付けた後、図のように端部から５０㎜程度充填します。全長シーリングとする場合は、見切縁（部材先

　 端にφ１０㎜×３００㎜間隔で水孔き穴現場加工）を取り付けた後、全長にわたってシーリングを充填します。

鋼板止水部材

開口部

端部カバー・見切縁

＋ シーリング納め
(現行　標準施工)

外観上の納まり

開口部　インナーシール工法
化粧（三角）シーリング納め

（開口上部は設計上の隙間あり）

→P５１〜５８

→P５９〜６８

センターサイディングを開口四周の見切縁
などに差し込む
見切縁等とサッシの取り合い部は
ハットジョイナー＋シーリング

※化粧（三角）シーリング ： センターサイディングとサッシの取り合い部を、意匠的にシーリングで納めます。
　 一般的に、三角シーリングはシーリング切れが生じやすくなります。シーリング切れが生じてもインナー
　 シール工法では防水性能上問題ありませんが、化粧（三角）シーリング部の不具合に関しては対応しか
　 ねますので、美観上のメンテナンスなどは適宜行ってください。

●適応サッシ形状 ：　外付けまたは半外付けサッシ

外周形状（シャッターボックス等も含めた形状）

●サッシ寸法 ：　Ｗ２９００㎜以下　
●サッシ釘打ちフィン寸法 ：　およそ４５㎜以下
●サッシ外部枠形状 ：　鋼板止水部材施工時のEPDM材の圧縮を阻害しないこと

鋼板止水部材を四周（角部含む）有効に施工できること

●建築物 ：　新築　木造軸組工法／木造枠組壁工法　

●施工仕様　：　木胴縁施工（横張り／縦張り）　

特徴

※サッシの形状・寸法・位置などにより、インナーシール工法が適用できない場合があります。
　 事前に十分確認してください。

○　施工可 ×　施工不可（例）

＜施工不可の例＞
サッシ（縦・横）枠の取り合いで片側の枠が1㎜を越え突出しているもの、
サッシ枠上の留付ビスにより、鋼板止水部材の取り付けが大きく阻害されるもの　など
※サッシ上部の場合、正面から鋼板止水部材のEPDM部が若干見えることがありますが、
　 サッシ枠の取り合いにより見え掛けが大きくなる場合があります。

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

　⑦インナーシール工法

注　　意

１）開口部　施工仕様一覧

３）サッシの確認

２）適用

センターサイディングとサッシの取り合
い部を化粧（三角）シーリング（※）とする
ことができる施工法

●サッシの形状・寸法・位置などによりインナーシール工法が適用できない場合があります。
●施工上、土台部・中間部・(軒部)に「（Ｎ）端部カバー、Ｎ・Ｓ見切縁１８など」を使用しない

納まりにすると、化粧（三角）シーリング部が綺麗に仕上がります。
（Ｎ）端部カバー、Ｎ・Ｓ見切縁１８を使用する場合（特に、縦張り時）、サッシ際に隙間が発
生するため、サイディング本体を切断する際はできるだけ実寸法を正確に測って納めてく
ださい。またこの場合、化粧（三角）シーリングの幅を広く取っていただくことになります。

●防耐火認定を使用する場合は、中間水切上部に端部カバーまたはタテ用スターターが
必要です。
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断面図正面図

●シーリング材

●鋼板止水部材の取り付けは、下側→左右側→上側の順です。

開口部　サッシ

※上部止水部材は継ぎ施工不可

取り付け順：①

取り付け順：③

止水部材　下側

止水部材　上側

取
り
付

け
順

：
②

止
水

部
材

　
左

側

止
水

部
材

　
右

側
取

り
付

け
順

：
②

EPDM部をサッシ面に押しつ
けながら留め付けます 左

右
止

水
部

材

に
か

ぶ
る
位

置

＜鋼板止水部材の加工方法＞

50～70程度
Ｔ字部

切断加工

やや斜めに切断すると加工しやすいですが

最小限にしてください。

取り合い部に隙間が生じやすくなります。

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

　⑦インナーシール工法

４）主要使用部材

５）鋼板止水部材　加工・取り付け寸法　概要

●鋼板止水部材（右図）
品番：KE5100
材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
10本入り／梱

●片面防水テープ（l=20m　w=100㎜）
品番：JF1526
材質：アクリル
１巻／袋

鋼板止水部材の両側のＴ字部を指定位置で切断加工します。

（加工部の長さは５０～７０㎜程度としてください）
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●シーリング材

●鋼板止水部材の取り付けは、下側→左右側→上側の順です。

開口部　サッシ

※上部止水部材は継ぎ施工不可

取り付け順：①

取り付け順：③

止水部材　下側

止水部材　上側

取
り
付

け
順

：
②

止
水

部
材

　
左

側

止
水

部
材

　
右

側
取

り
付

け
順

：
②

EPDM部をサッシ面に押しつ
けながら留め付けます 左

右
止

水
部

材

に
か

ぶ
る
位

置

＜鋼板止水部材の加工方法＞

50～70程度
Ｔ字部

切断加工

やや斜めに切断すると加工しやすいですが

最小限にしてください。

取り合い部に隙間が生じやすくなります。

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

　⑦インナーシール工法

４）主要使用部材

５）鋼板止水部材　加工・取り付け寸法　概要

●鋼板止水部材（右図）
品番：KE5100
材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
10本入り／梱

●片面防水テープ（l=20m　w=100㎜）
品番：JF1526
材質：アクリル
１巻／袋

鋼板止水部材の両側のＴ字部を指定位置で切断加工します。

（加工部の長さは５０～７０㎜程度としてください）

サッシ下面

サ
ッ

シ
横

面

６）施工手順　　 ※当手順は横張り施工例

手順①　防水紙・胴縁の施工

手順②　鋼板止水部材（下側）の施工

※サッシの横面から部材のＴ字部が飛び出ないように留め付けます。
※部材を継ぐ場合は（上側は禁止）、EPDM部が途切れないように突き付け、接合部に後述の
　 捨てシーリングを施工します。

＜共通　鋼板止水部材の留め付け＞

留め付けピッチ　@455以下

留
め

付
け

ピ
ッ

チ
　

@
4
5
5
以

下

※適宜増し打ち

部材両端の切断加工

開口下に鋼板下地部材の取り付け

胴縁組み

EPDMを十分圧縮する

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

　⑦インナーシール工法

●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●開口部まわりの胴縁は、幅９０㎜サイズを使用し、サッシフィンを避けて

（サッシと胴縁が２０～３０㎜程度離れている状態）施工します。

●開口下側に鋼板止水部材を取り付けます。

●サッシ横の面に合わせ、部材両端のＴ字部を切断加工します。

（鋼板止水部材の加工方法　P６０）

●EPDM材が十分圧縮されるように、部材をサッシ面に押しつけながら胴縁

に留め付けます。（鋼板止水部材の留め付け　下記）

●EPDM材が十分圧縮されるように部材をサッシ面に
押しつけながら、胴縁に留め付けます。

●専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）で
４５５㎜以下の間隔で留め付けます。EPDM部が浮く
場合は適宜増し打ちしてください。

EPDM
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手順④　鋼板止水部材（上側）の施工

手順⑤　片面防水テープの施工

※隙間の出ないよう十分に貼り付けてください。
片面防水テープ

防水紙

鋼板止水部材

1
5
以

上

1
5
以

上

胴縁

手順③　鋼板止水部材（左右側）の施工

サ
ッ
シ
横
面

サッシ上面

サ
ッ
シ
横
面

サッシ上面

止水部材（下）
（取り付け済）

サッシ下面

サ
ッ
シ
横
面

止
水
部
材
（
横
）

（
取
り
付
け
済
）

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

　⑦インナーシール工法

●開口左右側に鋼板止水部材を取り付けます。
鋼板止水部材の上側Ｔ字部をサッシの上面に合わ
せ、下側Ｔ字部はサッシ下に取り付けた部材Ｔ字部に
被さる位置で、切断加工します。
（P６０鋼板止水部材の加工方法　参照）

●サッシ下側に取り付けた部材の上に重なるように施工
します。

●EPDM材が十分圧縮されるように、部材をサッシ面に
押しつけながら胴縁に取り付けます。
（P６０鋼板止水部材の取り付け　参照）

●開口上側に鋼板止水部材を取り付けます。
●鋼板止水部材の両端Ｔ字部を、サッシ横に取り付けた
部材Ｔ字部にかぶさる位置で切断加工します。（Ｐ６０
鋼板止水部材の加工方法　参照）

●EPDM材が十分圧縮されるように、部材をサッシ面に
押しつけながら胴縁に留め付けます。（Ｐ６１鋼板止水
部材の留め付け　参照）

●サッシ左右側に取り付けた部材の上に重なるように施
工します。

●開口上側の鋼板止水部材は、EPDM部の見掛けがな
るべく小さくなるよう留め付けます。（サッシ上面が傾
斜している場合は、EPDM部の見え掛けが大きくなりま
すのでご了承ください）

●開口上側の鋼板止水部材～胴縁～防水紙にかけて、
片面防水テープ（１００㎜幅）を施工します。

●片面防水テープは、止水部材・防水紙に１５㎜以上重
なるように貼ります。

※サッシの上面から部材のＴ字部が飛び出
ないよう、またサッシ下側に取り付けた部
材Ｔ字部にかぶるように取り付けます。

※部材の取り合い部など、EPDM部が圧縮さ
れかつ途切れないようにすることが大切
です。隙間ができてしまった場合は、後述
の捨てシーリング施工時に、隙間部に十
分に充填してください。

※部材を継ぐ場合は（上側は禁止）、EPDM
部が途切れないように突き付け、接合部
に捨てシーリングを施工します。

EPDM

EPDM

鋼板止水部材

鋼板止水部材

※開口上側の鋼板止水部材は、継ぎ施工をしないよう１本の部材で
施工してください。

※サッシ左右側に取り付けた部材Ｔ字部にかぶるように取り付けます。
※部材の取り合い部など、EPDM部が圧縮されかつ途切れないよう
にすることが大切です。隙間ができてしまった場合は、手順⑥捨て
シーリング施工時に、隙間に十分充填してください。
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手順④　鋼板止水部材（上側）の施工

手順⑤　片面防水テープの施工

※隙間の出ないよう十分に貼り付けてください。
片面防水テープ

防水紙

鋼板止水部材

1
5
以

上

1
5
以

上

胴縁

手順③　鋼板止水部材（左右側）の施工

サ
ッ
シ
横
面

サッシ上面

サ
ッ
シ
横
面

サッシ上面

止水部材（下）
（取り付け済）

サッシ下面

サ
ッ
シ
横
面

止
水
部
材
（
横
）

（
取
り
付
け
済
）

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

　⑦インナーシール工法

●開口左右側に鋼板止水部材を取り付けます。
鋼板止水部材の上側Ｔ字部をサッシの上面に合わ
せ、下側Ｔ字部はサッシ下に取り付けた部材Ｔ字部に
被さる位置で、切断加工します。
（P６０鋼板止水部材の加工方法　参照）

●サッシ下側に取り付けた部材の上に重なるように施工
します。

●EPDM材が十分圧縮されるように、部材をサッシ面に
押しつけながら胴縁に取り付けます。
（P６０鋼板止水部材の取り付け　参照）

●開口上側に鋼板止水部材を取り付けます。
●鋼板止水部材の両端Ｔ字部を、サッシ横に取り付けた
部材Ｔ字部にかぶさる位置で切断加工します。（Ｐ６０
鋼板止水部材の加工方法　参照）

●EPDM材が十分圧縮されるように、部材をサッシ面に
押しつけながら胴縁に留め付けます。（Ｐ６１鋼板止水
部材の留め付け　参照）

●サッシ左右側に取り付けた部材の上に重なるように施
工します。

●開口上側の鋼板止水部材は、EPDM部の見掛けがな
るべく小さくなるよう留め付けます。（サッシ上面が傾
斜している場合は、EPDM部の見え掛けが大きくなりま
すのでご了承ください）

●開口上側の鋼板止水部材～胴縁～防水紙にかけて、
片面防水テープ（１００㎜幅）を施工します。

●片面防水テープは、止水部材・防水紙に１５㎜以上重
なるように貼ります。

※サッシの上面から部材のＴ字部が飛び出
ないよう、またサッシ下側に取り付けた部
材Ｔ字部にかぶるように取り付けます。

※部材の取り合い部など、EPDM部が圧縮さ
れかつ途切れないようにすることが大切
です。隙間ができてしまった場合は、後述
の捨てシーリング施工時に、隙間部に十
分に充填してください。

※部材を継ぐ場合は（上側は禁止）、EPDM
部が途切れないように突き付け、接合部
に捨てシーリングを施工します。

EPDM

EPDM

鋼板止水部材

鋼板止水部材

※開口上側の鋼板止水部材は、継ぎ施工をしないよう１本の部材で
施工してください。

※サッシ左右側に取り付けた部材Ｔ字部にかぶるように取り付けます。
※部材の取り合い部など、EPDM部が圧縮されかつ途切れないよう
にすることが大切です。隙間ができてしまった場合は、手順⑥捨て
シーリング施工時に、隙間に十分充填してください。

手順⑦　センターサイディングの施工

手順⑥　捨てシーリングの施工

※センターサイディング裏面に密着する位置にシーリングを施工します。

上側端部

立ち上げ捨てシーリング

左右側

捨てシーリング

部材取り合い部

捨てシーリング

部材取り合い部

捨てシーリング

下側２０㎜以上

捨てシーリング

鋼板止水部材（下）

鋼板止水部材（上）

鋼
板

止
水

部
材

（
左

右
）

1
0
程

度

芯材を取り除く（10程度）

サッシ

正面図 断面図

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

　⑦インナーシール工法

●センターサイディング施工の際に、鋼板止水部材上に捨てシー
リングを施工します。

●開口上側の両端部、開口左右側、開口下側、鋼板止水部材ど
うしの取り合い部に捨てシーリングを施工します。（開口上側
の両端部は、２０㎜以上の立ち上げシーリングとします。）

●止水部材の継ぎ部（上側を除く）、EPDM部が十分圧縮されず
隙間が生じている箇所や鋼板止水部材の取り合い部などで
EPDM部が連続せず途切れてしまった箇所などにも適宜捨て
シーリングを施工します。

●センターサイディングを施工します。
●開口上側のセンターサイディング下端の芯材を、１０㎜
程度取り除きます。（開口端部の裏面側立ち上げ捨て
シーリング部に重なる箇所は、芯材を取り除かないでく
ださい。）

●開口上側のサッシとセンターサイディングの取り合い
部は、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

●開口左右側・下側は、できるだけセンターサイディング
と鋼板止水部材およびサッシとの隙間が小さくなるよう
に施工します。

●センターサイディングを専用釘で実部に留め付けます。

※開口端部の裏面立ち

上げ捨てシーリング

部に重なる箇所は、

芯材を取り除かない

センターサイディング

センターサイディング
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７）縦張り時の注意事項

※前述同様、取り合い部の化粧シーリングに関しての不具合は対応
　 いたしかねますのでご了承ください。美観上のメンテナンスを適宜
　 おこなってください。

※鋼板止水部材上への捨てシーリングは、センターサイディング裏面
　 に密着する位置に施工します。

手順⑧　化粧シーリングの施工

※なお、化粧（三角）シーリング部に関しての不具合は対応いたしかね
　 ますのでご了承ください。美観上のメンテナンスを適宜おこなってくだ
　 さい。

開口上側　端部

化粧（三角）シーリング

（上側端部は十分奥まで充填）

開口下側

化粧（三角）シーリング

開口左右側

化粧（三角）シーリング

センターサイディング

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

　⑦インナーシール工法

●センターサイディング施工後、サイディングとサッシの

取り合い部に化粧（三角）シーリングを施工します。

●開口上側は、両端部に施工します。センターサイディン

グと鋼板止水部材との隙間に、十分奥まで充填してく

ださい。開口左右・下側は、化粧（三角）シーリングを

施工します。

●右方向へ施工する場合サッシ左際（左方向へ施工す

る場合サッシ右際）に、嵌合部のみ込み代分の隙間

が発生します。

（例：ＮＳ型ネオスパン　約２０㎜）

この場合、シーリングまたはバッカー材とシーリングを

十分に充填し、意匠性を確保してください。

●土台部および中間部に端部カバーを使用する場合、

サッシ下端に端部カバーへの、のみ込み代分の隙間

が発生します。

（例：ＮＳ型ネオスパン　約１５㎜）

この場合も、シーリングまたはバッカー材とシーリング

を十分に充填し、意匠性を確保してください。

●シーリング充填時は、センターサイディング表面の鋼

板部に十分シーリングがかかるようにしてください。
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７）縦張り時の注意事項

※前述同様、取り合い部の化粧シーリングに関しての不具合は対応
　 いたしかねますのでご了承ください。美観上のメンテナンスを適宜
　 おこなってください。

※鋼板止水部材上への捨てシーリングは、センターサイディング裏面
　 に密着する位置に施工します。

手順⑧　化粧シーリングの施工

※なお、化粧（三角）シーリング部に関しての不具合は対応いたしかね
　 ますのでご了承ください。美観上のメンテナンスを適宜おこなってくだ
　 さい。

開口上側　端部

化粧（三角）シーリング

（上側端部は十分奥まで充填）

開口下側

化粧（三角）シーリング

開口左右側

化粧（三角）シーリング

センターサイディング

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

　⑦インナーシール工法

●センターサイディング施工後、サイディングとサッシの

取り合い部に化粧（三角）シーリングを施工します。

●開口上側は、両端部に施工します。センターサイディン

グと鋼板止水部材との隙間に、十分奥まで充填してく

ださい。開口左右・下側は、化粧（三角）シーリングを

施工します。

●右方向へ施工する場合サッシ左際（左方向へ施工す

る場合サッシ右際）に、嵌合部のみ込み代分の隙間

が発生します。

（例：ＮＳ型ネオスパン　約２０㎜）

この場合、シーリングまたはバッカー材とシーリングを

十分に充填し、意匠性を確保してください。

●土台部および中間部に端部カバーを使用する場合、

サッシ下端に端部カバーへの、のみ込み代分の隙間

が発生します。

（例：ＮＳ型ネオスパン　約１５㎜）

この場合も、シーリングまたはバッカー材とシーリング

を十分に充填し、意匠性を確保してください。

●シーリング充填時は、センターサイディング表面の鋼

板部に十分シーリングがかかるようにしてください。

開口部

木造下地

下　地 木胴縁組留付方法 張り方向

釘 横

上側　インナーシール工法

センターサイディング

横胴縁90サイズ

防水紙

サッシ

鋼板止水部材

両面防水テープ

片面防水テープ（100㎜幅）
縦胴縁

サッシ

開口左右
ニチハシーリング

（化粧(三角)シーリング）

＜捨てシーリング＞

●開口上側の両端部、止水部材の取り合い部、

　 開口左右側・下側の鋼板止水部材上に

　 捨てシーリングを施工します。

●開口上側の両端部は、立ち上げシーリングと

　 します。

●捨てシーリングは、センターサイディング裏面

　 と止水部材に密着するよう施工します。

片面防水テープ

止水部材（上）

サッシ

止水部材（下）

胴縁

胴縁

止水部材（左右）

止水部材（下）

開口上側　端部
捨てシーリング（立ち上げ）

開口左右側　捨てシーリング

開口下側
捨てシーリング

止水部材（上・横）取り合い部
捨てシーリング

止水部材（左右・下）取り合い部
捨てシーリング

開口上側
ニチハシーリング（端部のみ）

（化粧(三角)シーリング）
※立ち上げ捨てシーリングが

隠れる程度とし、奥まで充
填すること

センターサイディング 縦胴縁
＠500㎜以下

専用釘

●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●サッシと横胴縁の取り合い部は、サッシフィンを避けて２０～３０㎜程度の隙間を設けます。

●開口部まわりには、鋼板止水部材（以下、止水部材）をEPDM材が十分圧縮されるようにサッシ面に押しつけ、専
用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用いて４５５㎜以下の間隔（部材が浮く場合は適宜増し留め）で胴
縁に留め付けます。（施工順：下側→左右側→上側）加工部が左右側部材の上に重なるように施工します。

●サッシ上側の止水部材は継がずに１本の部材で施工します。

●開口上側の止水部材は、EPDM部の見掛けがなるべく小さくなるよう留め付けます。（サッシ上面が傾斜の場合
は、EPDM部が見えやすくなりますのでご了承ください。）

●止水部材取り付け後、「止水部材（上部）－胴縁－防水紙」にまたがるように、片面防水テープ（１００㎜幅）を施工します。

●センターサイディングを取り付ける際に、止水部材上の指定箇所（開口上側端部・止水部材取り合い部・開口左
右側および下側）に捨てシーリングを施工します。（下記図参照）また止水部材（上側以外）の継ぎ部や、施工上
サッシとの間に軽微な隙間が生じた箇所にも捨てシーリングを施工します。

●開口上側のセンターサイディング下端の芯材を、１０㎜程度取り除きます。（上側端部の捨てシーリング部は除く。）

●開口上側のサッシとセンターサイディングの取り合い部は、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

●センターサイディングを専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×
５０㎜）で留め付けます。

●開口上側の端部（捨てシーリング箇所）、開口左右側・開口下側のセンターサイディングとサッシの取り合い部は、
マスキングテープで養生後、化粧（三角）シーリングを施工します。（上側の端部は、奥までしっかりと充填します。）

※センターサイディングとサッシの取り合い部の化粧（三角）シーリング部は、美観上のメンテナンスを適宜おこなってください。
なお、化粧（三角）シーリング部に関しての不具合は対応いたしかねますのでご了承ください。十分留意の上、施工を計画してください。

防水紙

センターサイディング

専用釘

サッシ

両面防水テープ

1
0
程

度

横胴縁
90サイズ

片面防水テープ
（100㎜幅）

鋼板止水部材

芯材を取り除く（10程度）
※開口端部を除く

縦胴縁

専用釘

専用釘

センターサイディング
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参
考
資
料

木造下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

防水紙

縦胴縁90サイズ

センターサイディング

サッシ

両面防水テープ

捨てシーリング

ニチハシーリング
（化粧(三角)シーリング）

鋼板止水部材

鋼板止水部材

サッシ

防水紙

縦胴縁90サイズ

捨てシーリング

両面防水テープ

センターサイディング

ニチハシーリング
（化粧(三角)シーリング）

防水紙

横胴縁90サイズ

センターサイディング

専用釘

鋼板止水部材

ニチハシーリング
（化粧(三角)シーリング）

捨てシーリング

専用釘

縦胴縁

両面防水テープ

開口部 下側　インナーシール工法

左右側　インナーシール工法開口部

センターサイディング

●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●サッシと縦・横胴縁の取り合い部は、サッシフィンを避けて２０～３０㎜程度の隙間を設けます。

●開口部まわりには、鋼板止水部材（以下、止水部材）をEPDM材が十分圧縮されるようにサッシ面に押しつけ、専
用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用いて４５５㎜以下の間隔（部材が浮く場合は適宜増し留め）で
胴縁に留め付けます。（施工順：下側→左右側→上側）加工部が左右側部材の上に重なるように施工します。

●サッシ左右側・下側の止水部材を継ぐ場合は隙間の出ないよう突き付けて施工します。（EPDMが連続するよう
に施工します。）

●センターサイディングを取り付ける際に、止水部材上の指定箇所（開口上側端部・止水部材取り合い部・開口左
右側および下側）に捨てシーリングを施工します。また止水部材（上側以外）の継ぎ部や、施工上サッシとの間に
軽微な隙間ができてしまった箇所にも捨てシーリングを施工します。

●開口部左右側・下側は、止水部材との隙間ができるだけ小さくなるように、センターサイディングを施工します。

●センターサイディングは専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×
５０㎜）で留め付けます。

●開口上側の端部（捨てシーリング箇所）、開口左右側・開口下側のセンターサイディングとサッシの取り合い部
は、マスキングテープで養生後、化粧（三角）シーリングを施工します。

※センターサイディングとサッシの取り合い部の化粧（三角）シーリング部は、美観上のメンテナンスを適宜おこなってください。
なお、化粧（三角）シーリング部に関しての不具合は対応いたしかねますのでご了承ください。

※サッシの下側・左右側に、開口部の際まで入れ込むことができずセンターサイディングとの隙間が発生する場合には、シーリングまたは
バッカー材とシーリングを十分に充填し、意匠性を確保します。十分留意の上施工を計画してください。

30

縦胴縁

横胴縁90サイズ

サッシ

センターサイディング

防水紙

両面防水テープ

鋼板止水部材

捨てシーリング

ニチハシーリング
（化粧(三角)シーリング）

専用釘

専用釘
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参
考
資
料

木造下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

防水紙

縦胴縁90サイズ

センターサイディング

サッシ

両面防水テープ

捨てシーリング

ニチハシーリング
（化粧(三角)シーリング）

鋼板止水部材

鋼板止水部材

サッシ

防水紙

縦胴縁90サイズ

捨てシーリング

両面防水テープ

センターサイディング

ニチハシーリング
（化粧(三角)シーリング）

防水紙

横胴縁90サイズ

センターサイディング

専用釘

鋼板止水部材

ニチハシーリング
（化粧(三角)シーリング）

捨てシーリング

専用釘

縦胴縁

両面防水テープ

開口部 下側　インナーシール工法

左右側　インナーシール工法開口部

センターサイディング

●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●サッシと縦・横胴縁の取り合い部は、サッシフィンを避けて２０～３０㎜程度の隙間を設けます。

●開口部まわりには、鋼板止水部材（以下、止水部材）をEPDM材が十分圧縮されるようにサッシ面に押しつけ、専
用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用いて４５５㎜以下の間隔（部材が浮く場合は適宜増し留め）で
胴縁に留め付けます。（施工順：下側→左右側→上側）加工部が左右側部材の上に重なるように施工します。

●サッシ左右側・下側の止水部材を継ぐ場合は隙間の出ないよう突き付けて施工します。（EPDMが連続するよう
に施工します。）

●センターサイディングを取り付ける際に、止水部材上の指定箇所（開口上側端部・止水部材取り合い部・開口左
右側および下側）に捨てシーリングを施工します。また止水部材（上側以外）の継ぎ部や、施工上サッシとの間に
軽微な隙間ができてしまった箇所にも捨てシーリングを施工します。

●開口部左右側・下側は、止水部材との隙間ができるだけ小さくなるように、センターサイディングを施工します。

●センターサイディングは専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×
５０㎜）で留め付けます。

●開口上側の端部（捨てシーリング箇所）、開口左右側・開口下側のセンターサイディングとサッシの取り合い部
は、マスキングテープで養生後、化粧（三角）シーリングを施工します。

※センターサイディングとサッシの取り合い部の化粧（三角）シーリング部は、美観上のメンテナンスを適宜おこなってください。
なお、化粧（三角）シーリング部に関しての不具合は対応いたしかねますのでご了承ください。

※サッシの下側・左右側に、開口部の際まで入れ込むことができずセンターサイディングとの隙間が発生する場合には、シーリングまたは
バッカー材とシーリングを十分に充填し、意匠性を確保します。十分留意の上施工を計画してください。

30

縦胴縁

横胴縁90サイズ

サッシ

センターサイディング

防水紙

両面防水テープ

鋼板止水部材

捨てシーリング

ニチハシーリング
（化粧(三角)シーリング）

専用釘

専用釘

センターサイディング 木造下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

開口部 上側　インナーシール工法

防水紙

　

専用釘

サッシ

両面防水テープ

1
0
程

度

サッシ

横胴縁
90サイズ

片面防水テープ
（100㎜幅）

開口左右
ニチハシーリング

（化粧(三角)シーリング）

センターサイディング

横胴縁90サイズ

防水紙

サッシ

鋼板止水部材

両面防水テープ

片面防水テープ（100㎜幅）

鋼板止水部材

芯材を取り除く（10程度）
※開口端部を除く

＜捨てシーリング＞

●開口上側の両端部、止水部材の取り合い部、

　 開口左右側・下側の鋼板止水部材上に

　 捨てシーリングを施工します。

●開口上側の両端部は、立ち上げシーリングと

　 します。

●捨てシーリングは、センターサイディング裏面と

　 止水部材に密着するよう施工します。

片面防水テープ

止水部材（上）

サッシ

止水部材（下）

胴縁

胴縁

止水部材（左右）

止水部材（下）

開口上側　端部

捨てシーリング（立ち上げ）

開口左右側　捨てシーリング

開口下側

捨てシーリング

止水部材（上・横）取り合い部

捨てシーリング

止水部材（左右・下）取り合い部

捨てシーリング

開口上側
ニチハシーリング（端部のみ）

（化粧(三角)シーリング）
※立ち上げ捨てシーリングが隠れる

程度とし、奥まで充填すること

●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●サッシと横胴縁の取り合い部は、サッシフィンを避けて２０～３０㎜程度の隙間を設けます。

●開口部まわりには、鋼板止水部材（以下、止水部材）をEPDM材が十分圧縮されるようにサッシ面に押しつけ、
専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用いて４５５㎜以下の間隔（部材が浮く場合は適宜増し留め）で
胴縁に留め付けます。（施工順：下側→左右側→上側）加工部が左右側部材の上に重なるように施工します。

●サッシ上側の止水部材は継がずに１本の部材で施工します。

●開口上側の止水部材は、EPDM部の見掛けがなるべく小さくなるよう留め付けます。（サッシ上面が傾斜の場合
は、EPDM部が見えやすくなりますのでご了承ください。）

●止水部材取り付け後、「止水部材（上部）－胴縁－防水紙」にまたがるように、片面防水テープ（１００幅）を施工します。

●センターサイディングを取り付ける際に、止水部材上の指定箇所（開口上側端部・止水部材取り合い部・開口左
右側および下側）に捨てシーリングを施工します。（下記図参照）　また止水部材（上側以外）の継ぎ部や、施工上
サッシとの間に軽微な隙間が生じた箇所にも捨てシーリングを施工します。

●開口上側のセンターサイディング下端の芯材を、１０㎜程度取り除きます。（開口端部の裏面側立ち上げ捨て
シーリング部に重なる箇所は、芯材を取り除かないでください。）

●開口上側のサッシとセンターサイディングの取り合い部は、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

●センターサイディングを専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。センターサイディ
ングの実部に留め付けができない場合は、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×５０㎜）で留め付け
ます。

●開口上側の端部（捨てシーリング箇所）、開口左右側・開口下側のセンターサイディングとサッシの取り合い部は、
マスキングテープで養生後、化粧（三角）シーリングを施工します。（上側の端部は、奥までしっかりと充填します。）

※センターサイディングとサッシの取り合い部の化粧（三角）シーリング部は、美観上のメンテナンスを適宜おこなってください。

なお、化粧（三角）シーリング部に関しての不具合は対応いたしかねますのでご了承ください。十分留意の上、施工を計画してください。

センターサイディング

センターサイディング
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開口部

木造下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

下側　インナーシール工法

左右側　インナーシール工法

防水紙

横胴縁90サイズ

センターサイディング

両面防水テープ

鋼板止水部材

ニチハシーリング
（化粧(三角)シーリング）

横胴縁90サイズ

サッシ

センターサイディング

防水紙
両面防水テープ

鋼板止水部材

捨てシーリング

捨てシーリング

防水紙

横胴縁

センターサイディング

サッシ

両面防水テープ

捨てシーリング

ニチハシーリング
（化粧三角シーリング）

鋼板止水部材

鋼板止水部材

サッシ

防水紙

縦胴縁90サイズ

横胴縁

捨てシーリング

両面防水テープ

センターサイディング専用釘

ニチハシーリング
（化粧(三角)シーリング）

ニチハシーリング
（化粧(三角)シーリング）

開口部

センターサイディング

専用釘

●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●サッシと縦・横胴縁の取り合い部は、サッシフィンを避けて２０～３０㎜程度の隙間を設けます。

●開口部まわりには、鋼板止水部材（以下、止水部材）をEPDM材が十分圧縮されるようにサッシ面に押しつけ、専用
釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用いて４５５㎜以下の間隔（部材が浮く場合は適宜増し留め）で胴縁に留
め付けます。（施工順：下側→左右側→上側）左右止水部材の加工部が下側部材の上に重なるように施工します。

●サッシ左右側・下側の止水部材を継ぐ場合は隙間のでないよう突き付けて施工します。（EPDMが連続するよう
に施工します。）

●センターサイディングを取り付ける際に、止水部材上の指定箇所（開口上側端部・止水部材取り合い部・開口左
右側および下側）に捨てシーリングを施工します。また止水部材（上側以外）の継ぎ部や、施工上サッシとの間に
軽微な隙間が出来てしまった箇所にも捨てシーリングを施工します。捨てシーリングはセンターサイディング裏面
と密着する位置に施工します。

●開口部左右側・下側は、止水部材との隙間ができるだけ小さくなるように、センターサイディングを施工します。

●センターサイディングは専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。センターサイディング
の実部に留め付けができない場合は、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×５０㎜）で留め付けます。

●開口上側の端部（立ち上げ捨てシーリング箇所）、開口左右側・開口下側のセンターサイディングとサッシの取り
合い部は、マスキングテープで養生後、化粧（三角）シーリングを施工します。

※センターサイディングとサッシの取り合い部の化粧（三角）シーリング部は、美観上のメンテナンスを適宜おこなってください。

なお、化粧（三角）シーリング部に関しての不具合は対応いたしかねますのでご了承ください。

※縦張りの留意事項として、サッシの左右側にサイディングかんごう部のみ込みシロ分の隙間が発生します。

（例：ＮＳ型ネオスパン　約２０㎜）この場合、シーリングまたはバッカー材＋シーリングを十分に充填し、意匠性を確保します。

※土台部および中間部に端部カバーを使用する場合、サッシ下側に端部カバーへののみ込みシロ分の隙間が発生します。

（例：ＮＳ型ネオスパン　約１５㎜）この場合も、シーリングまたはバッカー材＋シーリングを十分に充填し、意匠性を確保します。

また、シーリング充填時は、サイディング表面の鋼板部に十分シーリングが掛かるようにします。

以上を十分留意の上、施工を計画してください。
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開口部

木造下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

下側　インナーシール工法

左右側　インナーシール工法

防水紙

横胴縁90サイズ

センターサイディング

両面防水テープ

鋼板止水部材

ニチハシーリング
（化粧(三角)シーリング）

横胴縁90サイズ

サッシ

センターサイディング

防水紙
両面防水テープ

鋼板止水部材

捨てシーリング

捨てシーリング

防水紙

横胴縁

センターサイディング

サッシ

両面防水テープ

捨てシーリング

ニチハシーリング
（化粧三角シーリング）

鋼板止水部材

鋼板止水部材

サッシ

防水紙

縦胴縁90サイズ

横胴縁

捨てシーリング

両面防水テープ

センターサイディング専用釘

ニチハシーリング
（化粧(三角)シーリング）

ニチハシーリング
（化粧(三角)シーリング）

開口部

センターサイディング

専用釘

●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●サッシと縦・横胴縁の取り合い部は、サッシフィンを避けて２０～３０㎜程度の隙間を設けます。

●開口部まわりには、鋼板止水部材（以下、止水部材）をEPDM材が十分圧縮されるようにサッシ面に押しつけ、専用
釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用いて４５５㎜以下の間隔（部材が浮く場合は適宜増し留め）で胴縁に留
め付けます。（施工順：下側→左右側→上側）左右止水部材の加工部が下側部材の上に重なるように施工します。

●サッシ左右側・下側の止水部材を継ぐ場合は隙間のでないよう突き付けて施工します。（EPDMが連続するよう
に施工します。）

●センターサイディングを取り付ける際に、止水部材上の指定箇所（開口上側端部・止水部材取り合い部・開口左
右側および下側）に捨てシーリングを施工します。また止水部材（上側以外）の継ぎ部や、施工上サッシとの間に
軽微な隙間が出来てしまった箇所にも捨てシーリングを施工します。捨てシーリングはセンターサイディング裏面
と密着する位置に施工します。

●開口部左右側・下側は、止水部材との隙間ができるだけ小さくなるように、センターサイディングを施工します。

●センターサイディングは専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。センターサイディング
の実部に留め付けができない場合は、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×５０㎜）で留め付けます。

●開口上側の端部（立ち上げ捨てシーリング箇所）、開口左右側・開口下側のセンターサイディングとサッシの取り
合い部は、マスキングテープで養生後、化粧（三角）シーリングを施工します。

※センターサイディングとサッシの取り合い部の化粧（三角）シーリング部は、美観上のメンテナンスを適宜おこなってください。

なお、化粧（三角）シーリング部に関しての不具合は対応いたしかねますのでご了承ください。

※縦張りの留意事項として、サッシの左右側にサイディングかんごう部のみ込みシロ分の隙間が発生します。

（例：ＮＳ型ネオスパン　約２０㎜）この場合、シーリングまたはバッカー材＋シーリングを十分に充填し、意匠性を確保します。

※土台部および中間部に端部カバーを使用する場合、サッシ下側に端部カバーへののみ込みシロ分の隙間が発生します。

（例：ＮＳ型ネオスパン　約１５㎜）この場合も、シーリングまたはバッカー材＋シーリングを十分に充填し、意匠性を確保します。

また、シーリング充填時は、サイディング表面の鋼板部に十分シーリングが掛かるようにします。

以上を十分留意の上、施工を計画してください。

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

⑧廻り縁納め

留め付けピッチ　@455㎜以下
※適宜増し留め

サッシ上面

サ
ッ
シ
横
面

50～70㎜程度Ｔ字部

切断加工 やや斜めに切断すると加工し易いですが

最小限にしてください。

取り合い部に隙間が生じやすくなります

1
5
以
上

1
5
以
上

胴縁

胴縁

鋼板止水部材

胴縁

胴縁

胴縁

サッシフィン

開口部

開口部

サッシフィン

開口部左右側　例

廻り縁鋼板受け

廻り縁カバー

防水紙

片面防水テープ

鋼板止水部材

胴縁

胴縁

鋼板止水部材

胴縁

サッシ
フィン

開口左右側・下側
廻り縁部　胴縁
サッシフィン部分裏面切欠き
（斜線）

※　廻り縁カバーの設定があるセンターサイディングに適用します。
※　スマートフラットは廻り縁納めで施工します。

■施工方法および施工手順（縦張り／横張り）

手順①　防水紙・胴縁の施工
●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、防
水紙を施工します。

●開口部まわりの胴縁は、幅９０㎜サイズを使用します。
●開口上側の胴縁は、サッシフィンを避けて（サッシと胴縁
が２０～３０㎜程度離れている状態）施工してください。

●開口左右側・開口下側の胴縁は、サッシフィン部分を
切欠いてサッシに近づけて施工します。（廻り縁鋼板
受け端部が浮いた状態だと、廻り縁カバーを取り付け
にくくなるため。）

＜鋼板止水部材の加工方法＞
●鋼板止水部材の両側のＴ字部を指定位置で切断

加工します。（加工部の長さは５０～７０㎜程度と
してください。）

＜鋼板止水部材の留め付け＞
●EPDM材が十分圧縮されるように部材をサッシ面

に押しつけながら、胴縁に留め付けます。
●専用釘（ステンレスリング釘φ２.３㎜×３８㎜）釘

にて@４５５㎜以下かつEPDM部が浮く場合は適
宜増し留めしてください。

手順②　鋼板止水部材（上側）の施工
●開口上側に鋼板止水部材を取り付けます。
●鋼板止水部材の両端Ｔ字部を、サッシ横の面にあ
わせ切断加工します。（鋼板止水部材の加工方法　
参照）

●EPDM材が十分圧縮されるように、部材をサッシ面に
押しつけながら胴縁に留め付けます。（鋼板止水部材
の留め付け　参照）

●開口上側の鋼板止水部材は、EPDM部の見掛けがな
るべく小さくなるよう留め付けてください。（サッシ上面
が傾斜している場合は、EPDM部の見え掛けが大きく
なりますのでご了承ください。）

※開口上側の鋼板止水部材は、継ぎ施工をしないよう
１本の部材で施工してください。

●開口上側の鋼板止水部材～胴縁～防水紙に掛けて、
片面防水テープ（１００㎜幅）を施工します。

●片面防水テープは、鋼板止水部材・防水紙に１５㎜以
上重なるように貼り付けます。

※隙間の出ないよう十分に貼り付けてください。
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　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

⑧廻り縁納め

胴縁

廻り縁鋼板受け

開口部

廻り縁鋼板受け

(3～4)

(3
～

4
)

1
2

開口部

開口部

ＮＳ型段付バッカー材

センターサイディング

廻り縁カバー
（後施工）

センターサイディング

廻り縁カバー（後施工）

ＮＳ型段付バッカー材（必要時）

センターサイディング

センターサイディング

片面防水テープ

片面防水テープ鋼板止水部材

1
2

12

12 （7）

胴縁

胴縁

廻り縁鋼板受け

廻
り

縁
鋼

板
受

け
開口部

開口部

廻
り

縁
鋼

板
受

け

廻り縁鋼板受け

手順④　センターサイディング本体の施工
●センターサイディング本体を廻り縁カバーと十分かぶる寸

法（かぶり寸法１０㎜程度）に切断し施工します。
●スパン系・ストライプ系のセンターサイディングの場合は、

専用バッカー材を取り付けます。（後施工の廻り縁カバーに
隠れる位置に取り付けてください。）

＜センターサイディング本体・専用バッカー材の施工＞
　 （例　ＮＳ型ネオスパン　縦張りの場合）

手順③　廻り縁鋼板受けの施工
●廻り縁鋼板受けを、四周それぞれに取り付けます。鋼板受け部材とサッシとの空きは１２㎜程度を目安に

施工します。（サッシと廻り縁カバーとの空きが１０㎜程度となるように施工してください。）
●廻り縁鋼板受け同士は、図のように勝ち負けの取り合いとなるように長さおよび隙間を設け施工します。

（勝ち側の廻り縁鋼板受けは、負け側の廻り縁鋼板受けの差し込み立ち上がり部以上の長さとしてくだ
さい。）

●角部の廻り縁鋼板受け部分に、片面防水テープを施工します。
※隙間が出ないように十分に貼り付けてください。
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　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

⑧廻り縁納め

胴縁

廻り縁鋼板受け

開口部

廻り縁鋼板受け

(3～4)

(3
～

4
)

1
2

開口部

開口部

ＮＳ型段付バッカー材

センターサイディング

廻り縁カバー
（後施工）

センターサイディング

廻り縁カバー（後施工）

ＮＳ型段付バッカー材（必要時）

センターサイディング

センターサイディング

片面防水テープ

片面防水テープ鋼板止水部材

1
2

12

12 （7）

胴縁

胴縁

廻り縁鋼板受け

廻
り

縁
鋼

板
受

け

開口部

開口部

廻
り

縁
鋼

板
受

け

廻り縁鋼板受け

手順④　センターサイディング本体の施工
●センターサイディング本体を廻り縁カバーと十分かぶる寸

法（かぶり寸法１０㎜程度）に切断し施工します。
●スパン系・ストライプ系のセンターサイディングの場合は、

専用バッカー材を取り付けます。（後施工の廻り縁カバーに
隠れる位置に取り付けてください。）

＜センターサイディング本体・専用バッカー材の施工＞
　 （例　ＮＳ型ネオスパン　縦張りの場合）

手順③　廻り縁鋼板受けの施工
●廻り縁鋼板受けを、四周それぞれに取り付けます。鋼板受け部材とサッシとの空きは１２㎜程度を目安に

施工します。（サッシと廻り縁カバーとの空きが１０㎜程度となるように施工してください。）
●廻り縁鋼板受け同士は、図のように勝ち負けの取り合いとなるように長さおよび隙間を設け施工します。

（勝ち側の廻り縁鋼板受けは、負け側の廻り縁鋼板受けの差し込み立ち上がり部以上の長さとしてくだ
さい。）

●角部の廻り縁鋼板受け部分に、片面防水テープを施工します。
※隙間が出ないように十分に貼り付けてください。

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

⑧廻り縁納め

開口部

開口部

開口部

シーリング
（※）開口両端部

水抜き穴加工

両端部シーリング

廻り縁カバー

シーリング

スパン系・ストライプ系の場合
バッカー材

センターサイディング

水抜き穴加工
（φ6㎜×300㎜間隔）

廻り縁カバー

廻り縁カバー

廻り縁鋼板受け

廻り縁鋼板受け

廻り縁カバー

廻り縁カバー
廻り縁鋼板受け

廻り縁鋼板受け

センターサイディング

廻り縁カバー

スパン系・ストライプ系の場合
バッカー材

シーリング

廻り縁カバー

廻
り
縁
カ
バ
ー

廻り縁カバー周囲
シーリング

シーリング・バッカー材

廻り縁カバー端部
シーリング

廻り縁カバー

サッシ周囲
シーリング

廻り縁カバー周囲
シーリング

廻り縁カバー周囲
シーリング

センターサイディング

センターサイディング

センターサイディング

サッシ周囲
シーリング

廻り縁カバー(上部)
水抜き穴加工

（廻り縁鋼板受け）

（
廻
り
縁
鋼
板
受
け
）

廻
り
縁
カ
バ
ー

廻り縁カバー

廻り縁カバー

（廻り縁鋼板受け）

廻
り
縁
カ
バ
ー

（
廻
り
縁
鋼
板
受
け
）

50

廻り縁カバー
5程度

手順⑤　廻り縁カバーの施工
●開口上側の廻り縁カバーは、事前

に水抜き穴（φ６㎜×３００㎜間隔）
を加工します。

●廻り縁カバーは、図のような取り
合いとなるよう長さを加工し施工し
ます。（上側は左右の廻り縁鋼板
受けにかぶるように、左右側は下
側の廻り縁カバーにかぶるように
します。）
廻り縁カバーは開口の途中で接
合しないでください。

※廻り縁カバーを施工する際に、角
部の納まりに隙間がある場合は、
シーリングを施工してください。

●開口上側の廻り縁カバー端部の内側（下図参照）に
シーリングを施工します。
（上側廻り縁の雨水が左右側に回り込みにくくする
措置となります。）

※シーリングを充填する隙間のない場合は、廻り縁
カバー取り付け直前に廻り縁
カバー内側にシーリングを充
填してから取り付けます。

手順⑥　見切コーナー・開口周囲シーリングの施工
●廻り縁カバー角部に、見切りコーナー部材を取り付けます。
●サッシ周囲では、上側は端部５０㎜程度にシーリングを施工します。

下側・左右側は、バッカー材（現場調達）・シーリングを施工します。
●廻り縁カバー周囲（廻り縁カバーとセンターサイディング本体の取り合い部）にシーリングを施工します。

（スパン系・ストライプ系のセンターサイディングの場合は、専用バッカー材の事前取り付けが必要です。）
※廻り縁カバー周囲のシーリングは、切れる可能性もありますので定期的なメンテナンスをおこなってくだ

さい。
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センターサイディング 木造下地

下　地 木胴縁組

開口周囲

90㎜サイズ

留付方法 張り方向

釘 縦/横

開口部 ⑧廻り縁納め

シーリング（開口両端部）

水抜き穴加工
（φ6㎜×300㎜間隔）

シーリング
廻り縁カバー両端部

廻り縁カバー

シーリング

スパン系・ストライプ系の場合

バッカー材

防水紙

横胴縁

90サイズ

センターサイディング

片面防水テープ

鋼板止水部材

廻り縁鋼板受け

サッシ

センターサイディング

横胴縁

90サイズ

防水紙

サッシ

鋼板止水部材

両面防水テープ

片面防水テープ

シーリング

廻り縁カバー

廻り縁鋼板受け

防水紙

横胴縁90サイズ

センターサイディング

シーリング

横胴縁90サイズ

サッシ

センターサイディング 防水紙

両面防水テープ

廻り縁鋼板受け

シーリング

シーリング 両面防水テープ

廻り縁鋼板受け

廻り縁カバー

廻り縁カバー

シーリング・バッカー材

スパン系・ストライプ系の場合

バッカー材

防水紙

センターサイディング

サッシ

両面防水テープ

廻り縁鋼板受け

廻り縁カバー

サッシ

防水紙

縦胴縁90サイズ

両面防水テープ

センターサイディング

シーリング・バッカー材

縦胴縁90サイズ

シーリング
スパン系・ストライプ系の場合

バッカー材

廻り縁カバー

シーリング・バッカー材

シーリング

廻り縁鋼板受け

●開口部まわりに、廻り縁を使用した場合の納まりです。
胴縁仕様および廻り縁カバーの設定があるセンターサイディングに適用となります。
詳細は、施工方法および施工手順（Ｐ６９～７１）を参照してください。

●その他の施工に関しては、標準施工を遵守してください。

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

⑨廻り縁納め　鉄骨造直張り仕様
※　廻り縁カバーの設定があるセンターサイディングで、直張りは倉庫などの非住宅に適用します。
※　スマートフラットは廻り縁納めで施工します。

　 　手順①　防水紙の施工

　 　●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、

         防水紙を施工します。

　 　手順②　止水材（上側）の施工

　 　●開口上側に止水材を取り付けます。

　 　●止水材の両端L字部を、サッシ横の面にあわせ

　 　　 切断加工します。（止水材の加工方法参照）

　 　●止水材の取り付け前に、図のようにシーリングを

　　　　捨て打ちします。止水材をサッシ面に押しつけな

　　　　がら下地に留め付けます。（止水材の留め付け参照）

　 　※止水材は、継ぎ施工をしないよう１本の部材で施工

　　　　してください。

　 　●止水材上端は片面防水テープ（５０㎜幅以上）で

　　　　防水紙と確実に密着します。

　 　※隙間の出ないよう十分に貼り付けてください。

　 　＜止水部材の留め付け＞

　 　●シーリングを捨て打ちした後、止水材をサッシ面

　 　　 に押しつけながら、下地に留め付けます。

　 　●専用ビス（ステンレスビスφ４㎜×１９㎜）にて、

　 　　 ＠５００㎜以下で留め付けます。

留め付けピッチ　@500㎜以下
※適宜増し留め

サッシ上面

サ
ッ

シ
横

面

50～70㎜程度L字部

切断加工

やや斜めに切断すると加工し易いですが

最小限にしてください。

取り合い部に隙間が生じやすくなります

　 　＜止水材の加工方法＞

　 　●止水材の両側のＴ字部を指定位置で切断加工します。

　 　　 （加工部の長さは５０～７０㎜程度。）

下地

下地

止水材

開口部

開口部左右側　例

廻り縁鋼板受け

廻り縁カバー

　 ■施工方法および施工手順（縦張り／横張り）

防水紙

片面防水テープ
(幅50㎜以上)

止水材

（現場調達品）

サッシフィン

捨てシーリング 捨て
シーリング

止水材
（現場調達品）

捨てシーリング

両面防水テープ
防水紙

　 ■止水材（現場調達品）について

　　　鉄骨造直張りで開口部周囲を廻り縁カバーで納め

　　　る際は、以下の手順で施工してください。

　　　なお、開口上部に使用する止水材は現場調達品

　　　です。左記条件を満たす部材としてください。

8
0
以

上

6以上（折り曲げる）

11程度

100度程度（90度以上）

止水材（現場調達品）
以後、止水材と略す 表塗装面

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

手順③～⑥はP70～71をご参照ください。
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センターサイディング 木造下地

下　地 木胴縁組

開口周囲

90㎜サイズ

留付方法 張り方向

釘 縦/横

開口部 ⑧廻り縁納め

シーリング（開口両端部）

水抜き穴加工
（φ6㎜×300㎜間隔）

シーリング
廻り縁カバー両端部

廻り縁カバー

シーリング

スパン系・ストライプ系の場合

バッカー材

防水紙

横胴縁

90サイズ

センターサイディング

片面防水テープ

鋼板止水部材

廻り縁鋼板受け

サッシ

センターサイディング

横胴縁

90サイズ

防水紙

サッシ

鋼板止水部材

両面防水テープ

片面防水テープ

シーリング

廻り縁カバー

廻り縁鋼板受け

防水紙

横胴縁90サイズ

センターサイディング

シーリング

横胴縁90サイズ

サッシ

センターサイディング 防水紙

両面防水テープ

廻り縁鋼板受け

シーリング

シーリング 両面防水テープ

廻り縁鋼板受け

廻り縁カバー

廻り縁カバー

シーリング・バッカー材

スパン系・ストライプ系の場合

バッカー材

防水紙

センターサイディング

サッシ

両面防水テープ

廻り縁鋼板受け

廻り縁カバー

サッシ

防水紙

縦胴縁90サイズ

両面防水テープ

センターサイディング

シーリング・バッカー材

縦胴縁90サイズ

シーリング
スパン系・ストライプ系の場合

バッカー材

廻り縁カバー

シーリング・バッカー材

シーリング

廻り縁鋼板受け

●開口部まわりに、廻り縁を使用した場合の納まりです。
胴縁仕様および廻り縁カバーの設定があるセンターサイディングに適用となります。
詳細は、施工方法および施工手順（Ｐ６９～７１）を参照してください。

●その他の施工に関しては、標準施工を遵守してください。

　２－６　開口部

２　各部の基本納まり図

⑨廻り縁納め　鉄骨造直張り仕様
※　廻り縁カバーの設定があるセンターサイディングで、直張りは倉庫などの非住宅に適用します。
※　スマートフラットは廻り縁納めで施工します。

　 　手順①　防水紙の施工

　 　●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、

         防水紙を施工します。

　 　手順②　止水材（上側）の施工

　 　●開口上側に止水材を取り付けます。

　 　●止水材の両端L字部を、サッシ横の面にあわせ

　 　　 切断加工します。（止水材の加工方法参照）

　 　●止水材の取り付け前に、図のようにシーリングを

　　　　捨て打ちします。止水材をサッシ面に押しつけな

　　　　がら下地に留め付けます。（止水材の留め付け参照）

　 　※止水材は、継ぎ施工をしないよう１本の部材で施工

　　　　してください。

　 　●止水材上端は片面防水テープ（５０㎜幅以上）で

　　　　防水紙と確実に密着します。

　 　※隙間の出ないよう十分に貼り付けてください。

　 　＜止水部材の留め付け＞

　 　●シーリングを捨て打ちした後、止水材をサッシ面

　 　　 に押しつけながら、下地に留め付けます。

　 　●専用ビス（ステンレスビスφ４㎜×１９㎜）にて、

　 　　 ＠５００㎜以下で留め付けます。

留め付けピッチ　@500㎜以下
※適宜増し留め

サッシ上面

サ
ッ

シ
横

面

50～70㎜程度L字部

切断加工

やや斜めに切断すると加工し易いですが

最小限にしてください。

取り合い部に隙間が生じやすくなります

　 　＜止水材の加工方法＞

　 　●止水材の両側のＴ字部を指定位置で切断加工します。

　 　　 （加工部の長さは５０～７０㎜程度。）

下地

下地

止水材

開口部

開口部左右側　例

廻り縁鋼板受け

廻り縁カバー

　 ■施工方法および施工手順（縦張り／横張り）

防水紙

片面防水テープ
(幅50㎜以上)

止水材

（現場調達品）

サッシフィン

捨てシーリング 捨て
シーリング

止水材
（現場調達品）

捨てシーリング

両面防水テープ
防水紙

　 ■止水材（現場調達品）について

　　　鉄骨造直張りで開口部周囲を廻り縁カバーで納め

　　　る際は、以下の手順で施工してください。

　　　なお、開口上部に使用する止水材は現場調達品

　　　です。左記条件を満たす部材としてください。

8
0
以

上

6以上（折り曲げる）

11程度

100度程度（90度以上）

止水材（現場調達品）
以後、止水材と略す 表塗装面

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

手順③～⑥はP70～71をご参照ください。
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センターサイディング 鉄骨造直張り

下　地 留付方法 張り方向

ビス 縦/横

開口部

　 　●開口部まわりに、廻り縁を使用した場合の納まりです。
　 　　 廻り縁カバーの設定があるセンターサイディングに適用となります。　
　 　　 詳細は、施工方法および施工手順（Ｐ７３）を参照してください。
　 　●その他の施工に関しては、標準施工を遵守してください。

シーリング（開口両端部）

水抜き穴加工

（φ6㎜×300㎜間隔）

シーリング

廻り縁カバー両端部

廻り縁カバー

シーリング
スパン系・ストライプ系の場合

段付バッカー材

防水紙
センターサイディング

片面防水テープ

止水材（現場調達品）

廻り縁鋼板受け

サッシ

センターサイディング 防水紙

サッシ

止水材（現場調達品）

両面防水テープ

片面防水テープ

シーリング

廻り縁カバー

廻り縁鋼板受け

防水紙

センターサイディング

シーリング

サッシ

センターサイディング 防水紙

両面防水テープ

廻り縁鋼板受け
シーリング

両面防水テープ

廻り縁鋼板受け

廻り縁カバー

廻り縁カバー

シーリング・バッカー材

スパン系・ストライプ系の場合

バッカー材

防水紙

センターサイディング

サッシ

両面防水テープ

廻り縁鋼板受け

廻り縁カバー

サッシ

防水紙

両面防水テープ

センターサイディング

シーリング・バッカー材
シーリング

スパン系・ストライプ系の場合

バッカー材

廻り縁カバー

シーリング・バッカー材

シーリング

廻り縁鋼板受け

シーリング

捨てシーリング捨てシーリング

⑨廻り縁納め　鉄骨造直張り仕様
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センターサイディング 鉄骨造直張り

下　地 留付方法 張り方向

ビス 縦/横

開口部

　 　●開口部まわりに、廻り縁を使用した場合の納まりです。
　 　　 廻り縁カバーの設定があるセンターサイディングに適用となります。　
　 　　 詳細は、施工方法および施工手順（Ｐ７３）を参照してください。
　 　●その他の施工に関しては、標準施工を遵守してください。

シーリング（開口両端部）

水抜き穴加工

（φ6㎜×300㎜間隔）

シーリング

廻り縁カバー両端部

廻り縁カバー

シーリング
スパン系・ストライプ系の場合

段付バッカー材

防水紙
センターサイディング

片面防水テープ

止水材（現場調達品）

廻り縁鋼板受け

サッシ

センターサイディング 防水紙

サッシ

止水材（現場調達品）

両面防水テープ

片面防水テープ

シーリング

廻り縁カバー

廻り縁鋼板受け

防水紙

センターサイディング

シーリング

サッシ

センターサイディング 防水紙

両面防水テープ

廻り縁鋼板受け
シーリング

両面防水テープ

廻り縁鋼板受け

廻り縁カバー

廻り縁カバー

シーリング・バッカー材

スパン系・ストライプ系の場合

バッカー材

防水紙

センターサイディング

サッシ

両面防水テープ

廻り縁鋼板受け

廻り縁カバー

サッシ

防水紙

両面防水テープ

センターサイディング

シーリング・バッカー材
シーリング

スパン系・ストライプ系の場合

バッカー材

廻り縁カバー

シーリング・バッカー材

シーリング

廻り縁鋼板受け

シーリング

捨てシーリング捨てシーリング

⑨廻り縁納め　鉄骨造直張り仕様 　２－７　オーバーハング部

２　各部の基本納まり図

１）基本納まり

　オーバーハング部は外壁通気構法の「吸気」機能、浸入水や結露水などの「排水」機能を発揮するよう施工

　します。

排水

吸気

1
0

シーリング

禁 止

＜オーバーハング水切と壁面入隅部＞

笠木

ニチハシーリング

両面防水テープ

ニチハシーリング

バルコニー表側

●オーバーハング部材は水平に十分留意して、木下地の場合は専用釘

　 (φ２．３㎜×３８㎜)で５００㎜以下の間隔で躯体に留め付け、鉄骨下地の

　 場合は専用ビス（P３５）を用いて６１０㎜以下の間隔で胴縁に留め付けます。

　 オーバーハング部材を取り付け後、両面防水テープで防水紙を密着させます。

●センターサイディング下端とオーバーハング部材の隙間は必ず１０㎜確保し、

シーリングなどでふさがないでください。

●端部カバーの設定がない柄は、芯材を取り除く（縦張り時）か見切縁に水抜

　 き穴（φ１０㎜×３００㎜間隔）を現場加工し、施工します。

①横張りの場合

②縦張りの場合

●本体の張り始めは、本体のみで施工する仕様と端部カバーなどを使用して施工する仕様があります。

●本体のみで施工する仕様は切断部が露出します。芯材の吸水防止のため切断部の芯材を１０㎜程度　

　 取り除きます。

1
0

専用釘

防水紙

縦胴縁
センターサイディング

（図はＮＳ型）

ＣＳバッカー材
（必要に応じて使用）

Ｎ端部カバー

両面防水テープ

1
0

専用釘

防水紙

横胴縁

センターサイディング
（図はＮＳ型）

芯材を取り除く
（10㎜程度）

オーバーハング水切

Ｍ型、ＮＳ型、ＳＴ型、
Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型、Ａ型 Ｍ型、ＮＳ型、ＳＴ型、

Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型、Ａ型

1
0

専用釘

防水紙

横胴縁

センターサイディング
（図はＮＳ型）

ＮＳ型段付バッカー材
（必要に応じて使用）

オーバーハング水切

Ｎ端部カバー

オーバーハング水切

不具合のおそれがある納まり

縦胴縁
センターサイディング

（図はＮＳ型）

オーバーハング水切

Ｎ端部カバー

ＣＳバッカー材
（必要に応じて使用）

専用釘

両面防水テープ

防水紙

軒天材

左図のような納まりは・・・・・
①裏面に浸入した雨水や結露水を排出で

きず、軒天材にシミを作るなどの不具合
の原因となります。

②外壁通気の吸気排水経路が確保でき
ません。

Ｍ型、ＮＳ型、iシリーズ、ＳＴ型、
Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型、Ｄ型
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　２－８　軒天部

２　各部の基本納まり図

１）基本納まり

　●軒天部は外壁通気構法の「排気」を行う部位です。

軒裏、小屋裏へ排気ができるように胴縁組みをす

るか、通気見切部材を使用し排気を行います。

　●Ａ型は長手方向に切断すると、実形状および芯材

の厚みにより働き幅方向の厚みが変わります。

そのまま施工すると本体が傾いてしまうため、あら

かじめ木材などの調整材を施工します。

軒裏・小屋裏から排気

＜通気見切縁２１＞
（Ｎ）Ｓ見切縁１８ 天井見切縁

（現場調達品）

軒裏・小屋裏換気通気見切換気

※外壁工事が軒天より先行します。

　 工程手順に注意してください。

通気

通気

通気見切縁は自治体によって、延焼のおそれのある部分や防耐火構造の外壁に使用することが

認められていない場合がありますので、各指定確認検査機関などにご確認ください。

通気

通気見切縁を使用
小屋裏へ通気

２）部材による軒天納まりの種類
　

全ての型 通気見切縁２１通気見切換気

Ｓ廻り縁鋼板受け＋

（Ｎ）Ｓ廻り縁カバー１８

Ｍ型、ＮＳ型、iｼﾘｰｽﾞ、

ＳＴ型、Ｆ型、ＦＢ型、

ＦＮ型、Ｄ型、Ａ型

軒裏・

小屋裏換気

（Ｎ）Ｓ見切縁１８

Ｓ廻り縁鋼板受け＋

（Ｎ）Ｓ廻り縁カバー１８

換気の種類 センターサイディングの種類 付属部材の種類

注　　意

（注）

（注）Ｓ廻り縁鋼板受けは（Ｎ）Ｓ廻り

      縁カバー１８が嵌められるよう

      に、軒天材との間に５㎜程度

      の隙間を設け取り付けます。

Ｍ型、ＮＳ型、

ＳＴ型、Ｆ型、ＦＢ型、

ＦＮ型、Ｄ型

通気見切縁より排気

排気
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　２－８　軒天部

２　各部の基本納まり図

１）基本納まり

　●軒天部は外壁通気構法の「排気」を行う部位です。

軒裏、小屋裏へ排気ができるように胴縁組みをす

るか、通気見切部材を使用し排気を行います。

　●Ａ型は長手方向に切断すると、実形状および芯材

の厚みにより働き幅方向の厚みが変わります。

そのまま施工すると本体が傾いてしまうため、あら

かじめ木材などの調整材を施工します。

軒裏・小屋裏から排気

＜通気見切縁２１＞
（Ｎ）Ｓ見切縁１８ 天井見切縁

（現場調達品）

軒裏・小屋裏換気通気見切換気

※外壁工事が軒天より先行します。

　 工程手順に注意してください。

通気

通気

通気見切縁は自治体によって、延焼のおそれのある部分や防耐火構造の外壁に使用することが

認められていない場合がありますので、各指定確認検査機関などにご確認ください。

通気

通気見切縁を使用
小屋裏へ通気

２）部材による軒天納まりの種類
　

全ての型 通気見切縁２１通気見切換気

Ｓ廻り縁鋼板受け＋

（Ｎ）Ｓ廻り縁カバー１８

Ｍ型、ＮＳ型、iｼﾘｰｽﾞ、

ＳＴ型、Ｆ型、ＦＢ型、

ＦＮ型、Ｄ型、Ａ型

軒裏・

小屋裏換気

（Ｎ）Ｓ見切縁１８

Ｓ廻り縁鋼板受け＋

（Ｎ）Ｓ廻り縁カバー１８

換気の種類 センターサイディングの種類 付属部材の種類

注　　意

（注）

（注）Ｓ廻り縁鋼板受けは（Ｎ）Ｓ廻り

      縁カバー１８が嵌められるよう

      に、軒天材との間に５㎜程度

      の隙間を設け取り付けます。

Ｍ型、ＮＳ型、

ＳＴ型、Ｆ型、ＦＢ型、

ＦＮ型、Ｄ型

通気見切縁より排気

排気

　２－９　軒天部（軒・けらばの出寸法がない場合）

２　各部の基本納まり図

１）基本概念

　●軒やけらばの出が極めて少ない（通称：軒ゼロなど）

　　 納まりの場合、「軒天部の基本納まり」同様、まず

　　 小屋裏または屋根面からの排気をお考えください。

軒天換気部材は、自治体によって延焼のおそれのある部分での使用が認められない場合が

あります。また地域により開口面積について、通気抵抗係数などにより制限される場合があり

ます。各指定確認検査機関などにご確認ください。

２）部材を使用した納まり

　●躯体構造上小屋裏からの排気が困難な場合、部材を使用して通気をとることができます。

　①Ｌ型通気材

　　●防水紙、胴縁を施工します。防水紙の張り終わり部分は、両面防水テープで防水処理します。

　　●Ｌ型通気材に付いている両面テープの剥離紙を剥がし、ＥＰＤＭが付いている面を下向きにして、Ｌ型

　　　 通気材を取り付けます。Ｌ型通気材は釘、またはビスで胴縁ごとに留め付けてください。（けらば板金

　　　 工事が先行している場合は野地板に留め付けます。）この際、Ｌ型通気材と胴縁の間はセンターサイ

　　　 ディングが入る程度の隙間をあけておきます。

　　●センターサイディングを施工します。最上段のセンターサイディングはＬ型通気材の奥まで差し込んだ

        後、下げながら施工します。センターサイディングを施工後、Ｌ型通気材とセンターサイディングの隙間

        が大きい場合はシーリング処理します。

　　※切り妻屋根の妻面などの傾斜のある部分で使用される場合、センターサイディング表面とＬ型通気材

　　　 との隙間を１０㎜程度確保してください。隙間が狭すぎると、上手く施工できないおそれがあります。

　　　 センターサイディング施工後は、Ｌ型通気材とセンターサイディングの隙間をシーリング処理します。
　　

　

両面防水テープ

ケラバ板金

L型通気材

両面防水テープ

留付釘(ビス)

施工手順

① ② ③

注　　意

防水紙

胴縁

けらば板金
屋根材

野地板

防水紙2
0
程

度

センターサイディング

Ｌ型通気材

胴縁

横張り施工

留付釘(ビス)

ニチハシーリング
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　２－９　軒天部（軒・ケラバの出寸法がない場合）

２　各部の基本納まり図

　２－９　軒天部（軒・ケラバの出寸法がない場合）

　 　②通気見切縁

商品名 寸法（㎜） 材質

　 軒の出が少ない場合の納まり例：センターサイディング

　 ●納まりの性質上、外壁工事が先行しますので工程手順にご注意ください。

　 ●止水処理は、先行シーリングまたはＥＰＤＭなどとし、空き寸法に合わせて隙間のないよう施工します。

通気見切縁２１

破風板（鼻隠し）

防水紙
通気見切縁２１

両面防水テープ 防水紙

縦胴縁

破風板（鼻隠し）
両面防水テープ軒天材

軒天材

釘またはビス

釘またはビス

2
0
程

度

通気見切縁２１

止水処理

塗装高耐食GLめっき鋼板

板厚_0.35mm

※けらば部への施工はできませんのでご注意ください。

※小屋裏換気には使用できませんのでご注意ください。

※軒裏の認定はありませんのでご注意ください。

＜止水処理＞

先行シーリング

または ＥＰＤＭなど

センターサイディング

センターサイディング
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　２－９　軒天部（軒・ケラバの出寸法がない場合）

２　各部の基本納まり図

　２－９　軒天部（軒・ケラバの出寸法がない場合）

　 　②通気見切縁

商品名 寸法（㎜） 材質

　 軒の出が少ない場合の納まり例：センターサイディング

　 ●納まりの性質上、外壁工事が先行しますので工程手順にご注意ください。

　 ●止水処理は、先行シーリングまたはＥＰＤＭなどとし、空き寸法に合わせて隙間のないよう施工します。

通気見切縁２１

破風板（鼻隠し）

防水紙
通気見切縁２１

両面防水テープ 防水紙

縦胴縁

破風板（鼻隠し）
両面防水テープ軒天材

軒天材

釘またはビス

釘またはビス

2
0
程

度

通気見切縁２１

止水処理

塗装高耐食GLめっき鋼板

板厚_0.35mm

※けらば部への施工はできませんのでご注意ください。

※小屋裏換気には使用できませんのでご注意ください。

※軒裏の認定はありませんのでご注意ください。

＜止水処理＞

先行シーリング

または ＥＰＤＭなど

センターサイディング

センターサイディング

　２－９　軒天部（軒・ケラバの出寸法がない場合）

２　各部の基本納まり図

　③日本住環境株式会社製品

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５H

品名

厚み

寸法（㎜）

40／25
高さ 長さ

１４２㎠／mポリプロピレン

有効開口面積原材料

準耐火構造１時間（軒裏）性能試験合格品

認定番号QF０６０RS-００２２
鋼板 １２４㎠／m

※上記商品以外の使用は、弊社施工法の対象外となりますのでご注意ください。

※上記換気部材自体はニチハの保証対象ではありません。

換気ガラリ

イーヴプロテクター

　●部材および商流などに関するお問い合せは下記へお願いします。

　　日本住環境株式会社　営業本部　

　　ＴＥＬ ０３－５２８９－３３０２
　　（ニチハの設計施工資料集を見ての問い合わせとお伝えください。）

センターサイディング

イーヴスベンツ５８５H

破風板（鼻隠し）

防水紙

軒天換気部材

両面防水テープ

センターサイディング

防水紙

2
0
程

度

軒天換気部材
イーヴスベンツ５８５H

1
2
程

度
1
5
程

度

横胴縁90サイズ

破風板（鼻隠し）
両面防水テープ

板金納まり例

水切：鋼板現場加工
（軒天材）

（軒天材）

　●軒天換気部材は片側が斜めの形状ですが、納まり上、部材の上下および表裏に制限はありません。

　●納まりの性質上、外壁工事が先行しますので工程手順に注意します。

　●センターサイディングの横胴縁は、通気のため下図のようにセンターサイディングの上端と横胴縁の上端

　　 は位置を合わせ、２m以下ごとに３０㎜の隙間を設けます。

　●止水処理１は、先行シーリングとし、センターサイディング柄溝部分にも十分に充填します。

　●軒天換気部材は釘またはビスで胴縁に５００㎜以下の間隔で留め付けます。

　●止水処理２は、先行シーリングまたはＥＰＤＭなどとし、空き寸法に合わせて隙間のないよう施工します。

　※部材の連結部分は、シーリング処理をします。

　※部材および破風（鼻隠し）などの仕上げ材は、胴縁または躯体に届くよう留め付けます。

　　 またセンターサイディングを貫通する際には適宜先孔をあけて留め付けます。

　

横胴縁90サイズ
（2m以下ごとに30㎜の隙間を設ける）

（2m以下ごとに30㎜の隙間を設ける）

釘またはビス

釘またはビス

＜止水処理２＞
先行シーリング
または　ＥＰＤＭ

＜止水処理１＞
先行シーリング

＜止水処理１＞
先行シーリング

＜止水処理２＞
先行シーリング
または　ＥＰＤＭ

1820
25

40

18

18 1820
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　２－１０　笠木部

２　各部の基本納まり図

１）基本納まり

　●防水紙が張り上がった後、笠木の天端は図のように長手方向に防水テープを貼るか、事前に笠木を取り

　　 付ける工事業者または現場管理者に確認を行い、笠木ファスナーの位置がわかる場合は、その位置に

　 　防水テープを貼り付けます。

　●笠木は外勾配にはしないでください。

　●雨漏りの危険があるため、笠木本体や手すり部材は上部から直接留め付けないでください。

　※笠木のタイプにより外壁取り合い部が異なります。外壁工事と施工順が変わる事もありますので必ず事前

　　 に確認してから施工してください。図は笠木取付金具（先付け笠木ファスナー）の取り付け後、笠木本体を

後にはめ込むタイプの例です。

防水紙

防水紙

防水テープ
（長手通し貼り）

1
5
0
以

上

胴縁

笠木ファスナー（先付け）

胴縁

防水テープ

防水紙

防水紙

笠木ファスナー留付ビス

笠木ファスナー
※防水テープに密着させる

防水紙

防水紙

1
5
0
以

上

胴縁

笠木ファスナー
　　　　※防水テープに

密着させる

防水テープ
※笠木ファスナーが

取り付けられる位置に貼る

防水紙

防水紙

胴縁

笠木ファスナー

※防水テープに密着させる

防水テープ

防水テープ

通気用下地（12㎜厚以上）

天板

  笠木ファスナー

（先付け）

防水テープ

天板

胴縁

防水テープ

笠木ファスナー留付ビス

＜天板を入れる場合＞

　●天板を取り付ける場合は通気用下地を留め付け、その上に天板を

　　 取り付けます。その場合は通気用下地の裏に防水テープを貼り付

　　 けます。

　●笠木ファスナーは、通気用下地がある部分の天板に再度防水

　　 テープを貼ってから笠木ファスナーを留め付けてください（※）。

　※笠木取り付け工事業者様の施工

不具合のおそれがある納まり禁 止

×
笠木を本体天端から留め付け

雨漏りのおそれあり

笠木を外勾配で取り付け

外壁表面を多量の雨水が流れる
おそれあり

　２－１０　笠木部

２　各部の基本納まり図

２）Ｌ型通気材を使用した納まり

●防水紙、胴縁を施工します。

●センターサイディングを施工します。この際、Ｌ型通気材取り付けのために、センターサイディングは胴縁

　 上端より１２㎜程度下がったところを上端として施工します。

●Ｌ型通気材を施工します。Ｌ型通気材は釘またはビスで胴縁に留め付けます(２ヶ所以上/本)。

　 Ｌ型通気材はＥＰＤＭをセンターサイディング表面に押しつけるようにして施工します。

　 Ｌ型通気材どうしの接合部は、突き付けた後、両面防水テープで固定します。

　 Ｌ型通気材を留め付け後、Ｌ型通気材外側に付いている両面テープの剥離紙をはがします。

●防水紙をＬ型通気材の上に巻き、通気部材に付いている両面テープで固定します。

●笠木ファスナー取付部へ防水テープを捨て貼りし、笠木を取り付けます。

●笠木とＬ型通気材の取り合いをシーリング処理します。

●笠木有効幅の選定は、Ｌ型通気材の厚み（１２㎜）を考慮してください。

L型通気材

センターサイディング

防水紙

シーリング
12 3

12程度

両面テープ

剥離紙

防水紙

防水テープ

笠木ファスナー

笠木

L型通気材

シーリング

釘・ビス

防水紙

1
2
程

度

センター
サイディング 胴縁

胴縁

センターサイディング

L型通気材

施工手順

納まり例：センターサイディング横張り施工

縦胴縁

1
2
程

度
2
0
程

度

センターサイディング 横胴縁90サイズ

防水紙

笠木：鋼板現場加工 通気用下地（厚さ12㎜以上・幅90㎜以上）

防水テープ

既製アルミ笠木などは、笠木内部形状が一定で

ないため十分な止水処理が困難であり、かぶせ

高さなども不足するため、施工不可となります

のでご注意ください。

３）イーヴスベンツ５８５Ｈを使用した納まり

●止水処理１は、先行シーリングとし、センターサイディング柄溝部分にも十分に充填します。

●止水処理２は、先行シーリングまたはＥＰＤＭなどとし、空き寸法に合わせて隙間のないよう施工します。

　　

納まり例：センターサイディング縦張り施工

（2m以下ごとに30㎜の隙間を設ける）

釘またはビス

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５H

＜止水処理１＞

先行シーリング

＜止水処理２＞

先行シーリング

またはＥＰＤＭ 注　　意

① ②

③ ④

⑤ ⑥

笠木本体

防水テープ
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　２－１０　笠木部

２　各部の基本納まり図

２）Ｌ型通気材を使用した納まり

●防水紙、胴縁を施工します。

●センターサイディングを施工します。この際、Ｌ型通気材取り付けのために、センターサイディングは胴縁

　 上端より１２㎜程度下がったところを上端として施工します。

●Ｌ型通気材を施工します。Ｌ型通気材は釘またはビスで胴縁に留め付けます(２ヶ所以上/本)。

　 Ｌ型通気材はＥＰＤＭをセンターサイディング表面に押しつけるようにして施工します。

　 Ｌ型通気材どうしの接合部は、突き付けた後、両面防水テープで固定します。

　 Ｌ型通気材を留め付け後、Ｌ型通気材外側に付いている両面テープの剥離紙をはがします。

●防水紙をＬ型通気材の上に巻き、通気部材に付いている両面テープで固定します。

●笠木ファスナー取付部へ防水テープを捨て貼りし、笠木を取り付けます。

●笠木とＬ型通気材の取り合いをシーリング処理します。

●笠木有効幅の選定は、Ｌ型通気材の厚み（１２㎜）を考慮してください。

L型通気材

センターサイディング

防水紙

シーリング
12 3

12程度

両面テープ

剥離紙

防水紙

防水テープ

笠木ファスナー

笠木

L型通気材

シーリング

釘・ビス

防水紙

1
2
程

度

センター
サイディング 胴縁

胴縁

センターサイディング

L型通気材

施工手順

納まり例：センターサイディング横張り施工

縦胴縁

1
2
程

度
2
0
程

度

センターサイディング 横胴縁90サイズ

防水紙

笠木：鋼板現場加工 通気用下地（厚さ12㎜以上・幅90㎜以上）

防水テープ

既製アルミ笠木などは、笠木内部形状が一定で

ないため十分な止水処理が困難であり、かぶせ

高さなども不足するため、施工不可となります

のでご注意ください。

３）イーヴスベンツ５８５Ｈを使用した納まり

●止水処理１は、先行シーリングとし、センターサイディング柄溝部分にも十分に充填します。

●止水処理２は、先行シーリングまたはＥＰＤＭなどとし、空き寸法に合わせて隙間のないよう施工します。

　　

納まり例：センターサイディング縦張り施工

（2m以下ごとに30㎜の隙間を設ける）

釘またはビス

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５H

＜止水処理１＞

先行シーリング

＜止水処理２＞

先行シーリング

またはＥＰＤＭ 注　　意

① ②

③ ④

⑤ ⑥

笠木本体

防水テープ
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　２－１０　笠木部

２　各部の基本納まり図

　 ４）通気見切縁

　 　●防水紙、胴縁を施工します。

　 　●通気見切縁を施工します。通気見切縁は釘またはビスで胴縁に留め付けてください。

　 　●センターサイディングを施工します。

　 　●笠木ファスナー取り付け部へ防水テープを捨て貼りし、笠木を取り付けます。

　 　●笠木と通気見切縁の取り合いをシーリング処理します。

　 　●笠木有効幅の選定は、通気見切縁の厚みを考慮してください。

　 　※厚み（ｔ）　通気見切縁２１：３２㎜

　 　●止水処理は、先行シーリングまたはＥＰＤＭなどとし、 空き寸法に合わせて隙間がないよう施工します。

　 　●笠木有効幅の選定は、通気見切縁の厚みを考慮してください。

　 　※厚み（ｔ）　通気見切縁２１：３２㎜

通気見切縁２１ 笠木本体

防水テープ

ニチハシーリング

防水テープ

笠木ファスナー

笠木

センターサイディング

ニチハ

シーリング

釘・ビス

防水紙

釘・ビス

胴縁

センターサイディング

施工手順

① ②

③ ④

⑤

2
0
程

度

通気見切縁２１

センターサイディング
縦胴縁

防水紙

先行シーリング
＜止水処理＞

または　ＥＰＤＭなど

笠木：鋼板（現場調達品）

通気用下地（厚12以上・幅90以上）

防水テープ

センターサイディング：横張り施工例

32

通気見切縁

釘・ビス

釘・ビス

納まり例：センターサイディング　横張り施工

32

通気見切縁２１

通気見切縁２１

　２－１１　下屋根部

２　各部の基本納まり図

１）基本納まり

　●下屋根部は外壁通気構法の「吸気」、浸入水などの「排水」を行います。

　●雨ハネ回避、吸気・排水のため、センターサイディングと雨押えの間に１０～１５㎜の隙間を設けます。

　●棟側を縦胴縁のみで納める場合は、防水紙と雨押えの間に必ず両面防水テープを施工します。

　　 横胴縁で防水紙を押さえる場合は、両面防水テープは不要です。

　※流れ側は必ず横胴縁を取り付けます。

排水

＜横胴縁仕様＞
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流れ側は切り物が入る可能性が
あるため、下地確保ができない
縦胴縁仕様はできません。
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　２－１１　下屋根部

２　各部の基本納まり図

１）基本納まり

　●下屋根部は外壁通気構法の「吸気」、浸入水などの「排水」を行います。

　●雨ハネ回避、吸気・排水のため、センターサイディングと雨押えの間に１０～１５㎜の隙間を設けます。

　●棟側を縦胴縁のみで納める場合は、防水紙と雨押えの間に必ず両面防水テープを施工します。

　　 横胴縁で防水紙を押さえる場合は、両面防水テープは不要です。

　※流れ側は必ず横胴縁を取り付けます。
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　２－１１　下屋根部

２　各部の基本納まり図

２）壁止まり部

　●壁止まり部は、大雨などの際に壁止まり役物の部分で雨水がオーバーフローして壁内側に浸入しても

　　 すぐに排出できるようにするため、あらかじめ屋根工事の時点で図のような増張りルーフィングを施工

　　 します。

ルーフィング

増張りルーフィング

壁止まり役物 防水紙

防水紙

雨押え

横胴縁

縦胴縁

雨押え

壁止まり役物 防水紙

増張りルーフィング

ルーフィング
端部カバーなど

1
0
～

1
5

防水紙

縦胴縁

2
5
0
以

上
5
0
以

上

専用釘

センターサイディング

端部カバーなど

センターサイディング
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　２－１１　下屋根部

２　各部の基本納まり図

２）壁止まり部

　●壁止まり部は、大雨などの際に壁止まり役物の部分で雨水がオーバーフローして壁内側に浸入しても

　　 すぐに排出できるようにするため、あらかじめ屋根工事の時点で図のような増張りルーフィングを施工

　　 します。

ルーフィング

増張りルーフィング

壁止まり役物 防水紙

防水紙

雨押え

横胴縁

縦胴縁

雨押え

壁止まり役物 防水紙

増張りルーフィング

ルーフィング
端部カバーなど

1
0
～

1
5

防水紙

縦胴縁

2
5
0
以

上
5
0
以

上

専用釘

センターサイディング

端部カバーなど

センターサイディング

　２－１２　センターサイディングとモエンサイディングの張り分け

２　各部の基本納まり図

１）基本納まり

　●センターサイディングとモエンサイディングを同一物件で張り分ける場合は、基本的に見切縁や中間水切

　　 などで縁を切ります。

①上下接合部

②左右接合部

③入隅部

④出隅部

　　　　　施工上の注意事項

●センターサイディングの断熱材はシーリングと接着しません。

　 接着不良となりますので、センターサイディングの小口は見

　 切縁を使用します。

●シーリングはモエン用のニチハシーリングを使用してください。

モエン１４㎜厚

モエン１６㎜厚

同質出隅（モエン用）

Ｓ出隅鋼板受け１８＋出隅カバー

（センターサイディング用）

同質出隅（モエン用）

ツーピース出隅（モエン用）

表　出隅部での使用部材

防水紙

Ｓ出隅カバー
モエン14㎜厚

縦胴縁90サイズ

 センターサイディング

Ｓ出隅鋼板受け１８

捨てシーリング

※小口処理

通気土台水切

横胴縁

捨てシーリング

タテ用スターターまたは
Ｎ端部カバー

センター
サイディング
（図はＮＳ型）

モエン14㎜厚

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

縦胴縁90サイズ

①

②

③
④

２）防耐火認定について

　 防耐火構造とする場合は、防耐火構造認定書の別添の通りとしてください。

３）出隅部について

　●出隅部は表のように、モエンの同質出隅を使用する

　　 納め方と鋼板製の出隅を使用する納め方があります。

　①Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバーを使用する場合

　●Ｓ出隅鋼板受け１８は胴縁に取り付け、両側端部に捨てシーリングを施工します。

　●モエン１４㎜厚の切断小口はモエンシーラーを十分塗布し、乾燥後、モエンシーラーを再度塗布します。

　●センターサイディング、モエン１４㎜厚を施工します。

　●Ｓ出隅カバーをＳ出隅鋼板受け１８に差し込みます。

　　　　　　　　ニチハシーリング
（モエン用）

モエン14㎜厚

防水紙

ハットジョイナー０３ センターサイディング

（Ｎ）Ｓ見切縁１８

注　　意

防水紙

横胴縁
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　２－１２　センターサイディングとモエンサイディングの張り分け

２　各部の基本納まり図

　②ツーピース出隅を使用する場合

　　●施工の手順は、以下となります。

　　　１．ベース材取り付け

　　　２．センターサイディングの切断（カッターで斜め切り）、モエンの切断およびモエンシーラー塗布

　　　３．モエン、センターサイディングの取り付け

　　　４．トップ材１６の取り付け

注　　意

トップ材１６には嵌合爪がありますので、ベース材に差し込む際には十分に位置を確認してください。

　　●ベース材の留め付けは１m以下の間隔で胴縁に取り付けます。

　　●センターサイディングおよびモエン１６㎜厚品を切断します。ベース材首下に１０㎜を加えた位置でモエン

　　　 １６㎜厚品を切断します。図１のように面取り加工し、モエンシーラーを塗布します。センターサイディング

　　　 も同様に切断し面取りします。センターサイディングにはモエンシーラーを塗布しません。

防水紙

トップ材１６

留付金具ＥＸ

モエン（横張り）ツーピース出隅
ベース材

横ズレ防止釘
（ビス）幅中央部に1本

横胴縁

+10㎜

首下

トップ材16とモエンの

かぶりを確保するため、

裏面側を10㎜×10㎜

面取り(45°傾斜切断)

します。 モエンシーラー

２度塗り

切断面にモエンシーラーを十分に

塗布し、乾燥後、再度モエンシー

ラーを塗布します。

図１　モエンの加工

　　●センターサイディングおよびモエン１６㎜厚品を施工します。Ｓ出隅鋼板受け１８の嵌合部に３㎜程度の

　　　 隙間ができるように本体をあわせて留め付けます。モエン１６㎜厚はあらかじめ横ズレ防止釘位置に

　　　 スペーサーを入れ、横ズレ防止のために釘打ちします。

　　●トップ材１６をベース材に差し込みます。トップ材１６には嵌合爪がついており、取り外しにくい形状に

　　　 なっています。位置を十分に確認のうえ、嵌めます。

防水紙

留付金具ＥＸ

モエン（横張り）

縦胴縁90サイズ

 センターサイディング
（縦張りの例）

専用釘 専用釘

ツーピース出隅
ベース材

横ズレ防止釘
（ビス）幅中央部に1本

横胴縁

隙間3㎜程度

縦胴縁90サイズ

 センターサイディング
（縦張りの例）

縦胴縁は
追い回しとする

外壁材の取り付け トップ材１６の取り付け
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　２－１２　センターサイディングとモエンサイディングの張り分け

２　各部の基本納まり図

　②ツーピース出隅を使用する場合

　　●施工の手順は、以下となります。

　　　１．ベース材取り付け

　　　２．センターサイディングの切断（カッターで斜め切り）、モエンの切断およびモエンシーラー塗布

　　　３．モエン、センターサイディングの取り付け

　　　４．トップ材１６の取り付け

注　　意

トップ材１６には嵌合爪がありますので、ベース材に差し込む際には十分に位置を確認してください。

　　●ベース材の留め付けは１m以下の間隔で胴縁に取り付けます。

　　●センターサイディングおよびモエン１６㎜厚品を切断します。ベース材首下に１０㎜を加えた位置でモエン

　　　 １６㎜厚品を切断します。図１のように面取り加工し、モエンシーラーを塗布します。センターサイディング

　　　 も同様に切断し面取りします。センターサイディングにはモエンシーラーを塗布しません。
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２度塗り

切断面にモエンシーラーを十分に

塗布し、乾燥後、再度モエンシー

ラーを塗布します。

図１　モエンの加工

　　●センターサイディングおよびモエン１６㎜厚品を施工します。Ｓ出隅鋼板受け１８の嵌合部に３㎜程度の

　　　 隙間ができるように本体をあわせて留め付けます。モエン１６㎜厚はあらかじめ横ズレ防止釘位置に

　　　 スペーサーを入れ、横ズレ防止のために釘打ちします。

　　●トップ材１６をベース材に差し込みます。トップ材１６には嵌合爪がついており、取り外しにくい形状に

　　　 なっています。位置を十分に確認のうえ、嵌めます。
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留付金具ＥＸ

モエン（横張り）
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 センターサイディング
（縦張りの例）
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　１）上下接合部

センターサイディングと

モエンサイディングの張り分け

　３）入隅部

　４）出隅部

　　　　　　　　ニチハシーリング
（モエン用）

留付金具ＥＸ

モエン

防水紙

ハットジョイナー１０

縦胴縁
90サイズ

入隅５０

防水紙

追加下地

縦胴縁
90サイズ

防水紙

ニチハシーリング
（モエン用）

ハットジョイナー１０

同質出隅

留付金具ＥＸ

モエン

縦胴縁90サイズ
 センターサイディング

留付金具ＥＸ出隅用Ⅱ

モエン

中間水切２３Ｅ

防水紙

留付金具ＥＸ

入隅５０

ニチハシーリング（モエン用）

片ハットジョイナー１０

防水紙

追加下地

縦胴縁
90サイズ

センターサイディング

ニチハシーリング（モエン用）
片ハットジョイナー１０

センターサイディング

留付金具ＥＸ

モエンモエン

センター
サイディング

タテ用スターター
または

（N）端部カバー

センター
サイディング

横張り金具工法用
スターター

モエン

中間水切１８

防水紙

専用ビス

横胴縁
90サイズ横胴縁

90サイズ

センターサイディング

 （Ｎ）Ｓ見切縁１８

 （Ｎ）Ｓ見切縁１８

　２）左右接合部

■同質出隅仕様 ■ツーピース出隅仕様

※モエンの切断小口はモエンシーラーを十分塗布し乾燥後、　 モエンシーラーを再度塗布してください。

防水紙

ツーピース出隅
トップ材

留付金具ＥＸ

モエン

縦胴縁
90サイズ

 センターサイディング

ツーピース出隅
ベース材

横ズレ防止釘
（ビス）幅中央部に1本

※小口処理

センターサイディング 縦張り 釘打ち

外壁材の種類 張り方 施工方法

モエン１６㎜厚 横張り 金具

■センターサイディング先行仕様 ■モエン先行仕様

■上側：センターサイディング

　 下側：モエン

■上側：モエン

　 下側：センターサイディング

捨てシーリング
横胴縁

横胴縁 横胴縁

横胴縁 横胴縁

捨てシーリング 捨てシーリング

 （Ｎ）Ｓ見切縁１８
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参
考
資
料

　１）上下接合部

センターサイディングと

モエンサイディングの張り分け

　３）入隅部

　４）出隅部

　　　　　　　　ニチハシーリング
（モエン用）

モエン

防水紙

ハットジョイナー１０

縦胴縁
90サイズ

防水紙

追加下地

縦胴縁
90サイズ

防水紙

ニチハシーリング
（モエン用）

ハットジョイナー１０

同質出隅

モエン

縦胴縁
90サイズ

センターサイディング

入隅５０

ニチハシーリング（モエン用）
片ハットジョイナー１０

防水紙

追加下地

縦胴縁
90サイズ

センターサイディング

ニチハシーリング（モエン用）
片ハットジョイナー１０

センターサイディング

モエン

（Ｎ）Ｓ見切縁１８

モエン

モエン
センター
サイディング

モエン

中間水切２３Ｅ

防水紙
センター

サイディング

横胴縁
90サイズ

（N）Ｓ見切縁１８

専用ビス

モエン用釘

スペーサー０５

モエン用釘

スペーサー０５

入隅５０

（Ｎ）Ｓ見切縁１８

スペーサー０５
モエン用釘

スペーサー０５

モエン用釘

　２）左右接合部

■同質出隅仕様

ツーピース出隅は、モエン１６㎜厚横張りのみ対応しております。

センターサイディング 縦張り 釘打ち

外壁材の種類 張り方 施工方法

モエン１６㎜厚 縦張り 金具

■上側：センターサイディング

　 下側：モエン

■上側：モエン

　 下側：センターサイディング

■センターサイディング先行仕様 ■モエン先行仕様

捨てシーリング

横胴縁

横胴縁

横胴縁

横胴縁

※モエンの切断小口はモエンシーラーを十分塗布し乾燥後、　 モエンシーラーを再度塗布してください。

縦張り金具工法用
スターター

※小口処理

中間水切１８

防水紙

専用ビス

専用ビス

横胴縁
90サイズ

センターサイディング

留付金具ＥＸ

タテ用スターター
または

（N）端部カバー



89

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
化
粧
幕
板

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

　１）上下接合部

センターサイディングと

モエンサイディングの張り分け

　３）入隅部

　４）出隅部

　　　　　　　　ニチハシーリング
（モエン用）

モエン

防水紙

ハットジョイナー１０

縦胴縁
90サイズ

防水紙

追加下地

縦胴縁
90サイズ

防水紙

ニチハシーリング
（モエン用）

ハットジョイナー１０

同質出隅

モエン

縦胴縁
90サイズ

センターサイディング

入隅５０

ニチハシーリング（モエン用）
片ハットジョイナー１０

防水紙

追加下地

縦胴縁
90サイズ

センターサイディング

ニチハシーリング（モエン用）
片ハットジョイナー１０

センターサイディング

モエン

（Ｎ）Ｓ見切縁１８

モエン

モエン
センター
サイディング

モエン

中間水切２３Ｅ

防水紙
センター

サイディング

横胴縁
90サイズ

（N）Ｓ見切縁１８

専用ビス

モエン用釘

スペーサー０５

モエン用釘

スペーサー０５

入隅５０

（Ｎ）Ｓ見切縁１８

スペーサー０５
モエン用釘

スペーサー０５

モエン用釘

　２）左右接合部

■同質出隅仕様

ツーピース出隅は、モエン１６㎜厚横張りのみ対応しております。

センターサイディング 縦張り 釘打ち

外壁材の種類 張り方 施工方法

モエン１６㎜厚 縦張り 金具

■上側：センターサイディング

　 下側：モエン

■上側：モエン

　 下側：センターサイディング

■センターサイディング先行仕様 ■モエン先行仕様

捨てシーリング

横胴縁

横胴縁

横胴縁

横胴縁

※モエンの切断小口はモエンシーラーを十分塗布し乾燥後、　 モエンシーラーを再度塗布してください。

縦張り金具工法用
スターター

※小口処理

中間水切１８

防水紙

専用ビス

専用ビス

横胴縁
90サイズ

センターサイディング

留付金具ＥＸ

タテ用スターター
または

（N）端部カバー

　１）上下接合部

センターサイディングと

モエンサイディングの張り分け

　３）入隅部

　２）左右接合部

　４）出隅部

　　　　　　　　ニチハシーリング
（モエン用）

モエン

防水紙

ハットジョイナー０３

縦胴縁
90サイズ

入隅５０

防水紙

追加下地

縦胴縁
90サイズ

防水紙

ニチハシーリング
（モエン用）

ハットジョイナー０３

同質出隅

モエン

縦胴縁90サイズ センターサイディング

モエン

中間水切１８
（モエン用）

防水紙

入隅５０

ニチハシーリング（モエン用）

片ハットジョイナー０３

防水紙

追加下地

縦胴縁
90サイズ

センターサイディング

ニチハシーリング（モエン用）
片ハットジョイナー１０

センターサイディング

モエン

（Ｎ）Ｓ見切縁１８

モエン

センター
サイディング

センター
サイディング モエン

中間水切１８
（センターサイディング用）

防水紙

横胴縁
90サイズ

横胴縁
90サイズ

センターサイディング

（Ｎ）Ｓ見切縁１８

 （Ｎ）Ｓ見切縁１８

ハットジョイナー０３

■同質出隅仕様 ■出隅カバー仕様
※モエンの切断小口はモエンシーラーを十分塗布し、乾燥後、

　 モエンシーラーを再度塗布してください。

縦胴縁

センターサイディング 縦張り 釘打ち

面材 張り方 施工方法

モエン１４㎜厚 横張り 釘打ち

■センターサイディング先行仕様 ■モエン先行仕様

■上側：センターサイディング

　 下側：モエン

■上側：モエン

　 下側：センターサイディング

捨てシーリング

防水紙

Ｓ出隅カバー モエン

縦胴縁90サイズ

 センターサイディング

Ｓ出隅鋼板受け１８

捨てシーリング

※小口処理

横胴縁

横胴縁 横胴縁

横胴縁 横胴縁

タテ用スターター
または

（N）端部カバー
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図

参
考
資
料

　１）上下接合部

センターサイディングと

モエンサイディングの張り分け
センターサイディング

　３）入隅部

　２）左右接合部

　４）出隅部

　　　　　　　　ニチハシーリング
（モエン用）

モエン

防水紙

ハットジョイナー０３

入隅５０
防水紙

追加下地

防水紙

ニチハシーリング
（モエン用）

ハットジョイナー０３

同質出隅

モエン

縦胴縁90サイズ

 センターサイディング

モエン

中間水切１８
（モエン用）

防水紙

捨てシーリング

入隅５０

ニチハシーリング（モエン用）

片ハットジョイナー０３

防水紙

追加下地

縦胴縁
90サイズ

センターサイディング

ニチハシーリング（モエン用）
片ハットジョイナー１０

センターサイディング

モエン

（Ｎ）Ｓ見切縁１８

モエン

センター
サイディング

センター
サイディング モエン

※小口処理

中間水切１８
（センターサイディング用）

防水紙

横胴縁

横胴縁

90サイズ

横胴縁
90サイズ

センターサイディング

（Ｎ）Ｓ見切縁１８

 （Ｎ）Ｓ見切縁１８

ハットジョイナー０３

■同質出隅仕様 ■出隅カバー仕様

縦胴縁90サイズ

横胴縁

縦胴縁
90サイズ

追加下地

縦張り 釘打ち

面材 張り方 施工方法

モエン１４㎜厚 縦張り 釘打ち

■センターサイディング先行仕様 ■モエン先行仕様

■上側：センターサイディング

　 下側：モエン

■上側：モエン

　 下側：センターサイディング

防水紙

Ｓ出隅カバー

モエン

縦胴縁90サイズ

 センターサイディング

Ｓ出隅鋼板受け１８

捨てシーリング

※小口処理

横胴縁

横胴縁

横胴縁

※モエンの切断小口はモエンシーラーを十分塗布し、乾燥後、モエンシーラーを再度塗布してください。

タテ用スターター
または

（N）端部カバー
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　１）上下接合部

センターサイディングと

モエンサイディングの張り分け
センターサイディング

　３）入隅部

　２）左右接合部

　４）出隅部

　　　　　　　　ニチハシーリング
（モエン用）

モエン

防水紙

ハットジョイナー０３

入隅５０
防水紙

追加下地

防水紙

ニチハシーリング
（モエン用）

ハットジョイナー０３

同質出隅

モエン

縦胴縁90サイズ

 センターサイディング

モエン

中間水切１８
（モエン用）

防水紙

捨てシーリング

入隅５０

ニチハシーリング（モエン用）

片ハットジョイナー０３

防水紙

追加下地

縦胴縁
90サイズ

センターサイディング

ニチハシーリング（モエン用）
片ハットジョイナー１０

センターサイディング

モエン

（Ｎ）Ｓ見切縁１８

モエン

センター
サイディング

センター
サイディング モエン

※小口処理

中間水切１８
（センターサイディング用）

防水紙

横胴縁

横胴縁

90サイズ

横胴縁
90サイズ

センターサイディング

（Ｎ）Ｓ見切縁１８

 （Ｎ）Ｓ見切縁１８

ハットジョイナー０３

■同質出隅仕様 ■出隅カバー仕様

縦胴縁90サイズ

横胴縁

縦胴縁
90サイズ

追加下地

縦張り 釘打ち

面材 張り方 施工方法

モエン１４㎜厚 縦張り 釘打ち

■センターサイディング先行仕様 ■モエン先行仕様

■上側：センターサイディング

　 下側：モエン

■上側：モエン

　 下側：センターサイディング

防水紙

Ｓ出隅カバー

モエン

縦胴縁90サイズ

 センターサイディング

Ｓ出隅鋼板受け１８

捨てシーリング

※小口処理

横胴縁

横胴縁

横胴縁

※モエンの切断小口はモエンシーラーを十分塗布し、乾燥後、モエンシーラーを再度塗布してください。

タテ用スターター
または

（N）端部カバー

センターサイディングの詳細図  ３－　１

  ３－　２ 付属部材一覧表

３　本体・付属部材詳細図

※シン・ネオスパンはＮＳ型と同じ本体形状です。
※シン・スマートフラットはＭ型と同じ本体形状です。
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参
考
資
料

　 １）縦張り・横張り兼用品

　 ３）縦張り専用品

Ａ型

Ａ型は長手方向に切断すると、実形状および芯材の厚みによ

り、働き幅方向の厚みが変わります。このまま施工すると、張り

始めと張り終わりで本体が傾いてしまうため、あらかじめ調整材

を施工してください。調整材は付属部材（見切縁、受け材など）

の厚みを考慮してください。

調整材（木材など）
Ａ型

注　　意

働き幅241

（273）

２）横張り専用品

Ｄ型

 ｉシリーズ、

Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型

働
き

幅
3
8
5

働
き

幅
3
6
8

（
4
0
8
）

働
き

幅
3
8
5

ＮＳ型Ｍ型

働
き

幅
3
0
0

ＳＴ型

働
き

幅
3
8
5

　３－１　センターサイディングの詳細図

３　本体・付属部材詳細図
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参
考
資
料

　 １）縦張り・横張り兼用品

　 ３）縦張り専用品

Ａ型

Ａ型は長手方向に切断すると、実形状および芯材の厚みによ

り、働き幅方向の厚みが変わります。このまま施工すると、張り

始めと張り終わりで本体が傾いてしまうため、あらかじめ調整材

を施工してください。調整材は付属部材（見切縁、受け材など）

の厚みを考慮してください。

調整材（木材など）
Ａ型

注　　意

働き幅241

（273）

２）横張り専用品

Ｄ型

 ｉシリーズ、

Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型

働
き

幅
3
8
5

働
き

幅
3
6
8

（
4
0
8
）

働
き

幅
3
8
5

ＮＳ型Ｍ型

働
き

幅
3
0
0

ＳＴ型

働
き

幅
3
8
5

　３－１　センターサイディングの詳細図

３　本体・付属部材詳細図

　３－２　付属部材一覧表

３　本体・付属部材詳細図

通気土台水切５０(防鼠タイプ)

【品番：FTD57**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜ 長さ：3,030㎜

１）水切

通気土台水切 水切３４

通気土台水切 通気土台水切出隅 通気土台水切入隅 通気土台水切エンドキャップ

通気土台水切出隅 通気土台水切入隅

通気土台水切５０(防鼠タイプ)出隅

【品番：FTD57**B】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

通気土台水切５０(防鼠タイプ)入隅

【品番：FTD57**D】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

通気土台水切５０(防鼠なしタイプ)

【品番：FTD59**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜ 長さ：3,030㎜

通気土台水切５０(防鼠タイプ)

エンドキャップ

【品番：FTD57**Ｃ】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

通気土台水切５０(防鼠なしタイプ)出隅

【品番：FTD59**B】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜

通気土台水切５０(防鼠なしタイプ)入隅

【品番：FTD59**D】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜ 鉄骨造直張り・リフォーム用

【品番：AMZ7F0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜ 長さ：3,030㎜

通気孔（3×18）

両面テープ

　※防鼠タイプ 防鼠なしタイプ共通

両面テープ

【品番：ATM6F0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜ 長さ：3,030㎜

中間水切１８

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。
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　３－２　付属部材一覧表

３　本体・付属部材詳細図

ＮＳ段目地

【品番：ADM5F0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

働き長さ：385㎜
備考：ＮＳ型に設定

【品番：AMU6F00A】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜
備考：Ｎ型・ＮＳ型に設定

ＮＳ目地カバー

【品番：AMJ3F0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜
備考：Ｎ型・ＮＳ型に設定

３）入隅

【品番：JR1900】

材質：高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.27㎜　長さ：3,030㎜

【品番：AYR2F0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

入隅５０ 入隅

４）出隅

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

働き長さ：3,030㎜

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADS2*0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：本体厚みと同じ　
働き長さ：3,030㎜

Ｓ出隅カバー

【品番：ADD1*0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：385㎜

段出隅

【品番：ADS3F0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

出隅

【品番：ADM2*0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

働き長さ：385㎜
備考：幅は商品によって異なる

30または32

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

【品番：AMU1F00A】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

Ｓ目地鋼板受け１８

【品番：AMJ1*0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：本体厚みと同じ
働き長さ：3,030㎜

Ｓ目地カバー 段目地 目地鋼板受け

２）目地部材
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　３－２　付属部材一覧表

３　本体・付属部材詳細図

ＮＳ段目地

【品番：ADM5F0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

働き長さ：385㎜
備考：ＮＳ型に設定

【品番：AMU6F00A】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜
備考：Ｎ型・ＮＳ型に設定

ＮＳ目地カバー

【品番：AMJ3F0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜
備考：Ｎ型・ＮＳ型に設定

３）入隅

【品番：JR1900】

材質：高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.27㎜　長さ：3,030㎜

【品番：AYR2F0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

入隅５０ 入隅

４）出隅

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

働き長さ：3,030㎜

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADS2*0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：本体厚みと同じ　
働き長さ：3,030㎜

Ｓ出隅カバー

【品番：ADD1*0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：385㎜

段出隅

【品番：ADS3F0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

出隅

【品番：ADM2*0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

働き長さ：385㎜
備考：幅は商品によって異なる

30または32

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

【品番：AMU1F00A】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

Ｓ目地鋼板受け１８

【品番：AMJ1*0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：本体厚みと同じ
働き長さ：3,030㎜

Ｓ目地カバー 段目地 目地鋼板受け

２）目地部材

　３－２　付属部材一覧表

３　本体・付属部材詳細図

【品番：AMK7*0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

　 ５）見切部材

端部カバー Ｓ見切縁１８

【品番：AMK1*0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

長さ：3,030㎜

水抜き穴：φ10㎜ @300㎜

【品番：AMKDF09*】

材質：アルミ押出

長さ：3,030㎜

備考：積雪のある地域で土台部・

下屋根部に使用

アルミ端部カバー

水抜き穴：φ8㎜ @50㎜

【品番：FTM21**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

　 ７）軒天部材

通気見切縁２１ 通気見切縁２１出隅 通気見切縁２１入隅 通気見切縁２１エンドキャップ

【品番：JOH72**】

　材質：塗装高耐食GLめっき

　　　　　鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

　 ６）オーバーハング部材

オーバーハング水切 オーバーハング水切出隅

【品番：JOH72**B】

　材質：塗装高耐食GLめっき

　　　　　鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：JOH72**D】

　材質：塗装高耐食GLめっき　　

　　　　　 鋼板
厚み：0.35㎜

オーバーハング水切入隅

【品番：JOH72**C】

　材質：塗装高耐食GLめっき

　　　　　鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：JOH72**S】

　材質：塗装高耐食GLめっき

　　　　　鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：FTM21**B】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：FTM21**D】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：FTM21**C】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

Ｎ端部カバー

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

Ｎ見切縁１８

オーバーハング水切
接合部材

オーバーハング水切
エンドキャップ

内寸法

【品番：AMKGF0**】
【品番：AMKEF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

備考：本体両端部に継手加工あり

【品番：AMKHF0**】
【品番：AMKFF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

備考：本体両端部に継手加工あり

水抜き穴：
φ10㎜ @300㎜

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜
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　３－２　付属部材一覧表

３　本体・付属部材詳細図

Ｓ廻り縁鋼板受け

【品番：AMW3F00A】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.27㎜

働き長さ：3,030㎜

ステンレステクスネジ

平頭ねじ

【品番：JK1510】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×10㎜

【品番：KN65】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.8㎜×13㎜

【品番：JK440】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.3㎜×38㎜

ステンレスリング釘 ステンレステクスネジ

【品番：JK1140】

材質：ステンレス

サイズ：φ4㎜×19㎜

＜木造／部材留付用＞ ＜鉄骨造金属胴縁／金属胴縁留付用＞

＜鉄骨造直張り／本体・部材留付用＞

＜鉄骨造金属胴縁／本体留付用＞

＜鉄骨造金属胴縁／部材留付用＞

【品番：JK1740】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×27㎜

ステンレスドリルビス
＜鉄骨造金属胴縁／表面留め・補強用＞

ステンレスドリルビス

【品番：JK1760】

材質：ステンレス

サイズ：φ4㎜×45㎜

＜鉄骨造直張り／本体・部材留付用＞

※せっこうボードなど表張り(屋外側)

を有する場合に使用

【品番：JK1750】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.2㎜×27㎜

ステンレスドリルビス
＜鉄骨造直張り／表面留め・補強用＞

【品番：JKR640】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.5㎜×43㎜

８）留付部材

ステンレスリング釘 ステンレスリング釘

【品番：JKW840BまたはJKW840S】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.75㎜×50㎜

【品番：JK1710】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×27㎜

【品番：JK1720】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1×45㎜

ステンレスビス

ステンレスビス

＜木造／本体留付用＞ ＜木造／表面留め用＞ ＜木造／本体留付用＞

＜木造／補強用＞

通気見切縁２１接合部材

【品番：JK1150L】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×38㎜

ステンレスビス

＜木造／本体留付用＞

※防耐火構造認定に応じて使用

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

【品番：FTM11**S】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

Ｎ廻り縁カバー１８

【品番：AMW8F0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：本体厚みと同じ

働き長さ：3,030㎜

2
3

Ｓ廻り縁カバー１８

【品番：AMW1*0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：本体厚みと同じ

働き長さ：3,030㎜

25

2
3

30
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　３－２　付属部材一覧表

３　本体・付属部材詳細図

Ｓ廻り縁鋼板受け

【品番：AMW3F00A】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.27㎜

働き長さ：3,030㎜

ステンレステクスネジ

平頭ねじ

【品番：JK1510】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×10㎜

【品番：KN65】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.8㎜×13㎜

【品番：JK440】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.3㎜×38㎜

ステンレスリング釘 ステンレステクスネジ

【品番：JK1140】

材質：ステンレス

サイズ：φ4㎜×19㎜

＜木造／部材留付用＞ ＜鉄骨造金属胴縁／金属胴縁留付用＞

＜鉄骨造直張り／本体・部材留付用＞

＜鉄骨造金属胴縁／本体留付用＞

＜鉄骨造金属胴縁／部材留付用＞

【品番：JK1740】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×27㎜

ステンレスドリルビス
＜鉄骨造金属胴縁／表面留め・補強用＞

ステンレスドリルビス

【品番：JK1760】

材質：ステンレス

サイズ：φ4㎜×45㎜

＜鉄骨造直張り／本体・部材留付用＞

※せっこうボードなど表張り(屋外側)

を有する場合に使用

【品番：JK1750】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.2㎜×27㎜

ステンレスドリルビス
＜鉄骨造直張り／表面留め・補強用＞

【品番：JKR640】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.5㎜×43㎜

８）留付部材

ステンレスリング釘 ステンレスリング釘

【品番：JKW840BまたはJKW840S】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.75㎜×50㎜

【品番：JK1710】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×27㎜

【品番：JK1720】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1×45㎜

ステンレスビス

ステンレスビス

＜木造／本体留付用＞ ＜木造／表面留め用＞ ＜木造／本体留付用＞

＜木造／補強用＞

通気見切縁２１接合部材

【品番：JK1150L】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×38㎜

ステンレスビス

＜木造／本体留付用＞

※防耐火構造認定に応じて使用

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

【品番：FTM11**S】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

Ｎ廻り縁カバー１８

【品番：AMW8F0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：本体厚みと同じ

働き長さ：3,030㎜

2
3

Ｓ廻り縁カバー１８

【品番：AMW1*0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：本体厚みと同じ

働き長さ：3,030㎜

25

2
3

30

　３－２　付属部材一覧表

３　本体・付属部材詳細図

９）その他の部材

＜鉄骨造直張り／表面留め・補強用＞　

※せっこうボードなど表張り(屋外側)

　　 を有する場合に使用

【品番：JK1770】

材質：ステンレス

サイズ：φ5㎜×60㎜

60

51
2

ステンレスドリルビス

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

ＣＳバッカー材

【品番：ABK5Q0J3】

材質：EPDM

長さ：2,000㎜

共板フラット

【品番：AST2F00A】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

長さ：3,030㎜
備考：スマートフラットは専用品番あり

ヨコ用スターター Ｓ見切コーナー

【品番：AMC5*0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：AMM3F04*】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

備考：北海道限定品

【品番：AMM4Q0J*】

材質：ポリカーボネート樹脂

Ｓ窓下水切 Ｓ窓下水切エンドキャップ

【品番：ECL1F0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　幅1,000㎜×長さ10m

両面テープ

1,000

10.525

2
5

2
8

※左右勝手あり

6
1

9

1
0

バッカー材

【品番：ABK6Q0JL】

材質：EPDM

長さ：2,000㎜

両面テープ

水抜き穴
φ6@300㎜

【品番：ABK8Q0JL】

材質：発泡ポリエチレン

幅：10㎜　長さ：385㎜

ＮＳ型段付バッカー材

7

5

共板エンボス

【品番：ECL1F0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.27㎜　幅331㎜×長さ37m

331

両面テープ

11.5

1
0

Ｎ見切コーナー

83

【品番：AMC4F0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

73

【品番：AST5F0**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

備考：左右継ぎ手加工あり

タテ用スターター

10

2
5

4
8

1
1
.5

12
23
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　３－２　付属部材一覧表

３　本体・付属部材詳細図

【品番：KE5100】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

１０）開口部向け部材

鋼板止水部材 片面防水テープ

【品番：JF1526】

材質：アクリル

長さ：20m　幅：100㎜

8
0

EPDM

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

補修塗料

ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

【品番：DPA4Q0**】

ニチハシーリング

【品番：DSY1Q0**】

材質：変成シリコーン系

４　付属部材加工図

鋼板製付属部材の接合および加工方法  ４－　１

  ４－　２

  ４－　３

  ４－　４

  ４－　５

通気土台水切（防鼠あり）の加工方法

通気土台水切（防鼠なし）の加工方法

水切（水切３４、中間水切８）の加工方法

端部カバー、見切縁の加工方法  ４－　６

先付け付属部材の接合方法
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　３－２　付属部材一覧表

３　本体・付属部材詳細図

【品番：KE5100】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

１０）開口部向け部材

鋼板止水部材 片面防水テープ

【品番：JF1526】

材質：アクリル

長さ：20m　幅：100㎜

8
0

EPDM

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

補修塗料

ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

【品番：DPA4Q0**】

ニチハシーリング

【品番：DSY1Q0**】

材質：変成シリコーン系

４　付属部材加工図

鋼板製付属部材の接合および加工方法  ４－　１

  ４－　２

  ４－　３

  ４－　４

  ４－　５

通気土台水切（防鼠あり）の加工方法

通気土台水切（防鼠なし）の加工方法

水切（水切３４、中間水切８）の加工方法

端部カバー、見切縁の加工方法  ４－　６

先付け付属部材の接合方法
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　４－１　鋼板製付属部材の接合および加工方法

４　付属部材加工図

■通気土台水切（防鼠なしタイプ）

切り取る

重ね部分に捨てシーリング

30以上

差し込む

■通気見切縁　接合部材
接合部材はセンターサイディング施工前に取り付けます。

手順① 手順②

■オーバーハング水切
手順① 手順②

■オーバーハング水切 接合部材

接合部へ移動

接合部分に捨てシーリング

接合部材

※防鼠ありタイプの右側端部は継手加工しています。

差し込む

切り取る

30以上

重ね部分に

捨てシーリング

手順①

●あらかじめ、本体に接合部材を差し込みます。

   本体に傷がつかないようにご注意ください。

●本体突き付け部に捨てシーリングを施工します。

   シーリングがはみ出さないようにご注意ください。

手順②

●本体突き付け部まで、接合部材をスライドさせ、留付釘で

　 留め付けます。

留付釘

切り取る

手順① 手順②

下側から

差し込む
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　４－１　鋼板製付属部材の接合および加工方法

４　付属部材加工図

■通気土台水切（防鼠なしタイプ）

切り取る

重ね部分に捨てシーリング

30以上

差し込む

■通気見切縁　接合部材
接合部材はセンターサイディング施工前に取り付けます。

手順① 手順②

■オーバーハング水切
手順① 手順②

■オーバーハング水切 接合部材

接合部へ移動

接合部分に捨てシーリング

接合部材

※防鼠ありタイプの右側端部は継手加工しています。

差し込む

切り取る

30以上

重ね部分に

捨てシーリング

手順①

●あらかじめ、本体に接合部材を差し込みます。

   本体に傷がつかないようにご注意ください。

●本体突き付け部に捨てシーリングを施工します。

   シーリングがはみ出さないようにご注意ください。

手順②

●本体突き付け部まで、接合部材をスライドさせ、留付釘で

　 留め付けます。

留付釘

切り取る

手順① 手順②

下側から

差し込む

　４－２　通気土台水切（防鼠あり）の加工方法

４　付属部材加工図

■開口部横など

■エンドキャップ(防鼠あり・なし共通)
センターサイディング留め付け前にエンドキャップを差し込んでください。

差し込む

手順①

加工部に捨てシーリング

※折り曲げ部がはみ出ないように切断してください。

50以上

切り取る

切り込み

切り取る

手順②

手順③

手順④

手順⑤

折り曲げる（谷折り）

折り曲げる

（山折り）

折り曲げる（谷折り）

50以上

切り取る

切り込み

10程度
切り取る

内側へ折り込む

切り取る

■小口があらわしの場合

手順①

手順②

手順③

手順④

手順⑤

手順⑥

折り曲げる

（山折り）

折り曲げる

（山折り）

折り曲げ位置

折り曲げ位置

折り曲げ位置

※加工例はあくまで一例です。現場の状況に応じて、適宜ご対応ください。
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　４－３　通気土台水切（防鼠なし）の加工方法

４　付属部材加工図

■小口があらわしの場合

手順①

手順②

手順③

手順④

手順⑤

手順⑥

切り込み

10程度
切り取る

内側へ折り込む

切り取る

切り取る

折り曲げる

（山折り）

折り曲げる

（山折り）

50以上

折り曲げ位置

■開口部横など

手順①

手順②

手順③

手順④

手順⑤

加工部に捨てシーリング

※はみ出ないように切断し、調整してください。

50以上(40)（※）

切り込み

※（　）内の数値は通気土台水切４０の場合

折り曲げ位置

切り取る

折り曲げる

（山折り）

折り曲げる（谷折り）

折り曲げる（谷折り）

※加工例はあくまで一例です。現場の状況に応じて、適宜ご対応ください。

折り曲げ位置

　４－４　水切（水切３４、中間水切１８）の加工方法

４　付属部材加工図

※加工例はあくまで一例です。現場の状況に応じて、適宜、ご対応ください。

30以上

■水切の接合方法
手順①　下側水切の端を切り落とし、ビード状に

　　　　　 捨てシーリングを施工します。

手順②　重ね代を３０㎜以上取って重ねてください。

■水切の出隅加工
手順① 斜線部分を切り取ります。

90°

45°

a の長さだけ

切り込みを

入れる

(ｂも同様)

切り取る

切り取る

手順②　立ち上がり部で90°内側に

　　　　　 折り曲げます。

90°

90°内側に曲げる

90°内側に

やや
下げる

折り曲げる

出隅

折り曲げ位置

■水切の入隅加工
手順① 斜線部分を切り取ります。

90°

切り取る

45°

入隅

折り曲げ位置

手順②　入隅折り曲げ位置で90°に

　　　　　 折り曲げます。

手順③　裏側を90°に折り曲げます。

裏側を90°に

折り曲げる

a の長さだけ

切り込みを

入れる

(ｂも同様)

入隅

折り曲げ位置

手順③　出隅折り曲げ位置で90°

　　　　　 内側に曲げます。

捨てシーリング

■水切の端部加工

切り取る

切り取る

切り取る

切り取る

手順① 斜線部分を切り取ります。 手順②　下図のように切り込みを入れ、折り曲げます。

切り込み

次に折り曲げる

先に折り曲げる
①

②

a

a

重ねやすいよう

適宣切り取る
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　４－３　通気土台水切（防鼠なし）の加工方法

４　付属部材加工図

■小口があらわしの場合

手順①

手順②

手順③

手順④

手順⑤

手順⑥

切り込み

10程度
切り取る

内側へ折り込む

切り取る

切り取る

折り曲げる

（山折り）

折り曲げる

（山折り）

50以上

折り曲げ位置

■開口部横など

手順①

手順②

手順③

手順④

手順⑤

加工部に捨てシーリング

※はみ出ないように切断し、調整してください。

50以上(40)（※）

切り込み

※（　）内の数値は通気土台水切４０の場合

折り曲げ位置

切り取る

折り曲げる

（山折り）

折り曲げる（谷折り）

折り曲げる（谷折り）

※加工例はあくまで一例です。現場の状況に応じて、適宜ご対応ください。

折り曲げ位置

　４－４　水切（水切３４、中間水切１８）の加工方法

４　付属部材加工図

※加工例はあくまで一例です。現場の状況に応じて、適宜、ご対応ください。

30以上

■水切の接合方法
手順①　下側水切の端を切り落とし、ビード状に

　　　　　 捨てシーリングを施工します。

手順②　重ね代を３０㎜以上取って重ねてください。

■水切の出隅加工
手順① 斜線部分を切り取ります。

90°

45°

a の長さだけ

切り込みを

入れる

(ｂも同様)

切り取る

切り取る

手順②　立ち上がり部で90°内側に

　　　　　 折り曲げます。

90°

90°内側に曲げる

90°内側に

やや
下げる

折り曲げる

出隅

折り曲げ位置

■水切の入隅加工
手順① 斜線部分を切り取ります。

90°

切り取る

45°

入隅

折り曲げ位置

手順②　入隅折り曲げ位置で90°に

　　　　　 折り曲げます。

手順③　裏側を90°に折り曲げます。

裏側を90°に

折り曲げる

a の長さだけ

切り込みを

入れる

(ｂも同様)

入隅

折り曲げ位置

手順③　出隅折り曲げ位置で90°

　　　　　 内側に曲げます。

捨てシーリング

■水切の端部加工

切り取る

切り取る

切り取る

切り取る

手順① 斜線部分を切り取ります。 手順②　下図のように切り込みを入れ、折り曲げます。

切り込み

次に折り曲げる

先に折り曲げる
①

②

a

a

重ねやすいよう

適宣切り取る
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　４－５　先付け付属部材の接合方法

４　付属部材加工図

手順① 手順② 手順③

■Ｓ目地鋼板受け１８、目地鋼板受けの接合方法

はぜ折り部に差し込む

●後付け付属部材（カバーなど）の浮き上がり防止のため、先付け付属部材（受けなど）は十分に押さえて留め

　 付けます。

■Ｓ出隅鋼板受け１８の接合方法

手順② 手順③

はぜ折り部に差し込む

手順①
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　４－５　先付け付属部材の接合方法

４　付属部材加工図

手順① 手順② 手順③

■Ｓ目地鋼板受け１８、目地鋼板受けの接合方法

はぜ折り部に差し込む

●後付け付属部材（カバーなど）の浮き上がり防止のため、先付け付属部材（受けなど）は十分に押さえて留め

　 付けます。

■Ｓ出隅鋼板受け１８の接合方法

手順② 手順③

はぜ折り部に差し込む

手順①

　４－６　端部カバー、見切縁の加工方法

４　付属部材加工図

■端部カバー、見切縁の接合方法

■端部カバー、見切縁の出隅加工

■端部カバー、見切縁の入隅加工

切り取る

切り取る

切り取る

手順① 手順②

30以上重ねる
差し込む

90°

45°

切り取る

（上面）

切り取る

a の長さだけ

切り込みを

入れる

手順①

手前に

90°曲げる

手順② 手順③

全体を内側に

90°曲げる

手順① 手順② 手順③

90° 45°

切り取る

（上面）

切り取る

内部の折り曲げ代を

90°曲げる
全体を内側に

90°曲げる

90°

a の長さだけ

切り込みを

入れる

※N端部カバー、N見切縁18は本体両端部にあらかじめ継手加工をしております。

※加工例はあくまで一例です。現場の状況に応じて、適宜、ご対応ください。
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防耐火構造の大臣認定が必要な場合は､胴縁間隔や躯体サイズなど

大臣認定の別添に従い、施工してください。

注　　意

５　センターサイディング標準施工法

＜納まり図　木造編＞

納まり詳細図　木造軸組下地　ＮＳ型　横張り  ５－　１

  ５－　２

  ５－　３

  ５－　４

納まり詳細図　木造軸組下地　ＮＳ型　縦張り

納まり図　木造軸組下地　その他の型　横張り

納まり図　木造軸組下地　その他の型　縦張り

シン・スマートフラットはＭ型の納まりをご参照ください。

シン・ネオスパンはＮＳ型の納まりをご参照ください。
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防耐火構造の大臣認定が必要な場合は､胴縁間隔や躯体サイズなど

大臣認定の別添に従い、施工してください。

注　　意

５　センターサイディング標準施工法

＜納まり図　木造編＞

納まり詳細図　木造軸組下地　ＮＳ型　横張り  ５－　１

  ５－　２

  ５－　３

  ５－　４

納まり詳細図　木造軸組下地　ＮＳ型　縦張り

納まり図　木造軸組下地　その他の型　横張り

納まり図　木造軸組下地　その他の型　縦張り

シン・スマートフラットはＭ型の納まりをご参照ください。

シン・ネオスパンはＮＳ型の納まりをご参照ください。
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防耐火構造の大臣認定が必要な場合は､胴縁間隔や躯体サイズなど

大臣認定の別添に従い、施工してください。

なお、準耐火構造の柱・間柱・胴縁間隔は認定上、４５５㎜以下となります。

注　　意

５－１　納まり詳細図

木造軸組下地 ＮＳ型

 　１）基本構成図・下地組図

①通気見切縁２１

②Ｓ廻り縁鋼板受け＋Ｎ廻り縁カバー１８

 　２）主要部材一覧表

 　５）左右接合部

 　７）出隅部

 　８）開口部

 １１）下屋根部
①棟側　Ｎ端部カバー

②流れ側　Ｎ端部カバー

通気土台水切 　３）土台部

 　４）上下接合部 嵌合

 　６）入隅部

 　９）軒天部

 １０）オーバーハング部

①上側　Ｎ端部カバー

②上側　Ｎ見切縁１８

③下側　Ｎ見切縁１８

④左右側　Ｎ見切縁１８

横張り

①目地鋼板受け＋ＮＳ目地カバー

②目地鋼板受け＋ＮＳ段目地

①土台　Ｎ見切縁１８

②軒天　通気見切縁２１

①土台　Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

②軒天　通気見切縁２１

オーバーハング水切＋Ｎ端部カバー

シン・ネオスパンFUはＮＳ型の納まりをご参照ください。
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防耐火構造の大臣認定が必要な場合は､胴縁間隔や躯体サイズなど

大臣認定の別添に従い、施工してください。

なお、準耐火構造の柱・間柱・胴縁間隔は認定上、４５５㎜以下となります。

注　　意

５－１　納まり詳細図

木造軸組下地 ＮＳ型

 　１）基本構成図・下地組図

①通気見切縁２１

②Ｓ廻り縁鋼板受け＋Ｎ廻り縁カバー１８

 　２）主要部材一覧表

 　５）左右接合部

 　７）出隅部

 　８）開口部

 １１）下屋根部
①棟側　Ｎ端部カバー

②流れ側　Ｎ端部カバー

通気土台水切 　３）土台部

 　４）上下接合部 嵌合

 　６）入隅部

 　９）軒天部

 １０）オーバーハング部

①上側　Ｎ端部カバー

②上側　Ｎ見切縁１８

③下側　Ｎ見切縁１８

④左右側　Ｎ見切縁１８

横張り

①目地鋼板受け＋ＮＳ目地カバー

②目地鋼板受け＋ＮＳ段目地

①土台　Ｎ見切縁１８

②軒天　通気見切縁２１

①土台　Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

②軒天　通気見切縁２１

オーバーハング水切＋Ｎ端部カバー

シン・ネオスパンFUはＮＳ型の納まりをご参照ください。

１）基本構成図・下地組図

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●下地は図のように木胴縁を組み、スギ材は厚み１８㎜以上、ベイツガ材は厚み１５㎜以上の乾燥材を使用

　 します。

●木胴縁の幅は４５㎜以上を標準サイズとし、左右接合部、出入隅部や開口部まわりなどの指定箇所には

　 倍幅の９０㎜以上を使用します。

●木胴縁はＮ６５、ＣＮ６５以上の釘またはφ３．８㎜×５０㎜以上の木ビスを使用して５００㎜以下の間隔で

　 躯体に留め付け、仕上げ面の不陸（段差）は１．５㎜以下となるように調整して施工します。

●縦胴縁と開口部まわりの胴縁は３０㎜程度の隙間を設け、通気する構造とします。

木造軸組下地

下　地 木胴縁組（※）

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

防耐火構造の大臣認定が必要な場合は､胴縁間隔や躯体サイズなど大臣認定の別添

に従い施工してください。

注　　意

※準耐火構造の柱・間柱・胴縁間隔は認定上、４５５㎜以下となります。

ＮＳ型

500以下
500以下（※）

防水紙

左右接合部縦胴縁90サイズ

開口部周囲胴縁90サイズ

出入隅部縦胴縁90サイズ

通気土台水切

ヨコ用スターター

縦胴縁45サイズ

500以下
500以下

センターサイディング
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２）主要部材一覧表

ステンレスリング釘

【品番：JKR640】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.5㎜×43㎜

通気土台水切入隅５０

【品番：FTD57**D】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：110㎜

 ■通気土台水切入隅■通気土台水切  ■通気土台水切出隅

通気土台水切出隅５０

【品番：FTD57**B】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：110㎜

通気土台水切５０

【品番：FTD57**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

ステンレスリング釘

【品番：JKW840B・S】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.75㎜×50㎜

■目地受け ■目地カバー

エンドキャップ

【品番：FTD57**C】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

 ■通気土台水切

　　エンドキャップ

ステンレスリング釘

【品番：JK440】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.3㎜×38㎜

■スターター

■目地カバー

■専用釘（本体表面留め用）■専用釘（本体実部留付用） ■専用釘（付属部材用）

■出隅カバー ■出隅鋼板受け ■入隅５０
50

■廻り縁カバー

通気孔（4×14）

両面テープ

Ｓ出隅カバー

【品番：ADS2F***】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

働き長さ：3,030㎜

入隅５０

【品番：JR1900】

材質：高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.27㎜　長さ：3,030㎜

Ｎ廻り縁カバー１８

【品番：AMW8F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ ：3,030㎜

目地鋼板受け

【品番：AMU6F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

ＮＳ段目地

【品番：ADM5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：385㎜

NＳ目地カバー

【品番：AMJ3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

ヨコ用スターター

【品番：AST2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

長さ ：3,030㎜

ＮＳ型

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

■見切縁

■端部カバー

水抜き穴：
φ10㎜ @300㎜

■通気見切縁

通気見切縁２１

【品番：FTM21**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

■通気見切縁出隅

通気見切縁２１出隅

【品番：FTM21**B】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

■通気見切縁入隅

通気見切縁２１入隅

【品番：FTM21**D】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

内寸法22.5

3
0

23

Ｎ見切縁１８

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

Ｎ端部カバー

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

【品番：AMKGF0**】
【品番：AMKEF0**】

【品番：AMKHF0**】
【品番：AMKFF0**】
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２）主要部材一覧表

ステンレスリング釘

【品番：JKR640】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.5㎜×43㎜

通気土台水切入隅５０

【品番：FTD57**D】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：110㎜

 ■通気土台水切入隅■通気土台水切  ■通気土台水切出隅

通気土台水切出隅５０

【品番：FTD57**B】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：110㎜

通気土台水切５０

【品番：FTD57**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

ステンレスリング釘

【品番：JKW840B・S】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.75㎜×50㎜

■目地受け ■目地カバー

エンドキャップ

【品番：FTD57**C】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

 ■通気土台水切

　　エンドキャップ

ステンレスリング釘

【品番：JK440】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.3㎜×38㎜

■スターター

■目地カバー

■専用釘（本体表面留め用）■専用釘（本体実部留付用） ■専用釘（付属部材用）

■出隅カバー ■出隅鋼板受け ■入隅５０
50

■廻り縁カバー

通気孔（4×14）

両面テープ

Ｓ出隅カバー

【品番：ADS2F***】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

働き長さ：3,030㎜

入隅５０

【品番：JR1900】

材質：高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.27㎜　長さ：3,030㎜

Ｎ廻り縁カバー１８

【品番：AMW8F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ ：3,030㎜

目地鋼板受け

【品番：AMU6F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

ＮＳ段目地

【品番：ADM5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：385㎜

NＳ目地カバー

【品番：AMJ3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

ヨコ用スターター

【品番：AST2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

長さ ：3,030㎜

ＮＳ型

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

■見切縁

■端部カバー

水抜き穴：
φ10㎜ @300㎜

■通気見切縁

通気見切縁２１

【品番：FTM21**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

■通気見切縁出隅

通気見切縁２１出隅

【品番：FTM21**B】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

■通気見切縁入隅

通気見切縁２１入隅

【品番：FTM21**D】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

内寸法22.5

3
0

23

Ｎ見切縁１８

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

Ｎ端部カバー

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

【品番：AMKGF0**】
【品番：AMKEF0**】

【品番：AMKHF0**】
【品番：AMKFF0**】

２）主要部材一覧表

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

 ■オーバーハング水切入隅

 ■オーバーハング水切

　　エンドキャップ

■見切コーナー ■バッカー材

 ■オーバーハング水切出隅

■共板フラット

■廻り縁受け  ■オーバーハング水切

■鋼板止水部材

Ｓ廻り縁鋼板受け

【品番：AMW3F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

オーバーハング水切

【品番：JOH72**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

オーバーハング水切入隅

【品番：JOH72**D】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：100㎜

オーバーハング水切出隅

【品番：JOH72**B】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：100㎜

Ｎ見切コーナー

【品番：AMC*****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

オーバーハング水切エンドキャップ

【品番：JOH72**C】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

共板フラット

【品番：ECL1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　幅：1,000㎜×長さ10m

ＣＳバッカー材

【品番：ABK5Q0J3】

材質：EPDM

幅：11.5㎜　厚み：10㎜

長さ ：2,000㎜

両面テープ

8
0

83

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

ＮＳ型

■段付バッカー材

ＮＳ型段付バッカー材

【品番：ABK8Q0JL】

材質：発泡ポリエチレン

幅：10㎜　長さ：385㎜

両面テープ

10

10

鋼板止水部材
【品番：KE5100】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

 ■片面防水テープ

【品番：JF1526】

材質：アクリル

長さ：20m　幅：100㎜
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３）土台部

４）上下接合部 嵌合

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

通気土台水切

通気土台水切

防水紙

縦胴縁

ヨコ用スターター

センターサイディング

縦胴縁

防水紙

センターサイディング

専用釘

●通気土台水切は、土台へ５００㎜以下の間隔で専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用いて水平

   に留め付けます。

●ヨコ用スターターを専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）で胴縁ごとに留め付けます。

●センターサイディング下端と通気土台水切の間に、１０～１５㎜の隙間を設けます。

●センターサイディングは実を確実に嵌合させ、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で胴縁ごとに

　 実部に留め付けます。

●本体２枚ごとに働き幅・水平を確保しながら施工します。

両面テープ

防水紙

1
0
～

1
5

7
2

縦胴縁

ヨコ用スターター

通気土台水切

センターサイディング

防水紙

縦胴縁

センターサイディング

専用釘

ＮＳ型

専用釘
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３）土台部

４）上下接合部 嵌合

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

通気土台水切

通気土台水切

防水紙

縦胴縁

ヨコ用スターター

センターサイディング

縦胴縁

防水紙

センターサイディング

専用釘

●通気土台水切は、土台へ５００㎜以下の間隔で専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用いて水平

   に留め付けます。

●ヨコ用スターターを専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）で胴縁ごとに留め付けます。

●センターサイディング下端と通気土台水切の間に、１０～１５㎜の隙間を設けます。

●センターサイディングは実を確実に嵌合させ、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で胴縁ごとに

　 実部に留め付けます。

●本体２枚ごとに働き幅・水平を確保しながら施工します。

両面テープ

防水紙

1
0
～

1
5

7
2

縦胴縁

ヨコ用スターター

通気土台水切

センターサイディング

防水紙

縦胴縁

センターサイディング

専用釘

ＮＳ型

専用釘

５）左右接合部

５）左右接合部 ②目地鋼板受け＋ＮＳ段目地

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

①目地鋼板受け＋ＮＳ目地カバー

防水紙

捨てシーリング

ＮＳ目地カバー

目地鋼板受けセンターサイディング

縦胴縁90サイズ

専用釘

捨てシーリング

ＮＳ段目地センターサイディング

縦胴縁90サイズ

専用釘

●土台部はヨコ用スターター勝ちとし、目地鋼板受けを専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）で１m

　 以下の間隔で取り付けます。両側端部に捨てシーリングを施工します。

●センターサイディングの留め付けは、縦胴縁の端空きを１０㎜以上確保します。また、センターサイディング

　 と目地鋼板受けは、図のように３㎜程度隙間を設けます。

　 差し込みます。

●ＮＳ目地カバーはヨコ用スターターのツメと干渉する部分を１０×１５㎜程度切り落として、目地鋼板受けに

●土台部はヨコ用スターター勝ちとし、目地鋼板受けを専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）で１m

　 以下の間隔で取り付けます。両側端部に捨てシーリングを施工します。

●センターサイディングの留め付けは、縦胴縁の端空きを１０㎜以上確保します。また、センターサイディング

　 と目地鋼板受けは、図のように３㎜程度隙間を設けます。

　 込みます。

●ＮＳ段目地はヨコ用スターターのツメと干渉する部分を１０×１５㎜程度切り落として、目地鋼板受けに差し

目地鋼板受け

3程度

3程度

10以上

10以上

ＮＳ段目地

縦胴縁90サイズ

専用釘

防水紙

防水紙

ＮＳ目地カバー 縦胴縁90サイズ

専用釘

捨てシーリング
（差し込み溝内）

センターサイディング

防水紙捨てシーリング

捨てシーリング

捨てシーリング
（差し込み溝内）

ＮＳ型

捨てシーリング

目地鋼板受け

捨てシーリング
目地鋼板受け

ヨコ用スターター

目地鋼板受け

［土台部］

［土台部］

目地カバーはヨコ用スター

ターのツメと干渉する部分

（10×15㎜程度）を切り取

ります。

※切り取らないと受け材に

　 差し込めません。

目地カバー［断面］

切り取る

ヨコ用スターター

目地鋼板受け 段目地はヨコ用スターター

のツメと干渉する部分（10×

15㎜程度）を切り取ります。

※切り取らないと受け材に

　 差し込めません。

段目地［断面］

切り取る

センターサイディング



114

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
化
粧
幕
板

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

６）入隅部

６）入隅部 ②軒天　通気見切縁２１

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

①土台　Ｎ見切縁１８

防水紙

縦胴縁90サイズ

センターサイディング

入隅５０

Ｎ見切縁１８

ＮＳ型段付バッカー材（※）

●入隅部に、胴縁の留付下地として、必ず追加下地を入れます。

●入隅５０を取り付け、捨てシーリングを図のように両側端部に施工します。

●センターサイディングの端部は必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

●後施工側のセンターサイディングをＮ見切縁１８に差し込み、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）

●先施工側のセンターサイディングを施工後、図のように捨てシーリングを施工し、Ｎ見切縁１８を取り付けます。

　 で実部に留め付けます。

追加下地

●入隅部に、胴縁の留付下地として、必ず追加下地を入れます。

●入隅５０を取り付け、捨てシーリングを図のように両側端部に施工します。

●センターサイディングの端部は必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

●後施工側のセンターサイディングをＮ見切縁１８に差し込み、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）

　 で実部に留め付けます。

●最上段のセンターサイディングは通気見切縁２１に差し込み、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜

　 ×５０㎜）で留め付けます。

専用釘

捨てシーリング

防水紙

縦胴縁90サイズ

センターサイディング

入隅５０

Ｎ見切縁１８

ＮＳ型段付バッカー材（※）

追加下地

専用釘

捨てシーリング

防水紙

入隅５０

センターサイディング

ヨコ用スターター

通気土台水切

縦胴縁90サイズ

捨てシーリング

Ｎ見切縁１８

両面テープ

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

捨てシーリング

捨てシーリング

●先施工側のセンターサイディングを施工後、図のように捨てシーリングを施工し、Ｎ見切縁１８を取り付けます。

ＮＳ型

捨てシーリング

通気見切縁２１

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

ＮＳ型段付バッカー材（※）
入隅５０

捨てシーリング

防水紙
縦胴縁90サイズ

通気見切縁２１入隅
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６）入隅部

６）入隅部 ②軒天　通気見切縁２１

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

①土台　Ｎ見切縁１８

防水紙

縦胴縁90サイズ

センターサイディング

入隅５０

Ｎ見切縁１８

ＮＳ型段付バッカー材（※）

●入隅部に、胴縁の留付下地として、必ず追加下地を入れます。

●入隅５０を取り付け、捨てシーリングを図のように両側端部に施工します。

●センターサイディングの端部は必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

●後施工側のセンターサイディングをＮ見切縁１８に差し込み、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）

●先施工側のセンターサイディングを施工後、図のように捨てシーリングを施工し、Ｎ見切縁１８を取り付けます。

　 で実部に留め付けます。

追加下地

●入隅部に、胴縁の留付下地として、必ず追加下地を入れます。

●入隅５０を取り付け、捨てシーリングを図のように両側端部に施工します。

●センターサイディングの端部は必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

●後施工側のセンターサイディングをＮ見切縁１８に差し込み、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）

　 で実部に留め付けます。

●最上段のセンターサイディングは通気見切縁２１に差し込み、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜

　 ×５０㎜）で留め付けます。

専用釘

捨てシーリング

防水紙

縦胴縁90サイズ

センターサイディング

入隅５０

Ｎ見切縁１８

ＮＳ型段付バッカー材（※）

追加下地

専用釘

捨てシーリング

防水紙

入隅５０

センターサイディング

ヨコ用スターター

通気土台水切

縦胴縁90サイズ

捨てシーリング

Ｎ見切縁１８

両面テープ

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

捨てシーリング

捨てシーリング

●先施工側のセンターサイディングを施工後、図のように捨てシーリングを施工し、Ｎ見切縁１８を取り付けます。

ＮＳ型

捨てシーリング

通気見切縁２１

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

ＮＳ型段付バッカー材（※）
入隅５０

捨てシーリング

防水紙
縦胴縁90サイズ

通気見切縁２１入隅

７）出隅部

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

②軒天　通気見切縁２１

ＮＳ型段付バッカー材（※）

防水紙

捨てシーリング

縦胴縁90サイズ

センターサイディング

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

７）出隅部 ①土台　Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

●Ｓ出隅鋼板受け１８は通気土台水切から１０～１５㎜の隙間を設けて取り付けます。Ｓ出隅鋼板受け１８

　 の両側端部に捨てシーリングを施工します。

●ヨコ用スターターをＳ出隅鋼板受け１８から１０㎜程度離して取り付けます。

●各センターサイディング端部は必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

●Ｓ出隅カバーをＳ出隅鋼板受け１８に差し込みます。

専用釘

●通気見切縁２１を取り付けた後、Ｓ出隅鋼板受け１８を通気土台水切から１０～１５㎜の隙間を設けて取り

　 付けます。Ｓ出隅鋼板受け１８の両側端部に捨てシーリングを施工します。

●各センターサイディング端部は必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

●最上段のセンターサイディングは通気見切縁２１に差し込み、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜

　 ×５０㎜）で留め付けます。

●Ｓ出隅カバーをＳ出隅鋼板受け１８に差し込みます。

ＮＳ型段付バッカー材（※）

捨てシーリング

ヨコ用スターター通気土台水切

Ｓ出隅カバー

縦胴縁90サイズ

防水紙

センター
サイディング

Ｓ出隅鋼板受け１８

捨てシーリング

ＮＳ型段付バッカー材（※）

防水紙

捨てシーリング

縦胴縁90サイズ

センターサイディング

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用釘

捨てシーリング

ＮＳ型

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

Ｓ出隅カバー

捨てシーリング

Ｓ出隅鋼板受け１８

縦胴縁90サイズ

通気見切縁２１

センターサイディング

防水紙

通気見切縁２１出隅

10
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８）開口部

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

８）開口部

ＮＳ型

●開口部周囲をシーリングで施工する場合の納まりです。

●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●Ｎ見切縁１８（部材先端の方にφ６㎜×３００㎜間隔で現場加工）をサッシとの取り合い部に１０㎜程度の隙

間を設けて取り付けます。

●センターサイディング下端が柄凹部となる場合は、ＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

●バッカー材を取り付け、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。（四周シーリング）

●センターサイディングとＮ見切縁１８の取り合い部にシーリングを施工します。

●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●鋼板止水部材を横胴縁に取り付け、片面防水テープ（１００㎜幅）を図のように貼り付けます。

●開口部上側は水抜き穴のあるＮ端部カバーを使用します。Ｎ見切縁１８を使用する場合は、水抜き穴（φ１０㎜

×３００㎜間隔）を現場加工します。

●Ｎ端部カバーとサッシとの取り合い部は、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

●センターサイディング下端が柄凹部となる場合は、ＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

●サッシ上部は、端部から５０㎜程度、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

●センターサイディングとＮ端部カバーの取り合い部にシーリングを施工します。

Ｎ見切縁１８

サッシＮ見切コーナー

ニチハシーリング
端部より50㎜程度

Ｎ見切コーナー

Ｎ端部カバー

防水紙

横胴縁90サイズ

センターサイディング

ＣＳバッカー材（※）

Ｎ端部カバー

専用釘

両面防水テープ

サッシ

シーリング

片面防水テープ(100㎜幅)

鋼板止水部材

縦胴縁

シーリング

サッシ

ニチハシーリング四周

Ｎ見切縁１８

防水紙

横胴縁90サイズ

センターサイディング

縦胴縁

サッシ

Ｎ見切縁１８

専用釘

両面防水テープ

ＣＳバッカー材（※）

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

水抜き穴現場加工 シーリング

Ｎ見切縁１８

②上側　Ｎ見切縁１８

①上側　Ｎ端部カバー

センターサイディング

Ｎ端部カバー

防水紙

両面防水テープ

10程度

横胴縁90サイズ

3
0

ＣＳバッカー材（※）

シーリング

シーリング開口両端部

鋼板止水部材

片面防水テープ

(100㎜幅)

専用釘

縦胴縁

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

ＣＳバッカー材

防水紙

両面防水テープ

専用釘

10程度

横胴縁90サイズ

縦胴縁

3
0

バッカー材

水抜き穴(φ6㎜×300㎜間隔）

現場加工

シーリング
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８）開口部

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

８）開口部

ＮＳ型

●開口部周囲をシーリングで施工する場合の納まりです。

●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●Ｎ見切縁１８（部材先端の方にφ６㎜×３００㎜間隔で現場加工）をサッシとの取り合い部に１０㎜程度の隙

間を設けて取り付けます。

●センターサイディング下端が柄凹部となる場合は、ＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

●バッカー材を取り付け、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。（四周シーリング）

●センターサイディングとＮ見切縁１８の取り合い部にシーリングを施工します。

●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●鋼板止水部材を横胴縁に取り付け、片面防水テープ（１００㎜幅）を図のように貼り付けます。

●開口部上側は水抜き穴のあるＮ端部カバーを使用します。Ｎ見切縁１８を使用する場合は、水抜き穴（φ１０㎜

×３００㎜間隔）を現場加工します。

●Ｎ端部カバーとサッシとの取り合い部は、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

●センターサイディング下端が柄凹部となる場合は、ＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

●サッシ上部は、端部から５０㎜程度、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

●センターサイディングとＮ端部カバーの取り合い部にシーリングを施工します。

Ｎ見切縁１８

サッシＮ見切コーナー

ニチハシーリング
端部より50㎜程度

Ｎ見切コーナー

Ｎ端部カバー

防水紙

横胴縁90サイズ

センターサイディング

ＣＳバッカー材（※）

Ｎ端部カバー

専用釘

両面防水テープ

サッシ

シーリング

片面防水テープ(100㎜幅)

鋼板止水部材

縦胴縁

シーリング

サッシ

ニチハシーリング四周

Ｎ見切縁１８

防水紙

横胴縁90サイズ

センターサイディング

縦胴縁

サッシ

Ｎ見切縁１８

専用釘

両面防水テープ

ＣＳバッカー材（※）

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

水抜き穴現場加工 シーリング

Ｎ見切縁１８

②上側　Ｎ見切縁１８

①上側　Ｎ端部カバー

センターサイディング

Ｎ端部カバー

防水紙

両面防水テープ

10程度

横胴縁90サイズ

3
0

ＣＳバッカー材（※）

シーリング

シーリング開口両端部

鋼板止水部材

片面防水テープ

(100㎜幅)

専用釘

縦胴縁

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

ＣＳバッカー材

防水紙

両面防水テープ

専用釘

10程度

横胴縁90サイズ

縦胴縁

3
0

バッカー材

水抜き穴(φ6㎜×300㎜間隔）

現場加工

シーリング

８）開口部

木造軸組下地

下　地 木胴縁組留付方法 張り方向

釘 横

④左右側　Ｎ見切縁１８

●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●バッカー材を取り付け、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

８）開口部 ③下側　Ｎ見切縁１８

●センターサイディング端部にＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ見切縁１８に差し込みます。

ＮＳ型 縦胴縁
＠500㎜以下

●Ｎ見切縁１８をサッシとの取り合い部に１０㎜程度の隙間を設けて取り付けます。

●センターサイディングとＮ見切縁１８の取り合い部にシーリングを施工します。

ＣＳバッカー材（※）

サッシ

両面防水テープ

専用釘

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

専用釘

横胴縁90サイズ

縦胴縁
センターサイディング

両面防水テープ

防水紙

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

ＣＳバッカー材（※）

専用釘

センターサイディング

防水紙

サッシ

横胴縁90サイズ

縦胴縁

バッカー材

シーリング
シーリング

バッカー材

防水紙

縦胴縁90サイズ

Ｎ見切縁１８

ＮＳ型段付バッカー材

サッシ

センターサイディング

両面防水テープ

バッカー材

ニチハシーリング

サッシ

防水紙

縦胴縁90サイズ

両面防水テープ

専用釘

シーリング

ＮＳ型段付バッカー材

バッカー材

ニチハシーリング

センターサイディング

シーリング

Ｎ見切縁１８

●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●Ｎ見切縁１８をサッシとの取り合い部に１０㎜程度の隙間を設けて取り付けます。

●センターサイディング上端が柄凹部となる場合は、ＣＳバッカー材を貼り付け、Ｎ見切縁１８に差し込みます。

（※）

●センターサイディングを表面から留め付ける場合は、専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×５０㎜）で

留め付けます。

●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部はバッカー材を取り付け、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを

充填します。

●センターサイディングとＮ見切縁１８の取り合い部にシーリングを施工します。
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９）軒天部

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

９）軒天部 ①通気見切縁２１

Ｓ廻り縁鋼板受け

Ｓ廻り縁カバー１８

センターサイディング

縦胴縁

軒天材

軒天材

●通気が小屋裏へ抜けるように、防水紙張りと胴縁下地組みは軒天工事前に先行して行います。

●Ｓ廻り縁鋼板受けを胴縁ごとに専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）で留め付けます。

●センターサイディング上端が柄凹部となる場合は、必要に応じてＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

●センターサイディングを表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×５０㎜）で留め付けます。

●Ｓ廻り縁カバー１８をＳ廻り縁鋼板受けに差し込みます。

（注）Ｓ廻り縁鋼板受けを取り付ける際は、Ｓ廻り縁カバー１８が嵌められるように軒天材との間に５㎜程度の

　　 隙間を設け、位置を調整してから取り付けてください。

防水紙

Ｓ廻り縁鋼板受け

Ｓ廻り縁カバー１８

専用釘

②Ｓ廻り縁鋼板受け＋Ｓ廻り縁カバー１８　

通気

専用釘

縦胴縁

●センターサイディング施工前に通気見切縁２１を図の位置に取り付けます。

●センターサイディングは通気見切縁２１に差し込み、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×５０㎜）

　 で留め付けます。

専用釘

ＣＳバッカー材（※）

ＣＳバッカー材（※）

センターサイディング

防水紙

ＮＳ型

（注）
（注）

専用釘

センターサイディング

縦胴縁

軒天材

防水紙

通気見切縁２１

軒天材

通気見切縁２１

専用釘

センタ－サイディング

縦胴縁

専用釘

専用釘

専用釘

通気
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９）軒天部

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

９）軒天部 ①通気見切縁２１

Ｓ廻り縁鋼板受け

Ｓ廻り縁カバー１８

センターサイディング

縦胴縁

軒天材

軒天材

●通気が小屋裏へ抜けるように、防水紙張りと胴縁下地組みは軒天工事前に先行して行います。

●Ｓ廻り縁鋼板受けを胴縁ごとに専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）で留め付けます。

●センターサイディング上端が柄凹部となる場合は、必要に応じてＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

●センターサイディングを表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×５０㎜）で留め付けます。

●Ｓ廻り縁カバー１８をＳ廻り縁鋼板受けに差し込みます。

（注）Ｓ廻り縁鋼板受けを取り付ける際は、Ｓ廻り縁カバー１８が嵌められるように軒天材との間に５㎜程度の

　　 隙間を設け、位置を調整してから取り付けてください。

防水紙

Ｓ廻り縁鋼板受け

Ｓ廻り縁カバー１８

専用釘

②Ｓ廻り縁鋼板受け＋Ｓ廻り縁カバー１８　

通気

専用釘

縦胴縁

●センターサイディング施工前に通気見切縁２１を図の位置に取り付けます。

●センターサイディングは通気見切縁２１に差し込み、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×５０㎜）

　 で留め付けます。

専用釘

ＣＳバッカー材（※）

ＣＳバッカー材（※）

センターサイディング

防水紙

ＮＳ型

（注）
（注）

専用釘

センターサイディング

縦胴縁

軒天材

防水紙

通気見切縁２１

軒天材

通気見切縁２１

専用釘

センタ－サイディング

縦胴縁

専用釘

専用釘

専用釘

通気

ＮＳ型 木造軸組下地

下　地 木胴縁組留付方法 張り方向

釘 横

オーバーハング水切

縦胴縁

センターサイディング

オーバーハング水切

Ｎ端部カバー

ＣＳバッカー材（※）

●センターサイディング下端が柄凹部となる場合は、必要に応じてＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

●防水紙はオーバーハング水切の上にかぶせて施工し、両面防水テープで防水紙を貼り付けます。

●Ｎ端部カバーは胴縁ごとに専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）で水平に留め付けます。

●Ｎ端部カバーとオーバーハング水切の間に、１０㎜の隙間を設けます。

専用釘

1
0

１０）オーバーハング部 オーバーハング水切＋Ｎ端部カバー

両面防水テープ

両面防水テープ

防水紙

軒天材
軒天材

縦胴縁

センターサイディング

ＣＳバッカー材（※）

防水紙

専用釘

Ｎ端部カバー

縦胴縁
＠500㎜以下
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１１）下屋根部

木造軸組下地

下　地 木胴縁組留付方法 張り方向

釘 横

①棟側　Ｎ端部カバー

雨押え

下葺材

Ｎ端部カバー

ＣＳバッカー材（※）

センターサイディング

下葺材

雨押え 1
0
～

1
5

3
0

縦胴縁

横胴縁

Ｎ端部カバー

防水紙
センターサイディング

雨押え

下葺材

１１）下屋根部 ②流れ側　Ｎ端部カバー

下葺材

縦胴縁

横胴縁

●防水紙を雨押えの上にかぶせて施工します。

●Ｎ端部カバー下端と雨押えの間に、１０～１５㎜の隙間を設けます｡

●センターサイディング下端が柄凹部となる場合は必要に応じてＣＳバッカー材を貼り付け、Ｎ端部カバーに

　 差し込みます。（※）
専用釘

防水紙

専用釘

●防水紙を雨押えの上にかぶせて施工します。

※横胴縁なしでも可

ＣＳバッカー材（※）

Ｎ端部カバー

センターサイディング

防水紙

縦胴縁

専用釘

横胴縁

Ｎ端部カバー

雨押え

1
0
～

1
5

3
0

防水紙

縦胴縁

センターサイディング

横胴縁

専用釘

●Ｎ端部カバー下端と雨押えの間に、１０～１５㎜の隙間を設けます｡なお、流れ側にはＣＳバッカー材は不要です。

ＮＳ型 縦胴縁
＠500㎜以下
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１１）下屋根部

木造軸組下地

下　地 木胴縁組留付方法 張り方向

釘 横

①棟側　Ｎ端部カバー

雨押え

下葺材

Ｎ端部カバー

ＣＳバッカー材（※）

センターサイディング

下葺材

雨押え 1
0
～

1
5

3
0

縦胴縁

横胴縁

Ｎ端部カバー

防水紙
センターサイディング

雨押え

下葺材

１１）下屋根部 ②流れ側　Ｎ端部カバー

下葺材

縦胴縁

横胴縁

●防水紙を雨押えの上にかぶせて施工します。

●Ｎ端部カバー下端と雨押えの間に、１０～１５㎜の隙間を設けます｡

●センターサイディング下端が柄凹部となる場合は必要に応じてＣＳバッカー材を貼り付け、Ｎ端部カバーに

　 差し込みます。（※）
専用釘

防水紙

専用釘

●防水紙を雨押えの上にかぶせて施工します。

※横胴縁なしでも可

ＣＳバッカー材（※）

Ｎ端部カバー

センターサイディング

防水紙

縦胴縁

専用釘

横胴縁

Ｎ端部カバー

雨押え

1
0
～

1
5

3
0

防水紙

縦胴縁

センターサイディング

横胴縁

専用釘

●Ｎ端部カバー下端と雨押えの間に、１０～１５㎜の隙間を設けます｡なお、流れ側にはＣＳバッカー材は不要です。

ＮＳ型 縦胴縁
＠500㎜以下

防耐火構造の大臣認定が必要な場合は､胴縁間隔や躯体サイズなど

大臣認定の別添に従い、施工してください。

なお、準耐火構造の柱・間柱・胴縁間隔は認定上、４５５㎜以下となります。

注　　意

５－２　納まり詳細図

木造軸組下地 ＮＳ型

 　１）基本構成図・下地組図

①通気見切縁２１

②Ｓ廻り縁鋼板受け＋Ｎ廻り縁カバー１８

 　２）主要部材一覧表

 　５）左右接合部

 　７）出隅部

 　８）開口部

 １１）下屋根部

①棟側　

②棟側　Ｎ端部カバー

③流れ側

④流れ側　Ｎ端部カバー

①通気土台水切

②通気土台水切＋タテ用スターター
 　３）土台部

 　４）上下接合部

 　６）入隅部

 　９）軒天部

 １０）オーバーハング部

①上側　Ｎ端部カバー

②上側　Ｎ見切縁１８

③下側　Ｎ見切縁１８

④左右側　Ｎ見切縁１８

縦張り

嵌合

①土台　Ｎ見切縁１８＋タテ用スターター

②軒天　通気見切縁２１

①土台　Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

②軒天　通気見切縁２１

①中間水切１８

②中間水切１８＋タテ用スターター

①オーバーハング水切

②オーバーハング水切＋タテ用スターター

シン・ネオスパンＦＵはＮＳ型の納まりをご参照ください。
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１）基本構成図・下地組図

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●下地は図のように木胴縁を組み、スギ材は厚み１８㎜以上、ベイツガ材は厚み１５㎜以上の乾燥材を使用

　 します。ただし、耐力面材がない場合は１８㎜以上の乾燥材を使用します。

●木胴縁の幅は４５㎜以上を標準サイズとし、上下接合部、出入隅部や開口部まわりなどの指定箇所には

　 倍幅の９０㎜以上を使用します。

●木胴縁はＮ６５、ＣＮ６５以上の釘またはφ３．８㎜×５０㎜以上の木ビスを使用して５００㎜以下の間隔で

　 躯体に留め付け、仕上げ面の不陸（段差）は１．５㎜以下となるように調整して施工します。

●下地組みは必ず通気ができるように、２０００㎜以下の間隔で３０㎜程度の隙間を設けます。

●横胴縁と開口部まわりの胴縁は３０㎜程度の隙間を設け、通気する構造とします。

木造軸組下地

下　地 木胴縁組（※）留付方法 張り方向

釘 縦

500以下 500以下

防水紙

上下接合部横胴縁90サイズ

＜上下接合部＞

開口部周囲胴縁90サイズ

防耐火構造の大臣認定が必要な場合は､胴縁間隔や躯体サイズなど大臣認定の別添

に従い施工してください。

注　　意

※準耐火構造の柱・間柱・胴縁間隔は認定上、４５５㎜以下となります。

タテ用スターターまたは
Ｎ端部カバー

中間水切１８

ＮＳ型 横胴縁
＠500㎜以下

横胴縁45サイズ

通気土台水切

センターサイディング

出入隅部縦胴縁90サイズ

2000以下

30

500以下

500以下

２）主要部材一覧表
　■通気土台水切入隅 ■通気土台水切

　　エンドキャップ

■通気見切縁出隅

■通気土台水切 　■通気土台水切出隅

　ＮＳ型 木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

7
9

3

29

2
0

18

中間水切１８

【品番：ATM6F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

■中間水切

■見切縁

50

2
.7

5

通気孔（4×14）
49.5

3
5

50

1
0
5

1
0

6
0

両面テープ

60.5
110

1
0
6
.56
0

3
6
.5

1
0

　■通気見切縁

38

2
.3

■通気見切縁入隅 ■廻り縁カバー

3
7

アルミ端部カバー

【品番：AMKDF09*】

材質：アルミ

厚み：1.2㎜　長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ8㎜　＠50㎜

備考：積雪地向け

■端部カバー（土台部）

水抜き穴：
φ8㎜　@50㎜

19.5

1
8

■専用釘（本体表面留め用）■専用釘（本体実部留付用） ■専用釘（付属部材用）

2
1

39

■出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

働き長さ：3,030㎜

■出隅鋼板受け

入隅５０

【品番：JR1900】

材質：高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.27㎜　長さ：3,030㎜

50

■入隅５０

6
0

1
0

3
5

1
0
5

49.5

■廻り縁受け

10

4
5

Ｓ廻り縁鋼板受け

【品番：AMW3F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.27㎜　長さ：3,030㎜

通気土台水切入隅５０

【品番：FTD57**D】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：110㎜

通気土台水切出隅５０

【品番：FTD57**B】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：110㎜

通気土台水切５０

【品番：FTD57**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

エンドキャップ

【品番：FTD57**C】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

ステンレスリング釘

【品番：JKR640】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.5㎜×43㎜

ステンレスリング釘

【品番：JKW840B・S】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.75㎜×50㎜

ステンレスリング釘

【品番：JK440】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.3㎜×38㎜

Ｓ出隅カバー

【品番：ADS2F***】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

50

Ｎ廻り縁カバー１８

【品番：AMW8F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

働き長さ：3,030㎜

23

2
5

43

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

■端部カバー

水抜き穴：
φ10㎜ @300㎜

3
05

9

3
05

9

2323

通気見切縁２１

【品番：FTM21**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

通気見切縁２１出隅

【品番：FTM21**B】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

通気見切縁２１入隅

【品番：FTM21**D】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

132100 内寸法22.5

30

32

51.2

24.2

2
.5

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

【品番：AMKGF0**】

Ｎ見切縁１８

【品番：AMKEF0**】

【品番：AMKHF0**】

Ｎ端部カバー

【品番：AMKFF0**】

水抜き穴：
φ6㎜ @300㎜

　■タテ用スターター

タテ用スターター

【品番：AST5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ6㎜ ＠300㎜

備考：左右継ぎ手加工あり

2
5

4
8

1
1
.5

12

23
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１）基本構成図・下地組図

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●下地は図のように木胴縁を組み、スギ材は厚み１８㎜以上、ベイツガ材は厚み１５㎜以上の乾燥材を使用

　 します。ただし、耐力面材がない場合は１８㎜以上の乾燥材を使用します。

●木胴縁の幅は４５㎜以上を標準サイズとし、上下接合部、出入隅部や開口部まわりなどの指定箇所には

　 倍幅の９０㎜以上を使用します。

●木胴縁はＮ６５、ＣＮ６５以上の釘またはφ３．８㎜×５０㎜以上の木ビスを使用して５００㎜以下の間隔で

　 躯体に留め付け、仕上げ面の不陸（段差）は１．５㎜以下となるように調整して施工します。

●下地組みは必ず通気ができるように、２０００㎜以下の間隔で３０㎜程度の隙間を設けます。

●横胴縁と開口部まわりの胴縁は３０㎜程度の隙間を設け、通気する構造とします。

木造軸組下地

下　地 木胴縁組（※）留付方法 張り方向

釘 縦

500以下 500以下

防水紙

上下接合部横胴縁90サイズ

＜上下接合部＞

開口部周囲胴縁90サイズ

防耐火構造の大臣認定が必要な場合は､胴縁間隔や躯体サイズなど大臣認定の別添

に従い施工してください。

注　　意

※準耐火構造の柱・間柱・胴縁間隔は認定上、４５５㎜以下となります。

タテ用スターターまたは
Ｎ端部カバー

中間水切１８

ＮＳ型 横胴縁
＠500㎜以下

横胴縁45サイズ

通気土台水切

センターサイディング

出入隅部縦胴縁90サイズ

2000以下

30

500以下

500以下

２）主要部材一覧表
　■通気土台水切入隅 ■通気土台水切

　　エンドキャップ

■通気見切縁出隅

■通気土台水切 　■通気土台水切出隅

　ＮＳ型 木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

7
9

3

29

2
0

18

中間水切１８

【品番：ATM6F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

■中間水切

■見切縁

50

2
.7

5

通気孔（4×14）
49.5

3
5

50

1
0
5

1
0

6
0

両面テープ

60.5
110

1
0
6
.56
0

3
6
.5

1
0

　■通気見切縁

38

2
.3

■通気見切縁入隅 ■廻り縁カバー

3
7

アルミ端部カバー

【品番：AMKDF09*】

材質：アルミ

厚み：1.2㎜　長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ8㎜　＠50㎜

備考：積雪地向け

■端部カバー（土台部）

水抜き穴：
φ8㎜　@50㎜

19.5

1
8

■専用釘（本体表面留め用）■専用釘（本体実部留付用） ■専用釘（付属部材用）

2
1

39

■出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

働き長さ：3,030㎜

■出隅鋼板受け

入隅５０

【品番：JR1900】

材質：高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.27㎜　長さ：3,030㎜

50

■入隅５０

6
0

1
0

3
5

1
0
5

49.5

■廻り縁受け

10

4
5

Ｓ廻り縁鋼板受け

【品番：AMW3F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.27㎜　長さ：3,030㎜

通気土台水切入隅５０

【品番：FTD57**D】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：110㎜

通気土台水切出隅５０

【品番：FTD57**B】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：110㎜

通気土台水切５０

【品番：FTD57**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

エンドキャップ

【品番：FTD57**C】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

ステンレスリング釘

【品番：JKR640】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.5㎜×43㎜

ステンレスリング釘

【品番：JKW840B・S】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.75㎜×50㎜

ステンレスリング釘

【品番：JK440】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.3㎜×38㎜

Ｓ出隅カバー

【品番：ADS2F***】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

50

Ｎ廻り縁カバー１８

【品番：AMW8F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

働き長さ：3,030㎜

23

2
5

43

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

■端部カバー

水抜き穴：
φ10㎜ @300㎜

3
05

9

3
05

9

2323

通気見切縁２１

【品番：FTM21**】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

通気見切縁２１出隅

【品番：FTM21**B】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

通気見切縁２１入隅

【品番：FTM21**D】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板
厚み：0.35㎜

132100 内寸法22.5

30

32

51.2

24.2

2
.5

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

【品番：AMKGF0**】

Ｎ見切縁１８

【品番：AMKEF0**】

【品番：AMKHF0**】

Ｎ端部カバー

【品番：AMKFF0**】

水抜き穴：
φ6㎜ @300㎜

　■タテ用スターター

タテ用スターター

【品番：AST5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ6㎜ ＠300㎜

備考：左右継ぎ手加工あり

2
5

4
8

1
1
.5

12

23
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２）主要部材一覧表

　ＮＳ型 木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

 ■オーバーハング水切入隅

 ■見切コーナー  ■段付バッカー材

 ■オーバーハング水切出隅

 ■共板フラット

56

100

81.3

100

オーバーハング水切入隅

【品番：JOH72**D】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：100㎜

オーバーハング水切出隅

【品番：JOH72**B】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：100㎜

83

Ｎ見切コーナー

【品番：AMC*****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

共板フラット

【品番：ECL1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　幅：1,000㎜×長さ10m

ＮＳ型段付バッカー材

【品番：ABK8Q0JL】

材質：発泡ポリエチレン

幅：10㎜　長さ：385㎜

両面テープ

 ■オーバーハング水切

　　エンドキャップ

オーバーハング水切エンドキャップ

【品番：JOH72**C】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

25

1,000

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

 ■バッカー材

ＣＳバッカー材

【品番：ABK5Q0J3】

材質：EPDM

幅：11.5㎜　厚み：10㎜

長さ ：2,000㎜

両面テープ

11.5

1
0

10

鋼板止水部材

【品番：KE5100】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

8
0

EPDM

 ■鋼板止水部材  ■片面防水テープ

【品番：JF1526】

材質：アクリル

長さ：20m　幅：100㎜

　■オーバーハング水切

1
1

6
0

60

2
0

オーバーハング水切

【品番：JOH72**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜
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２）主要部材一覧表

　ＮＳ型 木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

 ■オーバーハング水切入隅

 ■見切コーナー  ■段付バッカー材

 ■オーバーハング水切出隅

 ■共板フラット

56

100

81.3

100

オーバーハング水切入隅

【品番：JOH72**D】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：100㎜

オーバーハング水切出隅

【品番：JOH72**B】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：100㎜

83

Ｎ見切コーナー

【品番：AMC*****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

共板フラット

【品番：ECL1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　幅：1,000㎜×長さ10m

ＮＳ型段付バッカー材

【品番：ABK8Q0JL】

材質：発泡ポリエチレン

幅：10㎜　長さ：385㎜

両面テープ

 ■オーバーハング水切

　　エンドキャップ

オーバーハング水切エンドキャップ

【品番：JOH72**C】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

25

1,000

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

 ■バッカー材

ＣＳバッカー材

【品番：ABK5Q0J3】

材質：EPDM

幅：11.5㎜　厚み：10㎜

長さ ：2,000㎜

両面テープ

11.5

1
0

10

鋼板止水部材

【品番：KE5100】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

8
0

EPDM

 ■鋼板止水部材  ■片面防水テープ

【品番：JF1526】

材質：アクリル

長さ：20m　幅：100㎜

　■オーバーハング水切

1
1

6
0

60

2
0

オーバーハング水切

【品番：JOH72**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

３）土台部

　ＮＳ型 木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

　 ●通気土台水切は、土台に５００㎜以下の間隔で専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用いて水平

　 　 に留め付けます。

　 ●センターサイディング下端の芯材を、１０㎜程度取り除きます。

　 ●センターサイディング下端と通気土台水切の間に、１０～１５㎜の隙間を設けます。

　 ●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

　 ●通気土台水切は、土台に５００㎜以下の間隔で専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用いて水平

　 　 に留め付けます。

　 ●タテ用スターターまたはＮ端部カバーは、胴縁に５００㎜以下の間隔で専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜

　　　×３８㎜）を用いて水平に留め付けます。

　 ●タテ用スターターまたはＮ端部カバー下端と通気土台水切の間に、１０～１５㎜の隙間を設けます。

　 

　 ●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘

　 ●センターサイディング下端は必要に応じてＮＳ型段付バッカー材（ＡＢＫ８Ｑ０ＪＬ）を貼り付け、差し込みます。（※）

φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

①通気土台水切

芯材を取り除く
（10程度）

防水紙

横胴縁

専用釘

専用釘

横胴縁

通気土台水切

防水紙

センターサイディング

３）土台部 ②通気土台水切＋タテ用スターター

タテ用スターター（注）

通気土台水切

横胴縁

センターサイディング

専用釘

専用釘

横胴縁

防水紙

センターサイディング

タテ用スターター
またはＮ端部カバー（注）

ＮＳ型段付
バッカー材(※)

ＮＳ型段付バッカー材（※）

センターサイディング

通気土台水切

両面テープ

両面テープ

通気土台水切

両面テープ

両面テープ

1
0
～

1
5

1
0
～

1
5

防水紙

　 （注）降雪量の多い地域では鋼板製の部材を用いず、本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを使用します。

　　　　 なお、アルミ端部カバーを使用する場合、ＮＳ型段付バッカー材は不要です。

Ｎ端部

カバー(注）
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４）上下接合部

　ＮＳ型 木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

　 ●中間水切１８の下側に施工するセンターサイディングの上端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り

　 　 付けます。（※）

　 ●中間水切１８は、胴縁に５００㎜以下の間隔で専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用いて水平

　 　 に留め付けます。

　 ●中間水切１８の上側に施工するセンターサイディング下端の芯材を、１０㎜程度取り除きます。

　 ●中間水切１８と上側に施工するセンターサイディング下端の間に、１０～１５㎜の隙間を設けます。

　 ●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

①中間水切１８

４）上下接合部 ②中間水切１８＋タテ用スターター

　 ●中間水切１８の下側に施工するセンターサイディングの上端および上側に施工するセンターサイディングの

　 　 下端には、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材（ＡＢＫ８Ｑ０ＪＬ）を貼り付けます。（※）

　 ●中間水切１８は、胴縁に５００㎜以下の間隔で専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用いて水平

　 　 に留め付けます。

　 ●タテ用スターターまたはＮ端部カバーは、胴縁に５００㎜以下の間隔で専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜

　　　×３８㎜）を用いて水平に留め付けます。

　 ●タテ用スターターまたはＮ端部カバー下端と中間水切１８の間に、１０～１５㎜の隙間を設けます。

　 ●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

芯材を取り除く
（10程度）（注）

1
0
～

1
5

センターサイディング

防水紙

横胴縁90サイズ

中間水切１８

専用釘

中間水切１８

横胴縁90サイズ

防水紙

センターサイディング

専用釘

1
0
～

1
5

センターサイディング

タテ用スターター

またはＮ端部カバー（注）

中間水切１８

防水紙

横胴縁90サイズ

防水紙

センターサイディング

タテ用スターター

専用釘

中間水切１８

横胴縁90サイズ

ＮＳ型段付バッカー材（※）
専用釘

ＮＳ型段付バッカー材（※）

　 （注）防耐火認定の中にはタテ用スターターやＮ端部カバーが必要な認定があります。認定書の別添をご確認ください。

ＮＳ型段付バッカー材（※）

ＮＳ型段付バッカー材(※)

N端部カバー

1
0
～

1
5

（注）上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地向け）を使用すると防耐火構造認定の対象外となります。
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４）上下接合部

　ＮＳ型 木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

　 ●中間水切１８の下側に施工するセンターサイディングの上端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り

　 　 付けます。（※）

　 ●中間水切１８は、胴縁に５００㎜以下の間隔で専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用いて水平

　 　 に留め付けます。

　 ●中間水切１８の上側に施工するセンターサイディング下端の芯材を、１０㎜程度取り除きます。

　 ●中間水切１８と上側に施工するセンターサイディング下端の間に、１０～１５㎜の隙間を設けます。

　 ●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

①中間水切１８

４）上下接合部 ②中間水切１８＋タテ用スターター

　 ●中間水切１８の下側に施工するセンターサイディングの上端および上側に施工するセンターサイディングの

　 　 下端には、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材（ＡＢＫ８Ｑ０ＪＬ）を貼り付けます。（※）

　 ●中間水切１８は、胴縁に５００㎜以下の間隔で専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用いて水平

　 　 に留め付けます。

　 ●タテ用スターターまたはＮ端部カバーは、胴縁に５００㎜以下の間隔で専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜

　　　×３８㎜）を用いて水平に留め付けます。

　 ●タテ用スターターまたはＮ端部カバー下端と中間水切１８の間に、１０～１５㎜の隙間を設けます。

　 ●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

芯材を取り除く
（10程度）（注）

1
0
～

1
5

センターサイディング

防水紙

横胴縁90サイズ

中間水切１８

専用釘

中間水切１８

横胴縁90サイズ

防水紙

センターサイディング

専用釘

1
0
～

1
5

センターサイディング

タテ用スターター

またはＮ端部カバー（注）

中間水切１８

防水紙

横胴縁90サイズ

防水紙

センターサイディング

タテ用スターター

専用釘

中間水切１８

横胴縁90サイズ

ＮＳ型段付バッカー材（※）
専用釘

ＮＳ型段付バッカー材（※）

　 （注）防耐火認定の中にはタテ用スターターやＮ端部カバーが必要な認定があります。認定書の別添をご確認ください。

ＮＳ型段付バッカー材（※）

ＮＳ型段付バッカー材(※)

N端部カバー

1
0
～

1
5

（注）上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地向け）を使用すると防耐火構造認定の対象外となります。

５）左右接合部

木造軸組下地

下　地 木胴縁組留付方法 張り方向

釘 縦

●実を確実に嵌合させ、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

●本体２枚ごとに働き幅と垂直を確認しながら施工します。

防水紙

横胴縁

センターサイディング

専用釘

横胴縁

専用釘

防水紙

センターサイディング

嵌合

ＮＳ型 横胴縁
＠500㎜以下
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　ＮＳ型 木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

６）入隅部 ②軒天　通気見切縁２１

　 ●入隅５０を取り付け、捨てシーリングを両側端部に施工します。

　　　捨てシーリングを施工し、Ｎ見切縁１８を取り付けます。

　 ●センターサイディング端部が柄凹部でＮ見切縁１８に隙間ができる場合は、必要に応じて図のようにＣＳ

　　　バッカー材を貼り付けます。（※）

　 ●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜

　 　 ×５０㎜）で留め付けます。

防水紙

捨てシーリング

入隅５０

捨てシーリング

ＣＳバッカー材（※）

Ｎ見切縁１８

縦胴縁90サイズ

センターサイディング

横胴縁

追加下地

専用釘

６）入隅部

　 ●入隅部に、胴縁の留付下地として、必ず追加下地を入れます。

　 ●入隅５０を取り付け、捨てシーリングを図のように両側端部に施工します。

　 ●先施工側のサイディングを施工後、図のように捨てシーリングを施工しＮ見切縁１８を取り付けます。

　 ●センターサイディング端部が柄凹部でＮ見切縁１８に隙間ができる場合は、必要に応じて図のようにＣＳバッ

　 　 カー材を貼り付けます。（※２）

　 ●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜

　 　 ×５０㎜）で留め付けます。

　 （注）降雪量の多い地域では鋼板製の部材を使用せず、本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを

　 　 　 使用します。なお、アルミ端部カバーを使用する場合、ＮＳ型段付バッカー材は不要です。

①土台　Ｎ見切縁１８＋タテ用スターター

通気土台水切

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー（注）

ＮＳ型段付バッカー材
（※１）

入隅５０捨てシーリング

Ｎ見切縁１８

センターサイディング

縦胴縁90サイズ

防水紙

防水紙

捨てシーリング

入隅５０

捨てシーリング

Ｎ見切縁１８

縦胴縁90サイズ

センターサイディング

横胴縁

横胴縁

追加下地

専用釘

ＣＳバッカー材（※２）

30

3
0

ＣＳバッカー材（※２）

捨てシーリング

入隅５０

縦胴縁90サイズ

防水紙

横胴縁90サイズ

ＣＳバッカー材（※）

Ｎ見切縁１８

     センター
サイディング

通気見切縁２１

専用釘

追加下地

30

3
0

　 ●センターサイディング下端は必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、タテ用スターターに差し込みます。（※１）

　 ●センターサイディングを軒天側の通気見切縁２１に差し込みます。先施工側のサイディングを施工後、図のように
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　ＮＳ型 木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

６）入隅部 ②軒天　通気見切縁２１

　 ●入隅５０を取り付け、捨てシーリングを両側端部に施工します。

　　　捨てシーリングを施工し、Ｎ見切縁１８を取り付けます。

　 ●センターサイディング端部が柄凹部でＮ見切縁１８に隙間ができる場合は、必要に応じて図のようにＣＳ

　　　バッカー材を貼り付けます。（※）

　 ●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜

　 　 ×５０㎜）で留め付けます。

防水紙

捨てシーリング

入隅５０

捨てシーリング

ＣＳバッカー材（※）

Ｎ見切縁１８

縦胴縁90サイズ

センターサイディング

横胴縁

追加下地

専用釘

６）入隅部

　 ●入隅部に、胴縁の留付下地として、必ず追加下地を入れます。

　 ●入隅５０を取り付け、捨てシーリングを図のように両側端部に施工します。

　 ●先施工側のサイディングを施工後、図のように捨てシーリングを施工しＮ見切縁１８を取り付けます。

　 ●センターサイディング端部が柄凹部でＮ見切縁１８に隙間ができる場合は、必要に応じて図のようにＣＳバッ

　 　 カー材を貼り付けます。（※２）

　 ●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜

　 　 ×５０㎜）で留め付けます。

　 （注）降雪量の多い地域では鋼板製の部材を使用せず、本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを

　 　 　 使用します。なお、アルミ端部カバーを使用する場合、ＮＳ型段付バッカー材は不要です。

①土台　Ｎ見切縁１８＋タテ用スターター

通気土台水切

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー（注）

ＮＳ型段付バッカー材
（※１）

入隅５０捨てシーリング

Ｎ見切縁１８

センターサイディング

縦胴縁90サイズ

防水紙

防水紙

捨てシーリング

入隅５０

捨てシーリング

Ｎ見切縁１８

縦胴縁90サイズ

センターサイディング

横胴縁

横胴縁

追加下地

専用釘

ＣＳバッカー材（※２）

30

3
0

ＣＳバッカー材（※２）

捨てシーリング

入隅５０

縦胴縁90サイズ

防水紙

横胴縁90サイズ

ＣＳバッカー材（※）

Ｎ見切縁１８

     センター
サイディング

通気見切縁２１

専用釘

追加下地

30

3
0

　 ●センターサイディング下端は必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、タテ用スターターに差し込みます。（※１）

　 ●センターサイディングを軒天側の通気見切縁２１に差し込みます。先施工側のサイディングを施工後、図のように

　ＮＳ型 木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

７）出隅部 ②軒天　通気見切縁２１

　 ●Ｓ出隅鋼板受け１８を取り付け、捨てシーリングを図のように両側端部に施工します。

　 ●センターサイディング端部が柄凹部でＳ出隅カバーに隙間ができる場合は、必要に応じて図のようにＣＳ

　 　 バッカー材を貼り付けます。（※１）

　 

　 ●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜

　 　 ×５０㎜）で留め付けます。

　 ●Ｓ出隅カバーをＳ出隅鋼板受け１８に差し込みます。

７）出隅部

　 ●各センターサイディング端部に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※１）

　 ●Ｓ出隅鋼板受け１８を取り付け、捨てシーリングを施工します。

　 ●センターサイディング端部が柄凹部となりＳ出隅カバーと隙間ができる場合は、必要に応じて図のようにＣＳ

　 　 バッカー材を貼り付けます。（※２）

　 ●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜

　 　 ×５０㎜）で留め付けます。

　 ●Ｓ出隅カバーをＳ出隅鋼板受け１８に差し込みます。

　 （注）降雪量の多い地域では鋼板製の部材などを使用せず、本体の芯材を取り除くか

　 　 　 使用します。なお、アルミ端部カバーを使用する場合、ＮＳ型段付バッカー材は不要です。

①土台　Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

ＮＳ型段付
バッカー材（※１）

タテ用スターターまたは
Ｎ端部カバー（注）

    センター
サイディング

通気土台水切

防水紙

縦胴縁90サイズ

横胴縁

捨てシーリング

ＣＳバッカー材（※２）
ＣＳバッカー材（※２）

Ｓ出隅カバー

縦胴縁
90サイズ

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

捨てシーリング

センターサイディング

防水紙

追加下地

追加下地

30

3
0

横胴縁

専用釘

Ｓ出隅鋼板受け１８

ＣＳバッカー材（※１）

縦胴縁
90サイズ

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

捨てシーリング

センターサイディング

防水紙

追加下地

横胴縁

専用釘

防水紙

縦胴縁90サイズ

横胴縁
90サイズ

捨てシーリングＳ出隅鋼板受け１８

センターサイディング

Ｓ出隅カバー

通気見切縁２１

追加下地

専用釘 ＣＳバッカー材（※1）

30

3
0
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木造軸組下地

下　地 木胴縁組留付方法 張り方向

釘 縦

８）開口部 ②上側　Ｎ見切縁１８

●開口部周囲をシーリングで施工する場合の納まりです。

●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●Ｎ見切縁１８（部材先端の方にφ６㎜×３００㎜間隔で現場加工）をサッシとの取り合い部に１０㎜程度の隙間

　 を設けて取り付けます。

８）開口部

●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●開口部上側は水抜き穴のあるＮ端部カバーを使用します。見切縁を使用する場合は、水抜き穴（φ１０㎜×
　 ３００㎜間隔）を現場加工します。

●Ｎ端部カバーとサッシとの取り合い部に、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

●サッシ端部から５０㎜程度、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

●鋼板止水部材を横胴縁に取り付け、片面防水テープ（１００㎜幅）を図のように貼り付けます。

●センターサイディング下端にＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ端部カバーに差し込みます。

●バッカー材を取り付け、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

●センターサイディングとＮ見切縁１８の取り合い部にシーリングを施工します。

●センターサイディング下端に、ＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ見切縁１８に差し込みます。

ＮＳ型 横胴縁
＠500㎜以下

センターサイディング

横胴縁90サイズ

防水紙

サッシ

Ｎ端部カバー

ＮＳ型段付バッカー材

両面防水テープ

Ｎ端部カバー

サッシ
ニチハシーリング

端部より５０㎜程度 Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切コーナー

センターサイディング 防水紙

ＮＳ型段付バッカー材

シーリング

シーリング開口両端部

鋼板止水部材
両面防水テープ

横胴縁90サイズ

Ｎ端部カバー

片面防水テープ(100㎜幅)

シーリング

片面防水テープ(100㎜幅)

シーリング

●センターサイディングとＮ端部カバーの取り合い部にシーリングを施工します。

①上側　Ｎ端部カバー

センターサイディング

横胴縁90サイズ

防水紙

サッシ

Ｎ見切縁１８

両面防水テープ

Ｎ見切縁１８

サッシ

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

バッカー材

ニチハシーリング
四周

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

防水紙

10程度

専用釘

ＮＳ型段付バッカー材

横胴縁90サイズ

両面防水テープ

バッカー材

水抜き穴(φ6㎜×300㎜間隔）

現場加工

シーリング

シーリング

ニチハシーリング

シーリング

ＮＳ型段付バッカー材
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木造軸組下地

下　地 木胴縁組留付方法 張り方向

釘 縦

８）開口部 ②上側　Ｎ見切縁１８

●開口部周囲をシーリングで施工する場合の納まりです。

●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●Ｎ見切縁１８（部材先端の方にφ６㎜×３００㎜間隔で現場加工）をサッシとの取り合い部に１０㎜程度の隙間

　 を設けて取り付けます。

８）開口部

●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●開口部上側は水抜き穴のあるＮ端部カバーを使用します。見切縁を使用する場合は、水抜き穴（φ１０㎜×
　 ３００㎜間隔）を現場加工します。

●Ｎ端部カバーとサッシとの取り合い部に、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

●サッシ端部から５０㎜程度、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

●鋼板止水部材を横胴縁に取り付け、片面防水テープ（１００㎜幅）を図のように貼り付けます。

●センターサイディング下端にＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ端部カバーに差し込みます。

●バッカー材を取り付け、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

●センターサイディングとＮ見切縁１８の取り合い部にシーリングを施工します。

●センターサイディング下端に、ＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ見切縁１８に差し込みます。

ＮＳ型 横胴縁
＠500㎜以下

センターサイディング

横胴縁90サイズ

防水紙

サッシ

Ｎ端部カバー

ＮＳ型段付バッカー材

両面防水テープ

Ｎ端部カバー

サッシ
ニチハシーリング

端部より５０㎜程度 Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切コーナー

センターサイディング 防水紙

ＮＳ型段付バッカー材

シーリング

シーリング開口両端部

鋼板止水部材
両面防水テープ

横胴縁90サイズ

Ｎ端部カバー

片面防水テープ(100㎜幅)

シーリング

片面防水テープ(100㎜幅)

シーリング

●センターサイディングとＮ端部カバーの取り合い部にシーリングを施工します。

①上側　Ｎ端部カバー

センターサイディング

横胴縁90サイズ

防水紙

サッシ

Ｎ見切縁１８

両面防水テープ

Ｎ見切縁１８

サッシ

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

バッカー材

ニチハシーリング
四周

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

防水紙

10程度

専用釘

ＮＳ型段付バッカー材

横胴縁90サイズ

両面防水テープ

バッカー材

水抜き穴(φ6㎜×300㎜間隔）

現場加工

シーリング

シーリング

ニチハシーリング

シーリング

ＮＳ型段付バッカー材

８）開口部

木造軸組下地

下　地 木胴縁組留付方法 張り方向

釘 縦

●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●Ｎ見切縁１８をサッシとの取り合い部に１０㎜程度の隙間を設けて取り付けます。

●バッカー材を取り付け、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

●センターサイディングとＮ見切縁１８の取り合い部にシーリングを施工します。

③下側　Ｎ見切縁１８

８）開口部 ④左右側　Ｎ見切縁１８

●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●サッシと横胴縁の取り合い部および縦胴縁と横胴縁には、３０㎜程度の隙間を設けます。

●Ｎ見切縁１８をサッシとの取り合い部に１０㎜程度の隙間を設けて取り付けます。

●バッカー材を取り付け、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

●センターサイディング端部が柄凹部でＮ見切縁１８に隙間ができる場合は、必要に応じて図のようにＣＳバッ
　 カー材を貼り付けます。（※）

●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面から専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜
　 ×５０㎜）で留め付けます。

●センターサイディングとＮ見切縁１８の取り合い部にシーリングを施工します。

●センターサイディング上端に、ＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ見切縁１８に差し込みます。

ＮＳ型 横胴縁
＠500㎜以下

横胴縁90サイズ

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

サッシ

防水紙

シーリング

バッカー材

両面防水テープ

ＮＳ型段付バッカー材

センターサイディング

サッシ

両面防水テープ

横胴縁90サイズ

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

専用釘

センターサイディング

バッカー材

防水紙

ＮＳ型段付バッカー材

シーリング

バッカー材

サッシ

防水紙

縦胴縁90サイズ

3
0

横胴縁

Ｎ見切縁１８

ＣＳバッカー材（※）

両面防水テープ

専用釘

ニチハシーリング

シーリング

両面防水テープ

専用釘

シーリング

Ｎ見切縁１８

ＣＳバッカー材（※）

センターサイディング

防水紙

横胴縁

サッシ

バッカー材

ニチハシーリング

センターサイディング
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９）軒天部

　ＮＳ型 木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

　 ●通気の妨げにならないように、軒天材と横胴縁は隙間をあけて施工します。

　 ●センターサイディング施工前に、通気見切縁２１を図の位置に取り付けます。

　 ●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

①Ｎ見切縁１８

９）軒天部 ②Ｓ廻り縁鋼板受け＋Ｎ廻り縁カバー１８

　 ●小屋裏に通気できるよう、横胴縁と軒天材などを施工します。

　 ●Ｓ廻り縁鋼板受けを、図の位置に専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）で取り付けます。

　 ●センターサイディング上端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材（ＡＢＫ８Ｑ０ＪＬ）を貼り付けます。（※）

　 ●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

　 ●Ｎ廻り縁カバー１８をＳ廻り縁鋼板受けに差し込みます。

　 （注）Ｓ廻り縁鋼板受けを取り付ける際は、Ｎ廻り縁カバー１８が嵌められるように軒天材との間に５㎜程度の

　 　 　 隙間を設け、位置を調整してから取り付けてください。

軒天材

専用釘

ＮＳ型段付バッカー材（※）

Ｎ廻り縁カバー１８

センターサイディング

軒天材

Ｎ廻り縁カバー１８

専用釘

センタ－サイディング

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

横胴縁90サイズ

横胴縁90サイズ

Ｓ廻り縁
鋼板受け（注）

防水紙

Ｓ廻り縁
鋼板受け（注）

防水紙

軒天材

通気見切縁２１

専用釘

センターサイディング

防水紙

通気

横胴縁90サイズ

軒天材

専用釘

通気見切縁２１（注）

センターサイディング

防水紙

横胴縁90サイズ

通気

９）軒天部 ③通気見切縁２１

　 ●小屋裏に通気できるよう、横胴縁と軒天材などを施工します。

　 ●センターサイディングを施工前に、Ｎ見切縁１８を図位置に取り付けます。

　 ●センターサイディング上端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材（ＡＢＫ８Ｑ０ＪＬ）を貼り付けます（※）

　 ●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

軒天材

専用釘

ＮＳ型段付バッカー材（※）

Ｎ見切縁１８

センターサイディング

軒天材

Ｎ見切縁１８

専用釘

センタ－サイディング

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

横胴縁90サイズ

横胴縁90サイズ

防水紙

防水紙

通気

　 （注）通気見切縁２１を使用する際は、ＮＳ型段付バッカー材は使用できません。
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９）軒天部

　ＮＳ型 木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

　 ●通気の妨げにならないように、軒天材と横胴縁は隙間をあけて施工します。

　 ●センターサイディング施工前に、通気見切縁２１を図の位置に取り付けます。

　 ●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

①Ｎ見切縁１８

９）軒天部 ②Ｓ廻り縁鋼板受け＋Ｎ廻り縁カバー１８

　 ●小屋裏に通気できるよう、横胴縁と軒天材などを施工します。

　 ●Ｓ廻り縁鋼板受けを、図の位置に専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）で取り付けます。

　 ●センターサイディング上端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材（ＡＢＫ８Ｑ０ＪＬ）を貼り付けます。（※）

　 ●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

　 ●Ｎ廻り縁カバー１８をＳ廻り縁鋼板受けに差し込みます。

　 （注）Ｓ廻り縁鋼板受けを取り付ける際は、Ｎ廻り縁カバー１８が嵌められるように軒天材との間に５㎜程度の

　 　 　 隙間を設け、位置を調整してから取り付けてください。

軒天材

専用釘

ＮＳ型段付バッカー材（※）

Ｎ廻り縁カバー１８

センターサイディング

軒天材

Ｎ廻り縁カバー１８

専用釘

センタ－サイディング

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

横胴縁90サイズ

横胴縁90サイズ

Ｓ廻り縁
鋼板受け（注）

防水紙

Ｓ廻り縁
鋼板受け（注）

防水紙

軒天材

通気見切縁２１

専用釘

センターサイディング

防水紙

通気

横胴縁90サイズ

軒天材

専用釘

通気見切縁２１（注）

センターサイディング

防水紙

横胴縁90サイズ

通気

９）軒天部 ③通気見切縁２１

　 ●小屋裏に通気できるよう、横胴縁と軒天材などを施工します。

　 ●センターサイディングを施工前に、Ｎ見切縁１８を図位置に取り付けます。

　 ●センターサイディング上端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材（ＡＢＫ８Ｑ０ＪＬ）を貼り付けます（※）

　 ●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

軒天材

専用釘

ＮＳ型段付バッカー材（※）

Ｎ見切縁１８

センターサイディング

軒天材

Ｎ見切縁１８

専用釘

センタ－サイディング

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

横胴縁90サイズ

横胴縁90サイズ

防水紙

防水紙

通気

　 （注）通気見切縁２１を使用する際は、ＮＳ型段付バッカー材は使用できません。

１０）オーバーハング部

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

ＮＳ型 横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

●防水紙はオーバーハング水切の上にかぶせて施工します。

●Ｎ端部カバーは、胴縁に５００㎜以下の間隔で、専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用いて水平

に留め付けます。

●Ｎ端部カバー下端とオーバーハング水切の間に、１０㎜の隙間を設けます。

●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

②オーバーハング水切＋Ｎ端部カバー

１０）オーバーハング部 ①オーバーハング水切

●防水紙はオーバーハング水切の上にかぶせて施工します。

●センターサイディング下端の芯材は、１０㎜程度取り除きます。

●センターサイディング下端とオーバーハング水切の間に、１０㎜の隙間を設けます。

●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

1
0

芯材を取り除く
(10程度)

横胴縁

オーバーハング水切

センターサイディング

防水紙
防水紙

横胴縁

専用釘

オーバーハング水切

センターサイディング

専用釘

1
0

センターサイディング

ＮＳ型段付バッカー材（※）

Ｎ端部カバー

専用釘

オーバーハング水切

横胴縁

オーバーハング水切

ＮＳ型段付バッカー材（※）

センターサイディング

Ｎ端部カバー

横胴縁

防水紙

軒天材

軒天材

防水紙

専用釘

軒天材軒天材

●センターサイディング下端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ端部カバーに差し込みます。（※）
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１１）下屋根部

木造軸組下地

下　地 木胴縁組留付方法 張り方向

釘 縦

②棟側　Ｎ端部カバー

●防水紙を雨押えの上にかぶせて施工します。

●Ｎ端部カバー下端と雨押えの間に、１０～１５㎜の隙間を設けます｡

　 に差し込みます。（※）

１１）下屋根部

●防水紙を雨押えの上にかぶせて施工します。

●センターサイディング下端の芯材を１０㎜程度取り除きます。

●センターサイディング下端と雨押えの間に、１０～１５㎜の隙間を設けます｡

●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

センターサイディング

下葺材

雨押え

横胴縁

防水紙

センターサイディング

芯材を取り除く
(10程度)

雨押え

防水紙

横胴縁

下葺材

専用釘

専用釘

1
0
～

1
5

センターサイディング

雨押え

防水紙

横胴縁

下葺材

1
0
～

1
5

1
0
～

1
5

Ｎ端部カバー

センターサイディング

防水紙

横胴縁

下葺材

雨押え

Ｎ端部カバー

ＮＳ型段付バッカー材（※）

ＮＳ型段付バッカー材（※）

専用釘

専用釘

①棟側

●センターサイディング下端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材（ＡＢＫ８Ｑ０ＪＫ）を貼り付け、Ｎ端部カバー

●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

ＮＳ型 横胴縁
＠500㎜以下

1
0
～

1
5
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１１）下屋根部

木造軸組下地

下　地 木胴縁組留付方法 張り方向

釘 縦

②棟側　Ｎ端部カバー

●防水紙を雨押えの上にかぶせて施工します。

●Ｎ端部カバー下端と雨押えの間に、１０～１５㎜の隙間を設けます｡

　 に差し込みます。（※）

１１）下屋根部

●防水紙を雨押えの上にかぶせて施工します。

●センターサイディング下端の芯材を１０㎜程度取り除きます。

●センターサイディング下端と雨押えの間に、１０～１５㎜の隙間を設けます｡

●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

センターサイディング

下葺材

雨押え

横胴縁

防水紙

センターサイディング

芯材を取り除く
(10程度)

雨押え

防水紙

横胴縁

下葺材

専用釘

専用釘

1
0
～

1
5

センターサイディング

雨押え

防水紙

横胴縁

下葺材

1
0
～

1
5

1
0
～

1
5

Ｎ端部カバー

センターサイディング

防水紙

横胴縁

下葺材

雨押え

Ｎ端部カバー

ＮＳ型段付バッカー材（※）

ＮＳ型段付バッカー材（※）

専用釘

専用釘

①棟側

●センターサイディング下端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材（ＡＢＫ８Ｑ０ＪＫ）を貼り付け、Ｎ端部カバー

●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

ＮＳ型 横胴縁
＠500㎜以下

1
0
～

1
5

木造軸組下地

下　地 木胴縁組留付方法 張り方向

釘 縦

１１）下屋根部 ④流れ側　Ｎ端部カバー

●防水紙を雨押えの上にかぶせて施工します。

●Ｎ端部カバー下端と雨押えの間に、１０～１５㎜の隙間を設けます｡

●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。なお、流れ

　 側にはＮＳ型段付バッカー材は不要です。

１１）下屋根部

●防水紙を雨押えの上にかぶせて施工します。

●センターサイディング下端の芯材を１０㎜程度取り除きます。

●センターサイディング下端と雨押えの間に、１０～１５㎜の隙間を設けます｡

●センターサイディングは、専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で実部に留め付けます。

センターサイディング 防水紙

横胴縁

雨押え

下葺材

防水紙

横胴縁

センターサイディング

芯材を取り除く(10㎜程度)

下葺材

雨押え

専用釘

専用釘

センターサイディング

専用釘

防水紙

雨押え

下葺材

Ｎ端部カバー

防水紙

横胴縁

センターサイディング

Ｎ端部カバー

雨押え

下葺材

専用釘

横胴縁

③流れ側

ＮＳ型 横胴縁
＠500㎜以下

1
0
～

1
5

1
0
～

1
5

1
0
～

1
5

1
0
～

1
5
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防耐火構造の大臣認定が必要な場合は､胴縁間隔や躯体サイズなど
大臣認定の別添に従い施工してください。

注　　意

５－３　納まり図

木造軸組下地 横張りその他の型

 　１）Ｍ型

 　２）ＦＮ型・ＳＴ型

 　３）iシリーズ・Ｆ型・ＦＢ型

 　４）Ｄ型

シン・スマートフラットはＭ型と同じ本体形状です。

木造軸組下地

下　地 木胴縁組（注）

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

出隅部 左右接合部 入隅部

　Ｍ型

上下接合部

土台部

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

縦胴縁

防水紙

専用釘

防水紙

1
0
～
1
5

縦胴縁

ヨコ用スターター

通気土台水切

7
1

軒天材

通気見切縁２１

専用釘

縦胴縁

専用釘

オーバーハング

水切

1
0

両面防水テープ

軒天材

縦胴縁

Ｍ型

防水紙

専用釘

Ｎ端部カバー

シーリング（開口両端部）

水抜き穴加工

（φ6㎜×300㎜間隔）

シーリング

Ｎ廻り縁カバー１８両端部

Ｎ廻り縁カバー

シーリング

防水紙

横胴縁

90サイズ

片面防水テープ(100幅)

鋼板止水部材

Ｓ廻り縁鋼板受け

サッシ

防水紙横胴縁90サイズ

シーリング

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

Ｎ廻り縁カバー１８

ニチハシーリング・バッカー材

防水紙サッシ

両面防水テープ

S廻り縁鋼板受け

縦胴縁90サイズ

シーリング

Ｎ廻り縁カバー１８

シーリング・バッカー材

50

ニチハシーリング

Ｎ廻り縁カバー１８

捨てシーリング

縦胴縁90サイズ

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用釘
捨てシーリング

防水紙

捨てシーリング

Ｓ目地カバー

縦胴縁90サイズ

専用釘

3程度

10以上

捨てシーリング

開口部周囲
廻り縁カバー仕様

防水紙

防水紙

縦胴縁90サイズ

入隅５０

Ｎ見切縁１８

追加下地

専用釘

捨て

シーリング捨てシーリング

Ｎ廻り縁カバー

Ｎ見切コーナー

Ｎ廻り縁カバー１８

廻り縁カバー周囲

シーリング

Ｓ目地鋼板受け１８

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

（注）Ｍ型で45分準耐火構造が必用な場合、認定上、胴縁間隔は４５５㎜以下となります。

Ｍ型の開口部は必ず
廻り縁カバーで施工
します。
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防耐火構造の大臣認定が必要な場合は､胴縁間隔や躯体サイズなど
大臣認定の別添に従い施工してください。

注　　意

５－３　納まり図

木造軸組下地 横張りその他の型

 　１）Ｍ型

 　２）ＦＮ型・ＳＴ型

 　３）iシリーズ・Ｆ型・ＦＢ型

 　４）Ｄ型

シン・スマートフラットはＭ型と同じ本体形状です。

木造軸組下地

下　地 木胴縁組（注）

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

出隅部 左右接合部 入隅部

　Ｍ型

上下接合部

土台部

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

縦胴縁

防水紙

専用釘

防水紙

1
0
～
1
5

縦胴縁

ヨコ用スターター

通気土台水切

7
1

軒天材

通気見切縁２１

専用釘

縦胴縁

専用釘

オーバーハング

水切

1
0

両面防水テープ

軒天材

縦胴縁

Ｍ型

防水紙

専用釘

Ｎ端部カバー

シーリング（開口両端部）

水抜き穴加工

（φ6㎜×300㎜間隔）

シーリング

Ｎ廻り縁カバー１８両端部

Ｎ廻り縁カバー

シーリング

防水紙

横胴縁

90サイズ

片面防水テープ(100幅)

鋼板止水部材

Ｓ廻り縁鋼板受け

サッシ

防水紙横胴縁90サイズ

シーリング

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

Ｎ廻り縁カバー１８

ニチハシーリング・バッカー材

防水紙サッシ

両面防水テープ

S廻り縁鋼板受け

縦胴縁90サイズ

シーリング

Ｎ廻り縁カバー１８

シーリング・バッカー材

50

ニチハシーリング

Ｎ廻り縁カバー１８

捨てシーリング

縦胴縁90サイズ

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用釘
捨てシーリング

防水紙

捨てシーリング

Ｓ目地カバー

縦胴縁90サイズ

専用釘

3程度

10以上

捨てシーリング

開口部周囲
廻り縁カバー仕様

防水紙

防水紙

縦胴縁90サイズ

入隅５０

Ｎ見切縁１８

追加下地

専用釘

捨て

シーリング捨てシーリング

Ｎ廻り縁カバー

Ｎ見切コーナー

Ｎ廻り縁カバー１８

廻り縁カバー周囲

シーリング

Ｓ目地鋼板受け１８

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

（注）Ｍ型で45分準耐火構造が必用な場合、認定上、胴縁間隔は４５５㎜以下となります。

Ｍ型の開口部は必ず
廻り縁カバーで施工
します。
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木造軸組下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

1
0
～

1
5

ヨコ用スターター

通気土台水切

通気見切縁２１

防水紙

捨てシーリング

Ｓ目地カバー

Ｓ目地鋼板受け１８

センターサイディング

縦胴縁90サイズ

専用釘

横胴縁90サイズ

センターサイディング

3
0

防水紙

両面防水テープ

専用釘

1
0

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用釘

センターサイディング
縦胴縁90サイズ

防水紙

両面防水テープ

サッシ

専用釘

Ｓ見切縁１８

1
0

センターサイディング

横胴縁90サイズ

Ｓ見切縁１８

サッシ
両面防水テープ

専用釘

専用釘

防水紙

縦胴縁

3
0

縦胴縁

専用釘

縦胴縁

防水紙

両面防水テープ

端部カバー

センター
サイディング

縦胴縁

防水紙

専用釘

専用釘

専用釘

縦胴縁

防水紙

センターサイディング

センターサイディング

縦胴縁

防水紙センターサイディング

捨てシーリング

捨て
シーリング

縦胴縁
90サイズ

Ｓ見切縁１８

専用釘

防水紙

縦胴縁
90サイズ

センターサイディング

捨てシーリング

開口まわり
一般仕様

Ｓ見切コーナー

ニチハシーリング

Ｓ見切縁１８

Ｓ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

入隅５０

上下接合部

土台部

オーバーハング
水切

軒天材

追加下地

防水紙

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

7
6

　iシリーズ・Ｆ型・ＦＢ型

シーリング

シーリング開口両端部

鋼板止水部材

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

50程度

シーリング

ニチハシーリング
バッカー材

シーリング

片面防水テープ

端部カバーまたはＳ見切縁１８
（水抜き穴加工・φ10×300㎜

間隔）

端部カバー
またはＳ見切縁１８
（水抜き穴加工・
φ10×300㎜間隔）

センター
サイディング

木造軸組下地

下　地 木胴縁組（注）

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

1
0
～
1
5

ヨコ用スターター

通気土台水切

通気見切縁２１

防水紙

捨てシーリング

S目地カバー

S目地鋼板受け

センター

サイディング

縦胴縁90サイズ

専用釘

横胴縁90サイズ

センターサイディング

3
0

防水紙

両面防水テープ

専用釘

1
0

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用釘

縦胴縁90サイズ

防水紙

両面防水テープ

ニチハシーリング

サッシ

専用釘

バッカー材

シーリングＮ見切縁１８

1
0

横胴縁90サイズ

Ｎ見切縁１８

サッシ
両面防水テープ

専用釘

防水紙

縦胴縁

ニチハシーリング

3
0

縦胴縁

専用釘

縦胴縁
防水紙

両面防水テープ

Ｎ端部カバー

センター

サイディング

縦胴縁

防水紙

専用釘

専用釘

専用釘

縦胴縁

防水紙

センターサイディング

縦胴縁

防水紙

捨てシーリング

捨て
シーリング

縦胴縁
90サイズ

Ｎ見切縁１８

専用釘

防水紙

縦胴縁
90サイズ

センターサイディング

捨てシーリング

開口まわり
一般仕様

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

入隅５０

上下接合部

土台部

オーバーハング
水切

軒天材

追加下地

防水紙

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

7
5

バッカー材

　ＦＮ型・ＳＴ型

シーリング

鋼板止水部材

シーリング開口両端部

シーリング

シーリング

片面防水テープ

Ｎ端部カバーまたはＮ見切縁１８
（水抜き穴加工・φ10×300㎜

間隔）

Ｎ端部カバーまたは
Ｎ見切縁１８
（水抜き穴加工・
φ10×300㎜間隔）

センターサイディング

センターサイディング

センターサイディング

センターサイディング

センター
サイディング
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木造軸組下地

下　地 木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

1
0
～

1
5

ヨコ用スターター

通気土台水切

通気見切縁２１

防水紙

捨てシーリング

Ｓ目地カバー

Ｓ目地鋼板受け１８

センターサイディング

縦胴縁90サイズ

専用釘

横胴縁90サイズ

センターサイディング

3
0

防水紙

両面防水テープ

専用釘

1
0

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用釘

センターサイディング
縦胴縁90サイズ

防水紙

両面防水テープ

サッシ

専用釘

Ｓ見切縁１８

1
0

センターサイディング

横胴縁90サイズ

Ｓ見切縁１８

サッシ
両面防水テープ

専用釘

専用釘

防水紙

縦胴縁

3
0

縦胴縁

専用釘

縦胴縁

防水紙

両面防水テープ

端部カバー

センター
サイディング

縦胴縁

防水紙

専用釘

専用釘

専用釘

縦胴縁

防水紙

センターサイディング

センターサイディング

縦胴縁

防水紙センターサイディング

捨てシーリング

捨て
シーリング

縦胴縁
90サイズ

Ｓ見切縁１８

専用釘

防水紙

縦胴縁
90サイズ

センターサイディング

捨てシーリング

開口まわり
一般仕様

Ｓ見切コーナー

ニチハシーリング

Ｓ見切縁１８

Ｓ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

入隅５０

上下接合部

土台部

オーバーハング
水切

軒天材

追加下地

防水紙

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

7
6

　iシリーズ・Ｆ型・ＦＢ型

シーリング

シーリング開口両端部

鋼板止水部材

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

50程度

シーリング

ニチハシーリング
バッカー材

シーリング

片面防水テープ

端部カバーまたはＳ見切縁１８
（水抜き穴加工・φ10×300㎜

間隔）

端部カバー
またはＳ見切縁１８
（水抜き穴加工・
φ10×300㎜間隔）

センター
サイディング

木造軸組下地

下　地 木胴縁組（注）

縦胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 横

1
0
～
1
5

ヨコ用スターター

通気土台水切

通気見切縁２１

防水紙

捨てシーリング

S目地カバー

S目地鋼板受け

センター

サイディング

縦胴縁90サイズ

専用釘

横胴縁90サイズ

センターサイディング

3
0

防水紙

両面防水テープ

専用釘

1
0

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用釘

縦胴縁90サイズ

防水紙

両面防水テープ

ニチハシーリング

サッシ

専用釘

バッカー材

シーリングＮ見切縁１８

1
0

横胴縁90サイズ

Ｎ見切縁１８

サッシ
両面防水テープ

専用釘

防水紙

縦胴縁

ニチハシーリング

3
0

縦胴縁

専用釘

縦胴縁
防水紙

両面防水テープ

Ｎ端部カバー

センター

サイディング

縦胴縁

防水紙

専用釘

専用釘

専用釘

縦胴縁

防水紙

センターサイディング

縦胴縁

防水紙

捨てシーリング

捨て
シーリング

縦胴縁
90サイズ

Ｎ見切縁１８

専用釘

防水紙

縦胴縁
90サイズ

センターサイディング

捨てシーリング

開口まわり
一般仕様

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

入隅５０

上下接合部

土台部

オーバーハング
水切

軒天材

追加下地

防水紙

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

7
5

バッカー材

　ＦＮ型・ＳＴ型

シーリング

鋼板止水部材

シーリング開口両端部

シーリング

シーリング

片面防水テープ

Ｎ端部カバーまたはＮ見切縁１８
（水抜き穴加工・φ10×300㎜

間隔）

Ｎ端部カバーまたは
Ｎ見切縁１８
（水抜き穴加工・
φ10×300㎜間隔）

センターサイディング

センターサイディング

センターサイディング

センターサイディング

センター
サイディング
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木造軸組下地

下　地 木胴縁組留付方法 張り方向

釘 横

1
0
～
1
5

ヨコ用スターター

通気土台水切

防水紙

捨てシーリング

Ｓ目地カバー

Ｓ目地鋼板受け１８
Ｄ型

縦胴縁90サイズ

専用釘

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用釘

専用釘

縦胴縁

防水紙

Ｄ型

縦胴縁

防水紙

Ｄ型

捨てシーリング

捨て
シーリング

縦胴縁
90サイズ

Ｓ見切縁１８

専用釘

防水紙

Ｄ型

捨てシーリング

出隅部 左右接合部 入隅部

入隅５０

上下接合部

土台部

Ｄ型

追加下地

Ｄ型
防水紙

開口部まわり
一般仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

縦胴縁
90サイズ

縦胴縁
＠500㎜以下

縦胴縁

横胴縁90サイズ

Ｄ型

防水紙

両面防水テープ

専用釘

1
0

Ｄ型

横胴縁90サイズ

Ｓ見切縁１８

サッシ
両面防水テープ

専用釘
専用釘

防水紙

縦胴縁

バッカー材

開口部左右側

シーリング

鋼板止水部材

片面防水テープ

ニチハシーリング

シーリング

Ｄ型 縦胴縁90サイズ

防水紙

両面防水テープ

サッシ

専用釘

Ｓ見切縁１８

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

Ｓ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度

Ｓ見切縁１８

Ｓ見切縁１８ シーリング

シーリング開口両端部

端部カバーまたはＳ見切縁１８
（水抜き穴加工・φ10×300㎜

間隔）

端部カバーまたは
Ｓ見切縁１８
（水抜き穴加工・
φ10×300㎜間隔）

専用釘

縦胴縁

防水紙

両面防水テープ

端部カバー

Ｄ型

縦胴縁

防水紙

専用釘

専用釘Ｄ型

オーバーハング

水切

軒天材

通気見切縁２１
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木造軸組下地

下　地 木胴縁組留付方法 張り方向

釘 横

1
0
～
1
5

ヨコ用スターター

通気土台水切

防水紙

捨てシーリング

Ｓ目地カバー

Ｓ目地鋼板受け１８
Ｄ型

縦胴縁90サイズ

専用釘

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用釘

専用釘

縦胴縁

防水紙

Ｄ型

縦胴縁

防水紙

Ｄ型

捨てシーリング

捨て
シーリング

縦胴縁
90サイズ

Ｓ見切縁１８

専用釘

防水紙

Ｄ型

捨てシーリング

出隅部 左右接合部 入隅部

入隅５０

上下接合部

土台部

Ｄ型

追加下地

Ｄ型
防水紙

開口部まわり
一般仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

縦胴縁
90サイズ

縦胴縁
＠500㎜以下

縦胴縁

横胴縁90サイズ

Ｄ型

防水紙

両面防水テープ

専用釘

1
0

Ｄ型

横胴縁90サイズ

Ｓ見切縁１８

サッシ
両面防水テープ

専用釘
専用釘

防水紙

縦胴縁

バッカー材

開口部左右側

シーリング

鋼板止水部材

片面防水テープ

ニチハシーリング

シーリング

Ｄ型 縦胴縁90サイズ

防水紙

両面防水テープ

サッシ

専用釘

Ｓ見切縁１８

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

Ｓ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度

Ｓ見切縁１８

Ｓ見切縁１８ シーリング

シーリング開口両端部

端部カバーまたはＳ見切縁１８
（水抜き穴加工・φ10×300㎜

間隔）

端部カバーまたは
Ｓ見切縁１８
（水抜き穴加工・
φ10×300㎜間隔）

専用釘

縦胴縁

防水紙

両面防水テープ

端部カバー

Ｄ型

縦胴縁

防水紙

専用釘

専用釘Ｄ型

オーバーハング

水切

軒天材

通気見切縁２１

防耐火構造の大臣認定が必要な場合は､胴縁間隔や躯体サイズなど

大臣認定の別添に従い施工してください。

注　　意

５－４　納まり図

木造軸組下地 縦張りその他の型

 　１）Ｍ型

 　２）ＦＮ型・ＳＴ型

 　３）iシリーズ・Ｆ型・ＦＢ型

 　４）Ａ型

スマートフラットＰＵはＭ型の納まりをご参照ください。
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木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

出隅部 左右接合部 入隅部

　Ｍ型

上下接合部

土台部

開口部周囲
廻り縁カバー仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

タテ用スターターまたは
Ｎ端部カバー(※)

専用釘

横胴縁

通気土台水切

防水紙

1
0
～

1
5

タテ用スターターまたは
Ｎ端部カバー

中間水切１８

横胴縁90サイズ

防水紙

専用釘

軒天材

通気見切縁２１

専用釘

防水紙横胴縁90サイズ

防水紙

横胴縁

専用釘

オーバーハング

水切

Ｍ型

軒天材

1
0

シーリング（開口両端部）

水抜き穴加工

（φ6㎜×300㎜間隔）

シーリング

Ｎ廻り縁カバー１８両端部

Ｎ廻り縁カバー

シーリング

防水紙

横胴縁

90サイズ

片面防水テープ(100幅)

鋼板止水部材

Ｓ廻り縁鋼板受け

サッシ

防水紙

横胴縁90サイズ

シーリング

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

Ｎ廻り縁カバー１８

ニチハシーリング・バッカー材

防水紙サッシ
両面防水テープ

S廻り縁鋼板受け

縦胴縁90サイズ

シーリングＮ廻り縁カバー１８

シーリング・バッカー材

縦胴縁
90サイズ

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８
捨てシーリング

防水紙

追加下地

30

3
0

横胴縁専用釘

防水紙
横胴縁
専用釘

防水紙

捨てシーリング

入隅５０捨てシーリング

Ｎ見切縁１８

縦胴縁90サイズ

横胴縁

追加下地

専用釘

追加下地

Ｎ端部カバー

　 ※タテ用スターターまたはＮ端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り

　　　除いても施工できます。また降水量の多い地域の土台部は鋼板製の

　　　部材を使用せず、芯材を取り除いてください。

50

ニチハシーリング

Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｎ見切コーナー

Ｎ廻り縁カバー１８

廻り縁カバー周囲
シーリング

Ｍ型の開口部は必ず
廻り縁カバーで施工
します。

（注）上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地向け）を使用すると防耐火構造認定の対象外となります。
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木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

出隅部 左右接合部 入隅部

　Ｍ型

上下接合部

土台部

開口部周囲
廻り縁カバー仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

タテ用スターターまたは
Ｎ端部カバー(※)

専用釘

横胴縁

通気土台水切

防水紙

1
0
～

1
5

タテ用スターターまたは
Ｎ端部カバー

中間水切１８

横胴縁90サイズ

防水紙

専用釘

軒天材

通気見切縁２１

専用釘

防水紙横胴縁90サイズ

防水紙

横胴縁

専用釘

オーバーハング

水切

Ｍ型

軒天材

1
0

シーリング（開口両端部）

水抜き穴加工

（φ6㎜×300㎜間隔）

シーリング

Ｎ廻り縁カバー１８両端部

Ｎ廻り縁カバー

シーリング

防水紙

横胴縁

90サイズ

片面防水テープ(100幅)

鋼板止水部材

Ｓ廻り縁鋼板受け

サッシ

防水紙

横胴縁90サイズ

シーリング

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

Ｎ廻り縁カバー１８

ニチハシーリング・バッカー材

防水紙サッシ
両面防水テープ

S廻り縁鋼板受け

縦胴縁90サイズ

シーリングＮ廻り縁カバー１８

シーリング・バッカー材

縦胴縁
90サイズ

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８
捨てシーリング

防水紙

追加下地

30

3
0

横胴縁専用釘

防水紙
横胴縁
専用釘

防水紙

捨てシーリング

入隅５０捨てシーリング

Ｎ見切縁１８

縦胴縁90サイズ

横胴縁

追加下地

専用釘

追加下地

Ｎ端部カバー

　 ※タテ用スターターまたはＮ端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り

　　　除いても施工できます。また降水量の多い地域の土台部は鋼板製の

　　　部材を使用せず、芯材を取り除いてください。

50

ニチハシーリング

Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｍ型

Ｎ見切コーナー

Ｎ廻り縁カバー１８

廻り縁カバー周囲
シーリング

Ｍ型の開口部は必ず
廻り縁カバーで施工
します。

（注）上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地向け）を使用すると防耐火構造認定の対象外となります。

木造軸組下地

下　地 木胴縁組（注）

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

1
0
～

1
5

横胴縁

通気土台水切

通気見切縁２１

センターサイディング

専用釘

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

捨てシーリング

センターサイディング

防水紙

サッシ

Ｎ見切縁１８

1
01
0

防水紙

Ｎ端部カバー
（※）

防水紙

専用釘

専用釘

横胴縁90サイズ

防水紙

センターサイディング

センターサイディング

防水紙

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー（※）

専用釘

捨て
シーリング

縦胴縁
90サイズ

防水紙

Ｎ見切縁１８

横胴縁
防水紙

縦胴縁
90サイズ

専用釘
捨てシーリング

出隅部 左右接合部 入隅部

入隅５０

上下接合部

土台部

オーバーハング水切

軒天材

追加下地

横胴縁90サイズ

センターサイディング

Ｎ端部カバーまたはＮ見切縁１８

（水抜き穴加工・φ10×300㎜

間隔）

防水紙

両面防水テープ

専用釘

センターサイディング

横胴縁90サイズ

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

専用釘

防水紙

センターサイディング

横胴縁

センターサイディング

1
0
～

1
5

防水紙

横胴縁

追加下地

センターサイディング

中間水切１８

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー

横胴縁90サイズ

専用釘

横胴縁

3
0

30 30

開口部まわり
一般仕様

　※Ｎ端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　 また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、芯材を

　　 取り除くかアルミ端部カバーを使用してください。

横胴縁

両面防水テープ

専用釘

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

センター

サイディング

センター

サイディング

　ＦＮ型・ＳＴ型

（注）ＦＮ型で45分準耐火構造が必用な場合、認定上、胴縁間隔は４５５㎜以下となります。
（注）上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地向け）を使用すると防耐火構造認定の対象外となります。

シーリング

鋼板止水部材

シーリング開口両端部

片面防水テープ

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８ シーリング

Ｎ端部カバーまたは

Ｎ見切縁１８

（水抜き穴加工・
φ10×300㎜間隔）



144

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
化
粧
幕
板

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

1
0
～

1
5

横胴縁

通気土台水切

通気見切縁２１

センターサイディング

専用釘

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

捨てシーリング

センターサイディング

防水紙

サッシ

Ｓ見切縁１８

1
0

防水紙

端部カバー（※）

センター
サイディング

防水紙

専用釘

専用釘

横胴縁90サイズ

防水紙

センターサイディング

センターサイディング

防水紙

端部カバー（※）

専用釘

捨て
シーリング

縦胴縁
90サイズ

防水紙

Ｓ見切縁１８

横胴縁
防水紙

縦胴縁
90サイズ

専用釘
捨てシーリング

Ｓ見切コーナー

ニチハシーリング

Ｓ見切縁１８

Ｓ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

入隅５０

上下接合部

土台部

オーバーハング水切

軒天材

追加下地

横胴縁90サイズ

センターサイディング

端部カバーまたはＳ見切縁１８

（水抜き穴加工・φ10×300㎜

間隔）

防水紙

両面防水テープ

専用釘

センターサイディング

横胴縁90サイズ

Ｓ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

専用釘

防水紙

センターサイディング

横胴縁

センターサイディング

1
0
～

1
5

防水紙

横胴縁

追加下地

センター
サイディング

センターサイディング

中間水切１８

端部カバー

横胴縁90サイズ

専用釘

横胴縁

3
0

30 30

開口部まわり
一般仕様

　※端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　 また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、芯材を

　　 取り除くかアルミ端部カバーを使用してください。

横胴縁

両面防水テープ

専用釘

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

　iシリーズ・Ｆ型・ＦＢ型

シーリング

鋼板止水部材

シーリング開口両端部

片面防水テープ

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

50程度

シーリング

端部カバー

またはＳ見切縁１８

（水抜き穴加工・
φ10×300㎜間隔）

（注）上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地向け）を使用すると防耐火構造認定の対象外となります。

1
0

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

1
0
～

1
5

横胴縁

通気土台水切

Ａ型

専用釘

専用釘

横胴縁90サイズ

防水紙

防水紙

端部カバー（※）

専用釘

縦胴縁
90サイズ

防水紙
入隅（付属部材）

横胴縁防水紙

縦胴縁
90サイズ

専用釘
捨てシーリング

出隅部 左右接合部 入隅部

入隅５０

上下接合部

土台部

追加下地

Ａ型

1
0
～

1
5

横胴縁

追加下地

中間水切１８

端部カバー

横胴縁

Ａ型

Ａ型

Ａ型

Ａ型

Ａ型

調整材

調整材

専用釘

出隅

防水紙

開口部まわり

一般仕様

　※端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　 また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、芯材を

　　 取り除くかアルミ端部カバーを使用してください。

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

横胴縁90サイズ

Ａ型

防水紙

両面防水テープ

専用釘

横胴縁90サイズ

Ｓ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

専用釘

防水紙

サッシ

Ｓ見切縁１８

Ｓ見切縁１８

調整材 Ａ型

横胴縁
防水紙

両面防水テープ

専用釘

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

Ａ型

シーリング

片面防水テープ

鋼板止水部材

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

ニチハシーリング

50程度

Ｓ見切縁１８

シーリング

端部カバーまたはＳ見切縁１８
（水抜き穴加工・φ10×300㎜

間隔）

シーリング開口両端部

端部カバー
またはＳ見切縁１８
（水抜き穴加工・
φ10×300㎜間隔）

通気見切縁２１

防水紙

端部カバー（※）

Ａ型

防水紙

専用釘

Ａ型

オーバーハング水切

軒天材

横胴縁

横胴縁90サイズ

専用釘

（注）上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地向け）を使用すると防耐火構造認定の対象外となります。

1
0
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木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

1
0
～

1
5

横胴縁

通気土台水切

通気見切縁２１

センターサイディング

専用釘

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

捨てシーリング

センターサイディング

防水紙

サッシ

Ｓ見切縁１８

1
0

防水紙

端部カバー（※）

センター
サイディング

防水紙

専用釘

専用釘

横胴縁90サイズ

防水紙

センターサイディング

センターサイディング

防水紙

端部カバー（※）

専用釘

捨て
シーリング

縦胴縁
90サイズ

防水紙

Ｓ見切縁１８

横胴縁
防水紙

縦胴縁
90サイズ

専用釘
捨てシーリング

Ｓ見切コーナー

ニチハシーリング

Ｓ見切縁１８

Ｓ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

入隅５０

上下接合部

土台部

オーバーハング水切

軒天材

追加下地

横胴縁90サイズ

センターサイディング

端部カバーまたはＳ見切縁１８

（水抜き穴加工・φ10×300㎜

間隔）

防水紙

両面防水テープ

専用釘

センターサイディング

横胴縁90サイズ

Ｓ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

専用釘

防水紙

センターサイディング

横胴縁

センターサイディング

1
0
～

1
5

防水紙

横胴縁

追加下地

センター
サイディング

センターサイディング

中間水切１８

端部カバー

横胴縁90サイズ

専用釘

横胴縁

3
0

30 30

開口部まわり
一般仕様

　※端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　 また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、芯材を

　　 取り除くかアルミ端部カバーを使用してください。

横胴縁

両面防水テープ

専用釘

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

　iシリーズ・Ｆ型・ＦＢ型

シーリング

鋼板止水部材

シーリング開口両端部

片面防水テープ

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

50程度

シーリング

端部カバー

またはＳ見切縁１８

（水抜き穴加工・
φ10×300㎜間隔）

（注）上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地向け）を使用すると防耐火構造認定の対象外となります。

1
0

木造軸組下地

下　地 木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

留付方法 張り方向

釘 縦

1
0
～

1
5

横胴縁

通気土台水切

Ａ型

専用釘

専用釘

横胴縁90サイズ

防水紙

防水紙

端部カバー（※）

専用釘

縦胴縁
90サイズ

防水紙
入隅（付属部材）

横胴縁防水紙

縦胴縁
90サイズ

専用釘
捨てシーリング

出隅部 左右接合部 入隅部

入隅５０

上下接合部

土台部

追加下地

Ａ型

1
0
～

1
5

横胴縁

追加下地

中間水切１８

端部カバー

横胴縁

Ａ型

Ａ型

Ａ型

Ａ型

Ａ型

調整材

調整材

専用釘

出隅

防水紙

開口部まわり

一般仕様

　※端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　 また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、芯材を

　　 取り除くかアルミ端部カバーを使用してください。

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

横胴縁90サイズ

Ａ型

防水紙

両面防水テープ

専用釘

横胴縁90サイズ

Ｓ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

専用釘

防水紙

サッシ

Ｓ見切縁１８

Ｓ見切縁１８

調整材 Ａ型

横胴縁
防水紙

両面防水テープ

専用釘

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

Ａ型

シーリング

片面防水テープ

鋼板止水部材

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

ニチハシーリング

50程度

Ｓ見切縁１８

シーリング

端部カバーまたはＳ見切縁１８
（水抜き穴加工・φ10×300㎜

間隔）

シーリング開口両端部

端部カバー
またはＳ見切縁１８
（水抜き穴加工・
φ10×300㎜間隔）

通気見切縁２１

防水紙

端部カバー（※）

Ａ型

防水紙

専用釘

Ａ型

オーバーハング水切

軒天材

横胴縁

横胴縁90サイズ

専用釘

（注）上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地向け）を使用すると防耐火構造認定の対象外となります。

1
0
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本施工方法は、防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。
注　　意

６　センターサイディング標準施工法

＜納まり図　鉄骨造　金属胴縁編＞

納まり詳細図　鉄骨下地横組　金属胴縁縦組　サイディング横張り  ６－　２

  ６－　３

  ６－　４

  ６－　５

納まり詳細図　鉄骨下地縦組　金属胴縁縦組　サイディング横張り

納まり詳細図　鉄骨下地横組　金属胴縁横組　サイディング縦張り

納まり詳細図　鉄骨下地縦組　金属胴縁横組　サイディング縦張り

  ６－　１ 施工手順
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本施工方法は、防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。
注　　意

６　センターサイディング標準施工法

＜納まり図　鉄骨造　金属胴縁編＞

納まり詳細図　鉄骨下地横組　金属胴縁縦組　サイディング横張り  ６－　２

  ６－　３

  ６－　４

  ６－　５

納まり詳細図　鉄骨下地縦組　金属胴縁縦組　サイディング横張り

納まり詳細図　鉄骨下地横組　金属胴縁横組　サイディング縦張り

納まり詳細図　鉄骨下地縦組　金属胴縁横組　サイディング縦張り

  ６－　１ 施工手順

　６－１　施工手順

６　センターサイディング標準施工法

＜横張り、縦張り共通の確認ポイント＞

　●鉄骨下地は柱を□-１００×１００×２．３㎜以上、その他の下地をＣ-１００×５０×２．３㎜以上または

　　 Ｃ-１００×５０×２０×１．６㎜以上とします。

　●鉄骨下地の間隔は６１０㎜以下とします。また、鉄骨下地の不陸は１．５㎜以下にします。

　　 （下地の不陸が大きい場合に本体表面に波うちが現れることがあります。外装材としての機能に影響は

　　 ありませんが、美観を低下させる要因となりますので、特にご注意ください。）

　●開口部のまわりにはＣ-１００×５０×２０×１．６㎜以上があることを確認してください。

＜本体が横張りの場合の確認ポイント＞

　●金属胴縁１５を垂直方向に配置します。

＜本体が縦張りの場合の確認ポイント＞

　●金属胴縁１５を水平方向に配置します。

　●通気土台水切は、胴縁組みの前に土台へ水平に留め付けます。

　●防水紙および両面防水テープを必ず使用してください。

　　 センターサイディングを使用した外壁の防水は、本体・防水紙・防水テープの各防水機能によって確保

　　 されます。強風・大雨時には、雨水が本体裏面に浸入する場合がありますので、必ず防水紙・防水テープ

　　 を施工してください。

　●防水紙は横張りを原則とし、下から上へと張り上げます。

　●通気層をふさがないように、たるみや剥がれがないようにします。

　●防水紙を下地に留め付ける際は、ステープルや両面防水テープまたは透湿防水シート用スプレーのりを

　　 使用します。

　●上下の重ね代は９０㎜以上、左右の重ね代は１５０㎜以上とします。

　●防水紙は土台部から張り上げます。土台部の水切立ち上がり下端から２０㎜程度の位置まで防水紙を

　　 重ね、両面防水テープで圧着します。（通気土台水切は水切についている両面テープに密着させます。）

　●出隅・入隅部などの隅角部は、特に隙間、破れなどの防水上の欠陥を生じさせないようにしてください。

　　 出隅部では両方向とも鉄骨下地幅程度重ねて留め付け、入隅部では両端の鉄骨下地があるところに

　　 留め付けます。

　●防水紙が破れた場合は張り直すか補修をしてください。

　●開口部まわりや換気口・配管まわりなどは両面防水テープで密着させます。また、サッシのツバと防水紙も

　　 両面防水テープで密着させます。

　●出隅・入隅には□-１００×１００×２．３㎜以上またはＣ-１００×５０×２０×１．６㎜以上ダブルを使用します。

手順①　鉄骨下地の確認

手順②　通気土台水切の取り付け

手順③　防水紙の施工

610以下

通気土台水切

両面防水テープ

610以下

通気土台水切 両面防水テープ

開口部などの防水紙は
両面防水テープで圧着する

入隅部は防水紙
二重張り
※入隅から1スパン分

張りのばす

入隅部は防水紙
二重張り
※両側150㎜程度

重ねる

開口部などの防水紙は
両面防水テープで

圧着する

＜鉄骨下地を垂直に組む場合＞ ＜鉄骨下地を水平に組む場合＞
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　６－１　施工手順

６　センターサイディング標準施工法

手順④　胴縁の施工

＜横張り、縦張り共通の施工ポイント＞

　●開口部まわりに金属胴縁１５を留め付けます。

＜本体が横張りの場合の施工ポイント＞

　●金属胴縁１５は垂直方向に防水紙の上から鉄骨下地に留め付けます。

　●金属胴縁１５の間隔は６１０㎜以下とします。積雪地域や強風地域などは、金属胴縁１５の留付間隔を

　　 狭めます。

＜本体が縦張りの場合の施工ポイント＞

　●金属胴縁１５は水平方向に防水紙の上から鉄骨下地に留め付けます。

　●金属胴縁１５の間隔は６１０㎜以下とします。積雪地域や強風地域などは、金属胴縁１５の留付間隔を

　　 狭めます。

610以下

610以下

金属胴縁１５
金属胴縁１５

開口部は金属胴縁１５を四周にまわす

＜金属胴縁１５を垂直に組む場合＞ ＜金属胴縁１５を水平に組む場合＞

開口部は金属胴縁１５を四周にまわす

注)防耐火構造とする場合、金属胴縁１５は使用できません。

手順⑤　墨出し

　●本体の働き幅で墨出しを行います。

手順⑥　先付け付属部材の施工（Ｓ出隅鋼板受け１８など）

　●出隅受け・Ｓ廻り縁受けなどの先付け付属部材は専用ビス３で金属胴縁１５に留め付けます。

　●受けなどの先付け付属部材の継ぎ部分はカバー（後付け付属部材）の浮き上がり防止のため、十分に

　　 押さえて固定します。

　●スターターは水準器などを用い、水平を確認します。

　●受けなどの先付け付属部材は、指定の部位に捨てシーリングを施工します。この際、捨てシーリングが

　　 浸入した水の排出を妨げないように注意してください。

　●中間水切１８は下側の本体を施工後に取り付けます。取り付け後、上側のセンターサイディングを施工

　します。

　●ケガ防止のため、付属品端部は板金加工を施します。

　●ビス打ちミスによる孔は、防水のため必ずシーリングでふさいでください。（防水のため、ビス頭にもシーリ

　　 ングを施工します。）

　６－１　施工手順

６　センターサイディング標準施工法

手順⑦　センターサイディング本体の施工

＜横張り、縦張り共通の施工ポイント＞

　●本体は専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

　●本体２枚ごとに働き幅と水平を確認してください。働き幅は製品ロットによって多少異なる場合があります。

　●Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型（糸目地タイプのセンターサイディング）では、内部応力による変形防止のため、強く

　　 押しつけながら差し込まないでください。
　●ビス打ちミスによる孔は、防水のため必ずシーリングでふさいでください。

＜本体が横張りの場合の施工ポイント＞

　●本体の嵌合部は雨水の横走り防止のため、本体左右端部から３０㎜程度の差し込み溝に捨てシーリング

　　 を施工します。

　●横張り時、軒天部で最上段のセンターサイディングは軒天までの寸法にあわせて長手方向に切断し、一旦

　　 見切縁などの奥（軒天側）まで差し込んでから、下段の本体に嵌合させます。

　●長手方向に切断した本体が反ることがありますので、本体の上部から下部へと押さえつけながら、本体

　　 上部を金属胴縁１５に表面からビス留めし、ビス頭に補修塗料を塗布します。

＜本体が縦張りの場合の施工ポイント＞

　●張り始めと張り終わりで本体の倒れを防止するため、必要に応じて先付け付属部材と本体裏面との間に

　　 調整材を入れます。

　●張り始めと張り終わりを金属胴縁１５に表面からビス留めし、ビス頭に補修塗料を塗布します。

手順⑧　後付け付属部材の施工（Ｓ出隅カバーなど）

　●カバーなどの後付け付属部材の差し込みが硬い場合は、当て木などをあて徐々に差し込んでください。

　　 直接たたくと変形や破損の原因になります。
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　６－１　施工手順

６　センターサイディング標準施工法

手順④　胴縁の施工

＜横張り、縦張り共通の施工ポイント＞

　●開口部まわりに金属胴縁１５を留め付けます。

＜本体が横張りの場合の施工ポイント＞

　●金属胴縁１５は垂直方向に防水紙の上から鉄骨下地に留め付けます。

　●金属胴縁１５の間隔は６１０㎜以下とします。積雪地域や強風地域などは、金属胴縁１５の留付間隔を

　　 狭めます。

＜本体が縦張りの場合の施工ポイント＞

　●金属胴縁１５は水平方向に防水紙の上から鉄骨下地に留め付けます。

　●金属胴縁１５の間隔は６１０㎜以下とします。積雪地域や強風地域などは、金属胴縁１５の留付間隔を

　　 狭めます。

610以下

610以下

金属胴縁１５
金属胴縁１５

開口部は金属胴縁１５を四周にまわす

＜金属胴縁１５を垂直に組む場合＞ ＜金属胴縁１５を水平に組む場合＞

開口部は金属胴縁１５を四周にまわす

注)防耐火構造とする場合、金属胴縁１５は使用できません。

手順⑤　墨出し

　●本体の働き幅で墨出しを行います。

手順⑥　先付け付属部材の施工（Ｓ出隅鋼板受け１８など）

　●出隅受け・Ｓ廻り縁受けなどの先付け付属部材は専用ビス３で金属胴縁１５に留め付けます。

　●受けなどの先付け付属部材の継ぎ部分はカバー（後付け付属部材）の浮き上がり防止のため、十分に

　　 押さえて固定します。

　●スターターは水準器などを用い、水平を確認します。

　●受けなどの先付け付属部材は、指定の部位に捨てシーリングを施工します。この際、捨てシーリングが

　　 浸入した水の排出を妨げないように注意してください。

　●中間水切１８は下側の本体を施工後に取り付けます。取り付け後、上側のセンターサイディングを施工

　します。

　●ケガ防止のため、付属品端部は板金加工を施します。

　●ビス打ちミスによる孔は、防水のため必ずシーリングでふさいでください。（防水のため、ビス頭にもシーリ

　　 ングを施工します。）

　６－１　施工手順

６　センターサイディング標準施工法

手順⑦　センターサイディング本体の施工

＜横張り、縦張り共通の施工ポイント＞

　●本体は専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

　●本体２枚ごとに働き幅と水平を確認してください。働き幅は製品ロットによって多少異なる場合があります。

　●Ｆ型、ＦＢ型、ＦＮ型（糸目地タイプのセンターサイディング）では、内部応力による変形防止のため、強く

　　 押しつけながら差し込まないでください。
　●ビス打ちミスによる孔は、防水のため必ずシーリングでふさいでください。

＜本体が横張りの場合の施工ポイント＞

　●本体の嵌合部は雨水の横走り防止のため、本体左右端部から３０㎜程度の差し込み溝に捨てシーリング

　　 を施工します。

　●横張り時、軒天部で最上段のセンターサイディングは軒天までの寸法にあわせて長手方向に切断し、一旦

　　 見切縁などの奥（軒天側）まで差し込んでから、下段の本体に嵌合させます。

　●長手方向に切断した本体が反ることがありますので、本体の上部から下部へと押さえつけながら、本体

　　 上部を金属胴縁１５に表面からビス留めし、ビス頭に補修塗料を塗布します。

＜本体が縦張りの場合の施工ポイント＞

　●張り始めと張り終わりで本体の倒れを防止するため、必要に応じて先付け付属部材と本体裏面との間に

　　 調整材を入れます。

　●張り始めと張り終わりを金属胴縁１５に表面からビス留めし、ビス頭に補修塗料を塗布します。

手順⑧　後付け付属部材の施工（Ｓ出隅カバーなど）

　●カバーなどの後付け付属部材の差し込みが硬い場合は、当て木などをあて徐々に差し込んでください。

　　 直接たたくと変形や破損の原因になります。
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６－２　納まり詳細図

鉄骨下地横組

 　１）基本構成図・下地組図

①通気見切縁２１

②Ｎ見切縁１８

 　２）主要部材一覧表

 　５）左右接合部

 　７）出隅部

 　８）開口部

通気土台水切 　３）土台部

 　４）上下接合部 嵌合

 　６）入隅部

 　９）軒天部

 １０）オーバーハング部

①上側　Ｎ端部カバー

②下側　Ｎ見切縁１８

③左右側　Ｎ見切縁１８

目地鋼板受け＋ＮＳ目地カバー

Ｎ見切縁１８

Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

金属胴縁縦組 サイディング横張り

オーバーハング水切＋Ｎ端部カバー

本施工方法は防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。
注　　意

１）基本構成図・下地組図

●鉄骨下地は６１０㎜以下の間隔とします。

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●防水紙は横張りとし、下から順に張り上げます。

●金属胴縁１５は６１０㎜以下の間隔で配置し、専用ビス１を使用して、６１０㎜以下の間隔で鉄骨下地に留め

　 付けます。

●センターサイディングは専用ビス２を用いて、金属胴縁１５に６１０㎜以下の間隔で留め付けます。

※本施工方法は防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。

２）主要部材一覧表

金属胴縁１５接合部用

【品番：KN2060】

材質：高耐食めっき鋼板　厚み：1.2㎜　長さ：2,990㎜

備考：専用ビス１で鉄骨下地へ固定

 ■金属胴縁１５接合部用

ステンレステクスネジ

【品番：JK1140】

材質：ステンレス

サイズ：φ4㎜×19㎜

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品 横

610以下

610以下

610以下

610以下

金属胴縁１５

角パイプ(100×100×2.3)

Ｃ形鋼(100×50×20×1.6～2.3)

防水紙

Ｎ見切縁１８

Ｓ出隅鋼板受け１８

 ■専用ビス１
　　（金属胴縁１５留付ビス）

目地鋼板受け

通気土台水切

センターサイディング
（図はＮＳ型）

ＮＳ目地カバー

Ｓ出隅カバー

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。
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６－２　納まり詳細図

鉄骨下地横組

 　１）基本構成図・下地組図

①通気見切縁２１

②Ｎ見切縁１８

 　２）主要部材一覧表

 　５）左右接合部

 　７）出隅部

 　８）開口部

通気土台水切 　３）土台部

 　４）上下接合部 嵌合

 　６）入隅部

 　９）軒天部

 １０）オーバーハング部

①上側　Ｎ端部カバー

②下側　Ｎ見切縁１８

③左右側　Ｎ見切縁１８

目地鋼板受け＋ＮＳ目地カバー

Ｎ見切縁１８

Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

金属胴縁縦組 サイディング横張り

オーバーハング水切＋Ｎ端部カバー

本施工方法は防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。
注　　意

１）基本構成図・下地組図

●鉄骨下地は６１０㎜以下の間隔とします。

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●防水紙は横張りとし、下から順に張り上げます。

●金属胴縁１５は６１０㎜以下の間隔で配置し、専用ビス１を使用して、６１０㎜以下の間隔で鉄骨下地に留め

　 付けます。

●センターサイディングは専用ビス２を用いて、金属胴縁１５に６１０㎜以下の間隔で留め付けます。

※本施工方法は防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。

２）主要部材一覧表

金属胴縁１５接合部用

【品番：KN2060】

材質：高耐食めっき鋼板　厚み：1.2㎜　長さ：2,990㎜

備考：専用ビス１で鉄骨下地へ固定

 ■金属胴縁１５接合部用

ステンレステクスネジ

【品番：JK1140】

材質：ステンレス

サイズ：φ4㎜×19㎜

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品 横

610以下

610以下

610以下

610以下

金属胴縁１５

角パイプ(100×100×2.3)

Ｃ形鋼(100×50×20×1.6～2.3)

防水紙

Ｎ見切縁１８

Ｓ出隅鋼板受け１８

 ■専用ビス１
　　（金属胴縁１５留付ビス）

目地鋼板受け

通気土台水切

センターサイディング
（図はＮＳ型）

ＮＳ目地カバー

Ｓ出隅カバー

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。
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２）主要部材一覧表

※各工法の納まり図例にて使用される主要な部材例です。（2024年2月時点）

その他の部材および各部材の最新情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品 横

■専用ビス３
　 (付属部材留付ビス)

平頭ねじ

材質：ステンレス

サイズ：φ4.8㎜×13㎜

軒天部、笠木部などおよび補強工法での

センターサイディング表面留め用ビス

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×27㎜

■専用ビス４
　 (表面留付ビス）

■専用ビス２
　 （本体留付ビス）

ステンレステクスネジ

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×10㎜

■出隅カバー

Ｓ出隅カバー

【品番：ADS2****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

■出隅鋼板受け

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

■見切縁 ■端部カバー ■目地カバー

NＳ目地カバー

【品番：AMJ3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

■目地受け

目地鋼板受け

【品番：AMU6F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

■スターター

ヨコ用スターター

【品番：AST2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

長さ ：3,030㎜

【品番：JK1510】 【品番：KN65】 【品番：JK1740】

ステンレスドリルビス

水抜き穴：
φ10㎜ @300㎜

■片ハットジョイナー１０

片ハットジョイナー１０

【品番：FHK1110R】
材質：フッ素樹脂コート高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜、長さ：2,000㎜

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

【品番：AMKHF0**】

Ｎ端部カバー

【品番：AMKFF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

【品番：AMKGF0**】

Ｎ見切縁１８

【品番：AMKEF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜働き長さ：3,030㎜

働き長さ：3,030㎜

■鋼鈑止水部材

鋼板止水部材

【品番：KE5100】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜
8
0

EPDM
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２）主要部材一覧表

※各工法の納まり図例にて使用される主要な部材例です。（2024年2月時点）

その他の部材および各部材の最新情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品 横

■専用ビス３
　 (付属部材留付ビス)

平頭ねじ

材質：ステンレス

サイズ：φ4.8㎜×13㎜

軒天部、笠木部などおよび補強工法での

センターサイディング表面留め用ビス

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×27㎜

■専用ビス４
　 (表面留付ビス）

■専用ビス２
　 （本体留付ビス）

ステンレステクスネジ

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×10㎜

■出隅カバー

Ｓ出隅カバー

【品番：ADS2****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

■出隅鋼板受け

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

■見切縁 ■端部カバー ■目地カバー

NＳ目地カバー

【品番：AMJ3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

■目地受け

目地鋼板受け

【品番：AMU6F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

■スターター

ヨコ用スターター

【品番：AST2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

長さ ：3,030㎜

【品番：JK1510】 【品番：KN65】 【品番：JK1740】

ステンレスドリルビス

水抜き穴：
φ10㎜ @300㎜

■片ハットジョイナー１０

片ハットジョイナー１０

【品番：FHK1110R】
材質：フッ素樹脂コート高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜、長さ：2,000㎜

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

【品番：AMKHF0**】

Ｎ端部カバー

【品番：AMKFF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

【品番：AMKGF0**】

Ｎ見切縁１８

【品番：AMKEF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜働き長さ：3,030㎜

働き長さ：3,030㎜

■鋼鈑止水部材

鋼板止水部材

【品番：KE5100】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

8
0

EPDM

 

３）土台部

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 縦

●通気土台水切は、胴縁組みの前に鉄骨下地へ５００㎜以下の間隔で専用ビス３を用いて水平に留め付け
　 ます。

●金属胴縁１５は鉄骨下地に専用ビス１を使用し、６１０㎜以下の間隔で留め付けます。

●ヨコ用スターターは専用ビス３を用いて金属胴縁１５ごとに水平に留め付けます。

●センターサイディング下端と通気土台水切の間に、１０～１５㎜の隙間を設けます。

●センターサイディングは専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

通気土台水切

防水紙

　センターサイディング
　１８㎜厚品 横

センターサイディング（図はＮＳ型）

専用ビス３

通気土台水切

ヨコ用スターター

金属胴縁１５

両面テープ

鉄骨下地 鉄骨下地

専用ビス１

専用ビス１

金属胴縁１５

防水紙

ヨコ用スターター

専用ビス３

センターサイディング
（図はＮＳ型）

通気土台水切

1
0
～

1
5

両面テープ

（※）

※吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 縦

４）上下接合部

　センターサイディング
　１８㎜厚品 横

●センターサイディングは実を確実に嵌合させ、専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

●本体２枚ごとに働き幅と水平を確認しながら施工します。

５）左右接合部

●目地鋼板受けは専用ビス３で取り付け、両側端部に捨てシーリングを施工します。

●センターサイディングは専用ビス２で留め付けます。センターサイディングと目地鋼板受けは図のように３㎜

　 程度隙間を設けます。

●ＮＳ目地カバーを目地鋼板受けに差し込みます。

防水紙

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

専用ビス２

専用ビス１

専用ビス２

防水紙

金属胴縁１５

鉄骨下地

捨てシーリング

専用ビス２

捨てシーリング

ＮＳ目地カバー

防水紙

専用ビス３

専用ビス１

鉄骨下地

金属胴縁１５

目地鋼板受け

ＮＳ目地カバー

鉄骨下地

目地鋼板受け

金属胴縁１５

鉄骨下地

専用ビス１

専用ビス１

専用ビス３

捨てシーリング

嵌合

目地鋼板受け＋ＮＳ目地カバー

3程度
センターサイディング

（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 縦

４）上下接合部

　センターサイディング
　１８㎜厚品 横

●センターサイディングは実を確実に嵌合させ、専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

●本体２枚ごとに働き幅と水平を確認しながら施工します。

５）左右接合部

●目地鋼板受けは専用ビス３で取り付け、両側端部に捨てシーリングを施工します。

●センターサイディングは専用ビス２で留め付けます。センターサイディングと目地鋼板受けは図のように３㎜

　 程度隙間を設けます。

●ＮＳ目地カバーを目地鋼板受けに差し込みます。

防水紙

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

専用ビス２

専用ビス１

専用ビス２

防水紙

金属胴縁１５

鉄骨下地

捨てシーリング

専用ビス２

捨てシーリング

ＮＳ目地カバー

防水紙

専用ビス３

専用ビス１

鉄骨下地

金属胴縁１５

目地鋼板受け

ＮＳ目地カバー

鉄骨下地

目地鋼板受け

金属胴縁１５

鉄骨下地

専用ビス１

専用ビス１

専用ビス３

捨てシーリング

嵌合

目地鋼板受け＋ＮＳ目地カバー

3程度
センターサイディング

（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 縦

６）入隅部

　センターサイディング
　１８㎜厚品 横

●入隅５０を取り付け、両側端部に捨てシーリングを施工します。

●各センターサイディングの端部は必要に応じて、ＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

●センターサイディングは専用ビス２で留め付けます。

防水紙

金属胴縁１５

捨てシーリング

入隅５０

Ｎ見切縁１８

通気土台水切

センターサイディング

（図はＮＳ型）

専用ビス３

ヨコ用スターター

ＮＳ型段付バッカー材（※）

防水紙
専用ビス２

専用ビス１
捨てシーリング

Ｎ見切縁１８

捨てシーリング

鉄骨下地

両面テープ

Ｎ見切縁１８

●最上段のセンターサイディングは通気見切縁２１に差し込み、表面から専用ビス４で留め付けます。

センターサイディング
（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

防水紙

金属胴縁１５ Ｎ見切縁１８

通気見切縁２１

センターサイディング

（図はＮＳ型）

ＮＳ型段付バッカー材（※）

捨てシーリング

入隅５０

通気見切縁２１入隅
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 縦

７）出隅部

　センターサイディング
　１８㎜厚品 横

センターサイディング
（図はＮＳ型）

鉄骨下地

専用ビス２

専用ビス１専用ビス３

金属胴縁１５

Ｓ出隅鋼板受け１８

捨てシーリング

Ｓ出隅カバー

捨てシーリング

●Ｓ出隅鋼板受け１８は専用ビス３を用いて、通気土台水切から１０～１５㎜の隙間を設けて取り付けます。

●Ｓ出隅鋼板受け１８の両側端部に捨てシーリングを施工します。

●ヨコ用スターターをＳ出隅鋼板受け１８から１０㎜程度離して取り付けます。

●各センターサイディング端部に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

●センターサイディングは専用ビス２で留め付けます。

●Ｓ出隅カバーをＳ出隅鋼板受け１８に差し込みます。

Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

●最上段のセンターサイディングは通気見切縁２１に差し込み、表面から専用ビス４で留め付けます。

防水紙

金属胴縁１５

ＮＳ型段付バッカー材（※）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

ヨコ用スターター

捨てシーリング

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

通気土台水切

専用ビス３

防水紙

センターサイディング

（図はＮＳ型）

鉄骨下地

通気見切縁２１

ＮＳ型段付バッカー材（※）

捨てシーリング

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

金属胴縁１５通気見切縁２１出隅

10程度
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 縦

７）出隅部

　センターサイディング
　１８㎜厚品 横

センターサイディング
（図はＮＳ型）

鉄骨下地

専用ビス２

専用ビス１専用ビス３

金属胴縁１５

Ｓ出隅鋼板受け１８

捨てシーリング

Ｓ出隅カバー

捨てシーリング

●Ｓ出隅鋼板受け１８は専用ビス３を用いて、通気土台水切から１０～１５㎜の隙間を設けて取り付けます。

●Ｓ出隅鋼板受け１８の両側端部に捨てシーリングを施工します。

●ヨコ用スターターをＳ出隅鋼板受け１８から１０㎜程度離して取り付けます。

●各センターサイディング端部に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

●センターサイディングは専用ビス２で留め付けます。

●Ｓ出隅カバーをＳ出隅鋼板受け１８に差し込みます。

Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

●最上段のセンターサイディングは通気見切縁２１に差し込み、表面から専用ビス４で留め付けます。

防水紙

金属胴縁１５

ＮＳ型段付バッカー材（※）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

ヨコ用スターター

捨てシーリング

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

通気土台水切

専用ビス３

防水紙

センターサイディング

（図はＮＳ型）

鉄骨下地

通気見切縁２１

ＮＳ型段付バッカー材（※）

捨てシーリング

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

金属胴縁１５通気見切縁２１出隅

10程度

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品 横

８）開口部

ニチハシーリング
サッシ

鉄骨下地

両面防水テープ

防水紙

金属胴縁１５

専用ビス１

片ハットジョイナー１０

Ｎ見切縁１８

サッシ

片ハットジョイナー１０

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

シーリング

両面防水テープ

専用ビス１

専用ビス２

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス４

ＣＳバッカー材（※）

ＣＳバッカー材（※）

②下側　Ｎ見切縁１８

●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

●Ｎ見切縁１８とサッシとの取り合い部は、片ハットジョイナー１０を施工します。

●センターサイディング上端が柄凹部となる場合は、必要に応じてＣＳバッカー材を貼り付け、Ｎ見切縁１８に

　 差し込みます。（※）

●センターサイディングを表面から留め付ける場合は、専用ビス４で留め付けます。

●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部は、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

シーリング

８）開口部

防水紙

専用ビス２

金属胴縁１５

専用ビス１

鉄骨下地

センターサイディング
（図はＮＳ型）

Ｎ端部カバー（注）

サッシ

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス２
金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１

サッシ

Ｎ端部カバー（注）

1
0
程

度

両面防水テープ

両面防水テープ

50程度

専用ビス３

ＣＳバッカー材（※）

ニチハシーリング

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●金属胴縁１５を図のように施工後、鋼板止水部材を金属胴縁１５に取り付けます。

　 ●開口部上側は水抜き穴のあるＮ端部カバーを使用します。見切縁を使用する場合は、水抜き穴（φ１０㎜×

　 　 ３００㎜間隔）を現場加工します。

　 ●Ｎ端部カバーとサッシとの取り合い部に、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

　 ●センターサイディング下端が柄凹部となる場合は、ＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

　 ●サッシ上部は、端部から５０㎜程度、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを施工します。

①上側　Ｎ端部カバー

ＣＳバッカー材（※）

シーリング

シーリング

鋼板止水部材
（注）水抜き穴のない見切縁を使用する際は、

　　 全てニチハシーリングを充填します。

鋼板止水部材

専用ビス３
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品 横

９）軒天部 ①通気見切縁２１

●センターサイディング施工前に、通気見切縁２１を図の位置に取り付けます。

●センターサイディングを表面から留め付ける場合は、専用ビス４で胴縁ごとに留め付けます。

　 ●センターサイディング端部にＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ見切縁１８に差し込みます。（※）

防水紙

鉄骨下地

金属胴縁１５

専用ビス２

防水紙

専用ビス４
専用ビス１

鉄骨下地

通気見切縁２１

センターサイディング
（図はＮＳ型）

通気

通気見切縁２１

専用ビス４

センターサイディング
（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

専用ビス２

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●Ｎ見切縁１８とサッシの取り合い部は、バッカー材を取り付けます。

　 ●Ｎ見切縁１８に、図のように捨てシーリングを施工します。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部は、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

８）開口部 ③左右側　Ｎ見切縁１８

サッシ

バッカー材

両面防水テープ

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

捨てシーリング

センターサイディング
（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

防水紙

鉄骨下地

センターサイディング
（図はＮＳ型）

防水紙

鉄骨下地

専用ビス２

専用ビス１

Ｎ見切縁１８

ニチハシーリング

金属胴縁１５

サッシ
バッカー材

シーリング

シーリング
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品 横

９）軒天部 ①通気見切縁２１

●センターサイディング施工前に、通気見切縁２１を図の位置に取り付けます。

●センターサイディングを表面から留め付ける場合は、専用ビス４で胴縁ごとに留め付けます。

　 ●センターサイディング端部にＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ見切縁１８に差し込みます。（※）

防水紙

鉄骨下地

金属胴縁１５

専用ビス２

防水紙

専用ビス４
専用ビス１

鉄骨下地

通気見切縁２１

センターサイディング
（図はＮＳ型）

通気

通気見切縁２１

専用ビス４

センターサイディング
（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

専用ビス２

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●Ｎ見切縁１８とサッシの取り合い部は、バッカー材を取り付けます。

　 ●Ｎ見切縁１８に、図のように捨てシーリングを施工します。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部は、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

８）開口部 ③左右側　Ｎ見切縁１８

サッシ

バッカー材

両面防水テープ

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

捨てシーリング

センターサイディング
（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

防水紙

鉄骨下地

センターサイディング
（図はＮＳ型）

防水紙

鉄骨下地

専用ビス２

専用ビス１

Ｎ見切縁１８

ニチハシーリング

金属胴縁１５

サッシ
バッカー材

シーリング

シーリング

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品 横

９）軒天部

●通気が小屋裏へ抜けるように軒天工事前に先行して、防水紙張りと胴縁下地組みを行います。

●センターサイディング上端が柄凹部となる場合は、必要に応じてＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

●センターサイディングをＮ見切縁１８に差し込み、専用ビス４で胴縁ごとに表面から留め付けます。

②Ｎ見切縁１８

１０）オーバーハング部

専用ビス２

金属胴縁１５

防水紙

鉄骨下地

Ｎ端部カバー

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１

専用ビス２

Ｎ端部カバー

オーバーハング水切

両面防水テープ

オーバーハング水切

ＣＳバッカー材（※）

ＣＳバッカー材（※）

1
0

●防水紙はオーバーハング水切の上にかぶせて施工し、両面防水テープで防水紙を貼り付けます。

●センターサイディング下端が柄凹部となる場合は、必要に応じてＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

●Ｎ端部カバーとオーバーハング水切の間に、１０㎜の隙間を設けます。

オーバーハング水切＋Ｎ端部カバー

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

Ｎ見切縁１８

専用ビス２

センターサイディング

（図ＮＳ型）

防水紙

鉄骨下地

金属胴縁１５

専用ビス４

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス４

専用ビス１

鉄骨下地

Ｎ見切縁１８

センターサイディング
（図はＮＳ型）

通気

ＣＳバッカー材（※）
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６－３　納まり詳細図

鉄骨下地縦組

 　１）基本構成図・下地組図

①通気見切縁２１

②Ｎ見切縁１８

 　２）主要部材一覧表

 　５）左右接合部

 　７）出隅部

 　８）開口部

通気土台水切 　３）土台部

 　４）上下接合部 嵌合

 　６）入隅部

 　９）軒天部

 １０）オーバーハング部

①上側　Ｎ端部カバー

②下側　Ｎ見切縁１８

③左右側　Ｎ見切縁１８

目地鋼板受け＋ＮＳ目地カバー

Ｎ見切縁１８

Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

金属胴縁縦組 サイディング横張り

オーバーハング水切＋Ｎ端部カバー

本施工方法は防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。
注　　意
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６－３　納まり詳細図

鉄骨下地縦組

 　１）基本構成図・下地組図

①通気見切縁２１

②Ｎ見切縁１８

 　２）主要部材一覧表

 　５）左右接合部

 　７）出隅部

 　８）開口部

通気土台水切 　３）土台部

 　４）上下接合部 嵌合

 　６）入隅部

 　９）軒天部

 １０）オーバーハング部

①上側　Ｎ端部カバー

②下側　Ｎ見切縁１８

③左右側　Ｎ見切縁１８

目地鋼板受け＋ＮＳ目地カバー

Ｎ見切縁１８

Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

金属胴縁縦組 サイディング横張り

オーバーハング水切＋Ｎ端部カバー

本施工方法は防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。
注　　意

１）基本構成図・下地組図

２）主要部材一覧表

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 縦 横
　センターサイディング
　１８㎜厚品

●鉄骨下地は６１０㎜以下の間隔とします。

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●防水紙は横張りとし、下から順に張り上げます。

●金属胴縁１５は６１０㎜以下の間隔で配置し、専用ビス１を使用して、６１０㎜以下の間隔で鉄骨下地に

　 留め付けます。

●センターサイディングは専用ビス２を用いて、金属胴縁１５に６１０㎜以下の間隔で留め付けます。

※本施工方法は防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。

金属胴縁１５接合部用

【品番：KN2060】

材質：高耐食めっき鋼板　厚み：1.2㎜　長さ：2,990㎜

備考：専用ビス１で鉄骨下地へ固定

 ■金属胴縁１５接合部用

ステンレステクスネジ

【品番：JK1140】

材質：ステンレス

サイズ：φ4㎜×19㎜

 ■専用ビス１
　　（金属胴縁１５留付ビス）

（図はＮＳ型）
センターサイディング

金属胴縁１５

角パイプ(100×100×2.3)

Ｃ形鋼(100×50×20×1.6～2.3)

防水紙

610以下

610以下

目地鋼板受け

ＮＳ目地カバー

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

通気土台水切

Ｎ見切縁１８

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。
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２）主要部材一覧表

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品 横

平頭ねじ

材質：ステンレス

サイズ：φ4.8㎜×13㎜

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×27㎜

ステンレステクスネジ

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×10㎜

■出隅カバー

Ｓ出隅カバー

【品番：ADS2****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

■出隅鋼板受け

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

働き長さ：3,030㎜

■目地カバー

NＳ目地カバー

【品番：AMJ3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

■目地受け

目地鋼板受け

【品番：AMU6F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

働き長さ：3,030㎜

■スターター

ヨコ用スターター

【品番：AST2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

長さ ：3,030㎜

【品番：JK1510】 【品番：KN65】 【品番：JK1740】

ステンレスドリルビス

※各工法の納まり図例にて使用される主要な部材例です。（2024年2月時点）

その他の部材および各部材の最新情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

■専用ビス２
　 （本体留付ビス）

■専用ビス３
　 (付属部材留付ビス)

軒天部、笠木部などおよび補強工法での

センターサイディング表面留め用ビス

■専用ビス４
　 (表面留付ビス）

■見切縁 ■端部カバー

【品番：AMKEF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

【品番：AMKFF0**】

Ｎ見切縁１８ Ｎ端部カバー

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

水抜き穴：
φ10㎜ @300㎜

■片ハットジョイナー１０

片ハットジョイナー１０

【品番：FHK1110R】
材質：フッ素樹脂コート高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜、長さ：2,000㎜

鋼板止水部材

【品番：KE5100】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜
8
0

EPDM

■鋼板止水部材

【品番：AMKGF0**】 【品番：AMKHF0**】
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２）主要部材一覧表

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品 横

平頭ねじ

材質：ステンレス

サイズ：φ4.8㎜×13㎜

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×27㎜

ステンレステクスネジ

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×10㎜

■出隅カバー

Ｓ出隅カバー

【品番：ADS2****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

■出隅鋼板受け

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

働き長さ：3,030㎜

■目地カバー

NＳ目地カバー

【品番：AMJ3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

■目地受け

目地鋼板受け

【品番：AMU6F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

働き長さ：3,030㎜

■スターター

ヨコ用スターター

【品番：AST2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

長さ ：3,030㎜

【品番：JK1510】 【品番：KN65】 【品番：JK1740】

ステンレスドリルビス

※各工法の納まり図例にて使用される主要な部材例です。（2024年2月時点）

その他の部材および各部材の最新情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

■専用ビス２
　 （本体留付ビス）

■専用ビス３
　 (付属部材留付ビス)

軒天部、笠木部などおよび補強工法での

センターサイディング表面留め用ビス

■専用ビス４
　 (表面留付ビス）

■見切縁 ■端部カバー

【品番：AMKEF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

【品番：AMKFF0**】

Ｎ見切縁１８ Ｎ端部カバー

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

水抜き穴：
φ10㎜ @300㎜

■片ハットジョイナー１０

片ハットジョイナー１０

【品番：FHK1110R】
材質：フッ素樹脂コート高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜、長さ：2,000㎜

鋼板止水部材

【品番：KE5100】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

8
0

EPDM

■鋼板止水部材

【品番：AMKGF0**】 【品番：AMKHF0**】

３）土台部

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 縦

通気土台水切

横
　センターサイディング
　１８㎜厚品

●通気土台水切は、胴縁組みの前に、鉄骨下地へ５００㎜以下の間隔で専用ビス３を用いて水平に留め付け
　 ます。

●金属胴縁１５は鉄骨下地に専用ビス１を使用し、６１０㎜以下の間隔で留め付けます。

●ヨコ用スターターは専用ビス３で金属胴縁１５ごとに水平に留め付けます。

●センターサイディング下端と通気土台水切の間に、１０～１５㎜の隙間を設けます。

●センターサイディングを専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

防水紙

センターサイディング（図はＮＳ型）

専用ビス３

通気土台水切

ヨコ用スターター

金属胴縁１５

両面テープ

鉄骨下地 鉄骨下地

専用ビス１

専用ビス１

金属胴縁１５

防水紙

ヨコ用スターター

専用ビス３

センターサイディング
（図はＮＳ型）

通気土台水切

両面テープ

（※）

※吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

1
0
～

1
5
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 縦

４）上下接合部

横

５）左右接合部

　センターサイディング
　１８㎜厚品

●目地鋼板受けは専用ビス３で取り付け、両側端部に捨てシーリングを施工します。

●センターサイディングは専用ビス２で留め付けます。センターサイディングと目地鋼板受けは図のように３㎜

　 程度隙間を設けます。

●ＮＳ目地カバーを目地鋼板受けに差し込みます。

防水紙

捨てシーリング

専用ビス２

捨てシーリング

ＮＳ目地カバー

防水紙

専用ビス３

専用ビス１

鉄骨下地

金属胴縁１５

目地鋼板受け

ＮＳ目地カバー

目地鋼板受け

金属胴縁１５

鉄骨下地

専用ビス１

専用ビス３

捨てシーリング

3程度

●センターサイディングは実を確実に嵌合させ、専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

●本体２枚ごとに働き幅と水平を確認しながら施工します。

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）金属胴縁１５

専用ビス２

専用ビス１

専用ビス２

防水紙

金属胴縁１５

鉄骨下地

鉄骨下地

専用ビス１

目地鋼板受け＋ＮＳ目地カバー

嵌合
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 縦

４）上下接合部

横

５）左右接合部

　センターサイディング
　１８㎜厚品

●目地鋼板受けは専用ビス３で取り付け、両側端部に捨てシーリングを施工します。

●センターサイディングは専用ビス２で留め付けます。センターサイディングと目地鋼板受けは図のように３㎜

　 程度隙間を設けます。

●ＮＳ目地カバーを目地鋼板受けに差し込みます。

防水紙

捨てシーリング

専用ビス２

捨てシーリング

ＮＳ目地カバー

防水紙

専用ビス３

専用ビス１

鉄骨下地

金属胴縁１５

目地鋼板受け

ＮＳ目地カバー

目地鋼板受け

金属胴縁１５

鉄骨下地

専用ビス１

専用ビス３

捨てシーリング

3程度

●センターサイディングは実を確実に嵌合させ、専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

●本体２枚ごとに働き幅と水平を確認しながら施工します。

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）金属胴縁１５

専用ビス２

専用ビス１

専用ビス２

防水紙

金属胴縁１５

鉄骨下地

鉄骨下地

専用ビス１

目地鋼板受け＋ＮＳ目地カバー

嵌合

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 縦

６）入隅部

横
　センターサイディング
　１８㎜厚品

●入隅５０を取り付け、両側端部に捨てシーリングを施工します。

●各センターサイディングの端部は必要に応じて、ＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

●センターサイディングは専用ビス２で留め付けます。

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

防水紙

金属胴縁１５

金属胴縁１５

捨てシーリング

入隅５０

Ｎ見切縁１８

通気土台水切

専用ビス３

ヨコ用スターター

ＮＳ型段付バッカー材（※）

防水紙
専用ビス２

専用ビス１

捨てシーリング

Ｎ見切縁１８

捨てシーリング

鉄骨下地

両面テープ

●最上段のセンターサイディングは通気見切縁２１に差し込み、表面から専用ビス４で留め付けます。

防水紙

金属胴縁１５ Ｎ見切縁１８

通気見切縁２１

センターサイディング

（図はＮＳ型）

ＮＳ型段付バッカー材（※）

捨てシーリング

入隅５０

通気見切縁２１入隅

Ｎ見切縁１８
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 縦

７）出隅部

横
　センターサイディング
　１８㎜厚品

●Ｓ出隅鋼板受け１８は専用ビス３を用いて、通気土台水切から１０～１５㎜の隙間を設けて取り付けます。

●Ｓ出隅鋼板受け１８の両側端部に捨てシーリングを施工します。

●ヨコ用スターターをＳ出隅鋼板受け１８から１０㎜程度離して取り付けます。

●各センターサイディング端部に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

●センターサイディングは専用ビス２で留め付けます。

●Ｓ出隅カバーをＳ出隅鋼板受け１８に差し込みます。

防水紙

金属胴縁１５

ＮＳ型段付バッカー材（※）

ヨコ用スターター

捨てシーリング

通気土台水切

鉄骨下地

専用ビス２

専用ビス１専用ビス３

金属胴縁１５

捨てシーリング

Ｓ出隅カバー

専用ビス３

捨てシーリング

Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

防水紙

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅鋼板受け１８

●最上段のセンターサイディングは通気見切縁２１に差し込み、表面から専用ビス４で留め付けます。

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

鉄骨下地

通気見切縁２１

ＮＳ型段付バッカー材（※）

捨てシーリング

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

金属胴縁１５

10程度
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 縦

７）出隅部

横
　センターサイディング
　１８㎜厚品

●Ｓ出隅鋼板受け１８は専用ビス３を用いて、通気土台水切から１０～１５㎜の隙間を設けて取り付けます。

●Ｓ出隅鋼板受け１８の両側端部に捨てシーリングを施工します。

●ヨコ用スターターをＳ出隅鋼板受け１８から１０㎜程度離して取り付けます。

●各センターサイディング端部に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

●センターサイディングは専用ビス２で留め付けます。

●Ｓ出隅カバーをＳ出隅鋼板受け１８に差し込みます。

防水紙

金属胴縁１５

ＮＳ型段付バッカー材（※）

ヨコ用スターター

捨てシーリング

通気土台水切

鉄骨下地

専用ビス２

専用ビス１専用ビス３

金属胴縁１５

捨てシーリング

Ｓ出隅カバー

専用ビス３

捨てシーリング

Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

防水紙

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅鋼板受け１８

●最上段のセンターサイディングは通気見切縁２１に差し込み、表面から専用ビス４で留め付けます。

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

鉄骨下地

通気見切縁２１

ＮＳ型段付バッカー材（※）

捨てシーリング

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

金属胴縁１５

10程度

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 縦

８）開口部

横

８）開口部

　センターサイディング
　１８㎜厚品

ニチハシーリング
サッシ

鉄骨下地

両面防水テープ

防水紙

金属胴縁１５

専用ビス１

バッカー材

Ｎ見切縁１８

センターサイディング
（図はＮＳ型）

サッシ

Ｎ見切縁１８

両面防水
テープ

専用ビス１

専用ビス２

センターサイディング
（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス４

ＣＳバッカー材（※）

ＣＳバッカー材（※）

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●Ｎ見切縁１８とサッシとの取り合い部に、バッカー材を取り付けます。

　 ●センターサイディング上端が柄凹部となる場合は、ＣＳバッカー材を貼り付け、Ｎ見切縁１８に差し込みま

　 　 す。（※）

　 ●センターサイディングを表面から留め付ける場合は、専用ビス４で留め付けます。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部は、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

①上側　Ｎ端部カバー

②下側　Ｎ見切縁１８

シーリング

シーリング

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス２

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１

サッシ

Ｎ端部カバー（注）

1
0
程

度

両面防水テープ

ＣＳバッカー材（※）

シーリング

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●金属胴縁１５を図のように施工後、鋼板止水部材を金属胴縁１５に取り付けます。

　 ●開口部上側は水抜き穴のあるＮ端部カバーを使用します。見切縁を使用する場合は、水抜き穴（φ１０㎜×

　 　 ３００㎜間隔）を現場加工します。

　 ●Ｎ端部カバーとサッシとの取り合い部に、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

　 ●センターサイディング下端が柄凹部となる場合は、ＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

　 ●サッシ上部は、端部から５０㎜程度、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを施工します。

（注）水抜き穴のない見切縁を使用する際は、

　　 全てニチハシーリングを充填します。

鋼板止水部材

専用ビス３

防水紙

専用ビス２

金属胴縁１５

専用ビス１

鉄骨下地

センターサイディング
（図はＮＳ型）

Ｎ端部カバー（注）

サッシ 両面防水テープ

50程度

専用ビス３

ＣＳバッカー材（※）

ニチハシーリング

シーリング

鋼板止水部材

バッカー材

ニチハシーリング
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 縦 横
　センターサイディング
　１８㎜厚品

９）軒天部 ①通気見切縁２１

　 ●センターサイディング施工前に通気見切縁２１を図の位置に取り付けます。

　 ●センターサイディングを表面から留め付ける場合は、専用ビス４で胴縁ごとに留め付けます。

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス４

専用ビス１

鉄骨下地

通気見切縁２１

センターサイディング
（図はＮＳ型）

通気

通気見切縁２１

専用ビス４

センターサイディング

（図はＮＳ型）

防水紙

鉄骨下地

金属胴縁１５

専用ビス２

８）開口部 ③左右側　Ｎ見切縁１８

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●Ｎ見切縁１８とサッシの取り合い部は、バッカー材を取り付けます。

　 ●Ｎ見切縁１８に、図のように捨てシーリングを施工します。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部は、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

サッシ

バッカー材

両面防水テープ

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

捨てシーリング

センターサイディング

（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

防水紙

鉄骨下地

センターサイディング

（図はＮＳ型）

防水紙

鉄骨下地

専用ビス２

専用ビス１

Ｎ見切縁１８

ニチハシーリング

金属胴縁１５

サッシ
バッカー材

シーリング

シーリング

　 ●センターサイディング端部にＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ見切縁１８に差し込みます。
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 縦 横
　センターサイディング
　１８㎜厚品

９）軒天部 ①通気見切縁２１

　 ●センターサイディング施工前に通気見切縁２１を図の位置に取り付けます。

　 ●センターサイディングを表面から留め付ける場合は、専用ビス４で胴縁ごとに留め付けます。

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス４

専用ビス１

鉄骨下地

通気見切縁２１

センターサイディング
（図はＮＳ型）

通気

通気見切縁２１

専用ビス４

センターサイディング

（図はＮＳ型）

防水紙

鉄骨下地

金属胴縁１５

専用ビス２

８）開口部 ③左右側　Ｎ見切縁１８

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●Ｎ見切縁１８とサッシの取り合い部は、バッカー材を取り付けます。

　 ●Ｎ見切縁１８に、図のように捨てシーリングを施工します。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部は、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

サッシ

バッカー材

両面防水テープ

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

捨てシーリング

センターサイディング

（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

防水紙

鉄骨下地

センターサイディング

（図はＮＳ型）

防水紙

鉄骨下地

専用ビス２

専用ビス１

Ｎ見切縁１８

ニチハシーリング

金属胴縁１５

サッシ
バッカー材

シーリング

シーリング

　 ●センターサイディング端部にＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ見切縁１８に差し込みます。

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 縦 横

９）軒天部 ②Ｎ見切縁１８

　センターサイディング
　１８㎜厚品

Ｎ見切縁１８

専用ビス２

防水紙

鉄骨下地

金属胴縁１５

ニチハシーリング

専用ビス４

１０）オーバーハング部

専用ビス２

金属胴縁１５

防水紙

鉄骨下地

Ｎ端部カバー

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１

専用ビス２

Ｎ端部カバー

オーバーハング水切

両面防水テープ

オーバーハング水切

ＣＳバッカー材（※）

ＣＳバッカー材（※）

1
0

オーバーハング水切＋Ｎ端部カバー

●通気が小屋裏へ抜けるように軒天工事前に先行して、防水紙張りと胴縁下地組みを行います。

●センターサイディング上端が柄凹部となる場合は、必要に応じてＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

●センターサイディングをＮ見切縁１８に差し込み、専用ビス４で胴縁ごとに表面から留め付けます。

●軒天材とＮ見切縁１８の取り合い部は、片ハットジョイナー１０を用いて１０㎜程度の隙間を設けて施工し、

　 ニチハシーリングを充填します。

●防水紙はオーバーハング水切の上にかぶせて施工し、両面防水テープで防水紙を貼り付けます。

●センターサイディング下端が柄凹部となる場合は、必要に応じてＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

●Ｎ端部カバーとオーバーハング水切の間に、１０㎜の隙間を設けます。

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス４
専用ビス１

鉄骨下地

Ｎ見切縁１８

ニチハシーリング

片ハットジョイナー１０

通気

ＣＳバッカー材（※）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）
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６－４　納まり詳細図

鉄骨下地横組

 　１）基本構成図・下地組図

①通気見切縁２１

②シーリング

 　２）主要部材一覧表

 　５）左右接合部

 　７）出隅部

 　８）開口部

通気土台水切 　３）土台部

 　４）上下接合部 中間水切１８

 　６）入隅部

 　９）軒天部

 １０）オーバーハング部

①上側　Ｎ端部カバー

②下側　Ｎ見切縁１８

③左右側　Ｎ見切縁１８

嵌合

Ｎ見切縁１８

Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

金属胴縁横組 サイディング縦張り

オーバーハング水切

本施工方法は防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。
注　　意

１）基本構成図・下地組図

２）主要部材一覧表

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横 縦

●鉄骨下地は６１０㎜以下の間隔とします。

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●防水紙は横張りとし、下から順に張り上げます。

●金属胴縁１５は６１０㎜以下の間隔で配置し、専用ビス１を使用して、６１０㎜以下の間隔で鉄骨下地に

留め付けます。

●センターサイディングは専用ビス２を用いて、金属胴縁１５に６１０㎜以下の間隔で留付けます。 

※本下地組は防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。 

センターサイディング
１８㎜厚品

金属胴縁１５接合部用

【品番：KN2060】

材質：高耐食めっき鋼板　厚み：1.2㎜　長さ：2,990㎜

備考：専用ビス１で鉄骨下地へ固定

■金属胴縁１５　接合部用

ステンレステクスネジ

【品番：JK1140】

材質：ステンレス

サイズ：φ4㎜×19㎜

19

8

4
0

15

1
5

2
0

■専用ビス１
　 （金属胴縁１５留付ビス） 

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

通気土台水切

センターサイディング
(図はＮＳ型)

610以下

610以下

角パイプ(100×100×2.3)

Ｃ形鋼(100×50×20×1.6～2.3)

防水紙

金属胴縁１５
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６－４　納まり詳細図

鉄骨下地横組

 　１）基本構成図・下地組図

①通気見切縁２１

②シーリング

 　２）主要部材一覧表

 　５）左右接合部

 　７）出隅部

 　８）開口部

通気土台水切 　３）土台部

 　４）上下接合部 中間水切１８

 　６）入隅部

 　９）軒天部

 １０）オーバーハング部

①上側　Ｎ端部カバー

②下側　Ｎ見切縁１８

③左右側　Ｎ見切縁１８

嵌合

Ｎ見切縁１８

Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

金属胴縁横組 サイディング縦張り

オーバーハング水切

本施工方法は防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。
注　　意

１）基本構成図・下地組図

２）主要部材一覧表

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横 縦

●鉄骨下地は６１０㎜以下の間隔とします。

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●防水紙は横張りとし、下から順に張り上げます。

●金属胴縁１５は６１０㎜以下の間隔で配置し、専用ビス１を使用して、６１０㎜以下の間隔で鉄骨下地に

留め付けます。

●センターサイディングは専用ビス２を用いて、金属胴縁１５に６１０㎜以下の間隔で留付けます。 

※本下地組は防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。 

センターサイディング
１８㎜厚品

金属胴縁１５接合部用

【品番：KN2060】

材質：高耐食めっき鋼板　厚み：1.2㎜　長さ：2,990㎜

備考：専用ビス１で鉄骨下地へ固定

■金属胴縁１５　接合部用

ステンレステクスネジ

【品番：JK1140】

材質：ステンレス

サイズ：φ4㎜×19㎜

19

8

4
0

15

1
5

2
0

■専用ビス１
　 （金属胴縁１５留付ビス） 

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

通気土台水切

センターサイディング
(図はＮＳ型)

610以下

610以下

角パイプ(100×100×2.3)

Ｃ形鋼(100×50×20×1.6～2.3)

防水紙

金属胴縁１５
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２）主要部材一覧表

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横
　センターサイディング
　１８㎜厚品 縦

■専用ビス３
　　　(付属部材留付ビス)

平頭ねじ

材質：ステンレス

サイズ：φ4.8㎜×13㎜

軒天部、笠木部などおよび補強工法での

センターサイディング表面留め用ビス

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×27㎜

■専用ビス４
　　　(表面留付ビス）

■専用ビス２
　　（本体留付ビス）

ステンレステクスネジ

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×10㎜

■出隅カバー

Ｓ出隅カバー

【品番：ADS2****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

■出隅鋼板受け

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

　

【品番：KN65】
ステンレスドリルビス

【品番：JK1740】【品番：JK1510】

※各工法の納まり図例にて使用される主要な部材例です。（2024年2月時点）

その他の部材および各部材の最新情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。
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50
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39

■見切縁

【品番：AMKEF0**】

Ｎ見切縁１８

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

3
05

9
23 23

23

中間水切１８

【品番：ATM6F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

■中間水切

7
9

3

29

2
0

18

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

■端部カバー

Ｎ端部カバー
【品番：AMKFF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

水抜き穴：
φ10㎜ @300㎜

3
05

9

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜働き長さ：3,030㎜

■片ハットジョイナー１０

片ハットジョイナー１０

【品番：FHK1110R】
材質：フッ素樹脂コート高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜、長さ：2,000㎜

4510

1
0

 

鋼板止水部材

【品番：KE5100】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

8
0

EPDM

■鋼板止水部材

【品番：AMKGF0**】 【品番：AMKHF0**】

水抜き穴：
φ6㎜ @300㎜

■タテ用スターター

タテ用スターター

【品番：AST5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ6㎜ ＠300㎜

備考：左右継ぎ手加工あり

2
5

4
8

1
1
.5

12



173

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
化
粧
幕
板

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

２）主要部材一覧表

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横
　センターサイディング
　１８㎜厚品 縦

■専用ビス３
　　　(付属部材留付ビス)

平頭ねじ

材質：ステンレス

サイズ：φ4.8㎜×13㎜

軒天部、笠木部などおよび補強工法での

センターサイディング表面留め用ビス

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×27㎜

■専用ビス４
　　　(表面留付ビス）

■専用ビス２
　　（本体留付ビス）

ステンレステクスネジ

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×10㎜

■出隅カバー

Ｓ出隅カバー

【品番：ADS2****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

■出隅鋼板受け

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

　

【品番：KN65】
ステンレスドリルビス

【品番：JK1740】【品番：JK1510】

※各工法の納まり図例にて使用される主要な部材例です。（2024年2月時点）

その他の部材および各部材の最新情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

10

8

13

1
0

27

9

50

2
1

39

■見切縁

【品番：AMKEF0**】

Ｎ見切縁１８

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

3
05

9

23 23

23

中間水切１８

【品番：ATM6F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

■中間水切

7
9

3

29

2
0

18

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

■端部カバー

Ｎ端部カバー
【品番：AMKFF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

水抜き穴：
φ10㎜ @300㎜

3
05

9

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜働き長さ：3,030㎜

■片ハットジョイナー１０

片ハットジョイナー１０

【品番：FHK1110R】
材質：フッ素樹脂コート高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜、長さ：2,000㎜

4510

1
0

 

鋼板止水部材

【品番：KE5100】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

8
0

EPDM

■鋼板止水部材

【品番：AMKGF0**】 【品番：AMKHF0**】

水抜き穴：
φ6㎜ @300㎜

■タテ用スターター

タテ用スターター

【品番：AST5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ6㎜ ＠300㎜

備考：左右継ぎ手加工あり

2
5

4
8

1
1
.5

12

３）土台部

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横

●通気土台水切は、鉄骨下地に５００㎜以下の間隔で専用ビス３を用いて水平に留め付けます。

●金属胴縁１５は鉄骨下地に専用ビス１を使用し、６１０㎜以下の間隔で留め付けます。

●センターサイディング下端はＮ端部カバーまたはタテ用スターターを使用するか、下端の芯材を１０㎜程度
　 取り除きます。

●Ｎ端部カバーまたはタテ用スターターを使用する場合、センターサイディング端部に必要に応じてＮＳ型段付

●センターサイディング下端と通気土台水切の間に、１０～１５㎜の隙間を設けます。

●センターサイディングは、専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

（注）降雪量の多い地域では鋼板製の部材を使用せず、本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを使用

　    します。なお、アルミ端部カバーを使用する場合、ＮＳ型段付バッカー材は不要です。

通気土台水切

縦

通気土台水切

鉄骨下地

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス３

専用ビス２

Ｎ端部カバーまたは
タテ用スターター（注）

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

通気土台水切

専用ビス２

Ｎ端部カバーまたは
タテ用スターター（注）

専用ビス１

専用ビス２

鉄骨下地

専用ビス２

専用ビス１
専用ビス３

通気土台水切

専用ビス１

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

1
0
～

1
5

1
0
～

1
5

　センターサイディング
　１８㎜厚品

通気土台水切

鉄骨下地

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１鉄骨下地

　 バッカー材（ABK8Q0JL）を貼り付けます。（※１）

※２　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

（※２）

（※２）

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

ＮＳ型段付
バッカー材

（※１）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

芯材を取り除く
（10程度）
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横

４）上下接合部

縦

●中間水切１８の下側に施工するセンターサイディングの上端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り

　 付けます。（※１）

●中間水切１８の上側に施工するセンターサイディングの下端はＮ端部カバーを使用するか、下端の芯材１０㎜

●Ｎ端部カバーまたはタテ用スターターを使用する場合、センターサイディング下端に必要に応じてＮＳ型段付

　 バッカー材（ABK8Q0JL）を貼り付けます。（※２）

●中間水切１８と上側に施工するセンターサイディング下端の間に、１０～１５㎜の隙間を設けます。

●センターサイディングを専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

　センターサイディング
　１８㎜厚品

中間水切１８

　 程度取り除きます。

専用ビス１

専用ビス２

防水紙

金属胴縁１５

専用ビス３

センターサイディング
（図はＮＳ型）

中間水切１８

専用ビス２

防水紙

金属胴縁１５

専用ビス３

中間水切１８

専用ビス２

センターサイディング
（図はＮＳ型）

Ｎ端部カバーまたはタテ用スターター

専用ビス１

専用ビス１

金属胴縁１５

防水紙

中間水切１８

専用ビス２

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス１

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス２

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス３

Ｎ端部カバーまたはタテ用スターター

中間水切１８

ＮＳ型段付バッカー材（※２）

ＮＳ型段付バッカー材（※２）

1
0
～

1
5

芯材を取り除く
（10程度）

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

1
0
～

1
5

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横

５）左右接合部

縦

専用ビス２

専用ビス１

防水紙

鉄骨下地

専用ビス２

防水紙

金属胴縁１５

専用ビス１

金属胴縁１５

●センターサイディングは実を確実に嵌合させ、専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

●本体２枚ごとに働き幅と垂直を確認しながら施工します。

　センターサイディング
　１８㎜厚品

嵌合

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）



175

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
化
粧
幕
板

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横

４）上下接合部

縦

●中間水切１８の下側に施工するセンターサイディングの上端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り

　 付けます。（※１）

●中間水切１８の上側に施工するセンターサイディングの下端はＮ端部カバーを使用するか、下端の芯材１０㎜

●Ｎ端部カバーまたはタテ用スターターを使用する場合、センターサイディング下端に必要に応じてＮＳ型段付

　 バッカー材（ABK8Q0JL）を貼り付けます。（※２）

●中間水切１８と上側に施工するセンターサイディング下端の間に、１０～１５㎜の隙間を設けます。

●センターサイディングを専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

　センターサイディング
　１８㎜厚品

中間水切１８

　 程度取り除きます。

専用ビス１

専用ビス２

防水紙

金属胴縁１５

専用ビス３

センターサイディング
（図はＮＳ型）

中間水切１８

専用ビス２

防水紙

金属胴縁１５

専用ビス３

中間水切１８

専用ビス２

センターサイディング
（図はＮＳ型）

Ｎ端部カバーまたはタテ用スターター

専用ビス１

専用ビス１

金属胴縁１５

防水紙

中間水切１８

専用ビス２

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス１

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス２

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス３

Ｎ端部カバーまたはタテ用スターター

中間水切１８

ＮＳ型段付バッカー材（※２）

ＮＳ型段付バッカー材（※２）

1
0
～

1
5

芯材を取り除く
（10程度）

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

1
0
～

1
5

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横

５）左右接合部

縦

専用ビス２

専用ビス１

防水紙

鉄骨下地

専用ビス２

防水紙

金属胴縁１５

専用ビス１

金属胴縁１５

●センターサイディングは実を確実に嵌合させ、専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

●本体２枚ごとに働き幅と垂直を確認しながら施工します。

　センターサイディング
　１８㎜厚品

嵌合

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横

６）入隅部

　センターサイディング
　１８㎜厚品 縦

通気土台水切
Ｎ端部カバーまたはタテ用スターター（注）

金属胴縁１５

専用ビス１

Ｎ見切縁１８

捨てシーリング

防水紙

センターサイディング

捨てシーリング

（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

Ｎ見切縁１８

防水紙

入隅５０

入隅５０

鉄骨下地

捨てシーリング

専用ビス１

捨てシーリング

専用ビス４

センター
サイディング
（図はＮＳ型）

ＣＳバッカー材
（※２）

ＮＳ型段付
バッカー材（※１）

●入隅５０を取り付け、捨てシーリングを図のように両側端部に施工します。

●センターサイディングの上下端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材（ABK8Q0JL）を貼り付け、Ｎ端部カバー

　 および通気見切縁２１に差し込みます。（※１）

●先施工側のセンターサイディングを施工後、図のように捨てシーリングを施工し、Ｎ見切縁１８を取り付けます。

●センターサイディング端部が柄凹部でＮ見切縁１８に隙間ができる場合は、必要に応じて図のようにＣＳバッ

　 カー材を貼り付けます。（※２）

●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面から専用ビス４で留め付けます。

（注）降雪量の多い地域では鋼板製の部材を使用せず、本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを使用します。

　　 なお、アルミ端部カバーを使用する場合、ＮＳ型段付バッカー材は不要です。

Ｎ見切縁１８

ＣＳバッカー材（※２）

通気見切縁２１

センターサイディング
（図はＮＳ型）

捨てシーリング

Ｎ見切縁１８

金属胴縁１５

専用ビス１

防水紙

ＣＳバッカー材（※２）

専用ビス４

金属胴縁１５

入隅５０
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横

７）出隅部

縦

Ｓ出隅カバー

通気土台水切

捨てシーリング

Ｓ出隅鋼板受け１８

防水紙

金属胴縁１５

専用ビス１

専用ビス３

Ｎ端部カバーまたはタテ用スターター（注）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

捨てシーリング

専用ビス３

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

金属胴縁１５

専用ビス１

防水紙

　センターサイディング
　１８㎜厚品

専用ビス４

ＣＳバッカー材（※２）

●Ｓ出隅鋼板受け１８を取り付け、捨てシーリングを施工します。

●センターサイディングの下端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材（ABK8Q0JL）を貼り付け、Ｎ端部カバー

　 および通気見切縁２１に差し込みます。（※１）

●センターサイディング端部が柄凹部となりＳ出隅カバーと隙間ができる場合は、図のように必要に応じて

　 ＣＳバッカー材を貼り付けます。（※２）

●実部に留め付けられないセンターサイディングは表面から専用ビス４で留め付けます。

●Ｓ出隅カバーをＳ出隅鋼板受け１８に差し込みます。

（注）降雪量の多い地域では鋼板製の部材を使用せず、本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを使用

　    します。なお、アルミ端部カバーを使用する場合、ＮＳ型段付バッカー材は不要です。

ＮＳ型段付
バッカー材（※１）

Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

捨てシーリング

通気見切縁２１

専用ビス４

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

金属胴縁１５

センターサイディング
（図はＮＳ型）
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横

８）開口部

縦

８）開口部

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

バッカー材

サッシ

鉄骨下地

防水紙

金属胴縁１５

専用ビス１

センターサイディング
（図はＮＳ型）

両面防水テープ

サッシ

片ハットジョイナー１０

ニチハシーリング

シーリング

センターサイディング
（図はＮＳ型）

防水紙

専用ビス１

金属胴縁１５

　センターサイディング
　１８㎜厚品

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

ＮＳ型段付
バッカー材

②下側　Ｎ見切縁１８

①上側　Ｎ端部カバー

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●開口部上側は水抜き穴のあるＮ端部カバーを使用します。見切縁を使用する場合は、水抜き穴（φ１０㎜×

　 　 ３００㎜間隔）を現場加工します。

　 ●Ｎ端部カバーとサッシとの取り合い部に、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

　 ●サッシ上部は、端部から５０㎜程度、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

　 （注）水抜き穴のない見切縁を使用する際は、全てニチハシーリングを充填します。

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部に、バッカー材を取り付けます。

　 ●センターサイディングは専用ビス２で実部に留め付けます。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部は、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

ＮＳ型段付バッカー材

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

専用ビス２

専用ビス２

Ｎ見切縁１８

シーリング

防水紙

専用ビス２

金属胴縁１５

専用ビス１

鉄骨下地

センターサイディング
（図はＮＳ型）

Ｎ端部カバー（注）

サッシ

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス２

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１

サッシ

Ｎ端部カバー（注）

1
0
程

度

両面防水テープ

両面防水テープ

50程度

専用ビス３

ニチハシーリング

シーリング

シーリング

●センターサイディング上端に必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ見切縁１８に差し込みます。

●センターサイディング下端に、ＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ端部カバーに差し込みます。（※）

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横

８）開口部

縦

ニチハシーリング

センターサイディング

（図はＮＳ型）

バッカー材

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

鉄骨下地

防水紙

　センターサイディング
　１８㎜厚品

金属胴縁１５

専用ビス４

③左右側　Ｎ見切縁１８

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部は、バッカー材を用いて１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

　 　 マスキングテープで養生後、ニチハシーリングを充填します。

　 ●図のように捨てシーリングをＮ見切縁１８に施工します。

　 ●センターサイディング端部が柄凹部でＮ見切縁１８に隙間ができる場合は、図のようにＣＳバッカー材を貼り

　 　 付けます。（※）

　 ●センターサイディングの実部に留付ができない場合は、表面から専用ビス４で留め付けます。

ＣＳバッカー材（※）

専用ビス１

シーリング

捨てシーリング

センターサイディング

（図はＮＳ型）

Ｎ見切縁１８

ニチハシーリング

捨てシーリング

防水紙

鉄骨下地

専用ビス１

金属胴縁１５

バッカー材

サッシ

専用ビス４

金属胴縁１５

シーリング
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横

８）開口部

縦

８）開口部

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

バッカー材

サッシ

鉄骨下地

防水紙

金属胴縁１５

専用ビス１

センターサイディング
（図はＮＳ型）

両面防水テープ

サッシ

片ハットジョイナー１０

ニチハシーリング

シーリング

センターサイディング
（図はＮＳ型）

防水紙

専用ビス１

金属胴縁１５

　センターサイディング
　１８㎜厚品

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

ＮＳ型段付
バッカー材

②下側　Ｎ見切縁１８

①上側　Ｎ端部カバー

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●開口部上側は水抜き穴のあるＮ端部カバーを使用します。見切縁を使用する場合は、水抜き穴（φ１０㎜×

　 　 ３００㎜間隔）を現場加工します。

　 ●Ｎ端部カバーとサッシとの取り合い部に、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

　 ●サッシ上部は、端部から５０㎜程度、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

　 （注）水抜き穴のない見切縁を使用する際は、全てニチハシーリングを充填します。

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部に、バッカー材を取り付けます。

　 ●センターサイディングは専用ビス２で実部に留め付けます。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部は、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

ＮＳ型段付バッカー材

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

専用ビス２

専用ビス２

Ｎ見切縁１８

シーリング

防水紙

専用ビス２

金属胴縁１５

専用ビス１

鉄骨下地

センターサイディング
（図はＮＳ型）

Ｎ端部カバー（注）

サッシ

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス２

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１

サッシ

Ｎ端部カバー（注）

1
0
程

度

両面防水テープ

両面防水テープ

50程度

専用ビス３

ニチハシーリング

シーリング

シーリング

●センターサイディング上端に必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ見切縁１８に差し込みます。

●センターサイディング下端に、ＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ端部カバーに差し込みます。（※）

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横

８）開口部

縦

ニチハシーリング

センターサイディング

（図はＮＳ型）

バッカー材

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

鉄骨下地

防水紙

　センターサイディング
　１８㎜厚品

金属胴縁１５

専用ビス４

③左右側　Ｎ見切縁１８

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部は、バッカー材を用いて１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

　 　 マスキングテープで養生後、ニチハシーリングを充填します。

　 ●図のように捨てシーリングをＮ見切縁１８に施工します。

　 ●センターサイディング端部が柄凹部でＮ見切縁１８に隙間ができる場合は、図のようにＣＳバッカー材を貼り

　 　 付けます。（※）

　 ●センターサイディングの実部に留付ができない場合は、表面から専用ビス４で留め付けます。

ＣＳバッカー材（※）

専用ビス１

シーリング

捨てシーリング

センターサイディング

（図はＮＳ型）

Ｎ見切縁１８

ニチハシーリング

捨てシーリング

防水紙

鉄骨下地

専用ビス１

金属胴縁１５

バッカー材

サッシ

専用ビス４

金属胴縁１５

シーリング
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横

９）軒天部

縦

　 ●センターサイディングを施工前に通気見切縁２１を図の位置に取り付けます。

　 ●センターサイディングを通気見切縁２１に差し込み、専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

９）軒天部

①通気見切縁２１

②シーリング

Ｎ見切縁１８

専用ビス２

金属胴縁１５

防水紙

鉄骨下地

専用ビス１

防水紙

専用ビス１
専用ビス２

Ｎ見切縁１８

金属胴縁１５

鉄骨下地

　 ●通気が小屋裏へ抜けるように軒天工事前に先行して、防水紙張りと胴縁下地組みを行います。

　 ●センターサイディング上端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

　センターサイディング
　１８㎜厚品

通気
センターサイディング

（図はＮＳ型）
センターサイディング

（図はＮＳ型）

ＮＳ型段付バッカー材
（※）

通気見切縁２１

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス２

通気見切縁２１

金属胴縁１５

防水紙

鉄骨下地

防水紙

専用ビス２

通気

専用ビス１

金属胴縁１５

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス１

鉄骨下地

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横

１０）オーバーハング部

縦

Ｎ端部カバー

オーバーハング水切

鉄骨下地

専用ビス１

金属胴縁１５

専用ビス２

防水紙

オーバーハング水切

Ｎ端部カバー

専用ビス２ 金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１

オーバーハング水切

専用ビス２
金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１

オーバーハング水切

専用ビス１

金属胴縁１５

専用ビス２

防水紙

　センターサイディング
　１８㎜厚品

1
0

1
0

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

鉄骨下地

オーバーハング水切

●防水紙はオーバーハング水切の上にかぶせて施工します。

●センターサイディング下端はＮ端部カバーを使用するか、芯材を１０㎜程度取り除きます。

●Ｎ端部カバーを使用する場合は、センターサイディング下端に必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、

　 Ｎ端部カバーに差し込みます。（※）

●センターサイディング下端とオーバーハング水切の間に、１０㎜の隙間を設けます。

●センターサイディングを専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

芯材を取り除く
(10程度)
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横

９）軒天部

縦

　 ●センターサイディングを施工前に通気見切縁２１を図の位置に取り付けます。

　 ●センターサイディングを通気見切縁２１に差し込み、専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

９）軒天部

①通気見切縁２１

②シーリング

Ｎ見切縁１８

専用ビス２

金属胴縁１５

防水紙

鉄骨下地

専用ビス１

防水紙

専用ビス１
専用ビス２

Ｎ見切縁１８

金属胴縁１５

鉄骨下地

　 ●通気が小屋裏へ抜けるように軒天工事前に先行して、防水紙張りと胴縁下地組みを行います。

　 ●センターサイディング上端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

　センターサイディング
　１８㎜厚品

通気
センターサイディング

（図はＮＳ型）
センターサイディング

（図はＮＳ型）

ＮＳ型段付バッカー材
（※）

通気見切縁２１

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス２

通気見切縁２１

金属胴縁１５

防水紙

鉄骨下地

防水紙

専用ビス２

通気

専用ビス１

金属胴縁１５

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス１

鉄骨下地

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

横 横

１０）オーバーハング部

縦

Ｎ端部カバー

オーバーハング水切

鉄骨下地

専用ビス１

金属胴縁１５

専用ビス２

防水紙

オーバーハング水切

Ｎ端部カバー

専用ビス２ 金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１

オーバーハング水切

専用ビス２
金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１

オーバーハング水切

専用ビス１

金属胴縁１５

専用ビス２

防水紙

　センターサイディング
　１８㎜厚品

1
0

1
0

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

鉄骨下地

オーバーハング水切

●防水紙はオーバーハング水切の上にかぶせて施工します。

●センターサイディング下端はＮ端部カバーを使用するか、芯材を１０㎜程度取り除きます。

●Ｎ端部カバーを使用する場合は、センターサイディング下端に必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、

　 Ｎ端部カバーに差し込みます。（※）

●センターサイディング下端とオーバーハング水切の間に、１０㎜の隙間を設けます。

●センターサイディングを専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

芯材を取り除く
(10程度)
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６－５　納まり詳細図

鉄骨下地縦組

 　１）基本構成図・下地組図

①通気見切縁２１

②シーリング

 　２）主要部材一覧表

 　５）左右接合部

 　７）出隅部

 　８）開口部

通気土台水切 　３）土台部

 　４）上下接合部 中間水切１８

 　６）入隅部

 　９）軒天部

 １０）オーバーハング部

①上側　Ｎ端部カバー

②下側　Ｎ見切縁１８

③左右側　Ｎ見切縁１８

嵌合

Ｎ見切縁１８

Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

金属胴縁横組 サイディング縦張り

オーバーハング水切

本施工方法は防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。
注　　意

１）基本構成図・下地組図

２）主要部材一覧表

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横 縦

●鉄骨下地は６１０㎜以下の間隔とします。

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●防水紙は横張りとし、下から順に張り上げます。

●金属胴縁１５は６１０㎜以下の間隔で配置し、専用ビス１を使用して、６１０㎜以下の間隔で鉄骨下地に

　 留め付けます。

●センターサイディングは専用ビス２を使用して、金属胴縁１５に６１０㎜以下の間隔で留め付けます。

※本下地組は防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。

　センターサイディング
　１８㎜厚品

金属胴縁１５接合部用

【品番：KN2060】

材質：高耐食めっき鋼板　厚み：1.2㎜　長さ：2,990㎜

備考：専用ビス１で鉄骨下地へ固定

 ■金属胴縁１５　接合部用

ステンレステクスネジ

【品番：JK1140】

材質：ステンレス

サイズ：φ4㎜×19㎜

 ■専用ビス１
　　（金属胴縁１５留付ビス）

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

610以下

610以下

通気土台水切

センターサイディング
（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

角パイプ(100×100×2.3)

Ｃ形鋼(100×50×20×1.6～2.3)

防水紙

610以下

610以下
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６－５　納まり詳細図

鉄骨下地縦組

 　１）基本構成図・下地組図

①通気見切縁２１

②シーリング

 　２）主要部材一覧表

 　５）左右接合部

 　７）出隅部

 　８）開口部

通気土台水切 　３）土台部

 　４）上下接合部 中間水切１８

 　６）入隅部

 　９）軒天部

 １０）オーバーハング部

①上側　Ｎ端部カバー

②下側　Ｎ見切縁１８

③左右側　Ｎ見切縁１８

嵌合

Ｎ見切縁１８

Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

金属胴縁横組 サイディング縦張り

オーバーハング水切

本施工方法は防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。
注　　意

１）基本構成図・下地組図

２）主要部材一覧表

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横 縦

●鉄骨下地は６１０㎜以下の間隔とします。

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●防水紙は横張りとし、下から順に張り上げます。

●金属胴縁１５は６１０㎜以下の間隔で配置し、専用ビス１を使用して、６１０㎜以下の間隔で鉄骨下地に

　 留め付けます。

●センターサイディングは専用ビス２を使用して、金属胴縁１５に６１０㎜以下の間隔で留め付けます。

※本下地組は防耐火構造の大臣認定を取得しておりません。

　センターサイディング
　１８㎜厚品

金属胴縁１５接合部用

【品番：KN2060】

材質：高耐食めっき鋼板　厚み：1.2㎜　長さ：2,990㎜

備考：専用ビス１で鉄骨下地へ固定

 ■金属胴縁１５　接合部用

ステンレステクスネジ

【品番：JK1140】

材質：ステンレス

サイズ：φ4㎜×19㎜

 ■専用ビス１
　　（金属胴縁１５留付ビス）

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

610以下

610以下

通気土台水切

センターサイディング
（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

角パイプ(100×100×2.3)

Ｃ形鋼(100×50×20×1.6～2.3)

防水紙

610以下

610以下
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横
　センターサイディング
　１８㎜厚品 縦

２）主要部材一覧表
■専用ビス３
　　　(付属部材留付ビス)

平頭ねじ

材質：ステンレス

サイズ：φ4.8㎜×13㎜

軒天部、笠木部などおよび補強工法での

センターサイディング表面留め用ビス

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×27㎜

■専用ビス４
　　　(表面留付ビス）

■専用ビス２
　　（本体留付ビス）

ステンレステクスネジ

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×10㎜

■出隅カバー

Ｓ出隅カバー

【品番：ADS2****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

■出隅鋼板受け

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

中間水切１８

【品番：ATM6F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

　■中間水切

【品番：KN65】
ステンレスドリルビス

【品番：JK1740】【品番：JK1510】

※各工法の納まり図例にて使用される主要な部材例です。（2024年2月時点）

その他の部材および各部材の最新情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

■見切縁

【品番：AMKGF0**】

Ｎ見切縁１８

【品番：AMKEF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

■端部カバー

水抜き穴：
φ10㎜ @300㎜

■片ハットジョイナー１０

片ハットジョイナー１０

【品番：FHK1110R】
材質：フッ素樹脂コート高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜、長さ：2,000㎜
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厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

【品番：AMKHF0**】

Ｎ端部カバー

【品番：AMKFF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜働き長さ：3,030㎜

 

鋼板止水部材

【品番：KE5100】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

8
0

EPDM

■鋼板止水部材

水抜き穴：
φ6㎜ @300㎜

■タテ用スターター

タテ用スターター

【品番：AST5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ6㎜ ＠300㎜

備考：左右継ぎ手加工あり
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4
8

1
1
.5

12
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横
　センターサイディング
　１８㎜厚品 縦

２）主要部材一覧表
■専用ビス３
　　　(付属部材留付ビス)

平頭ねじ

材質：ステンレス

サイズ：φ4.8㎜×13㎜

軒天部、笠木部などおよび補強工法での

センターサイディング表面留め用ビス

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×27㎜

■専用ビス４
　　　(表面留付ビス）

■専用ビス２
　　（本体留付ビス）

ステンレステクスネジ

材質：ステンレス

サイズ：φ4.5㎜×10㎜

■出隅カバー

Ｓ出隅カバー

【品番：ADS2****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

■出隅鋼板受け

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

中間水切１８

【品番：ATM6F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

　■中間水切

【品番：KN65】
ステンレスドリルビス

【品番：JK1740】【品番：JK1510】

※各工法の納まり図例にて使用される主要な部材例です。（2024年2月時点）

その他の部材および各部材の最新情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

■見切縁

【品番：AMKGF0**】

Ｎ見切縁１８

【品番：AMKEF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

■端部カバー

水抜き穴：
φ10㎜ @300㎜

■片ハットジョイナー１０

片ハットジョイナー１０

【品番：FHK1110R】
材質：フッ素樹脂コート高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜、長さ：2,000㎜
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厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

【品番：AMKHF0**】

Ｎ端部カバー

【品番：AMKFF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜働き長さ：3,030㎜

 

鋼板止水部材

【品番：KE5100】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

8
0

EPDM

■鋼板止水部材

水抜き穴：
φ6㎜ @300㎜

■タテ用スターター

タテ用スターター

【品番：AST5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ6㎜ ＠300㎜

備考：左右継ぎ手加工あり
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３）土台部

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横

通気土台水切

縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品

通気土台水切

鉄骨下地

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス３

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス２

Ｎ端部カバーまたは
タテ用スターター（注）

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

通気土台水切

専用ビス２

専用ビス１

センターサイディング
（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス２

鉄骨下地

専用ビス２

専用ビス１
専用ビス３

通気土台水切

専用ビス１

防水紙

金属胴縁１５

1
0
～

1
5

1
0
～

1
5

通気土台水切

鉄骨下地

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１鉄骨下地

芯材を取り除く
（10程度）

●通気土台水切は、鉄骨下地に５００㎜以下の間隔で専用ビス３を用いて水平に留め付けます。

●金属胴縁１５は鉄骨下地に専用ビス１を使用し、６１０㎜以下の間隔で留め付けます。

●センターサイディング下端はＮ端部カバーまたはタテ用スターターを使用するか、下端の芯材を１０㎜程度
　 取り除きます。

●Ｎ端部カバーまたはタテ用スターターを使用する場合、センターサイディング端部に必要に応じてＮＳ型段付

　 バッカー材（ABK8Q0JL）を貼り付けます。（※１）

●センターサイディング下端と通気土台水切の間に、１０～１５㎜の隙間を設けます。

●センターサイディングは、専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

（注）降雪量の多い地域では鋼板製の部材を使用せず、本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを使用

　    します。なお、アルミ端部カバーを使用する場合、ＮＳ型段付バッカー材は不要です。

Ｎ端部カバーまたは
タテ用スターター（注）

ＮＳ型段付
バッカー材（※１）

ＮＳ型段付
バッカー材（※１）

（※２）

（※２）

※２　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横

４）上下接合部

縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品

専用ビス１

専用ビス２

防水紙

金属胴縁１５

センターサイディング
（図はＮＳ型）

中間水切１８

専用ビス１

金属胴縁１５

専用ビス３

中間水切１８

センターサイディング
（図はＮＳ型）

Ｎ端部カバーまたはタテ用スターター

専用ビス２

専用ビス１

金属胴縁１５

中間水切１８

専用ビス２

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス１

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス２

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス３

Ｎ端部カバーまたは

タテ用スターター

中間水切１８

ＮＳ型段付バッカー材（※２）

ＮＳ型段付バッカー材（※２）

1
0
～

1
5

芯材を取り除く

（10程度）

中間水切１８

　 ●中間水切１８の下側に施工するセンターサイディングの上端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り

　　　付けます。（※１）

　 ●中間水切１８の上側に施工するセンターサイディングの下端はＮ端部カバーを使用するか、下端の芯材を

　　　１０㎜程度取り除きます。

　 ●Ｎ端部カバーまたはタテ用スターターを使用する場合、センターサイディング下端に必要に応じてＮＳ型段

　　　付バッカー材（ABK8Q0JL）を貼り付けます。（※２）

　 ●中間水切１８と上側に施工するセンターサイディング下端の間に、１０～１５㎜の隙間を設けます。

　 ●センターサイディングは、専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

専用ビス２

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

専用ビス２

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

1
0
～

1
5

専用ビス１

防水紙

防水紙

専用ビス１

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横

５）左右接合部

縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品

嵌合

専用ビス２

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス１

防水紙

鉄骨下地

専用ビス２

センターサイディング
（図はＮＳ型）

防水紙

金属胴縁１５

鉄骨下地

専用ビス１

金属胴縁１５

●センターサイディングは実を確実に嵌合させ、専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

●本体２枚ごとに働き幅と垂直を確認しながら施工します。
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横

４）上下接合部

縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品

専用ビス１

専用ビス２

防水紙

金属胴縁１５

センターサイディング
（図はＮＳ型）

中間水切１８

専用ビス１

金属胴縁１５

専用ビス３

中間水切１８

センターサイディング
（図はＮＳ型）

Ｎ端部カバーまたはタテ用スターター

専用ビス２

専用ビス１

金属胴縁１５

中間水切１８

専用ビス２

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス１

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス２

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス３

Ｎ端部カバーまたは

タテ用スターター

中間水切１８

ＮＳ型段付バッカー材（※２）

ＮＳ型段付バッカー材（※２）

1
0
～

1
5

芯材を取り除く

（10程度）

中間水切１８

　 ●中間水切１８の下側に施工するセンターサイディングの上端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り

　　　付けます。（※１）

　 ●中間水切１８の上側に施工するセンターサイディングの下端はＮ端部カバーを使用するか、下端の芯材を

　　　１０㎜程度取り除きます。

　 ●Ｎ端部カバーまたはタテ用スターターを使用する場合、センターサイディング下端に必要に応じてＮＳ型段

　　　付バッカー材（ABK8Q0JL）を貼り付けます。（※２）

　 ●中間水切１８と上側に施工するセンターサイディング下端の間に、１０～１５㎜の隙間を設けます。

　 ●センターサイディングは、専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

専用ビス２

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

専用ビス２

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

1
0
～

1
5

専用ビス１

防水紙

防水紙

専用ビス１

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横

５）左右接合部

縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品

嵌合

専用ビス２

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス１

防水紙

鉄骨下地

専用ビス２

センターサイディング
（図はＮＳ型）

防水紙

金属胴縁１５

鉄骨下地

専用ビス１

金属胴縁１５

●センターサイディングは実を確実に嵌合させ、専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

●本体２枚ごとに働き幅と垂直を確認しながら施工します。
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横

６）入隅部

縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品

通気土台水切
Ｎ端部カバーまたはタテ用スターター（注）

金属胴縁１５

専用ビス１

Ｎ見切縁１８

捨てシーリング

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

Ｎ見切縁１８

防水紙

入隅５０

鉄骨下地

捨てシーリング

専用ビス１

捨てシーリング

専用ビス４

センターサイディング
（図はＮＳ型）

ＮＳ型段付
バッカー材（※１）

入隅５０

Ｎ見切縁１８

●入隅５０を取り付け、捨てシーリングを図のように両側端部に施工します。

●センターサイディングの下端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材（ABK8Q0JL）を貼り付け、Ｎ端部カバー

　 および通気見切縁２１に差し込みます。（※１）

●先施工側のサイディングを施工後、図のように捨てシーリングを施工し、Ｎ見切縁１８を取り付けます。

●センターサイディング端部が柄凹部でＮ見切縁１８に隙間ができる場合は、必要に応じて図のようにＣＳバッ

　 カー材を貼り付けます。（※２）

●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面から専用ビス４で留め付けます。

（注）降雪量の多い地域では鋼板製のＮ端部カバーを使用せず、本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを

　　 使用します。なお、アルミ端部カバーを使用する場合、ＮＳ型段付バッカー材は不要です。

ＣＳバッカー材（※２）

ＣＳバッカー材
（※２）

捨てシーリング

通気見切縁２１

センターサイディング

（図はＮＳ型）

捨てシーリング

Ｎ見切縁１８

金属胴縁１５

専用ビス１

防水紙

ＣＳバッカー材（※２）

専用ビス４
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横

６）入隅部

縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品

通気土台水切
Ｎ端部カバーまたはタテ用スターター（注）

金属胴縁１５

専用ビス１

Ｎ見切縁１８

捨てシーリング

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

Ｎ見切縁１８

防水紙

入隅５０

鉄骨下地

捨てシーリング

専用ビス１

捨てシーリング

専用ビス４

センターサイディング
（図はＮＳ型）

ＮＳ型段付
バッカー材（※１）

入隅５０

Ｎ見切縁１８

●入隅５０を取り付け、捨てシーリングを図のように両側端部に施工します。

●センターサイディングの下端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材（ABK8Q0JL）を貼り付け、Ｎ端部カバー

　 および通気見切縁２１に差し込みます。（※１）

●先施工側のサイディングを施工後、図のように捨てシーリングを施工し、Ｎ見切縁１８を取り付けます。

●センターサイディング端部が柄凹部でＮ見切縁１８に隙間ができる場合は、必要に応じて図のようにＣＳバッ

　 カー材を貼り付けます。（※２）

●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面から専用ビス４で留め付けます。

（注）降雪量の多い地域では鋼板製のＮ端部カバーを使用せず、本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを

　　 使用します。なお、アルミ端部カバーを使用する場合、ＮＳ型段付バッカー材は不要です。

ＣＳバッカー材（※２）

ＣＳバッカー材
（※２）

捨てシーリング

通気見切縁２１

センターサイディング

（図はＮＳ型）

捨てシーリング

Ｎ見切縁１８

金属胴縁１５

専用ビス１

防水紙

ＣＳバッカー材（※２）

専用ビス４

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横

７）出隅部

縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品

Ｓ出隅カバー

通気土台水切

捨てシーリング

Ｓ出隅鋼板受け１８

防水紙

金属胴縁１５

専用ビス１

専用ビス３

Ｎ端部カバーまたはタテ用スターター（注）

捨てシーリング

専用ビス３

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

金属胴縁１５

専用ビス１

防水紙

専用ビス４

ＣＳバッカー材（※２）

ＮＳ型段付
バッカー材（※１）

Ｓ出隅鋼板受け１８＋Ｓ出隅カバー

●Ｓ出隅鋼板受け１８を取り付け、捨てシーリングを施工します。

●センターサイディングの下端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材（ABK8Q0JL）を貼り付け、Ｎ端部カバー

　 および通気見切縁２１に差し込みます。（※１）

●センターサイディング端部が柄凹部となりＳ出隅カバーと隙間ができる場合は、下図のようにＣＳバッカー材

　 を貼り付けます。（※２）

●実部に留め付けられないセンターサイディングは表面から専用ビス４で留め付けます。

●Ｓ出隅カバーをＳ出隅鋼板受け１８に差し込みます。

（注）降雪量の多い地域では鋼板製のＮ端部カバーなどを使用せず、本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバー

　　　を使用します。なお、アルミ端部カバーを使用する場合、ＮＳ型段付バッカー材は不要です。

センターサイディング
（図はＮＳ型）

防水紙

センターサイディング

（図はＮＳ型）

金属胴縁１５

捨てシーリング

通気見切縁２１

専用ビス４

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

センターサイディング

（図はＮＳ型）
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向

縦 横 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品

８）開口部

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

バッカー材

サッシ

鉄骨下地

防水紙

金属胴縁１５

専用ビス１センターサイディング
（図はＮＳ型）

両面防水テープ

サッシ

片ハットジョイナー１０

ニチハシーリング

シーリング

センターサイディング
（図はＮＳ型）

防水紙

専用ビス１
金属胴縁１５

ＮＳ型段付バッカー材

ＮＳ型段付
バッカー材

②下側　Ｎ見切縁１８

金属胴縁方向

８）開口部 ①上側　Ｎ端部カバー

専用ビス２

　 ●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●開口部上側は水抜き穴のあるＮ端部カバーを使用します。見切縁を使用する場合は、水抜き穴（φ１０㎜×

　　　３００㎜間隔）を現場加工します。

　 ●Ｎ端部カバーとサッシとの取り合い部に、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

　 

　 ●サッシ上部は、端部から５０㎜程度、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

　 （注）水抜き穴のない見切縁を使用する際は、全てニチハシーリングを充填します。

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部に、バッカー材を貼り付けます。

　 

　 ●センターサイディングは専用ビス２で実部に留め付けます。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部は、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

ＮＳ型段付
バッカー材

ＮＳ型段付バッカー材（※）

専用ビス２

シーリング

Ｎ見切縁１８

防水紙

専用ビス２

金属胴縁１５

専用ビス１

鉄骨下地

センターサイディング

（図はＮＳ型）

Ｎ端部カバー（注）

サッシ

センターサイディング

（図はＮＳ型）

専用ビス２

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１

サッシ

Ｎ端部カバー（注）

1
0
程

度

両面防水テープ

両面防水テープ

50程度

専用ビス３

ニチハシーリング

シーリング

シーリング

　 ●センターサイディング下端に、ＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ端部カバーに差し込みます。

　 ●センターサイディング上端にＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ見切縁１８に差し込みます。

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品

８）開口部

ニチハシーリング

捨てシーリング

センターサイディング
（図はＮＳ型）

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

鉄骨下地

防水紙

金属胴縁１５

専用ビス４

③左右側　Ｎ見切縁１８

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部は、バッカー材を用い１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

　　　マスキングテープで養生後、ニチハシーリングを充填します。

　 ●図のように捨てシーリングをＮ見切縁１８に施工します。

　 ●センターサイディング端部が柄凹部でＮ見切縁１８に隙間ができる場合は、図のようにＣＳバッカー材を貼り

　　　付けます。（※）

　 ●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面から専用ビス４で留め付けます。

ＣＳバッカー材（※）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

Ｎ見切縁１８

ニチハシーリング

捨てシーリング

防水紙

鉄骨下地

専用ビス１

金属胴縁１５

バッカー材
サッシ

専用ビス４

ＣＳバッカー材（※）

金属胴縁１５

シーリング

シーリング

バッカー材
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向

縦 横 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品

８）開口部

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

バッカー材

サッシ

鉄骨下地

防水紙

金属胴縁１５

専用ビス１センターサイディング
（図はＮＳ型）

両面防水テープ

サッシ

片ハットジョイナー１０

ニチハシーリング

シーリング

センターサイディング
（図はＮＳ型）

防水紙

専用ビス１
金属胴縁１５

ＮＳ型段付バッカー材

ＮＳ型段付
バッカー材

②下側　Ｎ見切縁１８

金属胴縁方向

８）開口部 ①上側　Ｎ端部カバー

専用ビス２

　 ●開口部まわりには、両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●開口部上側は水抜き穴のあるＮ端部カバーを使用します。見切縁を使用する場合は、水抜き穴（φ１０㎜×

　　　３００㎜間隔）を現場加工します。

　 ●Ｎ端部カバーとサッシとの取り合い部に、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

　 

　 ●サッシ上部は、端部から５０㎜程度、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

　 （注）水抜き穴のない見切縁を使用する際は、全てニチハシーリングを充填します。

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部に、バッカー材を貼り付けます。

　 

　 ●センターサイディングは専用ビス２で実部に留め付けます。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部は、マスキングテープで養生後ニチハシーリングを充填します。

ＮＳ型段付
バッカー材

ＮＳ型段付バッカー材（※）

専用ビス２

シーリング

Ｎ見切縁１８

防水紙

専用ビス２

金属胴縁１５

専用ビス１

鉄骨下地

センターサイディング

（図はＮＳ型）

Ｎ端部カバー（注）

サッシ

センターサイディング

（図はＮＳ型）

専用ビス２

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１

サッシ

Ｎ端部カバー（注）

1
0
程

度

両面防水テープ

両面防水テープ

50程度

専用ビス３

ニチハシーリング

シーリング

シーリング

　 ●センターサイディング下端に、ＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ端部カバーに差し込みます。

　 ●センターサイディング上端にＮＳ型段付バッカー材を貼り付け、Ｎ見切縁１８に差し込みます。

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品

８）開口部

ニチハシーリング

捨てシーリング

センターサイディング
（図はＮＳ型）

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

鉄骨下地

防水紙

金属胴縁１５

専用ビス４

③左右側　Ｎ見切縁１８

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、防水紙を施工します。

　 ●サッシとＮ見切縁１８の取り合い部は、バッカー材を用い１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

　　　マスキングテープで養生後、ニチハシーリングを充填します。

　 ●図のように捨てシーリングをＮ見切縁１８に施工します。

　 ●センターサイディング端部が柄凹部でＮ見切縁１８に隙間ができる場合は、図のようにＣＳバッカー材を貼り

　　　付けます。（※）

　 ●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面から専用ビス４で留め付けます。

ＣＳバッカー材（※）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

Ｎ見切縁１８

ニチハシーリング

捨てシーリング

防水紙

鉄骨下地

専用ビス１

金属胴縁１５

バッカー材
サッシ

専用ビス４

ＣＳバッカー材（※）

金属胴縁１５

シーリング

シーリング

バッカー材



192

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
化
粧
幕
板

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品

９）軒天部 ①通気見切縁２１

　 ●センターサイディングの施工前に、通気見切縁２１を図の位置に取り付けます。

　 ●センターサイディングを通気見切縁２１に差し込み、専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

通気見切縁２１

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス２

金属胴縁１５
防水紙

鉄骨下地

防水紙

鉄骨下地

専用ビス１

金属胴縁１５

専用ビス２

通気

専用ビス１

センターサイディング
（図はＮＳ型）

通気見切縁２１

９）軒天部 ②シーリング

Ｎ見切縁１８

ニチハシーリング

専用ビス２

金属胴縁１５

専用ビス１

防水紙

専用ビス１
専用ビス２

Ｎ見切縁１８

金属胴縁１５

鉄骨下地

ニチハシーリング

片ハットジョイナー１０

通気
センターサイディング

（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

鉄骨下地

防水紙

●通気が小屋裏へ抜けるように軒天工事前に先行して、防水紙張りと胴縁下地組みを行います。

●センターサイディング上端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

●軒天材とＮ見切縁１８の取り合い部は、片ハットジョイナー１０を用いて、１０㎜程度の隙間を設けて施工し、

　 ニチハシーリングを充填します。

ＮＳ型段付バッカー材（※）

片ハットジョイナー１０

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品

１０）オーバーハング部

�端部カバー

オーバーハング水切

鉄骨下地

専用ビス１

金属胴縁１５

専用ビス２

防水紙

オーバーハング水切

Ｎ端部カバー

専用ビス２
金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１

オーバーハング水切

専用ビス２

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１

1
0

1
0

センターサイディング
（図はＮＳ型） センターサイディング

（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

芯材を取り除く
(10程度)

オーバーハング水切

●防水紙はオーバーハング水切の上にかぶせて施工します。

●センターサイディング下端は�端部カバーを使用するか、芯材を１０㎜程度取り除きます。

●�端部カバーを使用する場合は、センターサイディング下端に必要に応じて��型段付バッカー材を貼り付
　 け、�端部カバーに差し込みます。（※）

●センターサイディング下端とオーバーハング水切の間に、１０㎜の隙間を設けます。

●センターサイディングを専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

オーバーハング水切

専用ビス１

金属胴縁１５

専用ビス２

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

鉄骨下地
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鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品

９）軒天部 ①通気見切縁２１

　 ●センターサイディングの施工前に、通気見切縁２１を図の位置に取り付けます。

　 ●センターサイディングを通気見切縁２１に差し込み、専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

通気見切縁２１

センターサイディング
（図はＮＳ型）

専用ビス２

金属胴縁１５
防水紙

鉄骨下地

防水紙

鉄骨下地

専用ビス１

金属胴縁１５

専用ビス２

通気

専用ビス１

センターサイディング
（図はＮＳ型）

通気見切縁２１

９）軒天部 ②シーリング

Ｎ見切縁１８

ニチハシーリング

専用ビス２

金属胴縁１５

専用ビス１

防水紙

専用ビス１
専用ビス２

Ｎ見切縁１８

金属胴縁１５

鉄骨下地

ニチハシーリング

片ハットジョイナー１０

通気
センターサイディング

（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

鉄骨下地

防水紙

●通気が小屋裏へ抜けるように軒天工事前に先行して、防水紙張りと胴縁下地組みを行います。

●センターサイディング上端に、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

●軒天材とＮ見切縁１８の取り合い部は、片ハットジョイナー１０を用いて、１０㎜程度の隙間を設けて施工し、

　 ニチハシーリングを充填します。

ＮＳ型段付バッカー材（※）

片ハットジョイナー１０

鉄骨下地

下　地 張り方向鉄骨下地方向 金属胴縁方向

縦 横 縦
　センターサイディング
　１８㎜厚品

１０）オーバーハング部

�端部カバー

オーバーハング水切

鉄骨下地

専用ビス１

金属胴縁１５

専用ビス２

防水紙

オーバーハング水切

Ｎ端部カバー

専用ビス２
金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１

オーバーハング水切

専用ビス２

金属胴縁１５

防水紙

専用ビス１

1
0

1
0

センターサイディング
（図はＮＳ型） センターサイディング

（図はＮＳ型）

センターサイディング
（図はＮＳ型）

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

芯材を取り除く
(10程度)

オーバーハング水切

●防水紙はオーバーハング水切の上にかぶせて施工します。

●センターサイディング下端は�端部カバーを使用するか、芯材を１０㎜程度取り除きます。

●�端部カバーを使用する場合は、センターサイディング下端に必要に応じて��型段付バッカー材を貼り付
　 け、�端部カバーに差し込みます。（※）

●センターサイディング下端とオーバーハング水切の間に、１０㎜の隙間を設けます。

●センターサイディングを専用ビス２で金属胴縁１５に留め付けます。

ＮＳ型段付
バッカー材（※）

オーバーハング水切

専用ビス１

金属胴縁１５

専用ビス２

防水紙

センターサイディング
（図はＮＳ型）

鉄骨下地
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●本章は倉庫などの非住宅を想定しております。

●防耐火構造の大臣認定が必要な場合は､胴縁間隔や躯体サイズなど

大臣認定の別添に従い、施工してください。

注　　意

７　センターサイディング標準施工法

＜納まり図　鉄骨造　直張り編＞

納まり図　鉄骨下地　ＮＳ型　横張り  ７－　１

  ７－　２

  ７－　３

  ７－　４

納まり図　鉄骨下地　ＮＳ型　縦張り

納まり図　鉄骨下地　Ｍ型　横張り

納まり図　鉄骨下地　Ｍ型　縦張り

  ７－　５

  ７－　６

納まり図　鉄骨下地　ＦＮ型　横張り

納まり図　鉄骨下地　ＦＮ型　縦張り
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●本章は倉庫などの非住宅を想定しております。

●防耐火構造の大臣認定が必要な場合は､胴縁間隔や躯体サイズなど

大臣認定の別添に従い、施工してください。

注　　意

７　センターサイディング標準施工法

＜納まり図　鉄骨造　直張り編＞

納まり図　鉄骨下地　ＮＳ型　横張り  ７－　１

  ７－　２

  ７－　３

  ７－　４

納まり図　鉄骨下地　ＮＳ型　縦張り

納まり図　鉄骨下地　Ｍ型　横張り

納まり図　鉄骨下地　Ｍ型　縦張り

  ７－　５

  ７－　６

納まり図　鉄骨下地　ＦＮ型　横張り

納まり図　鉄骨下地　ＦＮ型　縦張り
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鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

縦胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 横

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度 Ｎ端部カバー

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

　ＮＳ型

ＮＳ型

Ｎ端部カバー

防水紙

両面防水テープ

専用ビス（JK1140）

1
0

ＮＳ型

Ｎ見切縁１８

シーリング

サッシ

両面防水テープ

専用ビス（JK1140）

防水紙

ＮＳ型

Ｎ見切縁１８

防水紙

両面防水テープ

サッシ

専用ビス（JK1140）

シーリング

防水紙

ＮＳ型

Ｓ出隅鋼板受け１８
Ｓ出隅カバー

専用ビス（JK1140）

捨てシーリング

防水紙

捨てシーリング

ＮＳ目地カバー

目地鋼板受け

ＮＳ型

専用ビス（JK1140）

3程度

防水紙

ＮＳ型 入隅５０

Ｎ見切縁１８ 専用ビス
（JK1140）

捨てシーリング

ＮＳ型
防水紙

オーバー
ハング水切

専用ビス（JK1140）

1
0

Ｎ端部カバー

両面防水テープ

防水紙

通気見切縁２１

ＮＳ型

ＮＳ型

防水紙

防水紙

ヨコ用スターター

ＮＳ型

軒天材

上下接合部

土台部

開口部まわり
一般地域仕様

専用ビス（JK1750）

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

1
0
～
1
5

水切３４

ＣＳバッカー材
（※１）

ＣＳバッカー材

ＣＳバッカー材

ＮＳ型段付バッカー材

※１　ＮＳ型段付バッカー材、ＣＳバッカー材はＮＳ型の凹凸による隙間が外観に影響する場合など必要に応じて使用します。

※２　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

ＮＳ型段付
バッカー材（※１）

（※２）

シーリング開口両端部

ニチハシーリング

バッカー材

バッカー材

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

シーリング

専用ビス（JK1750）

専用ビス（JK1140）

専用ビス（JK1140）

鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

横胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 縦

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度 Ｎ端部カバー

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

上下接合部

　ＮＳ型

防水紙

ＮＳ型

専用ビス（JK1140）

Ｎ端部カバー

シーリング開口両端部

両面防水テープ

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

ＮＳ型

防水紙

専用ビス
（JK1750）

捨てシーリング

防水紙ＮＳ型

専用ビス（JK1140）

両面防水テープ
バッカー材

防水紙

ＮＳ型

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

シーリング

バッカー材
ニチハシーリング

防水紙
ＮＳ型

Ｎ端部カバー
（※１・３）

専用ビス
（JK1140）

オーバー
ハング水切

1
0

通気見切縁２１

専用ビス（JK1140）

ＮＳ型

1
0
～

1
5

防水紙
ＮＳ型

タテ用スターターまたはＮ端部カバー

専用ビス（JK1140）

中間水切１８

防水紙

ＮＳ型
専用ビス
（JK1140）

1
0

軒天材

Ｎ見切縁１８

専用ビス（JK1750）

捨てシーリング

入隅５０

ＮＳ型

防水紙

専用ビス
（JK1750）

専用ビス（JK1750）

開口部まわり

一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

　※３ Ｎ端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　　　また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、

　　　　本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを使用してください。

　　　　上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地域）を使用すると防耐火構造認定
　　　　の対象外となります。

ＮＳ型段付バッカー材

ＮＳ型段付バッカー材 ＮＳ型段付
バッカー材（※１・３）

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

ＣＳバッカー材

ＣＳバッカー材（※１）

ＣＳバッカー材（※１）

※１　ＮＳ型段付バッカー材、ＣＳバッカー材はＮＳ型の凹凸による隙間が外観に影響する場合など必要に応じて使用します。

※２　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

サッシ

シーリング

バッカー材

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

シーリング

シーリング

土台部

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー（※３）

1
0
～

1
5

専用ビス（JK1140）

水切３４

防水紙
ＮＳ型

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

（※２）
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鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

縦胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 横

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度 Ｎ端部カバー

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

　ＮＳ型

ＮＳ型

Ｎ端部カバー

防水紙

両面防水テープ

専用ビス（JK1140）

1
0

ＮＳ型

Ｎ見切縁１８

シーリング

サッシ

両面防水テープ

専用ビス（JK1140）

防水紙

ＮＳ型

Ｎ見切縁１８

防水紙

両面防水テープ

サッシ

専用ビス（JK1140）

シーリング

防水紙

ＮＳ型

Ｓ出隅鋼板受け１８
Ｓ出隅カバー

専用ビス（JK1140）

捨てシーリング

防水紙

捨てシーリング

ＮＳ目地カバー

目地鋼板受け

ＮＳ型

専用ビス（JK1140）

3程度

防水紙

ＮＳ型 入隅５０

Ｎ見切縁１８ 専用ビス
（JK1140）

捨てシーリング

ＮＳ型
防水紙

オーバー
ハング水切

専用ビス（JK1140）

1
0

Ｎ端部カバー

両面防水テープ

防水紙

通気見切縁２１

ＮＳ型

ＮＳ型

防水紙

防水紙

ヨコ用スターター

ＮＳ型

軒天材

上下接合部

土台部

開口部まわり
一般地域仕様

専用ビス（JK1750）

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

1
0
～
1
5

水切３４

ＣＳバッカー材
（※１）

ＣＳバッカー材

ＣＳバッカー材

ＮＳ型段付バッカー材

※１　ＮＳ型段付バッカー材、ＣＳバッカー材はＮＳ型の凹凸による隙間が外観に影響する場合など必要に応じて使用します。

※２　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

ＮＳ型段付
バッカー材（※１）

（※２）

シーリング開口両端部

ニチハシーリング

バッカー材

バッカー材

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

シーリング

専用ビス（JK1750）

専用ビス（JK1140）

専用ビス（JK1140）

鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

横胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 縦

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度 Ｎ端部カバー

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

上下接合部

　ＮＳ型

防水紙

ＮＳ型

専用ビス（JK1140）

Ｎ端部カバー

シーリング開口両端部

両面防水テープ

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

ＮＳ型

防水紙

専用ビス
（JK1750）

捨てシーリング

防水紙ＮＳ型

専用ビス（JK1140）

両面防水テープ
バッカー材

防水紙

ＮＳ型

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

シーリング

バッカー材
ニチハシーリング

防水紙
ＮＳ型

Ｎ端部カバー
（※１・３）

専用ビス
（JK1140）

オーバー
ハング水切

1
0

通気見切縁２１

専用ビス（JK1140）

ＮＳ型

1
0
～

1
5

防水紙
ＮＳ型

タテ用スターターまたはＮ端部カバー

専用ビス（JK1140）

中間水切１８

防水紙

ＮＳ型
専用ビス
（JK1140）

1
0

軒天材

Ｎ見切縁１８

専用ビス（JK1750）

捨てシーリング

入隅５０

ＮＳ型

防水紙

専用ビス
（JK1750）

専用ビス（JK1750）

開口部まわり

一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

　※３ Ｎ端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　　　また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、

　　　　本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを使用してください。

　　　　上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地域）を使用すると防耐火構造認定
　　　　の対象外となります。

ＮＳ型段付バッカー材

ＮＳ型段付バッカー材 ＮＳ型段付
バッカー材（※１・３）

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

ＣＳバッカー材

ＣＳバッカー材（※１）

ＣＳバッカー材（※１）

※１　ＮＳ型段付バッカー材、ＣＳバッカー材はＮＳ型の凹凸による隙間が外観に影響する場合など必要に応じて使用します。

※２　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

サッシ

シーリング

バッカー材

ニチハシーリング

Ｎ見切縁１８

シーリング

シーリング

土台部

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー（※３）

1
0
～

1
5

専用ビス（JK1140）

水切３４

防水紙
ＮＳ型

ＮＳ型段付バッカー材（※１）

（※２）
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鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

縦胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 横

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度
Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー１８

出隅部 左右接合部 入隅部

　Ｍ型

防水紙

Ｍ型

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用ビス（JK1140）

捨てシーリング

防水紙

捨てシーリング

Ｓ目地カバー

Ｓ目地鋼板受け

Ｍ型

専用ビス（JK1140）

3程度

防水紙

Ｍ型 入隅５０

Ｎ見切縁１８

専用ビス
(JK1140)

捨てシーリング

上下接合部

土台部

開口部まわり
一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

※　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。
（注）柄の特性上、開口部周囲には必ず廻り縁カバーで施工します。

シーリング

シーリング（開口両端部）

水抜き穴加工

（φ6㎜×300㎜間隔）

シーリング

廻り縁カバー両端部

Ｎ廻り縁カバー１８

シーリング

防水紙Ｍ型

片面防水テープ
止水材（現場調達品）

Ｓ廻り縁鋼板受け

サッシ

防水紙Ｍ型

シーリング

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

Ｎ廻り縁カバー１８

シーリング・バッカー材

防水紙

Ｍ型

サッシ

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

シーリング
Ｎ廻り縁カバー１８

シーリング・バッカー材

捨てシーリング

1
0

Ｍ型

オーバー

ハング水切

鉄骨下地

Ｍ型

Ｍ型

（※）

防水紙
Ｍ型

1
0
～

1
5

専用ビス

ヨコ用スターター

鉄骨下地

両面テープ

水切３４

鉄骨下地

防水紙
専用ビス

専用ビス

Ｎ見切縁１８

両面防水テープ

鉄骨下地

Ｎ端部カバー

防水紙

専用ビス

専用ビス

防水紙

廻り縁カバーの
施工手順は69～74
ページ参照

鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

横胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 縦

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度
Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー１８

出隅部 左右接合部 入隅部

上下接合部

土台部

　Ｍ型

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー（※２）

1
0
～

1
5

専用ビス（JK1140）

水切３４

防水紙

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｍ型

防水紙

専用ビス
（JK1750）

捨てシーリング

防水紙
Ｍ型

Ｎ端部カバー
（※２）

専用ビス
（JK1140）

オーバー
ハング水切

1
0

通気見切縁２１

専用ビス（JK1140）

Ｍ型

1
0
～

1
5

防水紙Ｍ型

タテ用スターターまたは
Ｎ端部カバー

専用ビス（JK1140）

中間水切１８

軒天材

Ｎ見切縁１８

専用ビス（JK1750）

捨てシーリング

入隅５０

Ｍ型

防水紙

専用ビス
（JK1750）

開口部まわり

一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

　※２　Ｎ端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　 　　また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、

　　 　　本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを使用してください。
　　　　 上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地域）を使用すると防耐火構造認定
　　　　 の対象外となります。

Ｍ型

（※１）

※１　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。
（注）柄の特性上、開口部周囲には必ず廻り縁カバーで施工します。

シーリング

シーリング（開口両端部）

水抜き穴加工

（φ6㎜×300㎜間隔）

シーリング

廻り縁カバー両端部

Ｎ廻り縁カバー１８

シーリング

防水紙
Ｍ型

片面防水テープ
止水材（現場調達品）

Ｓ廻り縁鋼板受け

サッシ

防水紙Ｍ型

シーリング

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

Ｎ廻り縁カバー１８

シーリング・バッカー材

防水紙

Ｍ型

サッシ

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

シーリングＮ廻り縁カバー１８

シーリング・バッカー材

捨てシーリング

Ｍ型
専用ビス
（JK1140）

防水紙

廻り縁カバーの
施工手順は69～74
ページ参照
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鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

縦胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 横

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度
Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー１８

出隅部 左右接合部 入隅部

　Ｍ型

防水紙

Ｍ型

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用ビス（JK1140）

捨てシーリング

防水紙

捨てシーリング

Ｓ目地カバー

Ｓ目地鋼板受け

Ｍ型

専用ビス（JK1140）

3程度

防水紙

Ｍ型 入隅５０

Ｎ見切縁１８

専用ビス
(JK1140)

捨てシーリング

上下接合部

土台部

開口部まわり
一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

※　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。
（注）柄の特性上、開口部周囲には必ず廻り縁カバーで施工します。

シーリング

シーリング（開口両端部）

水抜き穴加工

（φ6㎜×300㎜間隔）

シーリング

廻り縁カバー両端部

Ｎ廻り縁カバー１８

シーリング

防水紙Ｍ型

片面防水テープ
止水材（現場調達品）

Ｓ廻り縁鋼板受け

サッシ

防水紙Ｍ型

シーリング

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

Ｎ廻り縁カバー１８

シーリング・バッカー材

防水紙

Ｍ型

サッシ

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

シーリング
Ｎ廻り縁カバー１８

シーリング・バッカー材

捨てシーリング

1
0

Ｍ型

オーバー

ハング水切

鉄骨下地

Ｍ型

Ｍ型

（※）

防水紙
Ｍ型

1
0
～

1
5

専用ビス

ヨコ用スターター

鉄骨下地

両面テープ

水切３４

鉄骨下地

防水紙
専用ビス

専用ビス

Ｎ見切縁１８

両面防水テープ

鉄骨下地

Ｎ端部カバー

防水紙

専用ビス

専用ビス

防水紙

廻り縁カバーの
施工手順は69～74
ページ参照

鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

横胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 縦

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度
Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー１８

Ｎ廻り縁カバー１８

出隅部 左右接合部 入隅部

上下接合部

土台部

　Ｍ型

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー（※２）

1
0
～

1
5

専用ビス（JK1140）

水切３４

防水紙

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｍ型

防水紙

専用ビス
（JK1750）

捨てシーリング

防水紙
Ｍ型

Ｎ端部カバー
（※２）

専用ビス
（JK1140）

オーバー
ハング水切

1
0

通気見切縁２１

専用ビス（JK1140）

Ｍ型

1
0
～

1
5

防水紙Ｍ型

タテ用スターターまたは
Ｎ端部カバー

専用ビス（JK1140）

中間水切１８

軒天材

Ｎ見切縁１８

専用ビス（JK1750）

捨てシーリング

入隅５０

Ｍ型

防水紙

専用ビス
（JK1750）

開口部まわり

一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

　※２　Ｎ端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　 　　また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、

　　 　　本体の芯材を取り除くかアルミ端部カバーを使用してください。
　　　　 上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地域）を使用すると防耐火構造認定
　　　　 の対象外となります。

Ｍ型

（※１）

※１　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。
（注）柄の特性上、開口部周囲には必ず廻り縁カバーで施工します。

シーリング

シーリング（開口両端部）

水抜き穴加工

（φ6㎜×300㎜間隔）

シーリング

廻り縁カバー両端部

Ｎ廻り縁カバー１８

シーリング

防水紙
Ｍ型

片面防水テープ
止水材（現場調達品）

Ｓ廻り縁鋼板受け

サッシ

防水紙Ｍ型

シーリング

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

Ｎ廻り縁カバー１８

シーリング・バッカー材

防水紙

Ｍ型

サッシ

両面防水テープ

Ｓ廻り縁鋼板受け

シーリングＮ廻り縁カバー１８

シーリング・バッカー材

捨てシーリング

Ｍ型
専用ビス
（JK1140）

防水紙

廻り縁カバーの
施工手順は69～74
ページ参照
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鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

縦胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 横

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度 Ｎ端部カバー

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

　ＦＮ型

センターサイディング

Ｎ端部カバー

防水紙

両面防水テープ

専用ビス（JK1140）

1
0
程

度

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面
防水テープ

専用ビス（JK1140）

専用ビス（JK1750）

防水紙

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

防水紙

両面防水テープ

サッシ

専用ビス（JK1140）

シーリング

防水紙

センター

サイディング

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用ビス（JK1140）

捨てシーリング

防水紙

捨てシーリング

Ｓ目地カバー

Ｓ目地
鋼板受け１８センター

サイディング

専用ビス（JK1140）

3程度

防水紙

センターサイディング 入隅５０

Ｎ見切縁１８

専用ビス
（JK1140）

捨てシーリング

センター

サイディング

防水紙

オーバー
ハング水切

専用ビス(JK1140)

1
0

Ｎ端部カバー

両面防水テープ

防水紙

通気見切縁２１

センターサイディング

センターサイディング

防水紙

防水紙

ヨコ用スターター

センターサイディング

軒天材

上下接合部

土台部

開口部まわり
一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側
1
0
～

1
5

水切３４

（※）

※　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

シーリング開口両端部

バッカー材

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

バッカー材

ニチハシーリング

シーリング

捨て

シーリング

シーリング

専用ビス（JK1140）

専用ビス（JK1140）

専用ビス（JK1750）

鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

横胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 縦

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度
Ｎ端部カバー

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

上下接合部

土台部

　ＦＮ型

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー（※２）

1
0
～

1
5

専用ビス（JK1140）

水切３４

防水紙

防水紙

専用ビス（JK1140）

Ｎ端部カバー

サッシ

両面防水テープ

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

センターサイディング

防水紙

専用ビス
（JK1750）

捨てシーリング

防水紙

Ｎ見切縁１８

センターサイディング

専用ビス(JK1140)

両面防水テープ

防水紙

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

防水紙センター

サイディング

Ｎ端部カバー
（※２）

専用ビス
（JK1140）

オーバー
ハング水切

1
0

通気見切縁２１

専用ビス（JK1140）

センターサイディング

1
0
～

1
5

防水紙センターサイディング

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー

専用ビス（JK1140）

中間水切１８

防水紙

センターサイディング

専用ビス（JK1140）

1
0
程

度

軒天材

Ｎ見切縁１８

専用ビス（JK1750）

捨てシーリング

入隅５０

センターサイディング

防水紙

専用ビス
（JK1750）

専用ビス（JK1750）

開口部まわり

一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

　※２　Ｎ端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　 　　また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、

　　 　　本体の芯材を取り除くかアルミＮ端部カバーを使用してください。

　　　　 上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地域）を使用すると防耐火構造認定
　　　　 の対象外となります。　

センターサイディング

（※１）

※１　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

シーリング開口両端部

バッカー材

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

バッカー材

ニチハシーリング シーリング

シーリング

シーリング

センターサイディング
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鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

縦胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 横

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度 Ｎ端部カバー

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

　ＦＮ型

センターサイディング

Ｎ端部カバー

防水紙

両面防水テープ

専用ビス（JK1140）

1
0
程

度

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面
防水テープ

専用ビス（JK1140）

専用ビス（JK1750）

防水紙

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

防水紙

両面防水テープ

サッシ

専用ビス（JK1140）

シーリング

防水紙

センター

サイディング

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

専用ビス（JK1140）

捨てシーリング

防水紙

捨てシーリング

Ｓ目地カバー

Ｓ目地
鋼板受け１８センター

サイディング

専用ビス（JK1140）

3程度

防水紙

センターサイディング 入隅５０

Ｎ見切縁１８

専用ビス
（JK1140）

捨てシーリング

センター

サイディング

防水紙

オーバー
ハング水切

専用ビス(JK1140)

1
0

Ｎ端部カバー

両面防水テープ

防水紙

通気見切縁２１

センターサイディング

センターサイディング

防水紙

防水紙

ヨコ用スターター

センターサイディング

軒天材

上下接合部

土台部

開口部まわり
一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

1
0
～

1
5

水切３４

（※）

※　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

シーリング開口両端部

バッカー材

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

バッカー材

ニチハシーリング

シーリング

捨て

シーリング

シーリング

専用ビス（JK1140）

専用ビス（JK1140）

専用ビス（JK1750）

鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁

横胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向

ビス 縦

Ｎ見切コーナー

ニチハシーリング

50程度
Ｎ端部カバー

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

出隅部 左右接合部 入隅部

上下接合部

土台部

　ＦＮ型

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー（※２）

1
0
～

1
5

専用ビス（JK1140）

水切３４

防水紙

防水紙

専用ビス（JK1140）

Ｎ端部カバー

サッシ

両面防水テープ

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

センターサイディング

防水紙

専用ビス
（JK1750）

捨てシーリング

防水紙

Ｎ見切縁１８

センターサイディング

専用ビス(JK1140)

両面防水テープ

防水紙

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

サッシ

両面防水テープ

防水紙センター

サイディング

Ｎ端部カバー
（※２）

専用ビス
（JK1140）

オーバー
ハング水切

1
0

通気見切縁２１

専用ビス（JK1140）

センターサイディング

1
0
～

1
5

防水紙センターサイディング

タテ用スターターまたは

Ｎ端部カバー

専用ビス（JK1140）

中間水切１８

防水紙

センターサイディング

専用ビス（JK1140）

1
0
程

度

軒天材

Ｎ見切縁１８

専用ビス（JK1750）

捨てシーリング

入隅５０

センターサイディング

防水紙

専用ビス
（JK1750）

専用ビス（JK1750）

開口部まわり

一般地域仕様

開口部上下側

軒天部

開口部左右側

　※２　Ｎ端部カバーの代わりに芯材を１０㎜程度取り除いても施工できます。

　　 　　また、降雪量の多い地域の土台部は鋼板製の部材を用いず、

　　 　　本体の芯材を取り除くかアルミＮ端部カバーを使用してください。

　　　　 上下接合部にアルミ端部カバー（積雪地域）を使用すると防耐火構造認定
　　　　 の対象外となります。　

センターサイディング

（※１）

※１　吹き上げなどによる雨水の浸入を防ぐため、止水処理が確実に行われていることを確認してください。

シーリング開口両端部

バッカー材

ニチハシーリング

バッカー材

シーリング

バッカー材

ニチハシーリング シーリング

シーリング

シーリング

センターサイディング
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施工手順

施工のポイント
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　８－１　製品一覧

８　センター化粧幕板 標準施工法

センター化粧幕板 ジョイントカバー名称 出隅カバー

品番 AMT3Q0J5 AMT4Q0J5

18×191×3658㎜ 195.5×40㎜製品寸法 195.5×50㎜

2本／梱 20個／梱梱包入数 20個／梱

エンドキャップ（左右別） 取付金具名称
ニチハシーリング

（化粧幕板用）

AMT□Q0J5品番

195.5×20㎜ 141×40㎜製品寸法

20個／梱 50個／梱梱包入数

形状

形状

●上記品番の□部は、右＝６、左＝７を示します。

●コーススレッドは現場でφ４．２㎜×５１㎜以上（取付金具留め付け用）のものを調達してください。　

ニチハシーリング

320ml／本

10本／梱

AMT8Q00B DSY1Q0NX

AMT5Q0J5

８　センター化粧幕板　標準施工法

製品一覧  ８－　１

  ８－　２

  ８－　３

  ８－　４

  ８－　５

施工を始める前のポイント

施工上の注意事項

施工手順

施工のポイント



204

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
化
粧
幕
板

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

　８－２　施工を始める前のポイント

８　センター化粧幕板 標準施工法

１）「センター化粧幕板」を正しくお使い頂くために

●本設計施工資料集は外壁材としてセンターサイディングをお使い頂くことを前提に、施工方法を説明して

   おります。

●外壁材および付属部材などの取扱方法や施工手順、注意事項は本設計施工資料集に従ってください。

●取付金具は胴縁または躯体に固定します。そのためにセンターサイディング施工前の化粧幕板取り付け

　 予定部へ幅２００㎜以上になるように横胴縁を配置します。横胴縁の固定は十分な長さ（胴縁の厚さ

   ＋２０㎜以上）のビスを用いて、５００㎜以下の間隔で固定します。センターサイディング固定用に縦胴縁を

　 使用する場合は化粧幕板取付部で縁を切り、横胴縁を通します。

●化粧幕板、出隅カバー、ジョイントカバーおよびエンドキャップには樹脂を使用しています。火災の原因と

　 なるような場所や物に近づけないでください。また、炎天下の車中などの温度環境下での保管・運搬の際、

　 上に物を載せるなど荷重をかけると変形しやすくなるおそれがありますので、取り扱いにご注意ください。

●出隅カバー、ジョイントカバーおよびエンドキャップの引っかけ爪は大変薄く成形されており、施工時の負荷

　 により破損するおそれがあります。化粧幕板を引っかけた後にねじらないようにしてください。

●化粧幕板は、外観を向上させるための飾りです。雨仕舞いの効果はありませんので、下地およびセンター

   サイディングの雨仕舞いを十分に行った後、施工してください。

※取り付け可能な平面部があるセンターサイディング（Ｆ型など）と張り分ける場合は、取り付け可能な平面部

　 があるセンターサイディング側に化粧幕板を取り付けてください。

２）確認事項

施工を始める前に、以下の点を確認してください。

●指定通りの資材が現場に納品されていること。

●設計施工資料集が最新版であること。

●製品・付属部材・工具が揃っていること。

●施工方法。（特に付属部材との取り合い部など。）

●センター化粧幕板の長さ。（規格寸法（３６５８㎜）より長めになっています。）

１）付属部材、取付金具、出隅部、入隅部、ジョイント部の施工

●付属部材については、受け材を除く全ての後付け付属部材（出隅カバーや目地カバーなど）が、化粧幕板

　 に対して後付け（突き付け）施工となります。（先に取り付けてしまうと化粧幕板に干渉して化粧幕板が施工

　 できなくなります。）

●中間水切部には、中間水切を使用します。化粧幕板は中間水切にかぶせて施工できませんので必ず中間

　 水切よりも上部に取り付けてください。

●取付金具の固定前に必ず墨出しを行い、墨出し線の水平を水準器で確認してください。施工精度および

　 仕上りの外観を大きく左右します。

●取付金具を９１０㎜以下の間隔で施工します。

●センターサイディング付属部材（例えば見切縁の上）に取付金具を固定しないでください。変形や破損、

   脱落などの原因になります。

●取付金具は適切な力で固定してください。センターサイディング、取付金具の変形や破損の原因になります。

●化粧幕板施工後の横ズレとはずれ防止のため、取付金具キャッチ部に別売りのニチハシーリングを施工

　 してください。

●化粧幕板出隅・入隅部は化粧幕板端部を４５°の角度で切断してください。

●化粧幕板と出隅カバーまたはジョイントカバーは化粧幕板の片側端部に別売りのニチハシーリングを

　 接着剤として施工し、取り付けてください。（エンドキャップもニチハシーリングで固定します。）

●入隅はシーリング目地納めとなります。

　８－３　施工上の注意事項

●取付金具の固定はセンターサイディングに先孔（φ３．２㎜）をあけてから行い、ビスを胴縁に確実に固定します。
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　８－３　施工上の注意事項

８　センター化粧幕板 標準施工法

　８－４　施工手順

２）化粧幕板の施工

●化粧幕板の伸縮に対応するために、出隅部、入隅部およびジョイント部に８㎜の目地を確保します。

　 （化粧幕板は１本（３６５８㎜）あたり、温度変化１０℃に対して約２㎜伸縮します。また、昼夜の温度差が

　  大きい場合には、１日の中で大きく長さが変化する場合があります。）

●化粧幕板は取付金具に確実に固定します。固定が不十分な場合、脱落するおそれがあります。

●化粧幕板とセンターサイディングの隙間にシーリングを施工しないでください。化粧幕板の伸縮によって　

　 シーリングが破断します。また、化粧幕板の下端面は絶対にシーリングを施工しないでください。雨水など

   が溜まり、漏水の原因になります。

●化粧幕板が付属部材やその他の部材（例えば壁水切など）と干渉する場合は、干渉部を逃がすように

   化粧幕板をカッターなどの工具で切り欠きます。

●その他、不明な点は弊社営業所またはお客さま相談室までお問合せください。

出隅部分の取付金具の墨出し

取付金具施工間隔の確認・墨出し

取付金具の固定

取付金具への捨てシーリングの施工

化粧幕板の施工

化粧幕板の出隅・入隅・ジョイント・エンド部へのシーリング施工

化粧幕板の付属部材（出隅カバー・ジョイントカバー・エンドキャップ）の取り付け

センターサイディングの後付け付属部材の施工

完了

・割り付けの基準となります。

・取付間隔が９１０㎜以下になるように割り付けます。

・化粧幕板の長さを確認し、取付金具を所定の位置に取り付けます。

・金具の水平・金具どうしのレベル合わせに注意します。外観に影響を与えます。

・取付金具に捨てシーリングを施工します。

※シーリング硬化前に幕板を施工します。

・出隅・入隅は４５°の角度で切断します。

・幕板の伸縮に対応するため、出隅部、入隅部およびジョイント部に８㎜の目地を確保します。

・レベルを確認し、キズの補修など問題ないことを確認します。

・出隅・ジョイント部は化粧幕板の片側端部のみ（接着剤として）シーリングを施工します。

・入隅はシーリング目地納めとなります。

センターサイディング施工後、化粧幕板を次の順序で取り付けます。

水平方向の墨出し

・レベルを必ず確認します。外観に影響を与えます。

　８－２　施工を始める前のポイント

８　センター化粧幕板 標準施工法

１）「センター化粧幕板」を正しくお使い頂くために

●本設計施工資料集は外壁材としてセンターサイディングをお使い頂くことを前提に、施工方法を説明して

   おります。

●外壁材および付属部材などの取扱方法や施工手順、注意事項は本設計施工資料集に従ってください。

●取付金具は胴縁または躯体に固定します。そのためにセンターサイディング施工前の化粧幕板取り付け

　 予定部へ幅２００㎜以上になるように横胴縁を配置します。横胴縁の固定は十分な長さ（胴縁の厚さ

   ＋２０㎜以上）のビスを用いて、５００㎜以下の間隔で固定します。センターサイディング固定用に縦胴縁を

　 使用する場合は化粧幕板取付部で縁を切り、横胴縁を通します。

●化粧幕板、出隅カバー、ジョイントカバーおよびエンドキャップには樹脂を使用しています。火災の原因と

　 なるような場所や物に近づけないでください。また、炎天下の車中などの温度環境下での保管・運搬の際、

　 上に物を載せるなど荷重をかけると変形しやすくなるおそれがありますので、取り扱いにご注意ください。

●出隅カバー、ジョイントカバーおよびエンドキャップの引っかけ爪は大変薄く成形されており、施工時の負荷

　 により破損するおそれがあります。化粧幕板を引っかけた後にねじらないようにしてください。

●化粧幕板は、外観を向上させるための飾りです。雨仕舞いの効果はありませんので、下地およびセンター

   サイディングの雨仕舞いを十分に行った後、施工してください。

※取り付け可能な平面部があるセンターサイディング（Ｆ型など）と張り分ける場合は、取り付け可能な平面部

　 があるセンターサイディング側に化粧幕板を取り付けてください。

２）確認事項

施工を始める前に、以下の点を確認してください。

●指定通りの資材が現場に納品されていること。

●設計施工資料集が最新版であること。

●製品・付属部材・工具が揃っていること。

●施工方法。（特に付属部材との取り合い部など。）

●センター化粧幕板の長さ。（規格寸法（３６５８㎜）より長めになっています。）

１）付属部材、取付金具、出隅部、入隅部、ジョイント部の施工

●付属部材については、受け材を除く全ての後付け付属部材（出隅カバーや目地カバーなど）が、化粧幕板

　 に対して後付け（突き付け）施工となります。（先に取り付けてしまうと化粧幕板に干渉して化粧幕板が施工

　 できなくなります。）

●中間水切部には、中間水切を使用します。化粧幕板は中間水切にかぶせて施工できませんので必ず中間

　 水切よりも上部に取り付けてください。

●取付金具の固定前に必ず墨出しを行い、墨出し線の水平を水準器で確認してください。施工精度および

　 仕上りの外観を大きく左右します。

●取付金具を９１０㎜以下の間隔で施工します。

●センターサイディング付属部材（例えば見切縁の上）に取付金具を固定しないでください。変形や破損、

   脱落などの原因になります。

●取付金具は適切な力で固定してください。センターサイディング、取付金具の変形や破損の原因になります。

●化粧幕板施工後の横ズレとはずれ防止のため、取付金具キャッチ部に別売りのニチハシーリングを施工

　 してください。

●化粧幕板出隅・入隅部は化粧幕板端部を４５°の角度で切断してください。

●化粧幕板と出隅カバーまたはジョイントカバーは化粧幕板の片側端部に別売りのニチハシーリングを

　 接着剤として施工し、取り付けてください。（エンドキャップもニチハシーリングで固定します。）

●入隅はシーリング目地納めとなります。

　８－３　施工上の注意事項

●取付金具の固定はセンターサイディングに先孔（φ３．２㎜）をあけてから行い、ビスを胴縁に確実に固定します。
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　８－５　施工のポイント

８　センター化粧幕板 標準施工法

１）墨出し（取付金具の位置決め）

　 外壁材の張り方向によって（化粧幕板の割り付けを含む）墨出し基準・寸法が異なります。墨出し線の水平

　 は水準器で確認します。（図１、２）

＜センターサイディングが横張りの場合＞

　 化粧幕板の中心を基準とする場合、割り付けたい位置から上方に７５㎜の位置に墨出しをします。（図１－①）

　 また、化粧幕板の天面（上端）を基準とする場合には、基準位置から下方に２１㎜の位置に墨出しをします。

　 （図１－②）

＜センターサイディングが縦張りの場合＞

　 中間水切上部のセンターサイディング下端から１７０㎜の位置に墨出しをします。

　 ※この墨出しレベルに取付金具の天面を合わせて施工することにより、化粧幕板の下端を中間水切上部の

　 　 センターサイディング下端に合わせて割り付けできます。

取付金具レベルに墨出しする

センターサイディング上下接合部に化粧幕板中心を

合わせて施工する場合の墨出し例（図１－①参照）

目地部

取付金具レベルに墨出しする

中間水切

下
地

の
胴

縁
は

2
0
0
以

上

下
地

の
胴

縁
は

2
0
0
以

上

墨出し

墨出し

図１－① 図１－②

図１　センターサイディングが横張りの場合　取付金具の位置決め
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　８－５　施工のポイント

８　センター化粧幕板 標準施工法

２）取付金具の割り付けと固定（図３、４）

＜取付金具の割り付け＞

　 出隅の角部を基準として図３のように取付金具を割り付けます。

　 ※取付金具レベルより２１㎜上方が化粧幕板天面レベルになります。

図３　取付金具の割り付け図

＜取付金具の固定方法＞

　 取付金具にあるビス打ち孔からセンターサイディングの留め付け胴縁へビス留めし、取付金具下部のキャッ

　 チ溝に捨てシーリングを施工します。（図４）

図４　ビス打ち穴とキャッチ溝への捨てシーリング

取付金具の水平精度が幕板の外観を大きく左右しますのでご注意ください。

ビスを打ち込み過ぎた場合、センターサイディングに変形・破損が生じますのでご注意ください。

ＮＳ型の場合、表面凸部へ取付金具を固定します。

捨てシーリング

キャッチ溝

化粧幕板天面レベル

ジョイント部

取付金具レベル

　 （出隅・入隅部は角から８５㎜の位置に、ジョイント部はジョイント中心から左右５㎜ずつあけて割り付けます。）

注　　意
2
1

キャッチ溝

３）化粧幕板の固定と付属部材の取り付け

＜化粧幕板の固定＞

　 化粧幕板は取付金具に上部を引っかけてから取付金具のキャッチ溝に嵌め込みます。（図５）　　

※出隅・入隅部は化粧幕板の加工が必要です。

図５　化粧幕板の固定方法

①取付金具の上部に化粧幕板を引っ掛けます。

②取付金具の下部にある受けに捨てシーリングを施工し、化粧幕板の固定部を嵌め込んで固定してください。

化粧幕板
取付金具

捨てシーリング

キャッチ溝

シン・ネオスパンはＮＳ型の納まりを参照ください。

　８－５　施工のポイント

８　センター化粧幕板 標準施工法

１）墨出し（取付金具の位置決め）

　 外壁材の張り方向によって（化粧幕板の割り付けを含む）墨出し基準・寸法が異なります。墨出し線の水平

　 は水準器で確認します。（図１、２）

＜センターサイディングが横張りの場合＞

　 化粧幕板の中心を基準とする場合、割り付けたい位置から上方に７５㎜の位置に墨出しをします。（図１－①）

　 また、化粧幕板の天面（上端）を基準とする場合には、基準位置から下方に２１㎜の位置に墨出しをします。

　 （図１－②）

＜センターサイディングが縦張りの場合＞

　 中間水切上部のセンターサイディング下端から１７０㎜の位置に墨出しをします。

　 ※この墨出しレベルに取付金具の天面を合わせて施工することにより、化粧幕板の下端を中間水切上部の

　 　 センターサイディング下端に合わせて割り付けできます。

取付金具レベルに墨出しする

センターサイディング上下接合部に化粧幕板中心を

合わせて施工する場合の墨出し例（図１－①参照）
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　８－５　施工のポイント

８　センター化粧幕板 標準施工法

＜出隅部の施工＞

　 出隅部は化粧幕板端部を４５°の角度で切断し、８㎜の隙間を設けて施工し、化粧幕板の片側の表面に

　 捨てシーリングを施工して出隅カバーを取り付けます。（図６）

　 ※出隅カバーの脱落防止と、外気温の変化による化粧幕板の伸縮に対応するため、化粧幕板の片側表面

　 　 のみに捨てシーリングを施工します。 （ジョイント部も同様）

図６　出隅部の加工と出隅カバーの取り付け

45°で切断

捨てシーリング
（片側表面のみ）

出隅カバー

センター化粧幕板

センター
サイディング

＜入隅部の施工＞

   入隅部は化粧幕板端部を４５°の角度で切断し、８㎜の隙間を設けて施工し、シーリングを充填します。
   （図７）

図７　入隅部のシーリング納め

図８　ジョイントカバーの取り付け

45°で切断

シーリング目地

捨てシーリング（表面）

ジョイントカバー

＜エンド部の施工＞

   エンド部は化粧幕板の端面にシーリングを接着剤として使用し、エンドキャップを取り付けます。（図９）

図９　エンドキャップの取り付け

シーリング（端面）

エンドキャップ

＜ジョイント部の施工＞

　 ジョイント部は化粧幕板端部に８㎜の隙間を設けて施工し、化粧幕板の片側の表面に捨てシーリングを

　 施工してジョイントカバーを取り付けます。（図８）

　 ※ジョイントカバーの脱落防止と、外気温の変化による化粧幕板の伸縮に対応するため、化粧幕板の片側

　 　 表面のみに捨てシーリングを施工します。 （出隅部も同様）
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９　センタールーフ標準施工法

安全にご使用いただくために  ９－　１

  ９－　２

  ９－　３

  ９－　４

  ９－　５

運搬・保管時の注意事項

設計施工基準

本体施工時の注意事項

施工手順  ９－　６

下地の確認

補修塗装  ９－　７

  ９－　８

  ９－　９

  ９－１０

  ９－１１

下葺材の施工（防水強化仕様）

本体・付属部材の留め付け

施工後の注意事項  ９－１２

雪止め金具の設置について

太陽光発電パネル設置をご検討のお客様へ  ９－１３

下葺材の施工（一般施工仕様）

センタールーフは木造建築物専用商品です。
注　　意

本章では横暖ルーフαプレミアムＳ、横暖ルーフαＳ窯変、横暖ルーフαＳを「横暖ルーフα」、横暖ルーフ
プレミアムＳ、横暖ルーフＳ、横暖ルーフＳ１８２０を「横暖ルーフ」と表記しております。

　８－５　施工のポイント

８　センター化粧幕板 標準施工法

＜出隅部の施工＞

　 出隅部は化粧幕板端部を４５°の角度で切断し、８㎜の隙間を設けて施工し、化粧幕板の片側の表面に

　 捨てシーリングを施工して出隅カバーを取り付けます。（図６）

　 ※出隅カバーの脱落防止と、外気温の変化による化粧幕板の伸縮に対応するため、化粧幕板の片側表面

　 　 のみに捨てシーリングを施工します。 （ジョイント部も同様）

図６　出隅部の加工と出隅カバーの取り付け

45°で切断

捨てシーリング
（片側表面のみ）

出隅カバー

センター化粧幕板

センター
サイディング

＜入隅部の施工＞

   入隅部は化粧幕板端部を４５°の角度で切断し、８㎜の隙間を設けて施工し、シーリングを充填します。
   （図７）

図７　入隅部のシーリング納め

図８　ジョイントカバーの取り付け

45°で切断

シーリング目地

捨てシーリング（表面）

ジョイントカバー

＜エンド部の施工＞

   エンド部は化粧幕板の端面にシーリングを接着剤として使用し、エンドキャップを取り付けます。（図９）

図９　エンドキャップの取り付け

シーリング（端面）

エンドキャップ

＜ジョイント部の施工＞

　 ジョイント部は化粧幕板端部に８㎜の隙間を設けて施工し、化粧幕板の片側の表面に捨てシーリングを

　 施工してジョイントカバーを取り付けます。（図８）

　 ※ジョイントカバーの脱落防止と、外気温の変化による化粧幕板の伸縮に対応するため、化粧幕板の片側

　 　 表面のみに捨てシーリングを施工します。 （出隅部も同様）
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９　センタールーフ標準施工法

　９－１　安全にご使用いただくだめに

センタールーフを安全にご使用いただくため、施工前に必ずお読みいただき、正しい施工を行ってください。なお、この

製品は専門施工が必要なので、工事は必ず屋根専門工事業者様にご依頼ください。また、センタールーフを屋根材

以外の用途には使用しないでください。

センタールーフは、住宅などの屋根材として十分満足していただける品質を備えておりますが、耐久性や耐候性など

の諸機能は、正しい施工（標準施工）を行うことによってはじめて発揮されるものです。従って、必ず正しい施工（標準

施工）を実施していただくようお願いします。

死亡または重傷を負う可能性が想定されます。

●強風・雨天・降雪・雷鳴時は、施工しないでください。落下および落雷事故のおそれがあります。

●高所作業は関係法規に従って行ってください。事故のおそれがあります。

●センタールーフや金属製付属部材は電線などに触れないよう施工してください。感電のおそれがあります。

　 併せて、高圧送電線が近くにある場合、事前に電力会社へ相談するなど、安全対策を講じてください。

●センタールーフの使用可能地域外では、不具合や施工上の危険をまねくおそれがありますので、使用しないで

　 ください。

●雨や雪、露などで屋根面が濡れている場合は施工しないでください。滑り落ちるおそれがあります。

●積雪のある地域では、落雪による事故を防止するため、雪止め金具をご使用ください。

●屋根施工後は原則、屋根面に乗らないでください。また、屋根材の上の歩行は極力控え、やむを得ず歩行する

　 際は慎重な歩行を心掛けてください。底の硬い靴は使用しないでください。

●屋根面にはむやみに端材や工具などの物を置かないでください。滑り落ち、怪我などのおそれがあります。

●固定していない屋根材や付属部材などの上には絶対に乗らないでください。滑り落ちるおそれがあります。

使用者が傷害を負う危険が想定される場合および物的損傷の発生が想定されます。

●建築基準法、消防法に規定された建築用途、施工地域などを確認して使用してください。

●動きやすい服装、滑りにくい履物など、作業に適したものを着用してください。

●作業の際は、ヘルメット、滑り止め付き手袋や保護めがねなどの適切な保護具を着用してください。

●工事期間中、毎日の作業終了後には、屋根面の清掃をしてください。

●電動工具などをご使用の際は、各工具の取扱説明書に従って正しく使用してください。また、その配線などには

　 漏電しないものを使用してください。

●釘打ち機はセンタールーフ釘打ち部を突き破るおそれがあるので使用しないでください。

●梱包材、残材などは産業廃棄物として適正に処分してください。

●屋根面に仮設足場を組む場合は必ず養生板を敷いてください。また、架台を組む場合は、取り付け架台のメー

　 カーへご相談の上、汚れや雨水、異物の滞留がないようにしてください。

●はしごをかける場合は、当て木を使い、かつ、滑らないように固定してください。また、登り降りの作業は２人で

　 行ってください。

●施工中は仮設足場から屋根面へ飛び下りたり、物を落としたりしないでください。破損などが生じ、雨漏りなどの

　 不具合の原因となります。

　９－２　運搬・保管時の注意事項

●センタールーフの保管は原則屋内の水平な場所とし、必ずパレットまたは飼い木の上に載せてください。飼い木の

　 間隔は１m以下としてください。(８段積み以下)立て掛け保管は反りの原因となります。

●水漏れの可能性のある施工現場などでは、防水用のシート掛けをしてセンタールーフが濡れないようにしてください。

●保管中は変形防止のため、重量物や人が乗らないようにしてください。輸送中は損傷しないようにしてください。

●持ち運びの際は、１枚の時もケースの時も小端立てして両端を２人で持って運んでください。

●ロープで吊り上げる場合は２点吊りとし、吊り上げる時はワイヤー掛けなどでセンタールーフが損傷しないようにして

　 ください。

●吊り上げ作業中は、構造物や樹木に接触して変形、ひっかき傷などが生じないように注意してください。

●屋根上に仮置きする場合は落下防止のため、滑り止めの桟木を仮打ちしてその上に置いてください。（仮打ちで生

　 じた孔はシーリング材などで補修してください。）また、風のある時はあおられて飛ばないようにロープなどで結束し

　 て固定してください。

注　　意　
　

警　　告　
　

●梱包のPPバンドは持たないでください。
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９　センタールーフ標準施工法

　９－３　設計施工基準

　９－４　本体施工時の注意事項

　 ●下葺材は下表のようにセンタールーフの種類および屋根勾配、流れ長さに応じて施工してください。

　 ●建物の高さは原則１６m以下とします。耐風圧性能はＰ２１５でご確認ください。

　 ●垂木は４５５㎜以下の間隔で施工します。

　 ●野地板は耐水合板（普通合板１類、構造用合板特類または１類）１２㎜厚以上とし、千鳥張りします。

　 　 なお、ＡＬＣ板には施工できません。

　 ●積雪のある地域で、すがもれが懸念される場合は、十分なすがもれ対策を実施のうえ、センタールーフを

　 　 施工します。なお、屋根勾配は３．５寸以上、流れ長さは屋根勾配に応じて表の通りとなります。

　 ●結露防止のため、（独）住宅金融支援機構住宅工事仕様書に準じた小屋裏換気を必ず行ってください。

　 ●センタールーフは長尺、軽量のため風にあおられやすいので風のある日は特に注意して施工してください。

　 ●センタールーフの上で切断作業を行わないでください。また、センタールーフ本体や付属部材の加工時、

　 　 切断面に生じたバリおよび切り粉などは取り除いてください。もらい錆の原因となります。

　 ●センタールーフ表面および裏面の塗装に傷がつかないように注意してください。傷がつくと発錆の原因と

　 　 なります。万一、傷をつけてしまった場合は、必ず専用補修塗料で補修してください。

　 ●シーリング、補修塗料などは使用方法をご確認の上、正しく使用してください。

　 ●専用付属部材以外の部材を使用した場合、本体と部材で質感が異なる可能性があります。設定のある付属

　 　 部材は、必ず専用付属部材を使用してください。

　９－５　下地の確認
　 １）屋根の清掃・点検

　 　●施工前に屋根面が設計図通りになっているか野地板、けらば、軒先、棟、隅棟などの下地の寸法を確認

　 　　 してください。また、納品された製品が注文したものと一致しているか確認してください。

　 　●施工前に屋根面の点検を行い、枯れ葉やゴミが残っていないか確認してください。また、同時に仮設足場

　 　　 の不備がないか、障害物を撤去した後の破損がないか十分に確認してください。

　 ２）下地組みの確認

　 　●屋根面（野地板、軒先、けらば、棟、隅棟など）が設計図通りになっていることを確認してください。

流れ長さ

勾配 ２．５寸以上３．５寸未満

１３m以下

＜防水強化仕様＞

片面粘着層付き

改質アスファルトルーフィング、

アスファルトルーフィング９４０、

改質アスファルトルーフィング

１０m以下

３．５寸以上２７．５寸以下

捨て板（BYS2F00A） 要（全段） 不要

横暖ルーフαS窯変
【飛び火認定　DR-1981(1)】

＜一般施工仕様＞

アスファルトルーフィング９４０または

改質アスファルトルーフィング

下葺材の強化方法

流れ長さ

勾配 ３．５寸以上４．０寸未満 ５．０寸以上

１３m以下

片面粘着層付きアスファルトルーフィング上下重ね１００㎜以上、または

アスファルトルーフィング上下重ね５５０㎜以上、

左右重ねは双方とも２００㎜以上

１０m以下

４．０寸以上５．０寸未満

捨て板（BYS2F00A） 軒先から８段目まで使用 不要

＜すがもれ対策の勾配と流れ長さ・下葺材の条件＞

横暖ルーフαプレミアムＳ

横暖ルーフプレミアムＳ

【飛び火認定　DR-1859-1(1)】

横暖ルーフαＳ
横暖ルーフＳ（１８２０）

【飛び火認定　DR-1892（1）】

９　センタールーフ標準施工法

　９－１　安全にご使用いただくだめに

センタールーフを安全にご使用いただくため、施工前に必ずお読みいただき、正しい施工を行ってください。なお、この

製品は専門施工が必要なので、工事は必ず屋根専門工事業者様にご依頼ください。また、センタールーフを屋根材

以外の用途には使用しないでください。

センタールーフは、住宅などの屋根材として十分満足していただける品質を備えておりますが、耐久性や耐候性など

の諸機能は、正しい施工（標準施工）を行うことによってはじめて発揮されるものです。従って、必ず正しい施工（標準

施工）を実施していただくようお願いします。

死亡または重傷を負う可能性が想定されます。

●強風・雨天・降雪・雷鳴時は、施工しないでください。落下および落雷事故のおそれがあります。

●高所作業は関係法規に従って行ってください。事故のおそれがあります。

●センタールーフや金属製付属部材は電線などに触れないよう施工してください。感電のおそれがあります。

　 併せて、高圧送電線が近くにある場合、事前に電力会社へ相談するなど、安全対策を講じてください。

●センタールーフの使用可能地域外では、不具合や施工上の危険をまねくおそれがありますので、使用しないで

　 ください。

●雨や雪、露などで屋根面が濡れている場合は施工しないでください。滑り落ちるおそれがあります。

●積雪のある地域では、落雪による事故を防止するため、雪止め金具をご使用ください。

●屋根施工後は原則、屋根面に乗らないでください。また、屋根材の上の歩行は極力控え、やむを得ず歩行する

　 際は慎重な歩行を心掛けてください。底の硬い靴は使用しないでください。

●屋根面にはむやみに端材や工具などの物を置かないでください。滑り落ち、怪我などのおそれがあります。

●固定していない屋根材や付属部材などの上には絶対に乗らないでください。滑り落ちるおそれがあります。

使用者が傷害を負う危険が想定される場合および物的損傷の発生が想定されます。

●建築基準法、消防法に規定された建築用途、施工地域などを確認して使用してください。

●動きやすい服装、滑りにくい履物など、作業に適したものを着用してください。

●作業の際は、ヘルメット、滑り止め付き手袋や保護めがねなどの適切な保護具を着用してください。

●工事期間中、毎日の作業終了後には、屋根面の清掃をしてください。

●電動工具などをご使用の際は、各工具の取扱説明書に従って正しく使用してください。また、その配線などには

　 漏電しないものを使用してください。

●釘打ち機はセンタールーフ釘打ち部を突き破るおそれがあるので使用しないでください。

●梱包材、残材などは産業廃棄物として適正に処分してください。

●屋根面に仮設足場を組む場合は必ず養生板を敷いてください。また、架台を組む場合は、取り付け架台のメー

　 カーへご相談の上、汚れや雨水、異物の滞留がないようにしてください。

●はしごをかける場合は、当て木を使い、かつ、滑らないように固定してください。また、登り降りの作業は２人で

　 行ってください。

●施工中は仮設足場から屋根面へ飛び下りたり、物を落としたりしないでください。破損などが生じ、雨漏りなどの

　 不具合の原因となります。

　９－２　運搬・保管時の注意事項

●センタールーフの保管は原則屋内の水平な場所とし、必ずパレットまたは飼い木の上に載せてください。飼い木の

　 間隔は１m以下としてください。(８段積み以下)立て掛け保管は反りの原因となります。

●水漏れの可能性のある施工現場などでは、防水用のシート掛けをしてセンタールーフが濡れないようにしてください。

●保管中は変形防止のため、重量物や人が乗らないようにしてください。輸送中は損傷しないようにしてください。

●持ち運びの際は、１枚の時もケースの時も小端立てして両端を２人で持って運んでください。

●ロープで吊り上げる場合は２点吊りとし、吊り上げる時はワイヤー掛けなどでセンタールーフが損傷しないようにして

　 ください。

●吊り上げ作業中は、構造物や樹木に接触して変形、ひっかき傷などが生じないように注意してください。

●屋根上に仮置きする場合は落下防止のため、滑り止めの桟木を仮打ちしてその上に置いてください。（仮打ちで生

　 じた孔はシーリング材などで補修してください。）また、風のある時はあおられて飛ばないようにロープなどで結束し

　 て固定してください。

注　　意　
　

警　　告　
　

●梱包のPPバンドは持たないでください。
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　９－８　下葺材の施工（一般施工仕様）

９　センタールーフ標準施工法

●下葺材はP２１１表より、アスファルトルーフィング９４０（ＪＩＳ　Ａ　６００５）または改質アスファルトルーフィング

　 を使用します。

●棟換気部材などを設置する場合は、各換気部材メーカーの設置仕様に従ってください。
●下葺材の施工後、垂木の位置が分かるように墨出しを行ってください。

壁際部

大棟部

一般部

隅棟部

軒先・けらば部

　●隅棟部は、隅棟芯より２００㎜以上下葺材を敷き延ばして

　　 施工した後、幅５００㎜以上の下葺材を隅棟芯に沿って増し

　　 張りします。

　●重ねしろは上下１００㎜以上、左右２００㎜以上とします。
　

　●大棟部は、片側３００㎜以上（計６００㎜以上）重ねます。

流れ方向

のぼり木

立ち上げる

　●軒先部は、軒先水切の半分程度まで下葺材をかぶせます。

　●ケラバ部はのぼり木を設置し、下葺材を立ち上げます。役物

　　 に応じて納めます。

流れ方向

200以上

下葺材

100以
上

流れ方向流れ方向

棟芯

300以上300以上

下葺材

20
0以

上

200以上

片
側

25
0以

上

下葺材

下葺材

（捨て張り）

③
②

下葺材
下葺材

下葺材

50
0以

上

谷芯

250以
上

①

　●谷部は、

　　 ①谷芯を中心に片側５００㎜以上下葺材を捨て張りし、

　　 ②、③は、両側から谷芯より２５０㎜以上敷き延ばします。

　　 （図中の○数字は、施工の順番を表しています。）

軒先水切

谷　部

　●壁際部は、２５０㎜以上（雨押え金物の上端より５０㎜以上）

　　 立ち上げます。

 2
5
0
以

上50以上

流れ方向

2
5
0
以

上5
0
以

上

下葺材

センタールーフ

雨押え

（防水紙）

下葺材（増し張り）

９　センタールーフ標準施工法

　９－６　施工手順

　９－７　補修塗装

×

補修塗料の蓋中央にある色見本と同色になるまで充分に

振り、必ず端材などに試し塗りをしてください。

特に多色品は塗布する箇所に近い色を選定してください。

釘頭より広く塗り拡げたり、厚く塗布しないでください。拡げたり、塗布量

が多くても、施工途中は足場やネットがあり暗いのでわかりにくい場合が

あり、足場などが外れると外観上かなり目立つ場合があります。

丁寧に塗布してください！

禁 止

　 　●施工手順の詳細は、部位や屋根形状によって変わりますので納まり図をご参照ください。

下地（垂木、野地板）の確認

軒先用部材・けらば用部材・のぼり木（必要に応じて）の施工

下葺材の施工

本体の施工

付属部材の施工

補修・点検・清掃

割り付け・墨出し

　１）補修塗装手順

　　センタールーフには専用の補修塗料を用意していますが、適切な補修がなされないと

　　色違いなどの原因となるおそれがあります。使用に際しては下記に注意してください。

　　①天候確認

　　　●補修の前日および当日が降雨・降雪の場合は補修塗装を行わないでください。

　　　●施工時の気温が５℃以上の時に行ってください。

　　②色調の確認

　　　●色が均一になるまで十分に振った後、端材などに試し塗りをして色調を確認してください。

　　③補修面の処理

　　　●汚れ、埃、水分などを除去してください。

　　④補修塗装

　　　●補修塗料には攪拌球がセットされています。カチカチと音がするまでよく振ってからご使用ください。

　　　●必要以上に塗り広げないように、かつ、厚く塗らないようにしてください。　　　　

　　　※補修塗料は色調をセンタールーフに合わせてありますが、塗布量・塗布方法・艶などにより補修

　　　　 箇所が目立つ場合がありますので、塗布面積は必要最小限としてください。

　　　　 塗布面積が大きくなると違和感が生じるおそれがあります。

　２）釘頭の補修塗装

　　センタールーフの付属部材を留め付ける釘頭・ビス頭が目立つ箇所のみとし、周辺に塗り拡げないよう

　　最小限に塗布します。

ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

補修塗料の
はみ出し

表面留付釘
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　９－８　下葺材の施工（一般施工仕様）

９　センタールーフ標準施工法

●下葺材はP２１１表より、アスファルトルーフィング９４０（ＪＩＳ　Ａ　６００５）または改質アスファルトルーフィング

　 を使用します。

●棟換気部材などを設置する場合は、各換気部材メーカーの設置仕様に従ってください。
●下葺材の施工後、垂木の位置が分かるように墨出しを行ってください。

壁際部

大棟部

一般部

隅棟部

軒先・けらば部

　●隅棟部は、隅棟芯より２００㎜以上下葺材を敷き延ばして

　　 施工した後、幅５００㎜以上の下葺材を隅棟芯に沿って増し

　　 張りします。

　●重ねしろは上下１００㎜以上、左右２００㎜以上とします。
　

　●大棟部は、片側３００㎜以上（計６００㎜以上）重ねます。

流れ方向

のぼり木

立ち上げる

　●軒先部は、軒先水切の半分程度まで下葺材をかぶせます。

　●ケラバ部はのぼり木を設置し、下葺材を立ち上げます。役物

　　 に応じて納めます。

流れ方向

200以上

下葺材

100以
上

流れ方向流れ方向

棟芯

300以上300以上

下葺材

20
0以

上

200以上

片
側

25
0以

上

下葺材

下葺材

（捨て張り）

③
②

下葺材
下葺材

下葺材

50
0以

上

谷芯

250以
上

①

　●谷部は、

　　 ①谷芯を中心に片側５００㎜以上下葺材を捨て張りし、

　　 ②、③は、両側から谷芯より２５０㎜以上敷き延ばします。

　　 （図中の○数字は、施工の順番を表しています。）

軒先水切

谷　部

　●壁際部は、２５０㎜以上（雨押え金物の上端より５０㎜以上）

　　 立ち上げます。

 2
5
0
以

上50以上

流れ方向

2
5
0
以

上5
0
以

上

下葺材

センタールーフ

雨押え

（防水紙）

下葺材（増し張り）

９　センタールーフ標準施工法

　９－６　施工手順

　９－７　補修塗装

×

補修塗料の蓋中央にある色見本と同色になるまで充分に

振り、必ず端材などに試し塗りをしてください。

特に多色品は塗布する箇所に近い色を選定してください。

釘頭より広く塗り拡げたり、厚く塗布しないでください。拡げたり、塗布量

が多くても、施工途中は足場やネットがあり暗いのでわかりにくい場合が

あり、足場などが外れると外観上かなり目立つ場合があります。

丁寧に塗布してください！

禁 止

　 　●施工手順の詳細は、部位や屋根形状によって変わりますので納まり図をご参照ください。

下地（垂木、野地板）の確認

軒先用部材・けらば用部材・のぼり木（必要に応じて）の施工

下葺材の施工

本体の施工

付属部材の施工

補修・点検・清掃

割り付け・墨出し

　１）補修塗装手順

　　センタールーフには専用の補修塗料を用意していますが、適切な補修がなされないと

　　色違いなどの原因となるおそれがあります。使用に際しては下記に注意してください。

　　①天候確認

　　　●補修の前日および当日が降雨・降雪の場合は補修塗装を行わないでください。

　　　●施工時の気温が５℃以上の時に行ってください。

　　②色調の確認

　　　●色が均一になるまで十分に振った後、端材などに試し塗りをして色調を確認してください。

　　③補修面の処理

　　　●汚れ、埃、水分などを除去してください。

　　④補修塗装

　　　●補修塗料には攪拌球がセットされています。カチカチと音がするまでよく振ってからご使用ください。

　　　●必要以上に塗り広げないように、かつ、厚く塗らないようにしてください。　　　　

　　　※補修塗料は色調をセンタールーフに合わせてありますが、塗布量・塗布方法・艶などにより補修

　　　　 箇所が目立つ場合がありますので、塗布面積は必要最小限としてください。

　　　　 塗布面積が大きくなると違和感が生じるおそれがあります。

　２）釘頭の補修塗装

　　センタールーフの付属部材を留め付ける釘頭・ビス頭が目立つ箇所のみとし、周辺に塗り拡げないよう

　　最小限に塗布します。

ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

補修塗料の
はみ出し

表面留付釘
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　　９－１０　本体・付属部材の留め付け

　 １）本体の留め付け

　 　●センタールーフは下表の釘、ビスで留め付けてください。
　　

留付材

ＪＫ５００Ｅ
（ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）

ＪＫ１７１０
（ステンレスビスφ４．１㎜×２７㎜）

４５５㎜以下

留付間隔

　 　●エアーネイラーはセンタールーフ釘打ち部を突き破るおそれがあるので、使用しないでください。

　 ２）付属部材の留め付け

　 　●付属部材は木製桟木または樹脂製桟木に留め付けます。桟木の種類による施工条件は表の通りです。

　　※１　エコランバーを使用する場合は、下葺材を桟木にまかなくてもかまいません。

　　 ※２　付属部材の留付材は桟木を貫通しないサイズを選定してください。ステンレススクリュー釘を使用する場合は留め付け後、

　　　　　　補修塗料を最小限の範囲で塗布します。

　　 　 ＜樹脂製桟木＞

　　　　　フクビ化学工業株式会社製　エコランバー

　　　　　※エコランバーに関するお問い合わせは下記へお願いいたします。

　　　　　　 フクビ化学工業株式会社　特需開発営業部　大阪特需課　電話：０６－６３８６－６９５２

屋根材

横暖ルーフα

横暖ルーフ

　 　●施工方法に応じた耐風圧性能は下表の通りです。適切な安全率を見込んで施工仕様を決定してください。

　 　　 推奨安全率＝１．６以上　　

屋根材

横暖ルーフα

横暖ルーフ

留付材

釘：JK500E

ビス：JK1710

釘：JK500E

ビス：JK1710

留付間隔

455㎜

300㎜

455㎜

300㎜

留付下地

木製垂木留め

野地板留め

木製垂木留め

野地板留め

耐風圧性能※

4500Pa/安全率

センタールーフの耐風圧性能

※試験条件　センタールーフ単体の性能値になります。

施工方法

垂木固定

３００㎜以下野地板固定
ＪＫ１７１０

（ステンレスビスφ４．１㎜×２７㎜）

桟木

木製桟木

樹脂桟木

フクビ化学工業製

エコランバー　※１

桟木サイズ

横暖ルーフ

付属部材の留付材※２

カラーステンレススクリュー釘
または

ステンレススクリュー釘
長さ32㎜以上
（現場調達品）

止水パッキン付き
ステンレスビス

φ4.2×32㎜以上
（現場調達品）

留め付け間隔

軒先唐草、棟包み、
谷樋用吊り子：300㎜以下

上記以外455㎜以下

455㎜以下

45～50×45～50

エコランバー 瓦桟
H4028

エコランバー 瓦桟
M4343

エコランバー 瓦桟
N1845

横暖ルーフα

けらば水切８５・１１０

横暖ルーフ

横暖ルーフα

けらば水切８５・１１０

30×40

18×45

　９－９　下葺材の施工（防水強化仕様）    勾配２．５寸以上３．５寸未満の緩勾配屋根　

９　センタールーフ標準施工法

●本下葺材施工仕様は屋根勾配２．５寸以上３．５寸未満の緩勾配屋根に適用します。

●下葺材はP２１１表より、片面粘着層付き改質アスファルトルーフィング、アスファルトルーフィング９４０または
改質アスファルトルーフィングを使用します。

●共通捨て板は図のように施工します。

●棟換気部材などを設置する場合は、各換気部材メーカーの設置仕様に従ってください。

●下葺材の施工後、垂木の位置が分かるように墨出しを行ってください。

共通捨て板芯
軒先水切

センタールーフ

共通捨て板
共通捨て板芯

●野地板腐朽防止のため、軒先水切施工前に片面粘着層付き改質アスファルトルーフィングで野地板の軒先

　 先端を巻き込んでください。

●板金役物の接合部は必ずシーリング処理を行います。

●センタールーフの共通捨て板は本体左右接合部に図のように施工します。共通捨て板の中心がセンタールーフ

　 本体右端部となるよう位置を合わせて取り付けます。上下の共通捨て板が重なるような割り付けは避けて

　 ください。

●共通捨て板には、本体・付属部材の釘・ビスなどで孔をあけないでください。

共通捨て板・板金取り合い部

片面粘着層付き
改質アスファルトルーフィング
（厚：1.0㎜以上）で野地板を
巻き込む

片面粘着層付き
改質アスファルトルーフィング
（厚：1.0㎜以上）

センタールーフ

重ねしろ

（下葺材：片面粘着層あり）

　●重ねしろは、縦方向１００㎜、横方向２００㎜以上

　　 とします。

　●上下段の重ね部は２０００㎜以上ずらします。

流れ方向

左右の重ね

200以上

上
下

の
重

ね

100以
上

重ね部のずらし

2,000以上

片面粘着層付き
改質アスファルトルーフィング

（厚：1.0㎜以上）
下葺材

（片面粘着層なし）

　●重ねしろは、縦方向５５０㎜、横方向２００㎜以上

　　 とします。

　●上下段の重ね部は２０００㎜以上ずらします。

重ねしろ

（下葺材：片面粘着層なし）

上
下

の
重

ね

550以
上

左右の重ね

200以上

重ね部のずらし

2,000以上
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　　９－１０　本体・付属部材の留め付け

　 １）本体の留め付け

　 　●センタールーフは下表の釘、ビスで留め付けてください。
　　

留付材

ＪＫ５００Ｅ
（ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）

ＪＫ１７１０
（ステンレスビスφ４．１㎜×２７㎜）

４５５㎜以下

留付間隔

　 　●エアーネイラーはセンタールーフ釘打ち部を突き破るおそれがあるので、使用しないでください。

　 ２）付属部材の留め付け

　 　●付属部材は木製桟木または樹脂製桟木に留め付けます。桟木の種類による施工条件は表の通りです。

　　※１　エコランバーを使用する場合は、下葺材を桟木にまかなくてもかまいません。

　　 ※２　付属部材の留付材は桟木を貫通しないサイズを選定してください。ステンレススクリュー釘を使用する場合は留め付け後、

　　　　　　補修塗料を最小限の範囲で塗布します。

　　 　 ＜樹脂製桟木＞

　　　　　フクビ化学工業株式会社製　エコランバー

　　　　　※エコランバーに関するお問い合わせは下記へお願いいたします。

　　　　　　 フクビ化学工業株式会社　特需開発営業部　大阪特需課　電話：０６－６３８６－６９５２

屋根材

横暖ルーフα

横暖ルーフ

　 　●施工方法に応じた耐風圧性能は下表の通りです。適切な安全率を見込んで施工仕様を決定してください。

　 　　 推奨安全率＝１．６以上　　

屋根材

横暖ルーフα

横暖ルーフ

留付材

釘：JK500E

ビス：JK1710

釘：JK500E

ビス：JK1710

留付間隔

455㎜

300㎜

455㎜

300㎜

留付下地

木製垂木留め

野地板留め

木製垂木留め

野地板留め

耐風圧性能※

4500Pa/安全率

センタールーフの耐風圧性能

※試験条件　センタールーフ単体の性能値になります。

施工方法

垂木固定

３００㎜以下野地板固定
ＪＫ１７１０

（ステンレスビスφ４．１㎜×２７㎜）

桟木

木製桟木

樹脂桟木

フクビ化学工業製

エコランバー　※１

桟木サイズ

横暖ルーフ

付属部材の留付材※２

カラーステンレススクリュー釘
または

ステンレススクリュー釘
長さ32㎜以上
（現場調達品）

止水パッキン付き
ステンレスビス

φ4.2×32㎜以上
（現場調達品）

留め付け間隔

軒先唐草、棟包み、
谷樋用吊り子：300㎜以下

上記以外455㎜以下

455㎜以下

45～50×45～50

エコランバー 瓦桟
H4028

エコランバー 瓦桟
M4343

エコランバー 瓦桟
N1845

横暖ルーフα

けらば水切８５・１１０

横暖ルーフ

横暖ルーフα

けらば水切８５・１１０

30×40

18×45

　９－９　下葺材の施工（防水強化仕様）    勾配２．５寸以上３．５寸未満の緩勾配屋根　

９　センタールーフ標準施工法

●本下葺材施工仕様は屋根勾配２．５寸以上３．５寸未満の緩勾配屋根に適用します。

●下葺材はP２１１表より、片面粘着層付き改質アスファルトルーフィング、アスファルトルーフィング９４０または
改質アスファルトルーフィングを使用します。

●共通捨て板は図のように施工します。

●棟換気部材などを設置する場合は、各換気部材メーカーの設置仕様に従ってください。

●下葺材の施工後、垂木の位置が分かるように墨出しを行ってください。

共通捨て板芯
軒先水切

センタールーフ

共通捨て板
共通捨て板芯

●野地板腐朽防止のため、軒先水切施工前に片面粘着層付き改質アスファルトルーフィングで野地板の軒先

　 先端を巻き込んでください。

●板金役物の接合部は必ずシーリング処理を行います。

●センタールーフの共通捨て板は本体左右接合部に図のように施工します。共通捨て板の中心がセンタールーフ

　 本体右端部となるよう位置を合わせて取り付けます。上下の共通捨て板が重なるような割り付けは避けて

　 ください。

●共通捨て板には、本体・付属部材の釘・ビスなどで孔をあけないでください。

共通捨て板・板金取り合い部

片面粘着層付き
改質アスファルトルーフィング
（厚：1.0㎜以上）で野地板を
巻き込む

片面粘着層付き
改質アスファルトルーフィング
（厚：1.0㎜以上）

センタールーフ

重ねしろ

（下葺材：片面粘着層あり）

　●重ねしろは、縦方向１００㎜、横方向２００㎜以上

　　 とします。

　●上下段の重ね部は２０００㎜以上ずらします。

流れ方向

左右の重ね

200以上

上
下

の
重

ね

100以
上

重ね部のずらし

2,000以上

片面粘着層付き
改質アスファルトルーフィング

（厚：1.0㎜以上）
下葺材

（片面粘着層なし）

　●重ねしろは、縦方向５５０㎜、横方向２００㎜以上

　　 とします。

　●上下段の重ね部は２０００㎜以上ずらします。

重ねしろ

（下葺材：片面粘着層なし）

上
下

の
重

ね

550以
上

左右の重ね

200以上

重ね部のずらし

2,000以上
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　 ●屋根面の歩行は原則控え、やむを得ず歩く場合は、本体の中心部を歩くように注意してください。なお、棟包

　 　 みやけらば包み、ジョイント部などの上には絶対に乗らないようにしてください。

　 ●壁面などを塗装する場合は、必ずシートなどで屋根面を汚さないように養生してください。

　 ●他の構築物や取付金具などを施工する際に生じた、汚れ、ゴミ、屑などは掃除してください。

　 ●屋根面で他の構築物や取付金具などを施工する際に切り粉がでる切断は行わないでください。また、ハサミ

　 　 などで切断した鉄板の切り屑、釘などをそのまま屋根面に放置しておくともらい錆の原因となります。切り屑、

　 　 釘などは完全に除去してください。

　 ●屋根各部に小動物が侵入する穴が残っていないか点検し、もしあれば対策を立ててください。

　９－１２　施工後の注意事項

　９－１３　太陽光発電パネル設置をご検討のお客様へ

　 横暖ルーフにも、太陽光パネルを設置可能です。

　　１）カナメソーラーグリップ

　 　 ●太陽光発電パネル設置の際は、事前に株式会社カナメの施工研修を受講し、同工法の施工ＩＤを取得

　 　 　 してください。

　 　 ●横暖ルーフにカナメソーラーグリップ工法で太陽光発電パネルを設置する場合、下地強度、留付ビス、

　 　 　 留付間隔などの特殊な施工基準が定められています。同工法の施工基準を遵守し、正しく施工して

　 　 　 ください。

　 　 　 詳細は下記にご相談ください。

　 　 　 ＜株式会社カナメ＞

　 　 　 ・本社　　ソーラー事業部

　 　 　  栃木県宇都宮市平出工業団地３８－５２　ＴＥＬ　０２８－６６３－６３００

　 　 　 ・東京支店 　

　 　 　  東京都台東区台東４－２５－７　ＴＸ佐竹ビル７Ｆ　ＴＥＬ　０３－６８４１－１６２１

　　２）PVA-ATスライド

　　　●横暖ルーフにPVA-ATスライド工法で太陽光発電パネルを設置する場合、架台メーカーの

　 　　　ニイガタ製販株式会社の独自の施工基準が定められています。

　　　　 詳細は下記にご相談ください。

　　　　 ＜高島株式会社　建材事業本部　東日本統括部　エネルギーソリューション東京ユニット＞

　　　　 ・本社

　　　　　東京都千代田区神田駿河台２－２　御茶ノ水杏雲ビル　ＴＥＬ　０３－５２１７－７５７１

９　センタールーフ標準施工法

　９－１１　雪止め金具の設置について

●１段あたりの雪止め金具が負担できる屋根流れ長さは、下記の通りです。

　 （屋根と雪の摩擦係数：０、安全率：１．５、積雪の単位荷重：３kg/(㎡・㎝)）

●垂直積雪量が１２０㎝を超える地域にご使用の場合は、雪止め金具の強度性能から雪止め金具の段数を

　 ご検討ください。

　＜計算式＞

　　１段あたりの雪止め金具が

　　負担できる屋根流れ長さ（m）
　
　　

　　・１９０．８：雪止め金具１個あたりの引張強度（測定値）　１８７０（N）／９．８→１９０．８(kg)

　　・３：積雪の単位荷重（kg/㎡・㎝）　　

　　・垂直積雪量：（㎝）

　　・勾配：（寸）

　　・雪止め金具取付間隔：（m）

　　・１．５：安全率※

　　 ※適切な安全率を見込んでください。推奨安全率＝１．５以上。
　　

　

表①雪止め金具取付間隔：４５５㎜以下の場合 表②雪止め金具取付間隔：３００㎜以下の場合

垂直積雪量(㎝)

勾
配

（寸）

単位：m 単位：m

垂直積雪量(㎝)

勾
配

（寸）

＜計算例＞流れ長さ８．２m、４寸勾配、垂直積雪量４０㎝の場合（上の表①、②の○部）

表①雪止め金具取付間隔　４５５㎜の場合

　 上の表より、雪止め金具が負担できる流れ長さは５．８m。

　 屋根の流れ長さは８．２mなので２段必要。

表②雪止め金具取付間隔　３００㎜の場合

　 上の表より、雪止め金具が負担できる流れ長さは８．８m。

　 屋根の流れ長さは８．２mなので１段必要。
　

１９０．８
　　　

（３　　×垂直積雪量×（勾配／１０）×雪止め金具取付間隔×１．５）　

＝

図は雪止め金具取付間隔４５５㎜の場合

　

雪止め金具

（kg）

（kg/㎡・㎝）　　 （㎝）　　 （m）　　



217

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
化
粧
幕
板

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

　

　 ●屋根面の歩行は原則控え、やむを得ず歩く場合は、本体の中心部を歩くように注意してください。なお、棟包

　 　 みやけらば包み、ジョイント部などの上には絶対に乗らないようにしてください。

　 ●壁面などを塗装する場合は、必ずシートなどで屋根面を汚さないように養生してください。

　 ●他の構築物や取付金具などを施工する際に生じた、汚れ、ゴミ、屑などは掃除してください。

　 ●屋根面で他の構築物や取付金具などを施工する際に切り粉がでる切断は行わないでください。また、ハサミ

　 　 などで切断した鉄板の切り屑、釘などをそのまま屋根面に放置しておくともらい錆の原因となります。切り屑、

　 　 釘などは完全に除去してください。

　 ●屋根各部に小動物が侵入する穴が残っていないか点検し、もしあれば対策を立ててください。

　９－１２　施工後の注意事項

　９－１３　太陽光発電パネル設置をご検討のお客様へ

　 横暖ルーフにも、太陽光パネルを設置可能です。

　　１）カナメソーラーグリップ

　 　 ●太陽光発電パネル設置の際は、事前に株式会社カナメの施工研修を受講し、同工法の施工ＩＤを取得

　 　 　 してください。

　 　 ●横暖ルーフにカナメソーラーグリップ工法で太陽光発電パネルを設置する場合、下地強度、留付ビス、

　 　 　 留付間隔などの特殊な施工基準が定められています。同工法の施工基準を遵守し、正しく施工して

　 　 　 ください。

　 　 　 詳細は下記にご相談ください。

　 　 　 ＜株式会社カナメ＞

　 　 　 ・本社　　ソーラー事業部

　 　 　  栃木県宇都宮市平出工業団地３８－５２　ＴＥＬ　０２８－６６３－６３００

　 　 　 ・東京支店 　

　 　 　  東京都台東区台東４－２５－７　ＴＸ佐竹ビル７Ｆ　ＴＥＬ　０３－６８４１－１６２１

　　２）PVA-ATスライド

　　　●横暖ルーフにPVA-ATスライド工法で太陽光発電パネルを設置する場合、架台メーカーの

　 　　　ニイガタ製販株式会社の独自の施工基準が定められています。

　　　　 詳細は下記にご相談ください。

　　　　 ＜高島株式会社　建材事業本部　東日本統括部　エネルギーソリューション東京ユニット＞

　　　　 ・本社

　　　　　東京都千代田区神田駿河台２－２　御茶ノ水杏雲ビル　ＴＥＬ　０３－５２１７－７５７１

９　センタールーフ標準施工法

　９－１１　雪止め金具の設置について

●１段あたりの雪止め金具が負担できる屋根流れ長さは、下記の通りです。

　 （屋根と雪の摩擦係数：０、安全率：１．５、積雪の単位荷重：３kg/(㎡・㎝)）

●垂直積雪量が１２０㎝を超える地域にご使用の場合は、雪止め金具の強度性能から雪止め金具の段数を

　 ご検討ください。

　＜計算式＞

　　１段あたりの雪止め金具が

　　負担できる屋根流れ長さ（m）
　
　　

　　・１９０．８：雪止め金具１個あたりの引張強度（測定値）　１８７０（N）／９．８→１９０．８(kg)

　　・３：積雪の単位荷重（kg/㎡・㎝）　　

　　・垂直積雪量：（㎝）

　　・勾配：（寸）

　　・雪止め金具取付間隔：（m）

　　・１．５：安全率※

　　 ※適切な安全率を見込んでください。推奨安全率＝１．５以上。
　　

　

表①雪止め金具取付間隔：４５５㎜以下の場合 表②雪止め金具取付間隔：３００㎜以下の場合

垂直積雪量(㎝)

勾
配

（寸）

単位：m 単位：m

垂直積雪量(㎝)

勾
配

（寸）

＜計算例＞流れ長さ８．２m、４寸勾配、垂直積雪量４０㎝の場合（上の表①、②の○部）

表①雪止め金具取付間隔　４５５㎜の場合

　 上の表より、雪止め金具が負担できる流れ長さは５．８m。

　 屋根の流れ長さは８．２mなので２段必要。

表②雪止め金具取付間隔　３００㎜の場合

　 上の表より、雪止め金具が負担できる流れ長さは８．８m。

　 屋根の流れ長さは８．２mなので１段必要。
　

１９０．８
　　　

（３　　×垂直積雪量×（勾配／１０）×雪止め金具取付間隔×１．５）　

＝

図は雪止め金具取付間隔４５５㎜の場合

　

雪止め金具

（kg）

（kg/㎡・㎝）　　 （㎝）　　 （m）　　
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飛び火認定の大臣認定が必要な場合は、大臣認定の別添に従い

施工してください。

注　　意

１０　センタールーフ標準施工法

＜納まり詳細図＞

納まり詳細図　センタールーフ共通事項  １０－　１

  １０－　２

  １０－　３

納まり詳細図　横暖ルーフα

納まり詳細図　横暖ルーフ

本章では横暖ルーフαプレミアムＳ、横暖ルーフαＳ窯変、横暖ルーフαＳを「横暖ルーフα」、横暖ルーフ
プレミアムＳ、横暖ルーフＳ、横暖ルーフＳ１８２０を「横暖ルーフ」と表記しております。



219

飛び火認定の大臣認定が必要な場合は、大臣認定の別添に従い

施工してください。

注　　意

１０　センタールーフ標準施工法

＜納まり詳細図＞

納まり詳細図　センタールーフ共通事項  １０－　１

  １０－　２

  １０－　３

納まり詳細図　横暖ルーフα

納まり詳細図　横暖ルーフ

本章では横暖ルーフαプレミアムＳ、横暖ルーフαＳ窯変、横暖ルーフαＳを「横暖ルーフα」、横暖ルーフ
プレミアムＳ、横暖ルーフＳ、横暖ルーフＳ１８２０を「横暖ルーフ」と表記しております。

１０－１　納まり詳細図

センタールーフ共通事項

 　１）付属部材のつなぎ方

 　２）付属部材の取り合い・加工

 　４）本体のつなぎ方

 　５）雪止め金具の施工方法

　 ７）センター換気棟

　 ８）片流れ用換気棟

 　３）本体の葺き方
①階段葺き

②一文字葺き

①施工のポイント

②下地の開口

③センタールーフ・笠木の施工

④ベース・カバーの施工

①ウィング

②アングル

①けらば唐草

②軒先唐草

③棟包み２１０

④段付けらば唐草

⑤捨て谷８０

⑥隅棟捨て板

①棟包み２１０端部（けらば唐草使用時）

②軒先唐草＋けらば唐草

③大棟－隅棟

④壁水切（棟－流れ）

 　６）棟包み２１０ 屋根勾配と桟木寸法
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センタールーフ

　１）付属部材のつなぎ方 ①けらば唐草

50

50

斜線部分を切断します。8

50

捨てシーリング

重ね代はぜ部分を切断します。

はぜ折り部分を軽く立ち上げて

おくと、重ねやすくなります。

50

重ね代のはぜ折り部分を

軽くつぶします。

50

●斜線部分を切断して図のように納めてつなぎます。

●けらば唐草端部から５０㎜程度を斜めに切断してつなぎます。

●重ねの下になる棟包みの端部は、図の

　 斜線部分を切断してつなぎます。

●重ね代部分に、シーリングでビードを３本作り

　 棟包み２１０をかぶせます。

②軒先唐草

③棟包み２１０

　１）付属部材のつなぎ方

　１）付属部材のつなぎ方

けらば唐草

軒先唐草

軒先唐草

※付属部材のつなぎ方はあくまで一例です。現場の状況に応じて適宜ご対応ください。

構造

木造耐水合板

下　地

新築

工　法

棟包み２１０
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センタールーフ

　１）付属部材のつなぎ方 ①けらば唐草

50

50

斜線部分を切断します。8

50

捨てシーリング

重ね代はぜ部分を切断します。

はぜ折り部分を軽く立ち上げて

おくと、重ねやすくなります。

50

重ね代のはぜ折り部分を

軽くつぶします。

50

●斜線部分を切断して図のように納めてつなぎます。

●けらば唐草端部から５０㎜程度を斜めに切断してつなぎます。

●重ねの下になる棟包みの端部は、図の

　 斜線部分を切断してつなぎます。

●重ね代部分に、シーリングでビードを３本作り

　 棟包み２１０をかぶせます。

②軒先唐草

③棟包み２１０

　１）付属部材のつなぎ方

　１）付属部材のつなぎ方

けらば唐草

軒先唐草

軒先唐草

※付属部材のつなぎ方はあくまで一例です。現場の状況に応じて適宜ご対応ください。

構造

木造耐水合板

下　地

新築

工　法

棟包み２１０

構造

木造耐水合板

下　地

新築

工　法

センタールーフ

　１）付属部材のつなぎ方 ④段付けらば唐草

⑤捨て谷８０

⑥隅棟捨て板

　１）付属部材のつなぎ方

　１）付属部材のつなぎ方

水上側

●段付けらば唐草端部から５０㎜程度を斜めに切断し、水上側を水下側へ差し込みます。

水下側
50程度

5程
度

50程度

差し込む
水上側 水下側

●水上側の隅棟捨て板の返し部分の端部１００㎜程度を写真のように内側につぶし、水上側を水下側へ差し

込みます。

●斜線部分を切断して図のように納めてつなぎます。

　 水上側の捨て谷８０を図のように加工し、水上側を水下側へ差し込みます。

水上側

水下側

差し込む

水上側 水下側

100程度

水下側
水上側

※付属部材のつなぎ方はあくまで一例です。現場の状況に応じて適宜ご対応ください。写真はイメージです。

40程度

15
程

度

40程度

水上側

水下側

切り取る

内側につぶす
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２）付属部材の取り合い・加工 ①棟包み２１０端部（けらば唐草使用時）

けらば唐草に
巻き込みます

点線部で
折り曲げます

斜線部分を
切り取ります

40～50

シーリング

隅棟（例：棟包み２１０）

大棟（例：棟包み２１０）

20
10

シーリング

「流れ」 「棟」

手順②

点線部分で下に折り曲げます。

●けらば唐草を使用して納める場合は、棟包み端部を現場加工してください。

手順①

重ねの下になる棟包みの端部を

図の斜線部分で切り取ります。

手順③

折り曲げた部分の下端を

けらば唐草に巻き込みます。

手順①

斜線部分を切り取ります。

●棟包みどうしが重なるように端部を加工して

　 納めます。

●つなぎ部分には必ずシーリングを施工して

　 ください。

手順①

斜線部分を切断し、棟側の壁水切を折り曲げて

納めます。（斜線部分は勾配により異なります。）

手順②

つなぎ部分には必ずシーリングを施工します。

②軒先唐草＋けらば唐草

③大棟－隅棟

壁水切（棟－流れ）

切り取る

手順②

けらば唐草端部の下がり部分を

折り曲げます。

手順③

けらば唐草を軒先唐草の上に

重ねてください。

けらば唐草

軒先唐草

けらば唐草

軒先唐草
折り曲げる

軒先唐草

けらば唐草

棟包み２１０ 切り込み

２）付属部材の取り合い・加工

２）付属部材の取り合い・加工

２）付属部材の取り合い・加工

折り曲げる

※付属部材のつなぎ方はあくまで一例です。現場の状況に応じて適宜ご対応ください。

構造

木造耐水合板

下　地

新築

工　法

センタールーフ

切り取る
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２）付属部材の取り合い・加工 ①棟包み２１０端部（けらば唐草使用時）

けらば唐草に
巻き込みます

点線部で
折り曲げます

斜線部分を
切り取ります

40～50

シーリング

隅棟（例：棟包み２１０）

大棟（例：棟包み２１０）

20
10

シーリング

「流れ」 「棟」

手順②

点線部分で下に折り曲げます。

●けらば唐草を使用して納める場合は、棟包み端部を現場加工してください。

手順①

重ねの下になる棟包みの端部を

図の斜線部分で切り取ります。

手順③

折り曲げた部分の下端を

けらば唐草に巻き込みます。

手順①

斜線部分を切り取ります。

●棟包みどうしが重なるように端部を加工して

　 納めます。

●つなぎ部分には必ずシーリングを施工して

　 ください。

手順①

斜線部分を切断し、棟側の壁水切を折り曲げて

納めます。（斜線部分は勾配により異なります。）

手順②

つなぎ部分には必ずシーリングを施工します。

②軒先唐草＋けらば唐草

③大棟－隅棟

壁水切（棟－流れ）

切り取る

手順②

けらば唐草端部の下がり部分を

折り曲げます。

手順③

けらば唐草を軒先唐草の上に

重ねてください。

けらば唐草

軒先唐草

けらば唐草

軒先唐草
折り曲げる

軒先唐草

けらば唐草

棟包み２１０ 切り込み

２）付属部材の取り合い・加工

２）付属部材の取り合い・加工

２）付属部材の取り合い・加工

折り曲げる

※付属部材のつなぎ方はあくまで一例です。現場の状況に応じて適宜ご対応ください。

構造

木造耐水合板

下　地

新築

工　法

センタールーフ

切り取る

センタールーフ

３）本体の葺き方 ①階段葺き

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

④'

3030

①'
②'

③'

①

④’

②’

③

3030

30303030

④

③

①

②

③’

3030

④

3030

①’
②

●端材の寸法を優先して使うことにより、ロスの少ない施工が可能です。

※本体の横つなぎ目地が流れ方向で重ならないよう、以下の方法で配置してください。

●端材のロスが比較的多くなりますが目地を揃える施工が可能です。一段おきに本体のつなぎができます。

※本体の横つなぎ目地が流れ方向で重ならないよう、以下の方法で配置してください。

３）本体の葺き方 ②一文字葺き

●通し捨て板（現場加工）を下に敷くこともできます。通し捨て板を使用する場合は以下の点にご注意ください。

　 ①通し捨て板の固定は吊り子を使用します。

　 ②通し捨て板には本体・付属部材固定用の釘・ビスなどで孔をあけないようにします。

3030 3030 3030

本体の接合部

通し捨て板
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４）本体のつなぎ方

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

調整

3程度

調整

2　程度

●センタールーフ本体は左から右へ葺いていきます。また本体どうしのつなぎは重ね合わせのみです。

センタールーフ

軒先

センタールーフ

●緩勾配で捨て板を使用する場合は、Ｐ２１４をご確認ください。

●つなぎの下になる本体を施工後、図１のように施工します。図１で施工できない場合は図２のように

　 施工します。

つなぎの上になる本体を下の本体に

かぶせるようにスライドさせます。

軒先側 軒先側 

押さえ付けながら、 
嵌合させる 

軽く持ち上げておき、
折り返し部を差し込む 

図１ 図２

上になる本体の軒先側は嵌合できるように上から押さえ、

釘打ち側は軽く持ち上げておき、一気に軒先側は嵌合させ、

釘打ち側は上の本体の折り返し部を下の本体の折り返し部に

差し込みます。

　

●横暖ルーフαは左右の断熱材を突き合わせてつなぐ設計となっています。　

　 断熱材を突き合わせて施工してください。横暖ルーフと横暖ルーフαでは隙間寸法が異なります。

　

センタールーフ

施工イメージ（近景） 施工イメージ（UP） 裏面イメージ

●横暖ルーフの横つなぎは本体釘打ち部の左右隙間が３㎜程度

になるように調整して施工してください。

５）雪止め金具

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

（455）

垂木芯

軒桁

屋根勾配

垂木芯垂木芯垂木芯垂木芯

（455）（455） （455） 垂木ピッチ

千鳥で配置

軽く持ち上げる

垂木芯

60

40

40

軽く持ち上げる

垂木芯

60

 ①ウイング  ②アングル

●雪止め金具の取付位置は必ず垂木の直上に配置

　 します。

●雪止め金具を設置するセンタールーフ本体の折り

　 返し部分を幅６０㎜程度軽く持ち上げます。

●雪止め金具の折り返し部分をセンタールーフ本体

　 の持ち上げた部分に奥までしっかり差し込みます。

●雪止め金具を垂木に留め付け、上段のセンター

　 ルーフ本体を通常施工通りにかぶせます。

●図のように軒桁の上を１段目とし、千鳥に配置しま

   す。

●取付間隔は垂木に合わせます。

●雪止め金具の取付位置は必ず垂木の直上に配置

　 します。

●雪止め金具を設置するセンタールーフ本体の折り

　 返し部分を幅６０㎜程度軽く持ち上げます。

●雪止め金具の折り返し部分をセンタールーフ本体　

　 の持ち上げた部分に奥までしっかり差し込みます。

●雪止め金具を垂木に留め付け、上段のセンター

　 ルーフ本体を通常施工通りにかぶせます。

●図のようにL型アングル（現場調達）を取り付け、

　 ビスで固定します。

（３本留め）
（３本留め）

センタールーフ

センタールーフ
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４）本体のつなぎ方

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

調整

3程度

調整

2　程度

●センタールーフ本体は左から右へ葺いていきます。また本体どうしのつなぎは重ね合わせのみです。

センタールーフ

軒先

センタールーフ

●緩勾配で捨て板を使用する場合は、Ｐ２１４をご確認ください。

●つなぎの下になる本体を施工後、図１のように施工します。図１で施工できない場合は図２のように

　 施工します。

つなぎの上になる本体を下の本体に

かぶせるようにスライドさせます。

軒先側 軒先側 

押さえ付けながら、 
嵌合させる 

軽く持ち上げておき、
折り返し部を差し込む 

図１ 図２

上になる本体の軒先側は嵌合できるように上から押さえ、

釘打ち側は軽く持ち上げておき、一気に軒先側は嵌合させ、

釘打ち側は上の本体の折り返し部を下の本体の折り返し部に

差し込みます。

　

●横暖ルーフαは左右の断熱材を突き合わせてつなぐ設計となっています。　

　 断熱材を突き合わせて施工してください。横暖ルーフと横暖ルーフαでは隙間寸法が異なります。

　

センタールーフ

施工イメージ（近景） 施工イメージ（UP） 裏面イメージ

●横暖ルーフの横つなぎは本体釘打ち部の左右隙間が３㎜程度

になるように調整して施工してください。

５）雪止め金具

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

（455）

垂木芯

軒桁

屋根勾配

垂木芯垂木芯垂木芯垂木芯

（455）（455） （455） 垂木ピッチ

千鳥で配置

軽く持ち上げる

垂木芯

60

40

40

軽く持ち上げる

垂木芯

60

 ①ウイング  ②アングル

●雪止め金具の取付位置は必ず垂木の直上に配置

　 します。

●雪止め金具を設置するセンタールーフ本体の折り

　 返し部分を幅６０㎜程度軽く持ち上げます。

●雪止め金具の折り返し部分をセンタールーフ本体

　 の持ち上げた部分に奥までしっかり差し込みます。

●雪止め金具を垂木に留め付け、上段のセンター

　 ルーフ本体を通常施工通りにかぶせます。

●図のように軒桁の上を１段目とし、千鳥に配置しま

   す。

●取付間隔は垂木に合わせます。

●雪止め金具の取付位置は必ず垂木の直上に配置

　 します。

●雪止め金具を設置するセンタールーフ本体の折り

　 返し部分を幅６０㎜程度軽く持ち上げます。

●雪止め金具の折り返し部分をセンタールーフ本体　

　 の持ち上げた部分に奥までしっかり差し込みます。

●雪止め金具を垂木に留め付け、上段のセンター

　 ルーフ本体を通常施工通りにかぶせます。

●図のようにL型アングル（現場調達）を取り付け、

　 ビスで固定します。

（３本留め）
（３本留め）

センタールーフ

センタールーフ
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６）棟包み２１０ 屋根勾配と桟木寸法

●棟包み２１０の適用範囲は、棟包み２１０の内側に桟木が入る勾配となります。

●桟木位置は、センタールーフの種類ごとに桟木サイズと屋根勾配に応じて異なります。表はセンタールーフの

　 種類と桟木サイズに応じた桟木位置の目安です。現場の状況に応じて桟木の位置を調整してください。

105
30

15 A
桟木

棟包み２１０の適用範囲

Ａ　－　桟木寸法（横）　＞　０㎜

Ａ：棟芯から桟木端部までの寸法

１０：センタールーフの立ち上げや下葺材の重ね代

センタールーフの種類に応じた屋根勾配ごとの桟木位置Ａ（※）の目安

横暖ルーフ

屋

根

勾
配

桟木寸法(㎜)

横暖ルーフα

30（縦）×40（横） 45×45 50×50

※　Ａ：小数点以下切り捨て

10

例：屋根材が横暖ルーフα、桟木寸法が４５×４５㎜の場合

10
2.5

部は棟包み２１０が使用できません。現場調達となります。

10
10

10

105

10

10
5

２．５寸勾配

95

83

95

50

棟包み２１０

耐水合板 木造新築

工　法 下　地 構造

１０寸勾配

センタールーフ
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６）棟包み２１０ 屋根勾配と桟木寸法

●棟包み２１０の適用範囲は、棟包み２１０の内側に桟木が入る勾配となります。

●桟木位置は、センタールーフの種類ごとに桟木サイズと屋根勾配に応じて異なります。表はセンタールーフの

　 種類と桟木サイズに応じた桟木位置の目安です。現場の状況に応じて桟木の位置を調整してください。

105
30

15 A
桟木

棟包み２１０の適用範囲

Ａ　－　桟木寸法（横）　＞　０㎜

Ａ：棟芯から桟木端部までの寸法

１０：センタールーフの立ち上げや下葺材の重ね代

センタールーフの種類に応じた屋根勾配ごとの桟木位置Ａ（※）の目安

横暖ルーフ

屋

根

勾
配

桟木寸法(㎜)

横暖ルーフα

30（縦）×40（横） 45×45 50×50

※　Ａ：小数点以下切り捨て

10

例：屋根材が横暖ルーフα、桟木寸法が４５×４５㎜の場合

10
2.5

部は棟包み２１０が使用できません。現場調達となります。

10
10

10

105

10

10
5

２．５寸勾配

95

83

95

50

棟包み２１０

耐水合板 木造新築

工　法 下　地 構造

１０寸勾配

センタールーフ

７）センター換気棟 ①施工のポイント

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■大棟部：センター換気棟９０９と１８１８

センター換気棟を使用する場合は、大棟全体がP２２８～２３０の納まりとなります。桟木のサイズ、施工手順

がセンター換気棟を使用しない場合の納まり（P２４６、２６４）と異なります。

９０９タイプ

１８１８タイプ

本体付属部品 換気棟エンドキャップ
(別売)

ベース取付ビス(φ4×32）：6本

カバー取付ビス（φ4×16）：6本

ベース取付ビス（φ4×32）：12本

カバー取付ビス（φ4×16）：10本

換気棟ジョイント
(別売)

９０９タイプ

１８１８タイプ

有効換気口面積（㎝²/本) 適応天井面積（m²/本） 板厚（㎜）

９０９タイプ

カバー・ベース 側面図

ベース

カバー

付属品

有効換気

面積

本体形状

(略図）

注意事項 ●センター換気棟の上に乗らないでください。変形や雨漏りの原因になります。

●センター換気棟は切断しないでください。

●センター換気棟どうしの接続部や棟包みとの接続部には十分な防水対策を行ってください。

施工本数

換気金物その他の器具を用いた排気口は、できるだけ小屋裏頂部に設け、排気口

の有効換気面積は、天井面積の１/１６００とする。

また、軒裏などに設ける吸気口の有効換気面積は、天井面積の１/９００とする。

施工本数は住宅金融支援機構による住宅工事共通仕様書に準じます。

適用勾配

適用範囲

●センター換気棟は２．５～１０寸までの屋根勾配に使用します。

●出荷段階ではカバーは、２．５寸勾配に設定しています。施工する屋根勾配に調節してから

　 ご使用ください。

　

センター換気棟は大棟専用です。隅棟には使用できません。

１１８．８

２３７．５

１９．０

３８．０
０．３５

防水シール材

防水シール材

１８１８タイプ

出典：（独）住宅金融支援機構住宅工事仕様書より抜粋

センタールーフ

長さ：2,727㎜

９０９タイプ：909㎜

１８１８タイプ：1,818㎜

棟包み２１０
(別売)
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７）センター換気棟 ②下地の開口

換気棟の長さ（㎜） 開口部の長さ（㎜）

９０９タイプ

１８１８タイプ

７０９以下

１６１８以下

■大棟部：センター換気棟９０９・１８１８
＜下地の開口＞

   ①換気棟の取付位置を決めます。

   ②開口部の幅寸法は３０㎜（棟心から片側１５㎜）、長さ寸法は換気棟の全長より２００㎜以上（片側１００㎜

　　　以上）短くなるように開口します。（下表参照）

   ③開口後、下葺材を張ります。

30

開
口

部
の

長
さ

10
0

10
0

換
気

棟
の

長
さ

棟芯

下葺材を開口部まで折り込む

棟木

野地板

垂木

下葺材

９０９

１８１８

センター換気棟（カバー）

小屋裏頂部

センター換気棟（ベース）

センタールーフ

下葺材

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

センタールーフ
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７）センター換気棟 ②下地の開口

換気棟の長さ（㎜） 開口部の長さ（㎜）

９０９タイプ

１８１８タイプ

７０９以下

１６１８以下

■大棟部：センター換気棟９０９・１８１８
＜下地の開口＞

   ①換気棟の取付位置を決めます。

   ②開口部の幅寸法は３０㎜（棟心から片側１５㎜）、長さ寸法は換気棟の全長より２００㎜以上（片側１００㎜

　　　以上）短くなるように開口します。（下表参照）

   ③開口後、下葺材を張ります。

30

開
口

部
の

長
さ

10
0

10
0

換
気

棟
の

長
さ

棟芯

下葺材を開口部まで折り込む

棟木

野地板

垂木

下葺材

９０９

１８１８

センター換気棟（カバー）

小屋裏頂部

センター換気棟（ベース）

センタールーフ

下葺材

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

センタールーフ

７）センター換気棟 ③センタールーフ・笠木の施工

■大棟部：センター換気棟９０９・１８１８

＜センタールーフの施工＞

　 ①センタールーフ本体の最上段棟側を全て１０㎜立ち上げて施工します。

使用する換気棟の長さ＋20㎜あける

笠木（18×45）

笠木上に下葺材を張る

下葺材

最上段の棟側を

10㎜立ち上げる

センタールーフ

笠木の施工

下葺材の施工

10 25

10

10

換
気

棟
の

長
さ

＜笠木の施工＞

　 ①笠木（１８×４５）と棟包み２１０を仮組みして図の寸法位置に笠木を取り付けます。

　 ②笠木は換気棟の全長より片側１０㎜外側に取り付けます。

　 ③笠木を施工後、笠木上に下葺材を張ります。

103

センタールーフの立ち上げ

棟全体のイメージ

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

センタールーフ

写真はイメージです。
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センタールーフ

７）センター換気棟 ④ベース・カバーの施工

＜棟包みとカバーの施工＞

①棟包み２１０を図のように切り欠き加工し、加工部をベースに重ねて取り付けます。

②ベースのビス孔にあわせて棟包み２１０に先孔をあけます。

③カバーと重なる位置の棟包み２１０上に、シーリングを施工します。（片面２ヶ所）

④カバーを取り付け、付属のカバー取付けビス（φ４㎜×１６㎜）で固定します。

棟包み２１０の施工

カバーの施工

■大棟部：センター換気棟９０９・１８１８

＜ベースの施工＞

連結の場合

隙間ができない
ように突き立てる

シーリング

バックアップ材
＋シーリング

ベース
取付けビス

（φ4㎜×32㎜）

シーリング

ベースのビス孔に
合わせて下孔をあける

シーリング

切欠き加工
棟包み２１０

ケミカル面戸１３×１５

カバー取付けビス
（φ4㎜×16㎜）

センター換気棟カバー

棟包み２１０

棟包み２１０

防水シール材を
20㎜取り除く

センター換気棟
ベース

エンドキャップ

ジョイント

①ベース裏面の防水シール材を端部から２０㎜取り除いた後、ベース両端にエンドキャップを取り付けます。

エンドキャップは事前に横暖ルーフ立ち上がり分を切り取ります。

②ベース裏面にエンドキャップを取り付けたものを笠木の間に付属のベース取付けビス（φ４㎜×３２㎜）で

固定します。エンドキャップ切り取り部と横暖ルーフの取り合い部は、捨てシーリングを施工します。

③端部にはシーリングを施工します。

④換気棟を連結する場合は、換気棟ジョイントを使用してください。

エンドキャップはセンタールーフの
立ち上がり分を切り取る

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

写真はイメージです。
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センタールーフ

７）センター換気棟 ④ベース・カバーの施工

＜棟包みとカバーの施工＞

①棟包み２１０を図のように切り欠き加工し、加工部をベースに重ねて取り付けます。

②ベースのビス孔にあわせて棟包み２１０に先孔をあけます。

③カバーと重なる位置の棟包み２１０上に、シーリングを施工します。（片面２ヶ所）

④カバーを取り付け、付属のカバー取付けビス（φ４㎜×１６㎜）で固定します。

棟包み２１０の施工

カバーの施工

■大棟部：センター換気棟９０９・１８１８

＜ベースの施工＞

連結の場合

隙間ができない
ように突き立てる

シーリング

バックアップ材
＋シーリング

ベース
取付けビス

（φ4㎜×32㎜）

シーリング

ベースのビス孔に
合わせて下孔をあける

シーリング

切欠き加工
棟包み２１０

ケミカル面戸１３×１５

カバー取付けビス
（φ4㎜×16㎜）

センター換気棟カバー

棟包み２１０

棟包み２１０

防水シール材を
20㎜取り除く

センター換気棟
ベース

エンドキャップ

ジョイント

①ベース裏面の防水シール材を端部から２０㎜取り除いた後、ベース両端にエンドキャップを取り付けます。

エンドキャップは事前に横暖ルーフ立ち上がり分を切り取ります。

②ベース裏面にエンドキャップを取り付けたものを笠木の間に付属のベース取付けビス（φ４㎜×３２㎜）で

固定します。エンドキャップ切り取り部と横暖ルーフの取り合い部は、捨てシーリングを施工します。

③端部にはシーリングを施工します。

④換気棟を連結する場合は、換気棟ジョイントを使用してください。

エンドキャップはセンタールーフの
立ち上がり分を切り取る

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

写真はイメージです。

８）片流れ用棟包み 屋根勾配と桟木寸法

　 ●桟木位置は、センタールーフの種類ごとに桟木サイズと屋根勾配に応じて異なります。表はセンタールーフ

　 　 の種類と桟木サイズに応じた桟木位置の目安です。現場の状況に応じて桟木の位置を調整してください。

Ａ：棟頂部から桟木端部までの寸法

センタールーフの種類に応じた屋根勾配ごとの桟木位置Ａ（※）の目安

横暖ルーフ

屋

根

勾
配

桟木寸法(㎜)

横暖ルーフα

30（横）×40（縦） 45×45

2.5

3

3.5

4

4.5

5

5.5

6

6.5

※　Ａ：小数点以下切り捨て

165

162

160

157

154

152

149

146

144

164

161

158

155

152

149

146

143

141

耐水合板 木造新築

工　法 下　地 構造

　センタールーフ

A

181

20

20
15

0

片流れ用棟包み

桟木
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180

75

10

21

20

4540

20

cm²/ )

９）片流れ用換気棟　①施工のポイント　改訂のご案内
　本ページ（P２３２）は、一部改訂のため、次ページ（P２３２-１）に更新しております。
　最新の設計施工資料を閲覧される際は、次ページをご確認ください。



　センタールーフ

９）片流れ用換気棟 ①施工のポイント

　 ■片流れ部：片流れ用換気棟

 　　 センター換気棟を使用する場合は、片流れ棟全体がＰ２３２～２３６の納まりとなります。

　　　桟木のサイズ、組み方等がセンター換気棟を使用しない場合の納まり（Ｐ２５５、２７３）と異なります。

本体固定ビス 捨水切

φ4.2×75㎜：5本入り

予備1本含む

捨水切
エンドキャップ

片流れ用棟包み

(別売)

外観 側面図

付属品

有効換気

面積

本体形状

(略図）

注意事項 ●片流れ用換気棟の上に乗らないでください。変形や雨漏りの原因になります。

●片流れ用換気棟は切断しないでください。

●片流れ用換気棟どうしの接続部や片流れ用棟包みとの接続部には十分な防水対策を行って

　 ください。

施工本数

換気金物その他の器具を用いた排気口は、できるだけ小屋裏頂部に設け、排気口

の有効換気面積は、天井面積の１/１６００とする。

また、軒裏などに設ける吸気口の有効換気面積は、天井面積の１/９００とする。

施工本数は住宅金融支援機構による工事共通仕様書に準じます。

適用勾配

適用範囲

片流れ用換気棟は屋根材の種類で適用勾配が異なりますのでご注意ください。

出荷時は２．５寸勾配に設定しています。施工する屋根勾配に調節してからご使用ください。

　

片流れ用換気棟は片流れ棟専用です。

出典：住宅金融支援機構仕様書より抜粋

1
5
0

180

75

2
1

54
1800

座金
防水パッキン

塗装高耐食GLめっき鋼板

2本

塗装高耐食GLめっき鋼板

2個

塗装高耐食GLめっき鋼板

長さ2727㎜

10

21

20

4540

【横暖ルーフの場合】 【横暖ルーフαの場合】

押さえ板金

20

2
0

1
5
0

181

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

2
0

25
12

.5

本体全長
2050㎜

働き長さ
2000㎜

長さ

有効換気口面積（cm²/本) 適応天井面積（m²/本） 板厚（㎜）

２１９ ３５ ０．３５

別売り

232-1
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Ｐ２３２　２０２４年４月改訂版【Ｗｅｂ掲載のみ】
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　センタールーフ

９）片流れ用換気棟 ①施工のポイント

　 ■片流れ部：片流れ用換気棟

 　　 片流れ用換気棟を使用する場合は、片流れ棟全体がＰ２３２～２３６の納まりとなります。

桟木のサイズ、組み方等が片流れ用換気棟を使用しない場合の納まり（Ｐ２５５、２７３）と異なります。

本体固定ビス 捨水切

φ4.2×75㎜：5本入り

予備1本含む

捨水切
エンドキャップ

片流れ用棟包み

(別売)

外観 側面図

付属品

有効換気

面積

本体形状

(略図）

注意事項 ●片流れ用換気棟の上に乗らないでください。変形や雨漏りの原因になります。

●片流れ用換気棟は切断しないでください。

●片流れ用換気棟どうしの接続部や片流れ用棟包みとの接続部には十分な防水対策を行って

　 ください。

施工本数

換気金物その他の器具を用いた排気口は、できるだけ小屋裏頂部に設け、排気口

の有効換気面積は、天井面積の１/１６００とする。

また、軒裏などに設ける吸気口の有効換気面積は、天井面積の１/９００とする。

施工本数は住宅金融支援機構による工事共通仕様書に準じます。

適用勾配

適用範囲

片流れ用換気棟は屋根材の種類で適用勾配が異なりますのでご注意ください。

出荷時は２．５寸勾配に設定しています。施工する屋根勾配に調節してからご使用ください。

　

片流れ用換気棟は片流れ棟専用です。

出典：住宅金融支援機構仕様書より抜粋

1
5
0

180

現地調達

部材

75

2
1

54
1800

座金
防水パッキン

塗装高耐食GLめっき鋼板

2本

塗装高耐食GLめっき鋼板

2個

塗装高耐食GLめっき鋼板

長さ2727㎜

10

21

20

4540

【横暖ルーフの場合】 【横暖ルーフαの場合】

押さえ板金

20

2
0

1
5
0

181

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

2
0

25
12

.5

本体全長
2050㎜

働き長さ
2000㎜

長さ

有効換気口面積（cm²/本) 適応天井面積（m²/本） 板厚（㎜）

２１９ ３５ ０．３５

　センタールーフ

９）片流れ用換気棟

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

②下地の開口・捨水切の施工

　 １．下地の開口

　 　 ①換気棟の取付位置を決めます。

　 　 ②開口位置は屋根勾配と使用する屋根材の種類によって表（※１）のように異なります。

　 　 ③開口後、下葺材を張ります。

開口位置決め

※1

野地板
開口

開口

■破風施工時の壁側の屋根下葺材

■外壁材施工時の壁側の屋根下葺材

200㎜以上

開口

開口

下葺材

破風下地まで

破風下地

外壁下地

　●破風を施工する場合は破風下地まで、破風を施工しない場合は屋根頂部から壁側に２００㎜以上、

　 　下葺材を張ります。

　●開口にかかる下葺材を切り取ります。

　２．捨水切の施工および防水処理

捨水切キャップ

捨水切キャップ

防水テープ

（現地調達）

棟側

軒先側
①

③

②

②

※1棟側

軒先側

15
00

20

※1の長さの条件別対応表（目安）

4寸 80㎜

4.5寸 78㎜

5寸 75㎜

5.5寸 73㎜

6寸 71㎜

2.5寸 89㎜

3寸 85㎜

3.5寸 82㎜

横暖ルーフα横暖ルーフ

6.5寸 70㎜

新築

75㎜

73㎜

71㎜

82㎜

79㎜

77㎜

屋根材

使用不可

工法

●捨水切と捨水切キャップを開口に合わせて施工します。

　 捨水切キャップは捨水切の端部に差し込んでください。

●捨水切の立ち上がりが鉛直になるよう角度を調整し、

　 留付釘（ステンレススクリュー釘、長さ32㎜以上）で

　 留め付けます。

●捨水切施工後、捨水切と捨水切キャップ境界部に内側から

　 シーリングを施します。

●捨水切と下葺材との境界部、釘頭部およびピンホールには

　 シーリング材および防水テープで防水処理を施します。

 　防水テープは四方①軒先側→②捨水切端部→③棟側の順

 　に貼り付けます。

※防水テープは空気が入らないよう十分に接着させてください。

119°

90°

捨水切

捨水切
シーリング

下葺材
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21

45

10

20

40

20

９）片流れ用換気棟　③下地木材・センタールーフの施工　改訂のご案内
　本ページ（P２３４）は、一部改訂のため、次ページ（P２３４-１）に更新しております。
　最新の設計施工資料を閲覧される際は、次ページをご確認ください。



　センタールーフ

９）片流れ用換気棟 ③下地木材・センタールーフの施工

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

　 ３．下地木材の施工

C

B

18
30

(4
5)

45

40(45) A
30

(4
5)

40(45)

開口
※ 2

捨水切

下葺材

下葺材

　●図のように下地木材AおよびBを設置します。

　 　下地木材Aは垂木に留め付けます。

　●下地木材B施工後、下地木材Cを設置し、留め付けます。

　※下地木材A（現場調達）の施工位置は条件によって異なります。（※2の長さの条件別対応表を参照）

　※下地木材には下葺材を巻いてください。

　４．センタールーフの施工

※括弧寸法は横暖ルーフαのサイズを示す

下地木材A

センタールーフ

下葺材

　５．押さえ板金およびケミカル面戸

●下地木材Ａまでセンタールーフを葺き上げます。

　 センタールーフは下地木材の厚みと同じだけ立ち上げます。

ケミカル面戸１５×３５

押さえ板金

10

21

20

4540
＜横暖ルーフの場合＞ ＜横暖ルーフαの場合＞

20

　●押さえ板金にケミカル面戸１５×３５を貼り付けます。

　６．押さえ板金の施工

塗装高耐食GLめっき鋼板

押さえ板金
●ケミカル面戸１５×３５を貼り付けた押さえ板金を下地木材A

　 を覆うように設置し、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ

　 ３２㎜以上）で下地木材A上面に留め付けます。

●押さえ板金上面に捨てシーリングを施工します。

※2の長さの条件別対応表（目安）

129㎜

127㎜

122㎜

119㎜

116㎜

139㎜

135㎜

132㎜

横暖ルーフα横暖ルーフ

114㎜

新築

128㎜

126㎜

121㎜

137㎜

134㎜

132㎜

30×40㎜ 45×45㎜

4寸

4.5寸

5寸

5.5寸

6寸

2.5寸

3寸

3.5寸

6.5寸

屋根材

工法

下地木材A･B

のサイズ

使用不可

■雨押さえ板金の

　 加工形状図

ケミカル面戸１５×３５

材質 　

234-1
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使用不可

　センタールーフ

９）片流れ用換気棟 ③下地木材・センタールーフの施工

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

　 ３．下地木材の施工

C

B

18
30

(4
5)

45

40(45) A

30
(4

5)

40(45)

開口
※ 2

捨水切

下葺材

下葺材

　●図のように下地木材AおよびBを設置します。

　 　下地木材Aは垂木に留め付けます。

　●下地木材B施工後、下地木材Cを設置し、留め付けます。

　※下地木材A（現場調達）の施工位置は条件によって異なります。（※2の長さの条件別対応表を参照）

　※下地木材には下葺材を巻いてください。

　４．センタールーフの施工

※括弧寸法は横暖ルーフαのサイズを示す

下地木材A
下葺材

　５．押さえ板金（現場調達）およびケミカル面戸

●下地木材Aまでセンタールーフを葺き上げます。

　 センタールーフは下地木材Aの厚みと同じだけ立ち上げます。

ケミカル面戸１５×３５

押さえ板金（現地調達）

21

45

10

20

40
＜横暖ルーフの場合＞ ＜横暖ルーフαの場合＞

20

　●押さえ板金にケミカル面戸１５×３５を貼り付けます。

　６．押さえ板金（現場調達）の施工

材質　
塗装高耐食
GLめっき鋼板

押さえ板金（現地調達）
●ケミカル面戸１５×３５を貼り付けた押さえ板金を下地木材A

　 を覆うように設置し、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ

　 ３２㎜以上）で下地木材A上面に留め付けます。

●押さえ板金上面に捨てシーリングを施工します。

※2の長さの条件別対応表（目安）

129㎜

127㎜

122㎜

119㎜

116㎜

139㎜

135㎜

132㎜

横暖ルーフα横暖ルーフ

114㎜

新築

128㎜

126㎜

121㎜

137㎜

134㎜

132㎜

30×40㎜ 45×45㎜

4寸

4.5寸

5寸

5.5寸

6寸

2.5寸

3寸

3.5寸

6.5寸

屋根材

工法

下地木材A･B

のサイズ

■押さえ板金の
加工形状図

ケミカル面戸１５×３５

センタールーフ

　センタールーフ

９）片流れ用換気棟

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

④片流れ用換気棟・片流れ用棟包みの施工

　 ７．片流れ用換気棟の施工

破風側から見た図

留め付けピッチ455㎜

本体固定ビス

　●本体の中心位置と開口の中心位置を合わせて本体を設置し、本体固定ビス（75㎜）で下地木材Aに留め

　　 付けます。

　●本体垂れ部は化粧破風あるいはサイディングの上から、留付釘（ステンレススクリュー釘、長さ：外装材厚み

　　 +30㎜以上）を用いて４５５㎜以下の間隔で必ず下地に留め付けます。

　※片流れ用換気棟を施工する時点で化粧破風やサイディングが施工されていない場合は、施工完了後の外装

　　 材の厚みと同じ厚みの木材を挟み、本体垂れ部を仮留めしてください。化粧破風やサイディングの施工後、

　　 必ず本体垂れ部を留付釘（ステンレススクリュー釘、長さ：外装材厚み+30㎜以上）で留め付け直します。

　８．笠木および片流れ用棟包みの施工

　●片流れ用換気棟および片流れ用棟包みは棟頂部の角度を屋根勾配に合わせて調整し、棟面がたわまない

　　 ように施工してください。

　

片流れ用棟包み

50

5

笠木

片流れ用棟包み

90

18

笠木の断面サイズ

笠木
笠木

EPDMをつぶす

下地木材A

下地木材A
ケミカル面戸１５×３５

下葺材

①笠木施工前に、あらかじめ

　 下葺材を下地木材Aの上に

　 設置します。

②笠木を下地木材Aに取り

　 付けます。

③下葺材を笠木に巻き込み

　 ます。

　●図のように、片流れ用換気棟の両側面を突き付けで笠木（１８×９０）を設置し、片流れ用換気棟側面に付い

　　 ているEPDMを潰します。笠木は下地木材Ａに留め付けます。

　※笠木には図のように下葺材を巻きます。

　●片流れ用換気棟端部の重ね代（50㎜程度）となる部分にシーリングで防水処理を施します。

　●片流れ用棟包みの一方の端部は、図のように切り欠き、片流れ用換気棟端部の重ね代にかぶせ、片流れ用

　　 棟包みの前面を留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）で笠木に留め付けます。

　

笠木部の下葺材の張り方

1
5
0

181

2
0

25

下地木材Ａ

押さえ板金
（現場調達）

ケミカル面戸15×35

片流れ用棟包み

シーリング
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　センタールーフ

９）片流れ用換気棟

　 ■連続使用時の施工方法

片流れ用棟包み

片流れ用換気棟
片流れ用換気棟

笠木

笠木

片流れ用棟包み

　●連続施工時は開口と開口の間を５００㎜あけ、開口を設けます。

　●手順２～手順８の通り施工します。

　●片流れ用換気棟どうしおよび片流れ用換気棟と片流れ用棟包みが重なる部分にはシーリングでビードを

　　 ３本作り、防水処理を施します。

捨てシーリング

開　口 開　口

500
開口間の寸法

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

⑤連続使用時の施工
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　センタールーフ

９）片流れ用換気棟

　 ■連続使用時の施工方法

片流れ用棟包み

片流れ用換気棟
片流れ用換気棟

笠木

笠木

片流れ用棟包み

　●連続施工時は開口と開口の間を５００㎜あけ、開口を設けます。

　●手順２～手順８の通り施工します。

　●片流れ用換気棟どうしおよび片流れ用換気棟と片流れ用棟包みが重なる部分にはシーリングでビードを

　　 ３本作り、防水処理を施します。

捨てシーリング

開　口 開　口

500
開口間の寸法

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

⑤連続使用時の施工

飛び火認定の大臣認定が必要な場合は、大臣認定の別添に従い施工

してください。

注　　意

１０－２　納まり詳細図

木造下地 横暖ルーフα

 　１）施工のポイント

 　２）本体仕様

 　５）けらば部

 　７）隅棟部

 　８）谷部

①棟側　壁水切６０×１２０

②流れ側　壁水切６０×１２０＋捨て谷８０

 　３）主要付属部材一覧表

 　４）軒先部 軒先唐草４０

 　６）大棟部

 　９）下屋根部

 　１０）片棟部 片流れ用棟包み

①けらば唐草４０

②けらば包み６０

③段付けらば唐草４０＋段付けらば

④けらば水切８５（１１０）

①谷樋

②谷樋＋Ｓ見切縁１８

①棟包み２１０

②棟巴２１０Ｌ

③棟包み２１０＋けらば水切８５（１１０）

①棟包み２１０

②隅棟カバー（隅棟カバー急勾配用）

①横暖ルーフα専用部材

②横暖ルーフとの共通部材
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横暖ルーフα

　１）施工のポイント

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

①横暖ルーフα専用施工方法

●桟木寸法が変わります。

　 桟木は幅４５～５０㎜×高さ４５～５０㎜を使用してください。桟木の使用部位はけらば部（けらば包み仕様）、　

　 隅棟部（棟包み仕様）、大棟部、下屋根部です。

●横暖ルーフα専用の部材があります。

　 けらば包み６０、けらばキャップ６０(左右勝手あり)、けらば水切８５（１１０）、段付けらば軒先（左右勝手あり）、

　 段付けらば（左右勝手あり）、隅棟カバー、隅棟カバー急勾配用、Ｓ見切縁１８、ケミカル面戸１５×３５は、

　 横暖ルーフαの専用品です。その他の部材は横暖ルーフと共通です。

②横暖ルーフαの施工上の注意事項

●横暖ルーフαは山の高さ（本体厚さ）が横暖ルーフより高いので、掴み込み（巻き込み）端部加工が横暖

●横暖ルーフαは金切はさみなどで切断してください。

　 ルーフに比べ施工しにくくなっています。

　 端部加工の少ない段付きけらばやＳ見切縁１８の使用を推奨します。

２）本体仕様
■横暖ルーフα　本体

働き長さ：2,960

表面材：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板　厚み：0.35㎜

芯材：硬質ウレタンフォーム

260(働き幅)

1
7

３）主要付属部材一覧表 ①横暖ルーフα専用部材
 ■隅棟カバー（急勾配用）■段付けらば（左右） ■段付けらば軒先（左右）  ■隅棟カバー

■Ｓ見切縁１８ ■けらば包み６０ ■けらばキャップ６０（左右）

※左右勝手あり

■けらば水切８５

※左右勝手あり ※左右勝手あり ※2寸5分以上3寸5分未満対応 ※3寸5分以上5寸以下対応

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はNICHIHA金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

【品番：BSMAF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BDKCF0**（左）】

【品番：BDKBF0**（右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BDKEF0**（左）】

【品番：BDKDF0**（右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BSM8F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BMKDF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKD6F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKCBF0** （左）】

【品番：BKCCF0** （右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BKZ6F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

 ■けらば唐草４０

 ■剣先２１０

■軒先唐草４０

 ■センター換気棟９０９■棟包み２１０

■捨て谷８０ ■段付けらば唐草４０

■センター換気棟１８１８

■隅棟捨て板

横暖ルーフα 耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■換気棟エンドキャップ

【品番：BNK1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKK1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BSD1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKK3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

 ■谷樋 ■換気棟ジョイント

■壁水切６０×１２０■谷樋用吊り子

【品番：BAM5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

３）主要付属部材一覧表 ①横暖ルーフα専用部材
■ケミカル面戸１５×３５

３）主要付属部材一覧表 ②横暖ルーフとの共通部材

■ケミカル面戸１３×１５■共通捨て板

【品番：BKM1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：1,818㎜

【品番：BKM4F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BKM3F051】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BTD1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BTD2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BCMＢQ10B】

材質：EPDM

長さ：2,000㎜

両面テープ

【品番：BMD3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BSM5F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BYS2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BCMCQ10B】

材質：EPDM

長さ：2,000㎜

両面テープ

【品番：BKE1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BKM2F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：909㎜

※棟包み２１０用

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はNICHIHA金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

【品番：BKZ8F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

■けらば水切１１０■けらば水切キャップ８５

　　（左右）

90

84.5

84

74.5

20

13.6

【品番：BKCGF0**(左)】

【品番：BKCＦF0**(右)】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

■けらば水切キャップ１１０

　　（左右）

109

【品番：BKCＪF0**(左)】

【品番：BKCＨF0**(右)】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

20

13.8
89.3

99
99
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 ■けらば唐草４０

 ■剣先２１０

■軒先唐草４０

 ■センター換気棟９０９■棟包み２１０

■捨て谷８０ ■段付けらば唐草４０

■センター換気棟１８１８

■隅棟捨て板

横暖ルーフα 耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■換気棟エンドキャップ

【品番：BNK1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKK1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BSD1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKK3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

 ■谷樋 ■換気棟ジョイント

■壁水切６０×１２０■谷樋用吊り子

【品番：BAM5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

３）主要付属部材一覧表 ①横暖ルーフα専用部材
■ケミカル面戸１５×３５

３）主要付属部材一覧表 ②横暖ルーフとの共通部材

■ケミカル面戸１３×１５■共通捨て板

【品番：BKM1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：1,818㎜

【品番：BKM4F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BKM3F051】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BTD1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BTD2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BCMＢQ10B】

材質：EPDM

長さ：2,000㎜

両面テープ

【品番：BMD3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BSM5F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BYS2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BCMCQ10B】

材質：EPDM

長さ：2,000㎜

両面テープ

【品番：BKE1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BKM2F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：909㎜

※棟包み２１０用

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はNICHIHA金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

【品番：BKZ8F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

■けらば水切１１０■けらば水切キャップ８５

　　（左右）

90

84.5

84

74.5

20

13.6

【品番：BKCGF0**(左)】

【品番：BKCＦF0**(右)】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

■けらば水切キャップ１１０

　　（左右）

109

【品番：BKCＪF0**(左)】

【品番：BKCＨF0**(右)】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

20

13.8
89.3

99
99
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３）主要部材一覧表　②横暖ルーフとの共通部材　改訂のご案内
　本ページ（P２４０）は、一部改訂のため、次ページ（P２４０-１）に更新しております。
　最新の設計施工資料を閲覧される際は、次ページをご確認ください。



３）主要付属部材一覧表

　横暖ルーフα 耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

 ■雪止め（アングル） ■雪止め（ウイング）

3.
2

50

ステンレススクリュー釘

【品番：JK500E】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.3㎜×50㎜

 ■専用釘（本体留付用）

ステンレスビス

【品番：JK1710】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×27㎜

 ■専用ビス（本体留付用）

27

4
.1

※垂木に固定できない場合に使用

②横暖ルーフとの共通部材

※先付けタイプ

【品番：BYD4Q0JK】

足・材質：ステンレス
厚み：1.2㎜

【品番：BYE*Q0**】

材質：ステンレス
厚み：1.2㎜

 ■共板

共板（コイル）

【品番：ECL1F5**】

【品番：ECL1F7**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　幅762/914㎜×長さ10m

ニチハシーリング

【品番：DSY1Q0**】

材質：変成シリコーン系

ニチハシーリング

 ■シーリング

補修塗料

【品番：DPA2Q0**】

 ■補修塗料

150

※先付けタイプ

ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

※各部材は、2024年4月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

 ■棟巴２１０Ｌ

105

【品番：BTEBF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：500㎜

30

140

15

500

 ■片流れ用棟包み

1
5
0

181

25 20

【品番：BDMBF0**】

【品番：BMDBF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

762/914

 ■片流れ用換気棟

1
5
0

180

【品番：BKM5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：2,000㎜

【品番：BKM6F051】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

45

21

20

 ■押さえ板金

　　（片流れ用換気棟）
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３）主要付属部材一覧表

　横暖ルーフα 耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

 ■雪止め（アングル） ■雪止め（ウイング）

3.
2

50

ステンレススクリュー釘

【品番：JK500E】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.3㎜×50㎜

 ■専用釘（本体留付用）

ステンレスビス

【品番：JK1710】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×27㎜

 ■専用ビス（本体留付用）

27

4
.1

※垂木に固定できない場合に使用

②横暖ルーフとの共通部材

※先付けタイプ

【品番：BYD4Q0JK】

足・材質：ステンレス

厚み：1.2㎜

【品番：BYE*Q0**】

材質：ステンレス

厚み：1.2㎜

 ■共板

【品番：ECL1F7**】

共板（コイル）

【品番：ECL1F5**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　幅762/914㎜×長さ10m

762/914

ニチハシーリング

【品番：DSY1Q0**】

材質：変成シリコーン系

ニチハシーリング

 ■シーリング

補修塗料

【品番：DPA4Q0**】

 ■補修塗料

150

※先付けタイプ

ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

 ■棟巴２１０Ｌ

105

【品番：BTEBF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：500㎜

30

140

15

500

 ■片流れ用棟包み

1
5
0

181

25 20

【品番：BDMBF0**】
【品番：BMDBF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

横暖ルーフα

　４）軒先部

軒先唐草４０

●軒先唐草４０は留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、３００㎜以下の間隔で広小舞

　 または野地板に留め付けます。

●図のように下葺材を張り、横暖ルーフα本体の軒側実を軒先唐草４０に差し込み、横暖ルーフα本体の

　 棟側実に専用釘（ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）を用いて、４５５㎜以下の間隔で垂木に留め

　 付けます。ただし、垂木への固定が困難な場合は、専用ビス（ステンレスビスφ４．１㎜×２７㎜）を用いて

　 ３００㎜以下の間隔で野地板に留め付けます。

軒先唐草４０
留付釘＠300

軒先唐草４０

下葺材

留付釘＠300

専用釘＠455

横暖ルーフα

横暖ルーフα

専用釘＠455

下葺材

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

野地板

野地板

広小舞

広小舞

留付釘＠300
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　５）けらば部 ①けらば唐草４０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

けらば唐草４０

留付釘＠455
横暖ルーフα

下葺材

本体現場加工部

けらば唐草４０

下葺材

部分断面図

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体のけらば部分は図のように加工します。

①けらば唐草先端から

　 図の寸法で切断します。

②長辺端部から４０㎜の位置まで

　 芯材のウレタンと裏面紙を剥がします。

横暖ルーフα

シーリング
（強風地域）

本体現場加工部

留付釘＠455

③網掛け部分を

　 切り落とします。
④切り込みを入れた部分を

　 水平に起こします。

⑤けらば唐草先端を巻き込むように

　 折り曲げます。

切断

野地板

垂木

横暖ルーフα

野地板

専用釘＠455

横暖ルーフα

けらば唐草先端

32

40 40

25

33 33

25

切
断

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

切り込み

●けらば唐草４０は留付釘（ステンレススクリュー

釘長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の間

隔で図の位置に取り付けます。

●下葺材を図のように張り、横暖ルーフα本体

は専用釘（ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×

５０㎜）を用いて、４５５㎜以下の間隔で垂木に

施工します。

●横暖ルーフα本体端部を図のように現場加工

し、けらば唐草４０へ納めます。強風地域では

取り合い部にシーリングを施工してください。

専用釘＠455

　５）けらば部 ②けらば包み６０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

部分断面図■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体のけらば部分は図のように加工します。

④Ｒの部分をつぶします。

①けらば桟木面から

　 図の寸法で切断します。

②網掛け部分を切り落とします。

③切り込みを入れた部分から

　 垂直に起こします。

⑤接合部から雨水の浸入を

　 防ぐためシーリングを

　 充填します。

横暖ルーフα
ケミカル面戸１５×３５

けらば包み６０

留付釘＠455

　下葺材 本体現場加工部

野地板 捨て谷８０

横暖ルーフα

けらば包み６０

ケミカル面戸１５×３５

留付釘＠455

桟木45～50×45～50

本体現場加工部

捨て谷８０

けらばキャップ６０

2
0

20

20

20

20

20

20

30

野地板

桟木45～50×45～50

●野地板の上に下葺材を張ります。

●けらば部に桟木４５～５０㎜×４５～５０㎜を

　 取り付け、桟木を包むように下葺材を増し張り

　 します。

●捨て谷８０は留付釘（ステンレススクリュー釘長さ

　 ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の間隔で

　 桟木に留め付けます。

●本体の図の位置にケミカル面戸１５×３５を貼り

　 付け、けらば包み６０をかぶせるように施工し、

　 留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を

　 用いて、４５５㎜以下の間隔で桟木に留め付けます。

●軒先端部の仕上げは、けらばキャップ６０をリベット

　 でけらば包み６０に留め付けるか、留付釘（ステンレス

　 スクリュー釘長さ３２㎜以上）で桟木に留め付けます。

下葺材

ケミカル面戸
１５×３５

横暖ルーフα

けらば
桟木面

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

切
断

次の横暖ルーフα本体の取り付け前
にシーリングを充填する

本体取り付け後
シーリングを充填する

20
20

20 20

切り込み
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　５）けらば部 ①けらば唐草４０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

けらば唐草４０

留付釘＠455
横暖ルーフα

下葺材

本体現場加工部

けらば唐草４０

下葺材

部分断面図

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体のけらば部分は図のように加工します。

①けらば唐草先端から

　 図の寸法で切断します。

②長辺端部から４０㎜の位置まで

　 芯材のウレタンと裏面紙を剥がします。

横暖ルーフα

シーリング
（強風地域）

本体現場加工部

留付釘＠455

③網掛け部分を

　 切り落とします。
④切り込みを入れた部分を

　 水平に起こします。

⑤けらば唐草先端を巻き込むように

　 折り曲げます。

切断

野地板

垂木

横暖ルーフα

野地板

専用釘＠455

横暖ルーフα

けらば唐草先端

32

40 40

25

33 33

25

切
断

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

切り込み

●けらば唐草４０は留付釘（ステンレススクリュー

釘長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の間

隔で図の位置に取り付けます。

●下葺材を図のように張り、横暖ルーフα本体

は専用釘（ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×

５０㎜）を用いて、４５５㎜以下の間隔で垂木に

施工します。

●横暖ルーフα本体端部を図のように現場加工

し、けらば唐草４０へ納めます。強風地域では

取り合い部にシーリングを施工してください。

専用釘＠455

　５）けらば部 ②けらば包み６０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

部分断面図■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体のけらば部分は図のように加工します。

④Ｒの部分をつぶします。

①けらば桟木面から

　 図の寸法で切断します。

②網掛け部分を切り落とします。

③切り込みを入れた部分から

　 垂直に起こします。

⑤接合部から雨水の浸入を

　 防ぐためシーリングを

　 充填します。

横暖ルーフα
ケミカル面戸１５×３５

けらば包み６０

留付釘＠455

　下葺材 本体現場加工部

野地板 捨て谷８０

横暖ルーフα

けらば包み６０

ケミカル面戸１５×３５

留付釘＠455

桟木45～50×45～50

本体現場加工部

捨て谷８０

けらばキャップ６０

2
0

20

20

20

20

20

20

30

野地板

桟木45～50×45～50

●野地板の上に下葺材を張ります。

●けらば部に桟木４５～５０㎜×４５～５０㎜を

　 取り付け、桟木を包むように下葺材を増し張り

　 します。

●捨て谷８０は留付釘（ステンレススクリュー釘長さ

　 ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の間隔で

　 桟木に留め付けます。

●本体の図の位置にケミカル面戸１５×３５を貼り

　 付け、けらば包み６０をかぶせるように施工し、

　 留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を

　 用いて、４５５㎜以下の間隔で桟木に留め付けます。

●軒先端部の仕上げは、けらばキャップ６０をリベット

　 でけらば包み６０に留め付けるか、留付釘（ステンレス

　 スクリュー釘長さ３２㎜以上）で桟木に留め付けます。

下葺材

ケミカル面戸
１５×３５

横暖ルーフα

けらば
桟木面

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

切
断

次の横暖ルーフα本体の取り付け前
にシーリングを充填する

本体取り付け後
シーリングを充填する

20
20

20 20

切り込み
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　５）けらば部 ③段付けらば唐草４０＋段付けらば

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

段付けらば

下葺材

横暖ルーフα

留付釘＠455

段付けらば
唐草４０

横暖ルーフα

下葺材
留付釘＠455

段付けらば

段付けらば唐草４０

ブラインドリベット

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体のけらば部分は図のように加工します。

●野地板上に、段付けらば唐草４０を留付釘

　 （ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を用い

　 て４５５㎜以下の間隔で留め付けます。

●下葺材を張り、横暖ルーフα本体は専用釘（ス

　 テンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）を用い

　 て、４５５㎜以下の間隔で垂木に留め付けます。

●段付けらばは、けらば小口にかぶせるように取

   り付けます。その際、軒先から段付けらば軒先

   を施工し、以降段付けらばを使用して施工します。

●段付けらば軒先および段付けらばは側面の穴

   からブラインドリベットで留め付けます。

①段付けらば唐草の端部

　 となる位置を切断します。

②端部から１０㎜の位置まで芯材の

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

●段付けらばは図のように軒先からかぶせるように取り付けます。

　 軒先は必ず小口付きの「段付けらば軒先」を使用します。

※「段付けらば軒先」、「段付けらば」は形状が

　 左右で逆になります。

　 必ずご確認の上、施工してください。

垂木

野地板

専用釘＠455

横暖ルーフα

10

10

部分断面図

横暖ルーフα

本体現場加工部

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

段付けらば唐草端部

段付けらば

段付けらば軒先

切
断

横暖ルーフα

　５）けらば部 ④けらば水切８５（１１０）

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

　 ■施工ポイント・現場加工図［けらば水切キャップを使用しない場合］

　 ●軒先部は、軒先唐草４０にけらば水切８５をかぶせます。

①けらば水切８５は図のように

　 切断します。

※切り取り寸法は目安です。

②けらば水切８５は軒先唐草４０にかぶせ、図のように折り曲げ

　 ます。横暖ルーフαが軒先唐草４０に差し込めるように、けらば

　 水切８５と軒先唐草４０の取り合い部の隙間を調整してください。

＜その他の加工例＞

　 ●けらば部に桟木１８×４５を取り付け、桟木を

　    包むように下葺材を増し張りします。

　 ●けらば水切８５（１１０）は留付釘（ステンレススク

　　　リュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下

　　　の間隔で桟木に留め付けます。

　 ●けらば水切８５（１１０）にケミカル面戸１３×１５

　　　を貼り付けます。（下図の○位置参照）

　 ●横暖ルーフαは、けらば水切８５（１１０）と重なる

　　　部分の釘打ち部を切り取ります。（図の○部参照）

　 ●横暖ルーフαをけらば水切８５（１１０）に差し込み

　　　ます。

　 ●軒先端部は図のように加工して納めます。

　 ●軒先端部の仕上げは、けらば水切キャップ８５

　　　（１１０）をリベットでけらば水切８５（１１０）に留め

　　　付けるか、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ

　　　３２㎜以上）で桟木に留め付けます。

けらば水切８５軒先部の加工例 けらば水切８５と軒先唐草の取り合い

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５
横暖ルーフα

下葺材

桟木１８×４５

部分断面図 図はけらば水切１１０で

表現しています。

横暖ルーフα

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５

　 ■ケミカル面戸１３×１５の貼り付け位置

40

留付釘

けらば水切８５

切り取る

折り曲げ位置

折り曲げる

軒先唐草４０

けらば水切８５

軒先唐草４０

けらば水切８５

かぶせる20
（※

） 105（130）（※
）

切り込み

折り曲げる
つかみ込む

野地板

けらば水切８５（１１０）

けらば水切と重なる横暖ルーフα
釘打ち部は切り取る

桟木１８×４５

けらば水切キャップ８５（１１０）

横暖ルーフα ケミカル面戸１３×１５

下葺材

けらば水切と重なる
横暖ルーフα釘打ち部は
切り取る

写真はイメージです。



245

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
化
粧
幕
板

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

　５）けらば部 ③段付けらば唐草４０＋段付けらば

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

段付けらば

下葺材

横暖ルーフα

留付釘＠455

段付けらば
唐草４０

横暖ルーフα

下葺材
留付釘＠455

段付けらば

段付けらば唐草４０

ブラインドリベット

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体のけらば部分は図のように加工します。

●野地板上に、段付けらば唐草４０を留付釘

　 （ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を用い

　 て４５５㎜以下の間隔で留め付けます。

●下葺材を張り、横暖ルーフα本体は専用釘（ス

　 テンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）を用い

　 て、４５５㎜以下の間隔で垂木に留め付けます。

●段付けらばは、けらば小口にかぶせるように取

   り付けます。その際、軒先から段付けらば軒先

   を施工し、以降段付けらばを使用して施工します。

●段付けらば軒先および段付けらばは側面の穴

   からブラインドリベットで留め付けます。

①段付けらば唐草の端部

　 となる位置を切断します。

②端部から１０㎜の位置まで芯材の

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

●段付けらばは図のように軒先からかぶせるように取り付けます。

　 軒先は必ず小口付きの「段付けらば軒先」を使用します。

※「段付けらば軒先」、「段付けらば」は形状が

　 左右で逆になります。

　 必ずご確認の上、施工してください。

垂木

野地板

専用釘＠455

横暖ルーフα

10

10

部分断面図

横暖ルーフα

本体現場加工部

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

段付けらば唐草端部

段付けらば

段付けらば軒先

切
断

横暖ルーフα

　５）けらば部 ④けらば水切８５（１１０）

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

　 ■施工ポイント・現場加工図［けらば水切キャップを使用しない場合］

　 ●軒先部は、軒先唐草４０にけらば水切８５をかぶせます。

①けらば水切８５は図のように

　 切断します。

※切り取り寸法は目安です。

②けらば水切８５は軒先唐草４０にかぶせ、図のように折り曲げ

　 ます。横暖ルーフαが軒先唐草４０に差し込めるように、けらば

　 水切８５と軒先唐草４０の取り合い部の隙間を調整してください。

＜その他の加工例＞

　 ●けらば部に桟木１８×４５を取り付け、桟木を

　    包むように下葺材を増し張りします。

　 ●けらば水切８５（１１０）は留付釘（ステンレススク

　　　リュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下

　　　の間隔で桟木に留め付けます。

　 ●けらば水切８５（１１０）にケミカル面戸１３×１５

　　　を貼り付けます。（下図の○位置参照）

　 ●横暖ルーフαは、けらば水切８５（１１０）と重なる

　　　部分の釘打ち部を切り取ります。（図の○部参照）

　 ●横暖ルーフαをけらば水切８５（１１０）に差し込み

　　　ます。

　 ●軒先端部は図のように加工して納めます。

　 ●軒先端部の仕上げは、けらば水切キャップ８５

　　　（１１０）をリベットでけらば水切８５（１１０）に留め

　　　付けるか、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ

　　　３２㎜以上）で桟木に留め付けます。

けらば水切８５軒先部の加工例 けらば水切８５と軒先唐草の取り合い

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５
横暖ルーフα

下葺材

桟木１８×４５

部分断面図 図はけらば水切１１０で

表現しています。

横暖ルーフα

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５

　 ■ケミカル面戸１３×１５の貼り付け位置

40

留付釘

けらば水切８５

切り取る

折り曲げ位置

折り曲げる

軒先唐草４０

けらば水切８５

軒先唐草４０

けらば水切８５

かぶせる20
（※

） 105（130）（※
）

切り込み

折り曲げる
つかみ込む

野地板

けらば水切８５（１１０）

けらば水切と重なる横暖ルーフα
釘打ち部は切り取る

桟木１８×４５

けらば水切キャップ８５（１１０）

横暖ルーフα ケミカル面戸１３×１５

下葺材

けらば水切と重なる
横暖ルーフα釘打ち部は
切り取る

写真はイメージです。
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６）大棟部 ②棟巴２１０Ｌ

構造

木造耐水合板

下　地

新築

工　法

横暖ルーフα

棟巴２１０Ｌ

ケミカル面戸

①棟巴２１０Ｌは屋根勾配に合わせてけらば包み６０と桟木の上に

　 かぶせます。

※図はイメージです。実際は桟木を下葺材で覆ってください。

②棟包み２１０、棟巴２１０L、けらば包み６０が交わる部分に

　 捨てシーリングを施工します。

棟巴２１０Ｌ

棟包み２１０

シーリング

シーリング

シーリング

けらば包み６０

けらば包み６０

　 ●棟巴２１０Ｌはけらば部材に応じて切り取り折り曲げ加工します。

　 ●けらば部材下端にあわせて、棟巴２１０Ｌの端部をつかみこみます。

　 ●棟巴２１０Ｌとけらば部材が交わる部分はシーリングを施工します。

桟木45～50×45～50(棟包み用)

棟巴２１０Ｌ

けらば包み６０
シーリング

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１５×３５

けらば唐草４０
段付けらば

切り取り曲げる

　■施工手順：けらば包み６０の例

　■側面図：各けらば部材

　＜けらば包み６０＞

横暖ルーフα

下葺材※

A部

現場にて採寸

　

　＜けらば水切８５（１１０）＞

　＜けらば唐草４０＞ 　＜段付けらば＞

　＜棟巴２１０Ｌの加工＞
けらば水切の例

A部加工の目安

けらば包み６０ けらば水切８５（１１０）

切り取る 切り取る

切りこみ

50程度
95程度

各寸法はあくまで目安です。加工前には必ず採寸をお願いします。

桟木18×45
（けらば水切用）

シーリング

桟木40×40
（けらば包み用）

棟巴２１０Ｌ

棟巴２１０Ｌ

ケミカル面戸１５×３５

けらば水切につかみこむ

つかみこむ

棟巴２１０Ｌ

桟木45～50×45～50(棟包み用)

桟木45～50×45～50(棟包み用)
桟木45～50×45～50(棟包み用)

横暖ルーフα

　６）大棟部 ①棟包み２１０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体の大棟部分は図のように加工します。

■けらば納め：けらば包み６０の例

●棟包み２１０の適用勾配と桟木位置はP２２６をご参

   照ください。

●野地板の上に下葺材を張ります。

●棟部に桟木４５～５０㎜×４５～５０㎜を外側２ヶ所

　 に取り付け、桟木を包むように下葺材を増し張りし

　 ます。

※棟包み２１０に乗らないでください。工具・部材も置

　 かないでください。棟包み２１０が変形するおそれ

　 があります。

●棟部を図のように加工した横暖ルーフα本体を桟

　 木に施工し、本体の図の位置にケミカル面戸１５×

　 ３５を貼り付け、棟包み２１０をかぶせます。棟包み

　 ２１０は、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜

　 以上）を用いて、３００㎜以下の間隔で桟木に留め

　 付けます。

●けらば部は棟巴２１０Ｌを用いて納めます。（下図参照）

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。
②端部から３０㎜の位置まで芯材の

   ウレタンと裏面紙を剥がします。

③端部から２０㎜の位置を

   折り曲げて立ち上げます。

①棟巴２１０Ｌを屋根勾配に

   合わせてけらば包み６０と

   桟木の上にかぶせます。

②重ね代部分にシーリングで

　 ビードを３本作り棟包み

   ２１０をかぶせます。

③棟包み２１０、棟巴２１０Ｌ、

   けらば包み６０が交わる部分に

　 捨てシーリングを施工します。

留付釘＠300

ケミカル面戸１５×３５

下葺材

桟木
45～50×
　45～50

棟包み２１０

本体現場加工部

横暖ルーフα

専用釘＠455

野地板

下葺材

専用釘＠455

横暖ルーフα

桟木45～50×45～50
留付釘＠300

ケミカル面戸１５×３５

本体現場加工部

棟包み２１０

野地板
専用釘

部分断面図

下葺材

ケミカル面戸１５×３５

横暖ルーフα

20

2
0

2
02

0

3
0

3
0

芯材ウレタンと

裏面紙を剥がす

棟巴２１０Ｌ

ケミカル

  面戸１５×３５
シーリング

棟包み２１０

棟包み２１０

シーリング

棟桟木面

切断

棟巴２１０Ｌ 棟巴２１０Ｌ
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６）大棟部 ②棟巴２１０Ｌ

構造

木造耐水合板

下　地

新築

工　法

横暖ルーフα

棟巴２１０Ｌ

ケミカル面戸

①棟巴２１０Ｌは屋根勾配に合わせてけらば包み６０と桟木の上に

　 かぶせます。

※図はイメージです。実際は桟木を下葺材で覆ってください。

②棟包み２１０、棟巴２１０L、けらば包み６０が交わる部分に

　 捨てシーリングを施工します。

棟巴２１０Ｌ

棟包み２１０

シーリング

シーリング

シーリング

けらば包み６０

けらば包み６０

　 ●棟巴２１０Ｌはけらば部材に応じて切り取り折り曲げ加工します。

　 ●けらば部材下端にあわせて、棟巴２１０Ｌの端部をつかみこみます。

　 ●棟巴２１０Ｌとけらば部材が交わる部分はシーリングを施工します。

桟木45～50×45～50(棟包み用)

棟巴２１０Ｌ

けらば包み６０
シーリング

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１５×３５

けらば唐草４０
段付けらば

切り取り曲げる

　■施工手順：けらば包み６０の例

　■側面図：各けらば部材

　＜けらば包み６０＞

横暖ルーフα

下葺材※

A部

現場にて採寸

　

　＜けらば水切８５（１１０）＞

　＜けらば唐草４０＞ 　＜段付けらば＞

　＜棟巴２１０Ｌの加工＞
けらば水切の例

A部加工の目安

けらば包み６０ けらば水切８５（１１０）

切り取る 切り取る

切りこみ

50程度
95程度

各寸法はあくまで目安です。加工前には必ず採寸をお願いします。

桟木18×45
（けらば水切用）

シーリング

桟木40×40
（けらば包み用）

棟巴２１０Ｌ

棟巴２１０Ｌ

ケミカル面戸１５×３５

けらば水切につかみこむ

つかみこむ

棟巴２１０Ｌ

桟木45～50×45～50(棟包み用)

桟木45～50×45～50(棟包み用)
桟木45～50×45～50(棟包み用)

横暖ルーフα

　６）大棟部 ①棟包み２１０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体の大棟部分は図のように加工します。

■けらば納め：けらば包み６０の例

●棟包み２１０の適用勾配と桟木位置はP２２６をご参

   照ください。

●野地板の上に下葺材を張ります。

●棟部に桟木４５～５０㎜×４５～５０㎜を外側２ヶ所

　 に取り付け、桟木を包むように下葺材を増し張りし

　 ます。

※棟包み２１０に乗らないでください。工具・部材も置

　 かないでください。棟包み２１０が変形するおそれ

　 があります。

●棟部を図のように加工した横暖ルーフα本体を桟

　 木に施工し、本体の図の位置にケミカル面戸１５×

　 ３５を貼り付け、棟包み２１０をかぶせます。棟包み

　 ２１０は、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜

　 以上）を用いて、３００㎜以下の間隔で桟木に留め

　 付けます。

●けらば部は棟巴２１０Ｌを用いて納めます。（下図参照）

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。
②端部から３０㎜の位置まで芯材の

   ウレタンと裏面紙を剥がします。

③端部から２０㎜の位置を

   折り曲げて立ち上げます。

①棟巴２１０Ｌを屋根勾配に

   合わせてけらば包み６０と

   桟木の上にかぶせます。

②重ね代部分にシーリングで

　 ビードを３本作り棟包み

   ２１０をかぶせます。

③棟包み２１０、棟巴２１０Ｌ、

   けらば包み６０が交わる部分に

　 捨てシーリングを施工します。

留付釘＠300

ケミカル面戸１５×３５

下葺材

桟木
45～50×
　45～50

棟包み２１０

本体現場加工部

横暖ルーフα

専用釘＠455

野地板

下葺材

専用釘＠455

横暖ルーフα

桟木45～50×45～50
留付釘＠300

ケミカル面戸１５×３５

本体現場加工部

棟包み２１０

野地板
専用釘

部分断面図

下葺材

ケミカル面戸１５×３５

横暖ルーフα

20

2
0

2
02

0

3
0

3
0

芯材ウレタンと

裏面紙を剥がす

棟巴２１０Ｌ

ケミカル

  面戸１５×３５
シーリング

棟包み２１０

棟包み２１０

シーリング

棟桟木面

切断

棟巴２１０Ｌ 棟巴２１０Ｌ
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６）大棟部 ③棟包み２１０＋けらば水切８５（１１０）

構造

木造耐水合板

下　地

①大棟部のけらば水切８５（１１０）

　 は図のように切断加工します。

②もう一方のけらば水切８５（１１０）

　 は、先行して施工したけらば

　 水切８５（１１０）にかぶせます。

③棟包み２１０を写真のように

　 加工し、けらば水切８５（１１０）

　 にかぶせます。

新築

工　法

横暖ルーフα

●けらば水切８５（１１０）と棟包み２１０との取り合いは、棟包み２１０を加工します。

●棟包み２１０の端部は図のように加工します。

●けらば水切８５（１１０）の上に棟包み２１０をかぶせ、シーリングを施工します。

下葺材

桟木45～50×45～50

現場加工部

棟包み２１０

野地板

棟包み２１０

シーリング

■施工のポイント・現場加工図

＜棟包み２１０端部の加工＞

シーリング

桟木45～50×45～50

部分断面図

切り取る

150程度

折り曲げる

折り曲げ位置

110

27

けらば水切８５（１１０）

けらば水切８５（１１０）

写真はイメージです。
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　７）隅棟部 ①棟包み２１０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体の隅棟部分は図のように加工します。

芯材ウレタンと

裏面紙を剥がす

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●桟木４５～５０㎜×４５～５０㎜を外側２ヶ所に取り付け、桟木を包むように下葺材を増し張りします。

※棟包み２１０に乗らないでください。工具・部材も置かないでください。棟包み２１０が変形するおそれが

　 あります。

●隅棟部は図のように加工した横暖ルーフα

　 本体を垂木に施工し、本体の図の位置に

　 ケミカル面戸１５×３５を貼り付け、棟包み

　 ２１０をかぶせます。

   棟包み２１０は、留付釘（ステンレス

　 スクリュー釘長さ３２㎜以上）

　 を用いて、３００㎜以下の間隔で

　 桟木に留め付けます。

●剣先は下図のように施工します。

③網掛け部分を切り落とします。

●隅棟に棟包み２１０を使用する
　 場合は、剣先２１０を図のように
　 施工します。

次の横暖ルーフα本体の
取り付け前にシーリング
を充填する

本体取り付け後
シーリングを充填する

■剣先の取り付け

切
断

20 30

専用釘＠455

横暖ルーフα

専用釘

棟包み２１０

本体現場加工部

下葺材

ケミカル面戸１５×３５

野地板

桟木45～50×45～50

留付釘＠300

棟桟木面

横暖ルーフα

シーリング

剣先２１０
棟包み２１０

ケミカル面戸１５×３５

横暖ルーフα

ケミカル面戸
１５×３５

横暖ルーフα

剣先２１０

50

①棟桟木面から図の寸法で

切断します。

④切り込みを入れた部分から

垂直に起こします。

⑥接合部から雨水の浸入を防ぐため

シーリングを充填します。

⑤Ｒの部分をつぶします。

②端部から３０㎜の位置まで芯材の
ウレタンと裏面紙を剥がします。

切り込み

20

20

20 20
20

20
20 20

６）大棟部 ③棟包み２１０＋けらば水切８５（１１０）

構造

木造耐水合板

下　地

①大棟部のけらば水切８５（１１０）

　 は図のように切断加工します。

②もう一方のけらば水切８５（１１０）

　 は、先行して施工したけらば

　 水切８５（１１０）にかぶせます。

③棟包み２１０を写真のように

　 加工し、けらば水切８５（１１０）

　 にかぶせます。

新築

工　法

横暖ルーフα

●けらば水切８５（１１０）と棟包み２１０との取り合いは、棟包み２１０を加工します。

●棟包み２１０の端部は図のように加工します。

●けらば水切８５（１１０）の上に棟包み２１０をかぶせ、シーリングを施工します。

下葺材

桟木45～50×45～50

現場加工部

棟包み２１０

野地板

棟包み２１０

シーリング

■施工のポイント・現場加工図

＜棟包み２１０端部の加工＞

シーリング

桟木45～50×45～50

部分断面図

切り取る

150程度

折り曲げる

折り曲げ位置

110

27

けらば水切８５（１１０）

けらば水切８５（１１０）

写真はイメージです。



250

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
化
粧
幕
板

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

　７）隅棟部 ②隅棟カバー （隅棟カバー急勾配用）

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

谷樋用吊り子＠300

横暖ルーフα
●野地板の上に、下葺材を張ります。

●隅棟部には、隅棟捨て板を谷樋用吊り子で

　 取り付けます。吊り子は、留付釘（ステンレス

　 スクリュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、３００㎜

　 以下の間隔で留め付け、図のように加工した

　 横暖ルーフα本体を施工します。本体施工

　 の際は、隅棟捨て板を避けて施工します。

●横暖ルーフα本体の切断部から約１０㎜程度

　 の幅で捨てシーリングを施工します。

●隅棟カバーは横暖ルーフα本体の接合部に

　 差し込み、留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）で留め付けます。

●屋根の勾配が２寸５分以上３寸５分未満は

　 隅棟カバーを使用し、３寸５分以上５寸以下は

　 隅棟カバー急勾配用を使用します。

横暖ルーフα

下葺材

隅棟捨て板

留付釘

下葺材

隅棟カバー

捨てシーリング

隅棟捨て板
隅棟カバー

本体現場加工部

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体の隅棟部分は図のように加工します。

10※

■隅棟カバーの取り付け

①本体切断部から１０㎜程度に

　 捨てシーリングを施工します。

②隅棟カバーを取り付け、釘打ち部に

   留付釘（ステンレススクリュー釘

   長さ３２㎜以上）で固定します。

隅棟カバー

横暖ルーフα

釘打ち部

留付釘

留付釘

捨てシーリング

捨てシーリング

野地板

野地板

部分断面図

※本体どうしに１０㎜
　 程度隙間をあける

谷樋用吊り子
＠300

下葺材

横暖ルーフα

②端部から１０㎜の位置まで芯材

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

①隅棟中央の位置で切断します。

隅棟中央

切
断

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

10
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８）谷部 ①谷樋

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●谷樋は谷樋用吊り子を使用し留め付けます。

　 谷樋用吊り子は３００㎜以下の間隔で配置し、

　 留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）

　 を用いて留め付けます。本体施工の際は、谷樋

　 を避けて施工します。

●谷樋部分は図のように加工した横暖ルーフα

●谷樋の接合部についてはＰ２５２をご確認ください。

※1谷樋は、端部から150㎜以内の位置に
  マークが付いている方が水上側です。

　 本体を、谷樋折り返し部分に引っ掛けるように

　 して施工します。

横暖ルーフα

本体現場加工部

谷樋

下葺材

⑤谷樋返し部を巻き込むように

　 折り曲げます。

④切り込みを入れた部分を

　 水平に起こします。

③網掛け部分を切り落とします。

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体の谷樋部分は、図のように加工します。

①谷樋返し部から図の寸法で切断します。

②端部から５０㎜の位置まで

　 芯材ウレタンと裏面紙を剥がします。

留付釘

野地板

谷樋用吊り子

谷樋

横暖ルーフα

現場加工部

部分断面図

谷樋用吊り子＠300

横暖ルーフα

下葺材

横暖ルーフα

谷樋

本体現場加工部
留付釘

野地板

谷樋用吊り子＠300

切り込み

谷樋返し部

40
40

40 40

5020

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす
切

断

20

　７）隅棟部 ②隅棟カバー （隅棟カバー急勾配用）

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

谷樋用吊り子＠300

横暖ルーフα
●野地板の上に、下葺材を張ります。

●隅棟部には、隅棟捨て板を谷樋用吊り子で

　 取り付けます。吊り子は、留付釘（ステンレス

　 スクリュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、３００㎜

　 以下の間隔で留め付け、図のように加工した

　 横暖ルーフα本体を施工します。本体施工

　 の際は、隅棟捨て板を避けて施工します。

●横暖ルーフα本体の切断部から約１０㎜程度

　 の幅で捨てシーリングを施工します。

●隅棟カバーは横暖ルーフα本体の接合部に

　 差し込み、留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）で留め付けます。

●屋根の勾配が２寸５分以上３寸５分未満は

　 隅棟カバーを使用し、３寸５分以上５寸以下は

　 隅棟カバー急勾配用を使用します。

横暖ルーフα

下葺材

隅棟捨て板

留付釘

下葺材

隅棟カバー

捨てシーリング

隅棟捨て板
隅棟カバー

本体現場加工部

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体の隅棟部分は図のように加工します。

10※

■隅棟カバーの取り付け

①本体切断部から１０㎜程度に

　 捨てシーリングを施工します。

②隅棟カバーを取り付け、釘打ち部に

   留付釘（ステンレススクリュー釘

   長さ３２㎜以上）で固定します。

隅棟カバー

横暖ルーフα

釘打ち部

留付釘

留付釘

捨てシーリング

捨てシーリング

野地板

野地板

部分断面図

※本体どうしに１０㎜
　 程度隙間をあける

谷樋用吊り子
＠300

下葺材

横暖ルーフα

②端部から１０㎜の位置まで芯材

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

①隅棟中央の位置で切断します。

隅棟中央

切
断

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

10
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８）谷部 ②谷樋＋Ｓ見切縁１８

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●谷樋は谷樋用吊り子を使用し留め付け

　 ます。谷樋用吊り子は３００㎜以下の間隔

　 で配置し、留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を用いて留め付けます。

●谷樋部分の横暖ルーフαは下図のように

　 折り返し加工します。Ｓ見切縁１８と谷樋に

　 ケミカル面戸１３×１５を貼り付けます。

　 横暖ルーフα本体の折り返し加工部と

   Ｓ見切縁１８のハゼとが引っ掛かるまで押し

   付けます。

●挿着後、Ｓ見切縁１８を引っ張り、外れない

　 ことを確認してください。

●本体施工の際は、谷樋を避けて施工します。

※積雪のある地域では使用できません。

③切り込みを入れた部分を

　 起こします。

■谷樋　接合部

●重ね代にシーリングで３本のビードを作り、上部谷樋を

　 差し込みます。

●接合後小口にシーリングを施工します。

①横暖ルーフα本体を谷樋中央部から

   ３０㎜の位置で切断します。

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体の谷樋部分は図のように加工します。

②図の位置２ヶ所に

　 切り込みを入れます。

ケミカル面戸１３×１５

谷樋

Ｓ見切縁１８

下葺材

④端部から５㎜の位置を

   切断します。

※谷樋は図の寸法のように流れの上下で小口の大きさが

　 異なります。水上側に目印がありますので、接合時には
　 注意して施工してください。

谷樋

Ｓ見切縁１８

横暖ルーフα

下葺材

横暖ルーフα

本体現場
加工部

ケミカル面戸１３×１５

留付釘

下葺材
留付釘

野地板

野地板

ケミカル面戸１３×１５

横暖ルーフα

Ｓ見切縁１８

部分断面図

谷樋用吊り子
＠300

谷樋用吊り子＠300

本体現場加工部

横暖ルーフα

谷樋中央

10～15

切り込み

切り込み

切
断

切断

シーリング

小口にシーリングを施工

10

30
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横暖ルーフα

①棟側　壁水切６０×１２０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

専用釘＠455

横暖ルーフα

下葺材

本体現場加工部

両面防水テープ

９）下屋根部

部分断面図

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体の壁付部分は図のように加工します。

壁水切６０×１２０

ケミカル面戸
１５×３５

野地板

専用釘＠455

横暖ルーフα
下葺材

ケミカル面戸１５×３５

本体現場加工部

壁水切６０×１２０

野地板

留付釘＠455

留付釘＠455

留付釘＠455

留付釘＠455

桟木45～50×45～50

桟木45～50×45～50

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●桟木４５～５０㎜×４５～５０㎜を取り付け、

　 桟木を包むように下葺材を増し張りします。

●壁取り合い部の横暖ルーフαは図のように

　 現場加工し施工します。

●ケミカル面戸１５×３５を横暖ルーフα本体

　 に図のように貼り付け、壁水切６０×１２０を

　 かぶせるように施工します。図のように留付

　 釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を

　 用いて、４５５㎜以下の間隔で留め付けます。

横暖ルーフα

ケミカル面戸１５×３５

③端部から２０㎜の位置を

　 折り曲げて立ち上げます。

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。

②端部から３０㎜の位置まで芯材

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

切断

棟桟木面

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

2
0

2
0

3
0

3
0

2
0

20

８）谷部 ②谷樋＋Ｓ見切縁１８

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●谷樋は谷樋用吊り子を使用し留め付け

　 ます。谷樋用吊り子は３００㎜以下の間隔

　 で配置し、留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を用いて留め付けます。

●谷樋部分の横暖ルーフαは下図のように

　 折り返し加工します。Ｓ見切縁１８と谷樋に

　 ケミカル面戸１３×１５を貼り付けます。

　 横暖ルーフα本体の折り返し加工部と

   Ｓ見切縁１８のハゼとが引っ掛かるまで押し

   付けます。

●挿着後、Ｓ見切縁１８を引っ張り、外れない

　 ことを確認してください。

●本体施工の際は、谷樋を避けて施工します。

※積雪のある地域では使用できません。

③切り込みを入れた部分を

　 起こします。

■谷樋　接合部

●重ね代にシーリングで３本のビードを作り、上部谷樋を

　 差し込みます。

●接合後小口にシーリングを施工します。

①横暖ルーフα本体を谷樋中央部から

   ３０㎜の位置で切断します。

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体の谷樋部分は図のように加工します。

②図の位置２ヶ所に

　 切り込みを入れます。

ケミカル面戸１３×１５

谷樋

Ｓ見切縁１８

下葺材

④端部から５㎜の位置を

   切断します。

※谷樋は図の寸法のように流れの上下で小口の大きさが

　 異なります。水上側に目印がありますので、接合時には
　 注意して施工してください。

谷樋

Ｓ見切縁１８

横暖ルーフα

下葺材

横暖ルーフα

本体現場
加工部

ケミカル面戸１３×１５

留付釘

下葺材
留付釘

野地板

野地板

ケミカル面戸１３×１５

横暖ルーフα

Ｓ見切縁１８

部分断面図

谷樋用吊り子
＠300

谷樋用吊り子＠300

本体現場加工部

横暖ルーフα

谷樋中央

10～15

切り込み

切り込み
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切断

シーリング

小口にシーリングを施工
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横暖ルーフα

９）下屋根部 ②流れ側　壁水切６０×１２０＋捨て谷８０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体の壁付部分は図のように加工します。

②網掛け部分を切り落とします。

端部から30㎜の位置まで
芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

①桟木面から図の

　 寸法で切断します。

③切り込みを入れた部分から

　 垂直に起こします。

④Ｒの部分をつぶします。

部分断面図

⑤接合部からの雨水の浸入を防ぐため

　 シーリングを充填します。

次の横暖ルーフα本体の取り付け
前にシーリングを充填する

本体取り付け後、シーリング
を充填する

専用釘＠455

横暖ルーフα

野地板

捨て谷８０

ケミカル面戸１５×３５

本体現場
加工部

下葺材

壁水切６０×１２０

野地板

壁水切
６０×１２０

捨て谷８０

ケミカル面戸
１５×３５

留付釘＠455 両面防水
テープ

横暖ルーフα

留付釘＠455

ケミカル面戸１５×３５

桟木45～50×
　　　　　　45～50

桟木45～50×45～50

●野地板の上に、下葺材を施工します。

●桟木４５～５０㎜×４５～５０㎜を取り付け、

　 桟木を包むように下葺材を増し張りして

　 ください。

●捨て谷８０は留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の

　 間隔で桟木に留め付け、図のように加工

　 した横暖ルーフα本体を施工します。

●ケミカル面戸１５×３５を横暖ルーフα本体に

　 図のように貼り付け、壁水切６０×１２０を

　 かぶせるように施工します。

　 図のように留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の間隔で

　 留め付けます。

下葺材

20

20

20

20

20

20

20

2
0

20 30

桟木面

切
断

切り込み

20

20

本体現場加工部

横暖ルーフα

１０）片棟部 片流れ用棟包み

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

芯材ウレタンと

裏面紙を剥がす

■施工ポイント・現場加工図

●横暖ルーフα本体の大棟部分は図のように加工してください。

●片流れ用棟包みの適用勾配と桟木位置は

　 P２３１をご参照ください。

●野地板の上に下葺材を張ります。

●片流れ棟部に桟木４５㎜×４５㎜を

　 ２ヶ所に取り付け、桟木を包むように

　 下葺材を増し張ります。

※片流れ用棟包みに乗らないでください。

　 工具・部材も置かないでください。片流れ用棟包み

　 が変形するおそれがあります。

●棟部を図のように加工した横暖ルーフα本体

　 を桟木に施工し、本体の図の位置にケミカル面戸

　 １５×３５を貼り付け、片流れ用棟包みをかぶせます。

　 片流れ用棟包みは、留付釘（ステンレススクリュー釘
　 長さ３２㎜以上）を用いて、３００㎜以下の間隔で桟木に
　 留め付けます。

●外壁面側は化粧破風あるいはサイディングの上から、

　留付釘（ステンレススクリュー釘・外装材厚み+30㎜以上）

　で４５５㎜以下の間隔で必ず下地に留め付けます。

●けらば部は片流れ用棟包みを加工して納めます。

留付釘＠300
ケミカル面戸１５×３５

下葺材

桟木
45×45

片流れ用棟包み

現場加工部

横暖ルーフα

専用釘＠455

棟桟木面

切断

野地板

下葺材

専用釘＠455

横暖ルーフα

桟木45×45

留付釘＠300

ケミカル面戸１５×３５

現場加工部

片流れ用棟包み

野地板

桟
木

上
端

専用釘

留付釘＠455
（外装材厚み
　＋30㎜以上） 部分断面図

桟
木

上
端

＋
1
0

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。
②桟木上端＋１０㎜の位置まで芯材の

　 ウレタンと裏面紙を剥がしてください。

③端部から桟木上端の位置で

   折り曲げて立ち上げます。

桟
木

上
端

桟
木

上
端

ケミカル面戸
１５×３５
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横暖ルーフα

９）下屋根部 ②流れ側　壁水切６０×１２０＋捨て谷８０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフα本体の壁付部分は図のように加工します。

②網掛け部分を切り落とします。

端部から30㎜の位置まで
芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

①桟木面から図の

　 寸法で切断します。

③切り込みを入れた部分から

　 垂直に起こします。

④Ｒの部分をつぶします。

部分断面図

⑤接合部からの雨水の浸入を防ぐため

　 シーリングを充填します。

次の横暖ルーフα本体の取り付け
前にシーリングを充填する

本体取り付け後、シーリング
を充填する

専用釘＠455

横暖ルーフα

野地板

捨て谷８０

ケミカル面戸１５×３５

本体現場
加工部

下葺材

壁水切６０×１２０

野地板

壁水切
６０×１２０

捨て谷８０

ケミカル面戸
１５×３５

留付釘＠455 両面防水
テープ

横暖ルーフα

留付釘＠455

ケミカル面戸１５×３５

桟木45～50×
　　　　　　45～50

桟木45～50×45～50

●野地板の上に、下葺材を施工します。

●桟木４５～５０㎜×４５～５０㎜を取り付け、

　 桟木を包むように下葺材を増し張りして

　 ください。

●捨て谷８０は留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の

　 間隔で桟木に留め付け、図のように加工

　 した横暖ルーフα本体を施工します。

●ケミカル面戸１５×３５を横暖ルーフα本体に

　 図のように貼り付け、壁水切６０×１２０を

　 かぶせるように施工します。

　 図のように留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の間隔で

　 留め付けます。

下葺材

20

20

20

20

20

20

20

2
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20 30

桟木面

切
断

切り込み

20

20

本体現場加工部

横暖ルーフα

１０）片棟部 片流れ用棟包み

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

芯材ウレタンと

裏面紙を剥がす

■施工ポイント・現場加工図

●横暖ルーフα本体の大棟部分は図のように加工してください。

●片流れ用棟包みの適用勾配と桟木位置は

　 P２３１をご参照ください。

●野地板の上に下葺材を張ります。

●片流れ棟部に桟木４５㎜×４５㎜を

　 ２ヶ所に取り付け、桟木を包むように

　 下葺材を増し張ります。

※片流れ用棟包みに乗らないでください。

　 工具・部材も置かないでください。片流れ用棟包み

　 が変形するおそれがあります。

●棟部を図のように加工した横暖ルーフα本体

　 を桟木に施工し、本体の図の位置にケミカル面戸

　 １５×３５を貼り付け、片流れ用棟包みをかぶせます。

　 片流れ用棟包みは、留付釘（ステンレススクリュー釘
　 長さ３２㎜以上）を用いて、３００㎜以下の間隔で桟木に
　 留め付けます。

●外壁面側は化粧破風あるいはサイディングの上から、

　留付釘（ステンレススクリュー釘・外装材厚み+30㎜以上）

　で４５５㎜以下の間隔で必ず下地に留め付けます。

●けらば部は片流れ用棟包みを加工して納めます。

留付釘＠300
ケミカル面戸１５×３５

下葺材

桟木
45×45

片流れ用棟包み

現場加工部

横暖ルーフα

専用釘＠455

棟桟木面

切断

野地板

下葺材

専用釘＠455

横暖ルーフα

桟木45×45

留付釘＠300

ケミカル面戸１５×３５

現場加工部

片流れ用棟包み

野地板

桟
木

上
端

専用釘

留付釘＠455
（外装材厚み
　＋30㎜以上） 部分断面図

桟
木

上
端

＋
1
0

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。
②桟木上端＋１０㎜の位置まで芯材の

　 ウレタンと裏面紙を剥がしてください。

③端部から桟木上端の位置で

   折り曲げて立ち上げます。

桟
木

上
端

桟
木

上
端

ケミカル面戸
１５×３５
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飛び火認定の大臣認定が必要な場合は、大臣認定の別添に従い施工

してください。

注　　意

１０－３　納まり詳細図

木造下地 横暖ルーフ

 　１）本体仕様

 　４）けらば部

 　６）隅棟部

 　７）谷部

①棟側　壁水切６０×１２０

②流れ側　壁水切６０×１２０＋捨て谷８０

 　２）主要付属部材一覧表

 　３）軒先部 軒先唐草４０

 　９）片棟部 片流れ用棟包み

 　５）大棟部

 　８）下屋根部

①けらば唐草４０

②けらば包み５０

③段付けらば唐草４０＋段付けらば

④けらば水切８５（１１０）

①谷樋

②谷樋＋見切縁１２

①棟包み２１０

②棟包み２１０＋けらば水切８５（１１０）

③棟巴２１０Ｌ

①棟包み２１０

②隅棟カバー（隅棟カバー急勾配用）

１）本体仕様

 

 ■横暖ルーフ　本体

　横暖ルーフ 耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

 ■けらば唐草４０  ■けらば包み５０

 ■剣先２１０

 ■軒先唐草４０

 ■隅棟カバー  ■捨て谷８０

 ■段付けらば（左右）

 ■段付けらば軒先（左右）

 ■段付けらば唐草４０

 ■けらばキャップ５０（左右）

 ■隅棟捨て板
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19

80

40
(98)

19
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40
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30

15

30

50

80
30

80

15104

30
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30
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89

15

20

392

3535
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0

60
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0

60

286

31

31

80

42 20

47

【品番：BNK1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKK1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKD2F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKC3F0**  （左）】

【品番：BKC1F0**  （右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BSD1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKK3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BDK3F0**  （左）】

【品番：BDK1F0**  （右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BDK7F0**  （左）】

【品番：BDK5F0**  （右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BSM5F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKE1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BSM1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

働き長さ：3,030

表面材：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板　厚み：0.35㎜

芯材：硬質ウレタンフォーム 備考：横暖ルーフＳ１８２０の働き長さは1,820㎜

２）主要部材一覧表

(309)

働き幅：260

8

1
2

※左右勝手あり

※左右勝手あり

※棟包み２１０用
※2寸5分以上3寸5分未満に対応

 ■隅棟カバー（急勾配用）

379

3535

【品番：BSM3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

※3寸5分以上5寸未満に対応

【品番：BKZ4F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

 ■けらば水切８５

90

95

8
5

2
0

2
4

※左右勝手あり

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

 ■けらば水切キャップ８５

　　（左右）

90

84.5

84

74.5

20

13.6

【品番：BKCGF0**(左)】

【品番：BKCＦF0**(右)】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

 ■棟巴２１０Ｌ

105

【品番：BTEBF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：500㎜

140

500
30

15

 ■けらば水切１１０

【品番：BKZ7F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

110 20
24

100

88
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飛び火認定の大臣認定が必要な場合は、大臣認定の別添に従い施工

してください。

注　　意

１０－３　納まり詳細図

木造下地 横暖ルーフ

 　１）本体仕様

 　４）けらば部

 　６）隅棟部

 　７）谷部

①棟側　壁水切６０×１２０

②流れ側　壁水切６０×１２０＋捨て谷８０

 　２）主要付属部材一覧表

 　３）軒先部 軒先唐草４０

 　９）片棟部 片流れ用棟包み

 　５）大棟部

 　８）下屋根部

①けらば唐草４０

②けらば包み５０

③段付けらば唐草４０＋段付けらば

④けらば水切８５（１１０）

①谷樋

②谷樋＋見切縁１２

①棟包み２１０

②棟包み２１０＋けらば水切８５（１１０）

③棟巴２１０Ｌ

①棟包み２１０

②隅棟カバー（隅棟カバー急勾配用）

１）本体仕様

 

 ■横暖ルーフ　本体

　横暖ルーフ 耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

 ■けらば唐草４０  ■けらば包み５０

 ■剣先２１０

 ■軒先唐草４０

 ■隅棟カバー  ■捨て谷８０

 ■段付けらば（左右）

 ■段付けらば軒先（左右）

 ■段付けらば唐草４０

 ■けらばキャップ５０（左右）

 ■隅棟捨て板

(95)
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40
(98)
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【品番：BNK1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKK1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKD2F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKC3F0**  （左）】

【品番：BKC1F0**  （右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BSD1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKK3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BDK3F0**  （左）】

【品番：BDK1F0**  （右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BDK7F0**  （左）】

【品番：BDK5F0**  （右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BSM5F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKE1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BSM1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

働き長さ：3,030

表面材：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板　厚み：0.35㎜

芯材：硬質ウレタンフォーム 備考：横暖ルーフＳ１８２０の働き長さは1,820㎜

２）主要部材一覧表

(309)

働き幅：260

8

1
2

※左右勝手あり

※左右勝手あり

※棟包み２１０用
※2寸5分以上3寸5分未満に対応

 ■隅棟カバー（急勾配用）

379

3535

【品番：BSM3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

※3寸5分以上5寸未満に対応

【品番：BKZ4F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

 ■けらば水切８５

90

95

8
5

2
0

2
4

※左右勝手あり

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

 ■けらば水切キャップ８５

　　（左右）

90

84.5

84

74.5

20

13.6

【品番：BKCGF0**(左)】

【品番：BKCＦF0**(右)】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

 ■棟巴２１０Ｌ

105

【品番：BTEBF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：500㎜

140

500
30

15

 ■けらば水切１１０

【品番：BKZ7F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

110 20
24

100

88
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２）主要部材一覧表　改訂のご案内
　本ページ（P２５８）は、一部改訂のため、次ページ（P２５８-１）に更新しております。
　最新の設計施工資料を閲覧される際は、次ページをご確認ください。



２）主要部材一覧表

　横暖ルーフ 耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

 ■壁水切６０×１２０

 ■共通捨て板  ■雪止め（ウイング）

【品番：BYD4Q0JK】

足・材質：ステンレス
厚み：1.2㎜

【品番：BYS2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BYE3Q0**】

材質：ステンレス
厚み：1.2㎜

【品番：BAM5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

 ■センター換気棟１８１８

20

25

107

 ■換気棟エンドキャップ

【品番：BKM1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：1,818㎜

【品番：BKM4F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

 ■谷樋  ■見切縁１２

 ■換気棟ジョイント

 ■谷樋用吊り子

【品番：BKM3F051】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BTD1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BMK8F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BTD2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

 ■共板（コイル）

【品番：ECL1F5**】

【品番：ECL1F7**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　幅762/914㎜×長さ10m

ニチハシーリング

【品番：DSY1Q0K*】

材質：変成シリコーン系

ニチハシーリング

 ■シーリング

補修塗料

【品番：DPA2Q0**】

 ■補修塗料

2
.3

50

ステンレススクリュー釘

【品番：JK500E】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.3㎜×50㎜

 ■専用釘（本体留付用）

ステンレスビス

【品番：JK1710】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×27㎜

 ■専用ビス（本体留付用）

27

4
.1

105

105

60

130

27

12

20

70 50
30

120

60

30
15

150
377

762/914

 ■雪止め（アングル）

※先付けタイプ ※先付けタイプ

 ■ケミカル面戸１３×１５

【品番：BCMCQ10B】

材質：EPDM

長さ：2,000㎜

※垂木に固定できない場合に使用

150

※各部材は、2024年4月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

両面テープ

13

15

ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

 ■センター換気棟９０９

20

25

107

【品番：BKM2F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：909㎜

 ■片流れ用棟包み

1
5
0

181

25 20

【品番：BDMBF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

 ■片流れ用換気棟

1
5
0

180

【品番：BKM5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　働き長さ：2,000㎜

 ■押さえ板金

　　（片流れ用換気棟）

40

10
20

【品番：BKM7F051】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜
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２）主要部材一覧表

　横暖ルーフ 耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

 ■壁水切６０×１２０

 ■共通捨て板  ■雪止め（ウイング）

【品番：BYD4Q0JK】

足・材質：ステンレス

厚み：1.2㎜

【品番：BYS2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BYE3Q0**】

材質：ステンレス
厚み：1.2㎜

【品番：BAM5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

 ■センター換気棟１８１８

20

25

107

 ■換気棟エンドキャップ

【品番：BKM1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：1,818㎜

【品番：BKM4F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

 ■谷樋  ■見切縁１２

 ■換気棟ジョイント

 ■谷樋用吊り子

【品番：BKM3F051】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BTD1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BMK8F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BTD2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

 ■共板（コイル）

【品番：ECL1F7**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

【品番：ECL1F5**】

厚み：0.35㎜　幅762/914㎜×長さ10m

ニチハシーリング

【品番：DSY1Q0**】

材質：変成シリコーン系

 ■シーリング

補修塗料

【品番：DPA4Q0**】

 ■補修塗料

2
.3

50

ステンレススクリュー釘

【品番：JK500E】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.3㎜×50㎜

 ■専用釘（本体留付用）

ステンレスビス

【品番：JK1710】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×27㎜

 ■専用ビス（本体留付用）

27

4
.1

105

105

60

130

27

12

20

70 50
30

120

60

30
15

150
377

762/914

 ■雪止め（アングル）

※先付けタイプ

※先付けタイプ

 ■ケミカル面戸１３×１５

【品番：BCMCQ10B】

材質：EPDM

長さ：2,000㎜

※垂木に固定できない場合に使用

 

150

※各部材は、2024年2月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

両面テープ

13

15

ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

 ■センター換気棟９０９

20

25

107

【品番：BKM2F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：909㎜

 ■片流れ用棟包み

1
5
0

181

25 20

【品番：BDMBF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

横暖ルーフ

３）軒先部

軒先唐草４０

軒先唐草４０ 留付釘＠300

軒先唐草４０

下葺材

留付釘＠300

専用釘＠455

横暖ルーフ

横暖ルーフ

専用釘＠455

下葺材

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

野地板

野地板

広小舞

広小舞

留付釘＠300

●軒先唐草４０は留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、３００㎜以下の間隔で広小舞

　 および野地板に留め付けます。

●図のように下葺材を張り、横暖ルーフ本体の軒側実を軒先唐草４０に差し込み、横暖ルーフ本体の棟側実

　 に専用釘（ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）を用いて、４５５㎜以下の間隔で垂木に留め付けます。

　 ただし、垂木への固定が困難な場合は専用ビス（ステンレスビスφ４．１㎜×２７㎜）を用いて３００㎜以下

　 の間隔で野地板に留め付けます。
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横暖ルーフ

　４）けらば部 ①けらば唐草４０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

けらば唐草４０

留付釘＠455
横暖ルーフ

下葺材

本体現場加工部

けらば唐草４０

下葺材

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフ本体のけらば部分は図のように加工します。

部分断面図

横暖ルーフ

シーリング
（強風地域）

本体現場加工部

留付釘＠455

野地板

野地板

垂木

専用釘＠455

専用釘＠455

●けらば唐草４０は留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の間隔で、

　 図の位置に取り付けます。

●下葺材を図のように張り、横暖ルーフ本体は

　 専用釘（ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）

　 を用いて、４５５㎜以下の間隔で垂木に施工します。

●横暖ルーフ本体端部を図のように現場加工し、

   けらば唐草４０へ納めます。強風地域では取り合い

   部にシーリングを施工します。

①けらば唐草先端から

　 図の寸法で切断します。

②長辺端部から４０㎜の位置まで

　 芯材のウレタンと裏面紙を剥がします。

けらば唐草先端

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

切り込み

③網掛け部分を

　 切り落とします。
④切り込みを入れた部分を

　 水平に起こします。

⑤けらば唐草先端を巻き込むように

　 折り曲げます。

切断

3333

25 25

4040

切
断

32
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横暖ルーフ

　４）けらば部 ①けらば唐草４０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

けらば唐草４０

留付釘＠455
横暖ルーフ

下葺材

本体現場加工部

けらば唐草４０

下葺材

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフ本体のけらば部分は図のように加工します。

部分断面図

横暖ルーフ

シーリング
（強風地域）

本体現場加工部

留付釘＠455

野地板

野地板

垂木

専用釘＠455

専用釘＠455

●けらば唐草４０は留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の間隔で、

　 図の位置に取り付けます。

●下葺材を図のように張り、横暖ルーフ本体は

　 専用釘（ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）

　 を用いて、４５５㎜以下の間隔で垂木に施工します。

●横暖ルーフ本体端部を図のように現場加工し、

   けらば唐草４０へ納めます。強風地域では取り合い

   部にシーリングを施工します。

①けらば唐草先端から

　 図の寸法で切断します。

②長辺端部から４０㎜の位置まで

　 芯材のウレタンと裏面紙を剥がします。

けらば唐草先端

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

切り込み

③網掛け部分を

　 切り落とします。
④切り込みを入れた部分を

　 水平に起こします。

⑤けらば唐草先端を巻き込むように

　 折り曲げます。

切断

3333

25 25

4040

切
断

32

横暖ルーフ

　４）けらば部 ②けらば包み５０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

部分断面図

横暖ルーフ

けらば包み５０

ケミカル面戸１３×１５

留付釘＠455

桟木30×40

本体現場加工部

捨て谷８０

けらばキャップ５０

下葺材

横暖ルーフ
ケミカル面戸１３×１５

けらば包み５０

桟木30×40

留付釘＠455

　下葺材

野地板 捨て谷８０

野地板

専用釘＠455

ケミカル面戸１３×１５

●野地板の上に下葺材を張ります。

●けらば部に桟木３０㎜×４０㎜を取り付け、

　 桟木を包むように下葺材を増し張りします。

●捨て谷８０は留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の間隔

　 で桟木に留め付けます。

●本体の図の位置にケミカル面戸１３×１５を貼り

　 付け、けらば包み５０をかぶせるように施工し、

　 留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）

　 を用いて、４５５㎜以下の間隔で桟木に留め付

　 けます。

●軒先端部の仕上げは、けらばキャップ５０をリベットで

　 けらば包み５０に留め付けるか、留付釘（ステンレスス

　 クリュー釘長さ３２㎜以上）で桟木に留め付けます。

切
断

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフ本体のけらば部分は図のように加工します。

次の横暖ルーフ本体の取り付け
前にシーリングを充填する

本体取り付け後
シーリングを充填する

④Ｒの部分をつぶします。

①けらば桟木面から

　 図の寸法で切断します。

②網掛け部分を切り落とします。

③切り込みを入れた部分から

　 垂直に起こします。

⑤接合部から雨水の浸入を

　 防ぐためシーリングを

　 充填します。

本体現場加工部

けらば

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

切り込み

20 20

20
20

202020 30

20

2
0

20 20

桟木面

留付釘＠455
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　４）けらば部 ③段付けらば唐草４０＋段付けらば

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

段付けらば

下葺材

留付釘＠455

段付けらば
唐草４０

下葺材

横暖ルーフ
留付釘＠455

段付けらば

段付けらば唐草４０

本体現場加工部

ブラインドリベット

垂木

野地板

専用釘＠455

●野地板の上に、段付けらば唐草４０を留付釘

　 （ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を

　 用いて、４５５㎜以下の間隔で留め付けます。

●下葺材を張り、横暖ルーフ本体は専用釘

　 （ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）を

　 用いて、４５５㎜以下の間隔で垂木に留め付け

　 ます。

●段付けらばは、けらば小口にかぶせるように

   取り付けます。その際、軒先から段付けらば

   軒先を施工し、以降段付けらばを使用して施

   工します。

●段付けらば軒先および段付けらばは、側面の

   穴からブラインドリベットで留め付けます。

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフ本体のけらば部分は図のように加工します。

①段付けらば唐草の端部

　 となる位置を切断します。

②端部から１０㎜の位置まで芯材の

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

●段付けらばは図のように軒先からかぶせるように取り付けます。

　 軒先は必ず小口付きの「段付けらば軒先」を使用します。

※「段付けらば軒先」、「段付けらば」は形状が

　 左右で逆になります。

　 必ずご確認の上、施工してください。

横暖ルーフ

横暖ルーフ

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

10

10

段付けらば唐草端部

段付けらば

段付けらば軒先

切
断

部分断面図

横暖ルーフ

　４）けらば部 ④けらば水切８５（１１０）

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・現場加工図［けらば水切キャップを使用しない場合］

●軒先部は、軒先唐草４０にけらば水切８５（１１０）をかぶせます。

●その他の加工例

②けらば水切８５（１１０）は軒先唐草４０にかぶせ、図のように

　 折り曲げます。横暖ルーフが軒先唐草４０に差し込めるように、

　 けらば水切８５（１１０）と軒先唐草４０の取り合い部の隙間を
　 調整してください。

けらば水切８５軒先部の加工例 けらば水切８５と軒先唐草の取り合い

横暖ルーフ

①けらば水切８５（１１０）は

　 図のように切断します。
※切り取り寸法は目安です。

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５横暖ルーフ

下葺材

桟木１８×４５

部分断面図 図はけらば水切１１０で

表現しています。

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５

　 ■ケミカル面戸１３×１５の貼り付け位置

●けらば部に桟木１８×４５を取り付け、桟木を包
むように下葺材を増し張りします。

●けらば水切８５（１１０）は留付釘（ステンレススク
リュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下
の間隔で桟木に留め付けます。

●けらば水切８５（１１０）にケミカル面戸１３×１５を
貼ります。（下図の○位置参照）

●横暖ルーフは、けらば水切８５（１１０）と重なる
部分の釘打ち部を切り取ります。（図の○部参照）

●横暖ルーフをけらば水切８５（１１０）に差し込み
ます。

●軒先端部は図のように加工して納めます。　 

●軒先端部の仕上げは、けらば水切キャップ８５
（１１０）をリベットでけらば水切８５（１１０）に留め
付けるか、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ
３２㎜以上）で桟木に留め付けます。

40

留付釘

野地板

横暖ルーフ

けらば水切８５（１１０）

桟木１８×４５

下葺材

けらば水切キャップ８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５

折り曲げ位置

折り曲げる

軒先唐草４０

けらば水切８５

軒先唐草４０

けらば水切８５

かぶせる

けらば水切８５

切り取る

切り込み

20
（※

） 105（130）（※
）

( )内の寸法はけらば水切１１０使用時です。

折り曲げる

つかみ込む

けらば水切と重なる横暖ルーフ
釘打ち部は切り取る

けらば水切と重なる
横暖ルーフ釘打ち部は
切り取る

横暖ルーフ

写真はイメージです。
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　４）けらば部 ③段付けらば唐草４０＋段付けらば

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

段付けらば

下葺材

留付釘＠455

段付けらば
唐草４０

下葺材

横暖ルーフ
留付釘＠455

段付けらば

段付けらば唐草４０

本体現場加工部

ブラインドリベット

垂木

野地板

専用釘＠455

●野地板の上に、段付けらば唐草４０を留付釘

　 （ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を

　 用いて、４５５㎜以下の間隔で留め付けます。

●下葺材を張り、横暖ルーフ本体は専用釘

　 （ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）を

　 用いて、４５５㎜以下の間隔で垂木に留め付け

　 ます。

●段付けらばは、けらば小口にかぶせるように

   取り付けます。その際、軒先から段付けらば

   軒先を施工し、以降段付けらばを使用して施

   工します。

●段付けらば軒先および段付けらばは、側面の

   穴からブラインドリベットで留め付けます。

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフ本体のけらば部分は図のように加工します。

①段付けらば唐草の端部

　 となる位置を切断します。

②端部から１０㎜の位置まで芯材の

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

●段付けらばは図のように軒先からかぶせるように取り付けます。

　 軒先は必ず小口付きの「段付けらば軒先」を使用します。

※「段付けらば軒先」、「段付けらば」は形状が

　 左右で逆になります。

　 必ずご確認の上、施工してください。

横暖ルーフ

横暖ルーフ

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

10

10

段付けらば唐草端部

段付けらば

段付けらば軒先

切
断

部分断面図

横暖ルーフ

　４）けらば部 ④けらば水切８５（１１０）

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・現場加工図［けらば水切キャップを使用しない場合］

●軒先部は、軒先唐草４０にけらば水切８５（１１０）をかぶせます。

●その他の加工例

②けらば水切８５（１１０）は軒先唐草４０にかぶせ、図のように

　 折り曲げます。横暖ルーフが軒先唐草４０に差し込めるように、

　 けらば水切８５（１１０）と軒先唐草４０の取り合い部の隙間を
　 調整してください。

けらば水切８５軒先部の加工例 けらば水切８５と軒先唐草の取り合い

横暖ルーフ

①けらば水切８５（１１０）は

　 図のように切断します。
※切り取り寸法は目安です。

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５横暖ルーフ

下葺材

桟木１８×４５

部分断面図 図はけらば水切１１０で

表現しています。

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５

　 ■ケミカル面戸１３×１５の貼り付け位置

●けらば部に桟木１８×４５を取り付け、桟木を包
むように下葺材を増し張りします。

●けらば水切８５（１１０）は留付釘（ステンレススク
リュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下
の間隔で桟木に留め付けます。

●けらば水切８５（１１０）にケミカル面戸１３×１５を
貼ります。（下図の○位置参照）

●横暖ルーフは、けらば水切８５（１１０）と重なる
部分の釘打ち部を切り取ります。（図の○部参照）

●横暖ルーフをけらば水切８５（１１０）に差し込み
ます。

●軒先端部は図のように加工して納めます。　 

●軒先端部の仕上げは、けらば水切キャップ８５
（１１０）をリベットでけらば水切８５（１１０）に留め
付けるか、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ
３２㎜以上）で桟木に留め付けます。

40

留付釘

野地板

横暖ルーフ

けらば水切８５（１１０）

桟木１８×４５

下葺材

けらば水切キャップ８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５

折り曲げ位置

折り曲げる

軒先唐草４０

けらば水切８５

軒先唐草４０

けらば水切８５

かぶせる

けらば水切８５

切り取る

切り込み

20
（※

） 105（130）（※
）

( )内の寸法はけらば水切１１０使用時です。

折り曲げる

つかみ込む

けらば水切と重なる横暖ルーフ
釘打ち部は切り取る

けらば水切と重なる
横暖ルーフ釘打ち部は
切り取る

横暖ルーフ

写真はイメージです。
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５）大棟部 ①棟包み２１０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

芯材ウレタンと
裏面紙を剥がす

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフ本体の大棟部分は図のように加工します。

■けらば納め：けらば包み５０の例
棟巴２１０Ｌ

棟包み２１０

棟包み２１０

シーリング

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。
②端部から３０㎜の位置まで芯材の

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

③端部から２０㎜の位置を

   折り曲げて立ち上げます。

①棟巴２１０Ｌは屋根勾配に合わ

   せてけらば包み５０と桟木の上

   にかぶせます。

②重ね代部分にシーリングで

　 ビードを３本作り棟包み２１０

   をかぶせます。

下葺材

専用釘＠455

横暖ルーフ

桟木30×40
留付釘＠300

ケミカル面戸１３×１５

本体現場加工部

棟包み２１０

ケミカル面戸１３×１５

留付釘＠300

桟木30×40

専用釘＠455
棟包み２１０

本体現場加工部

横暖ルーフ

専用釘＠455

切断

2
0

野地板

野地板

ケミカル面戸
１３×１５

●棟包み２１０の適用勾配と桟木位置はP２２６を

　 ご参照ください。

●野地板の上に下葺材を張ります。

●棟部に桟木３０㎜×４０㎜を外側２ヶ所取り付け、

　 桟木を包むように下葺材を増し張りします。

※棟包み２１０に乗らないでください。

　 工具・部材も置かないでください。棟包み２１０が

　 変形するおそれがあります。

●棟部を図のように加工した横暖ルーフ本体を桟

　 木に施工し、本体の図の位置にケミカル面戸１３

　 ×１５を貼り付け、棟包み２１０をかぶせます。棟

　 包み２１０は、留付釘（ステンレススクリュー釘長

　 さ３２㎜以上）を用いて、３００㎜以下の間隔で桟

　 木に留め付けます。

●けらば部は棟巴２１０Ｌを用いて納めます。

③棟包み２１０、棟巴２１０L、

   けらば包み５０が交わる部分に

　 捨てシーリングを施工します。

専用釘

部分断面図

棟巴２１０Ｌ 棟巴２１０Ｌ

下葺材

横暖ルーフ

ケミカル面戸
１３×１５

シーリング

棟桟木面

2
0

3
0 3
0

2
0

20
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５）大棟部 ①棟包み２１０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

芯材ウレタンと
裏面紙を剥がす

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフ本体の大棟部分は図のように加工します。

■けらば納め：けらば包み５０の例
棟巴２１０Ｌ

棟包み２１０

棟包み２１０

シーリング

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。
②端部から３０㎜の位置まで芯材の

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

③端部から２０㎜の位置を

   折り曲げて立ち上げます。

①棟巴２１０Ｌは屋根勾配に合わ

   せてけらば包み５０と桟木の上

   にかぶせます。

②重ね代部分にシーリングで

　 ビードを３本作り棟包み２１０

   をかぶせます。

下葺材

専用釘＠455

横暖ルーフ

桟木30×40
留付釘＠300

ケミカル面戸１３×１５

本体現場加工部

棟包み２１０

ケミカル面戸１３×１５

留付釘＠300

桟木30×40

専用釘＠455
棟包み２１０

本体現場加工部

横暖ルーフ

専用釘＠455

切断

2
0

野地板

野地板

ケミカル面戸
１３×１５

●棟包み２１０の適用勾配と桟木位置はP２２６を

　 ご参照ください。

●野地板の上に下葺材を張ります。

●棟部に桟木３０㎜×４０㎜を外側２ヶ所取り付け、

　 桟木を包むように下葺材を増し張りします。

※棟包み２１０に乗らないでください。

　 工具・部材も置かないでください。棟包み２１０が

　 変形するおそれがあります。

●棟部を図のように加工した横暖ルーフ本体を桟

　 木に施工し、本体の図の位置にケミカル面戸１３

　 ×１５を貼り付け、棟包み２１０をかぶせます。棟

　 包み２１０は、留付釘（ステンレススクリュー釘長

　 さ３２㎜以上）を用いて、３００㎜以下の間隔で桟

　 木に留め付けます。

●けらば部は棟巴２１０Ｌを用いて納めます。

③棟包み２１０、棟巴２１０L、

   けらば包み５０が交わる部分に

　 捨てシーリングを施工します。

専用釘

部分断面図

棟巴２１０Ｌ 棟巴２１０Ｌ

下葺材

横暖ルーフ

ケミカル面戸
１３×１５

シーリング

棟桟木面

2
0

3
0 3
0

2
0

20

５）大棟部 ②棟包み２１０＋けらば水切８５（１１０）

構造

木造耐水合板

下　地

①大棟部のけらば水切８５（１１０）

　 は図のように切断加工します。

②もう一方のけらば水切８５（１１０）

　 は、先行して施工したけらば

　 水切８５（１１０）にかぶせます。

③棟包み２１０を上図のように加

　 工し、けらば水切８５（１１０）に

　 かぶせます。

新築

工　法

●けらば水切８５（１１０）と棟包み２１０との取り合いは、棟包み２１０を加工します。

●棟包み２１０の端部は図のように加工します。

●けらば水切８５（１１０）の上に棟包み２１０をかぶせ、シーリングを施工します。

下葺材

桟木30×40

現場加工部

棟包み２１０

野地板

棟包み２１０

シーリング

5

5

10

10

24

95

95

■施工ポイント・現場加工図

＜棟包み２１０端部の加工＞

切り取る

折り曲げる

100程度

シーリング

折り曲げる

横暖ルーフ

けらば水切８５（１１０）

けらば水切８５（１１０）

写真はイメージです。
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５）大棟部 ③棟巴２１０Ｌ

構造

木造耐水合板

下　地

新築

工　法

横暖ルーフ

棟巴２１０Ｌ

ケミカル面戸13×15

①棟巴２１０Ｌは屋根勾配に合わせてけらば包み５０と桟木の上に

　 かぶせます。

※図はイメージです。実際は桟木を下葺材で覆ってください。

②棟包み２１０、棟巴２１０Ｌ、けらば包み５０が交わる部分に

　 捨てシーリングを施工します。

棟巴２１０Ｌ

棟包み２１０

シーリング

シーリング

シーリング

けらば包み５０

けらば包み５０

　 ●棟巴２１０Ｌはけらば部材に応じて切り取り折り曲げ加工します。

　 ●けらば部材下端にあわせて、棟巴２１０端部をつかみこみます。

　 ●棟巴２１０Ｌとけらば部材が交わる部分はシーリングを施工します。

桟木30×40(棟包み用)

棟巴２１０Ｌ

けらば包み５０
シーリング

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５
けらば唐草４０ 段付けらば

切り取り曲げる

　■施工手順：けらば包み５０の例

　■側面図：各けらば部材

　＜けらば包み５０＞

横暖ルーフ

下葺材※

A部

現場にて採寸

　

　＜けらば水切８５（１１０）＞

　＜けらば唐草４０＞ 　＜段付けらば＞

　＜棟巴２１０Ｌの加工＞
けらば水切の例

A部加工の目安

けらば包み けらば水切

切り取る 切り取る

切りこみ

50程度
95程度

各寸法はあくまで目安です。加工前には必ず採寸をお願いします。

桟木18×45
（けらば水切用）

シーリング

桟木30×40
（けらば包み用）

棟巴２１０Ｌ

棟巴２１０Ｌ

ケミカル面戸１３×１５

桟木30×40(棟包み用) 桟木30×40(棟包み用)

けらば水切につかみこむ

つかみこむ

棟巴２１０Ｌ

桟木30×40(棟包み用)
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５）大棟部 ③棟巴２１０Ｌ

構造

木造耐水合板

下　地

新築

工　法

横暖ルーフ

棟巴２１０Ｌ

ケミカル面戸13×15

①棟巴２１０Ｌは屋根勾配に合わせてけらば包み５０と桟木の上に

　 かぶせます。

※図はイメージです。実際は桟木を下葺材で覆ってください。

②棟包み２１０、棟巴２１０Ｌ、けらば包み５０が交わる部分に

　 捨てシーリングを施工します。

棟巴２１０Ｌ

棟包み２１０

シーリング

シーリング

シーリング

けらば包み５０

けらば包み５０

　 ●棟巴２１０Ｌはけらば部材に応じて切り取り折り曲げ加工します。

　 ●けらば部材下端にあわせて、棟巴２１０端部をつかみこみます。

　 ●棟巴２１０Ｌとけらば部材が交わる部分はシーリングを施工します。

桟木30×40(棟包み用)

棟巴２１０Ｌ

けらば包み５０
シーリング

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５
けらば唐草４０ 段付けらば

切り取り曲げる

　■施工手順：けらば包み５０の例

　■側面図：各けらば部材

　＜けらば包み５０＞

横暖ルーフ

下葺材※

A部

現場にて採寸

　

　＜けらば水切８５（１１０）＞

　＜けらば唐草４０＞ 　＜段付けらば＞

　＜棟巴２１０Ｌの加工＞
けらば水切の例

A部加工の目安

けらば包み けらば水切

切り取る 切り取る

切りこみ

50程度
95程度

各寸法はあくまで目安です。加工前には必ず採寸をお願いします。

桟木18×45
（けらば水切用）

シーリング

桟木30×40
（けらば包み用）

棟巴２１０Ｌ

棟巴２１０Ｌ

ケミカル面戸１３×１５

桟木30×40(棟包み用) 桟木30×40(棟包み用)

けらば水切につかみこむ

つかみこむ

棟巴２１０Ｌ

桟木30×40(棟包み用)

６）隅棟部 ①棟包み２１０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフ本体の隅棟部分を図のように加工します。

専用釘＠455

横暖ルーフ

留付釘＠300

桟木30×40

棟包み２１０

本体現場加工部

②端部から３０㎜の位置まで

　 芯材ウレタンと裏面紙を剥

   がします。

①棟桟木面から図の寸法で

　 切断します。

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

●野地板上に、下葺材を張ります。

●桟木３０×４０を外側２ヶ所に取り付け、桟木を包むように下葺材を増し張りします。

※棟包み２１０に乗らないでください。工具・部材も置かないでください。棟包み２１０が変形するおそれがあり

　 ます。

●隅棟部は図のように加工した横暖

　 ルーフ本体を施工し、本体の図の

　 位置にケミカル面戸１３×１５を貼

　 り付け、棟包み２１０をかぶせます。

   棟包みは、留付釘（ステンレススク

　 リュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、

　 ３００㎜以下の間隔で桟木に留め

　 付けます。

●剣先は下図のように施工します。

③網掛け部分を切り落とします。

⑥接合部から雨水の浸入を防ぐため

　 シーリングを充填します。

⑤Ｒの部分をつぶします。④切り込みを入れた部分から

　 垂直に起こします。

■剣先２１０の取り付け

●隅棟に棟包み２１０を使用する

　 場合は、剣先２１０を図のように

　 施工します。

次の横暖ルーフ本体の
取り付け前にシーリング
を充填する

本体取り付け後
シーリングを充填する

下葺材

ケミカル面戸１３×１５

切
断

野地板

切り込み

棟桟木面

横暖ルーフ

シーリング

剣先２１０

20

50

20

20

20
30

20

20

20

20

20

ケミカル面戸１３×１５
ケミカル面戸１３×１５

横暖ルーフ

棟包み２１０

横暖ルーフ
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　６）隅棟部 ②隅棟カバー （隅棟カバー急勾配用）

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

谷樋用吊り子＠300

横暖ルーフ

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●隅棟部には、隅棟捨て板を谷樋用吊り子で

　 取り付けます。吊り子は、留付釘（ステンレス

　 スクリュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、

　 ３００㎜以下の間隔で留め付け、図のように

　 加工した横暖ルーフ本体を施工します。

　 本体施工の際は、隅棟捨て板を避けて施工

　 します。

●横暖ルーフ本体の切断部から約１０㎜程度

　 の幅で捨てシーリングを施工します。

●隅棟カバーは横暖ルーフ本体の接合部に

　 差し込み、留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）で留め付けます。

●屋根の勾配が２寸５分以上３寸５分未満は

　 隅棟カバーを使用し、３寸５分以上５寸以下

   は隅棟カバー急勾配用を使用します。

横暖ルーフ

下葺材

隅棟捨て板

留付釘

下葺材

隅棟カバー

捨てシーリング

隅棟捨て板 隅棟カバー

本体現場加工部

②端部から１０㎜の位置まで芯材

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

①隅棟中央の位置で切断します。

隅棟中央

切
断

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフ本体の隅棟部分は図のように加工します。

芯材ウレタンと裏面紙を
を剥がす

■隅棟カバーの取り付け

①本体切断部から１０㎜程度に

　 捨てシーリングを施工します。

②隅棟カバーを取り付け、釘打ち部

　 に留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）で固定します。

隅棟カバー

横暖ルーフ

釘打ち部

留付釘

留付釘

捨てシーリング

捨てシーリング 10

野地板

野地板

部分断面図

谷樋用吊り子
＠300

横暖ルーフ

10
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７）谷部 ①谷樋

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●谷樋部分は図のように加工した横暖ルーフ

●谷樋の接合部についてはＰ２７０をご確認ください。

　 本体を谷樋折り返し部分に引っ掛けるよう

　 にして施工します。

下葺材

横暖ルーフ

谷樋

横暖ルーフ

本体現場加工部本体現場加工部

谷樋

下葺材

谷樋用吊り子＠300

⑤谷樋返し部を巻き込むように

　 折り曲げます。

④切り込みを入れた部分を

　 水平に起こします。

③網掛け部分を

　 切り落とします。

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフ本体の谷樋部分は図のように加工します。

芯材ウレタンと裏面紙を
剥がす

20（下図参照）

①谷樋返し部から図の寸法で切断します。

②端部から５０㎜の位置まで

　 芯材のウレタンと裏面紙を

　 剥がします。

本体現場加工部

留付釘

留付釘

野地板

野地板

谷樋用吊り子

谷樋

横暖ルーフ

部分断面図

横暖ルーフ

切り込み

谷樋返し部

20

50

40

40 40

40

切
断

●谷樋は谷樋用吊り子を使用し留め付け

　 ます。谷樋用吊り子は３００㎜以下の間隔で

　 配置し、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ

　 ３２㎜以上）を用いて留め付けます。本体施工

　 の際は、谷樋を避けて施工します。

谷樋用吊り子＠300

　６）隅棟部 ②隅棟カバー （隅棟カバー急勾配用）

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

谷樋用吊り子＠300

横暖ルーフ

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●隅棟部には、隅棟捨て板を谷樋用吊り子で

　 取り付けます。吊り子は、留付釘（ステンレス

　 スクリュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、

　 ３００㎜以下の間隔で留め付け、図のように

　 加工した横暖ルーフ本体を施工します。

　 本体施工の際は、隅棟捨て板を避けて施工

　 します。

●横暖ルーフ本体の切断部から約１０㎜程度

　 の幅で捨てシーリングを施工します。

●隅棟カバーは横暖ルーフ本体の接合部に

　 差し込み、留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）で留め付けます。

●屋根の勾配が２寸５分以上３寸５分未満は

　 隅棟カバーを使用し、３寸５分以上５寸以下

   は隅棟カバー急勾配用を使用します。

横暖ルーフ

下葺材

隅棟捨て板

留付釘

下葺材

隅棟カバー

捨てシーリング

隅棟捨て板 隅棟カバー

本体現場加工部

②端部から１０㎜の位置まで芯材

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

①隅棟中央の位置で切断します。

隅棟中央

切
断

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフ本体の隅棟部分は図のように加工します。

芯材ウレタンと裏面紙を
を剥がす

■隅棟カバーの取り付け

①本体切断部から１０㎜程度に

　 捨てシーリングを施工します。

②隅棟カバーを取り付け、釘打ち部

　 に留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）で固定します。

隅棟カバー

横暖ルーフ

釘打ち部

留付釘

留付釘

捨てシーリング

捨てシーリング 10

野地板

野地板

部分断面図

谷樋用吊り子
＠300

横暖ルーフ

10
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７）谷部 ②谷樋＋見切縁１２

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●谷樋部分の横暖ルーフは下図のように折り返

　 し加工します。見切縁１２と谷樋にケミカル面戸

　 １３×１５を貼り付けます。横暖ルーフ本体の折

　 り返し加工部と見切縁１２ のハゼとが引っ掛か

　 るまで押し付けます。

●挿着後、見切縁１２を引っ張り、外れないことを

　 確認してください。

●本体施工の際は、谷樋を避けて施工します。

※積雪のある地域では使用できません。

③切り込みを入れた部分を

　 起こします。

■谷樋　接合部

●重ね代にシーリングで３本のビードを作り、上部谷樋を

　 差し込みます。

●接合後小口にシーリングを施工します。

谷樋中央

①横暖ルーフ本体を谷樋中央部から

   ３０㎜の位置で切断します。

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフ本体の谷樋部分は図のように加工します。

②図の位置２ヶ所に

　 切り込みを入れます。

10～15

水
下

側
：130

水
上

側
：133

20
0

30

10 10 105

5

切り込み
切り込み

切
断

ケミカル面戸１３×１５

谷樋

見切縁１２

下葺材

④端部から５㎜の位置を

   切断します。

※谷樋は図の寸法のように流れの上下で小口の大きさが

　 異なります。水上側に目印がありますので、接合時に
　 注意して施工してください。

切断

シーリング

小口にシーリングを施工

谷樋

見切縁１２

谷樋用吊り子

横暖ルーフ

横暖ルーフ
本体現場加工部

ケミカル面戸１３×１５

留付釘

下葺材
留付釘

野地板

野地板

ケミカル面戸１３×１５

横暖ルーフ

見切縁１２

部分断面図

＠300

谷樋用吊り子＠300

横暖ルーフ

加工部
本体現場

●谷樋は谷樋用吊り子を使用し留め付けます。

　 谷樋用吊り子は３００㎜以下の間隔で配置し、

　 留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）

　 を用いて留め付けます。
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①棟側　壁水切６０×１２０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

専用釘＠455

横暖ルーフ

下葺材

本体現場加工部

両面防水テープ

８）下屋根部

③端部から２０㎜の位置を

　 折り曲げて立ち上げます。

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。

切断

棟桟木面

2
0 2
0

3
0 3
0

2
0

20

②端部から３０㎜の位置まで芯材

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

部分断面図

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフ本体の壁付部分は図のように加工します。

壁水切６０×１２０

●野地板上に、下葺材を張ります。

●桟木３０×４０を取り付け、桟木を包むよ

   うに下葺材を増し張りします。

●壁取り合い部の横暖ルーフは、図のよう

   に現場加工し施工します。

●ケミカル面戸１３×１５を図のように貼り

   付け、壁水切６０×１２０をかぶせるよう

   に施工します。留付釘（ステンレススク

   リュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、それ

   ぞれ４５５㎜以下の間隔で留め付けます。

ケミカル面戸
１３×１５

桟木30×40

野地板

専用釘＠455

横暖ルーフ

下葺材

本体現場加工部

壁水切６０×１２０

桟木30×40

野地板

留付釘＠455

留付釘＠455

留付釘＠455

留付釘＠455

ケミカル面戸
１３×１５

ケミカル面戸１３×１５

横暖ルーフ

横暖ルーフ

７）谷部 ②谷樋＋見切縁１２

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●谷樋部分の横暖ルーフは下図のように折り返

　 し加工します。見切縁１２と谷樋にケミカル面戸

　 １３×１５を貼り付けます。横暖ルーフ本体の折

　 り返し加工部と見切縁１２ のハゼとが引っ掛か

　 るまで押し付けます。

●挿着後、見切縁１２を引っ張り、外れないことを

　 確認してください。

●本体施工の際は、谷樋を避けて施工します。

※積雪のある地域では使用できません。

③切り込みを入れた部分を

　 起こします。

■谷樋　接合部

●重ね代にシーリングで３本のビードを作り、上部谷樋を

　 差し込みます。

●接合後小口にシーリングを施工します。

谷樋中央

①横暖ルーフ本体を谷樋中央部から

   ３０㎜の位置で切断します。

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフ本体の谷樋部分は図のように加工します。

②図の位置２ヶ所に

　 切り込みを入れます。

10～15

水
下

側
：130

水
上

側
：133

20
0

30

10 10 105

5

切り込み
切り込み

切
断

ケミカル面戸１３×１５

谷樋

見切縁１２

下葺材

④端部から５㎜の位置を

   切断します。

※谷樋は図の寸法のように流れの上下で小口の大きさが

　 異なります。水上側に目印がありますので、接合時に
　 注意して施工してください。

切断

シーリング

小口にシーリングを施工

谷樋

見切縁１２

谷樋用吊り子

横暖ルーフ

横暖ルーフ
本体現場加工部

ケミカル面戸１３×１５

留付釘

下葺材
留付釘

野地板

野地板

ケミカル面戸１３×１５

横暖ルーフ

見切縁１２

部分断面図

＠300

谷樋用吊り子＠300

横暖ルーフ

加工部
本体現場

●谷樋は谷樋用吊り子を使用し留め付けます。

　 谷樋用吊り子は３００㎜以下の間隔で配置し、

　 留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）

　 を用いて留め付けます。
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８）下屋根部 ②流れ側　壁水切６０×１２０＋捨て谷８０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフ本体の壁付部分は図のように加工します。

②網掛け部分を切り落とします。

端部から３０㎜の位置まで
芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

①桟木面から図の

　 寸法で切断します。

桟木面

20

2
0

部分断面図

●野地板上に、下葺材を張ります。

●桟木３０×４０を取り付け、桟木を包むように

　 下葺材を増し張りします。

●捨て谷８０は留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を、４５５㎜以下の間隔で桟

   木に留め付け、図のように加工した横暖ルー

   フ本体を施工します。

●ケミカル面戸１３×１５を横暖ルーフ本体に

　 図のように貼り付け、壁水切６０×１２０を

　 かぶせるように施工します。図のように留

　 付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以

　 上）を用いて、４５５㎜以下の間隔で留め付

　 けます。

切り込み

留付釘＠455

桟木30×40

横暖ルーフ

野地板
捨て谷８０

ケミカル面戸１３×１５
本体
現場
加工部

下葺材

壁水切６０×１２０

野地板

壁水切
６０×１２０

捨て谷８０

ケミカル面戸
１３×１５

留付釘＠455

両面防水テープ

桟木30×40

横暖ルーフ

留付釘＠455

ケミカル面戸
１３×１５

③切り込みを入れた部分から

　 垂直に起こします。

④Ｒの部分をつぶします。

⑤接合部からの雨水の浸入を防ぐため

　 シーリングを充填します。

次の横暖ルーフ本体の取り付け前に
シーリングを充填する

本体取り付け後、シーリング
を充填する

本体現場加工部

横暖ルーフ

切
断

下葺材

20 30 20

20

20

20

20

20

20

20
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８）下屋根部 ②流れ側　壁水切６０×１２０＋捨て谷８０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフ本体の壁付部分は図のように加工します。

②網掛け部分を切り落とします。

端部から３０㎜の位置まで
芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

①桟木面から図の

　 寸法で切断します。

桟木面

20

2
0

部分断面図

●野地板上に、下葺材を張ります。

●桟木３０×４０を取り付け、桟木を包むように

　 下葺材を増し張りします。

●捨て谷８０は留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を、４５５㎜以下の間隔で桟

   木に留め付け、図のように加工した横暖ルー

   フ本体を施工します。

●ケミカル面戸１３×１５を横暖ルーフ本体に

　 図のように貼り付け、壁水切６０×１２０を

　 かぶせるように施工します。図のように留

　 付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以

　 上）を用いて、４５５㎜以下の間隔で留め付

　 けます。

切り込み

留付釘＠455

桟木30×40

横暖ルーフ

野地板
捨て谷８０

ケミカル面戸１３×１５
本体
現場
加工部

下葺材

壁水切６０×１２０

野地板

壁水切
６０×１２０

捨て谷８０

ケミカル面戸
１３×１５

留付釘＠455

両面防水テープ

桟木30×40

横暖ルーフ

留付釘＠455

ケミカル面戸
１３×１５

③切り込みを入れた部分から

　 垂直に起こします。

④Ｒの部分をつぶします。

⑤接合部からの雨水の浸入を防ぐため

　 シーリングを充填します。

次の横暖ルーフ本体の取り付け前に
シーリングを充填する

本体取り付け後、シーリング
を充填する

本体現場加工部

横暖ルーフ

切
断

下葺材

20 30 20

20

20

20

20

20

20

20

横暖ルーフ

９）片棟部 片流れ用棟包み

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

芯材ウレタンと

裏面紙を剥がす

桟
木

上
端

＋
1
0

■施工ポイント・現場加工図

●横暖ルーフ本体の大棟部分は図のように加工してください。

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。
②桟木上端＋１０㎜の位置まで芯材の

　 ウレタンと裏面紙を剥がしてください。

③端部から桟木上端の位置で

   折り曲げて立ち上げます。

下葺材

専用釘＠455

横暖ルーフ

留付釘＠300

ケミカル面戸１５×３５

現場加工部

留付釘＠300

ケミカル面戸１５×３５

下葺材

桟木30×40

片流れ用棟包み

現場加工部

横暖ルーフ

専用釘＠455

棟桟木面

切断

桟
木

上
端

野地板

野地板

桟
木

上
端

ケミカル面戸
１５×３５

●片流れ用棟包みの適用勾配と桟木位置は

　P２３１をご参照ください。

●野地板の上に下葺材を張ってください。

●棟部に桟木３０㎜×４０㎜を２ヶ所取り付け、

　 桟木を包むように下葺材を増し張りします。

※片流れ用棟包みに乗らないでください。

　 工具・部材も置かないでください。片流れ用

　 棟包みが変形するおそれがあります。

●棟部を図のように加工した横暖ルーフ本体

　 を桟木に施工し、本体の図の位置にケミカル

   面戸１５×３５を貼り付け、片流れ用棟包みを

   かぶせてください。片流れ用棟包みは、留付釘

　 （ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を、

   ３００㎜以下の間隔で桟木に留め付けてください。
※横暖ルーフα用のケミカル面戸１５×３５を使用します。

●外壁面側は化粧破風あるいはサイディングの上から、

　留付釘（ステンレススクリュー釘・外装材厚み+30㎜以上）

　で４５５㎜以下の間隔で必ず下地に留め付けます。

●けらば部は片流れ用棟包みを加工して納めます。

専用釘

部分断面図

桟木30×40

片流れ用棟包み

桟
木

上
端

留付釘＠455
（外装材厚み＋30㎜以上）
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１１　参考資料

「建築基準法」の防耐火性能に関わる規定

  １１－　１

  １１－　２

  １１－　３

  １１－　４

  １１－　５

「住宅の品質確保の促進等に関する法律」の概要

「特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律」の概要

センターサイディングの補修方法

工事記録のまとめ方

施工を始める前に

  １１－　６

　１１－１　施工を始める前に

１）事前現場調査の重要性

　 外壁工事を手際よくスムーズに進め、不具合の発生を防ぐためには事前の現場調査は大変重要です。

　 また、住宅品質確保法などによる迅速な紛争処理のための瑕疵責任の考え方として、前工事の欠陥を

　 見過ごした場合は、後工事の請負業者に責任があるという判断を示された例があります。

　①事前調査の目的

　●センターサイディングや資材のロスを低減させる。

　●作業員の作業能率を十分に引き出すように段取りする。

　●指定部材や必要な関連部材、関連作業を確認し作業手順を整える。

　●標準施工マニュアルで細部の納まりを確認する。

　●資材仮置き場や現場加工スペースを確保する。

　●躯体の状況と前工事の仕上がり状況を確認し、不備があれば指摘する。補修部分の修正が完了する

　　 まで工事の開始を調整する。

　以上のように、事前調査は大変重要で責任を問われる事項もあります。また、工事の利益を左右する大切

　な要素を含んでいます。

　②事前チェックリストなどの活用

　　 「事前チェックリスト（例）」（Ｐ２７７）などの書類を活用することによって、比較的手際よく事前調査を行う

　　 ことができますので、参考にしてください。

　　 実際の工事現場は前工事の施工中であったり資材の出し入れがあったりと、落ち着いてチェックしにくい

　　 のが一般的です。このようなチェックリストを用意しておくことで、確認忘れを防止し、必要な事前準備を

　　 確実に行うことができます。

２）躯体の状況確認

　 ●土台・柱・間柱・梁などは、不陸がないか確認してください。また、緊結金物類で特にボルトなどは躯体

　　　から飛び出していないか確認してください。

１１　参考資料

座堀 

土台 
基礎

柱
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１１　参考資料

「建築基準法」の防耐火性能に関わる規定

  １１－　１

  １１－　２

  １１－　３

  １１－　４

  １１－　５

「住宅の品質確保の促進等に関する法律」の概要

「特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律」の概要

センターサイディングの補修方法

工事記録のまとめ方

施工を始める前に

  １１－　６

　１１－１　施工を始める前に

１）事前現場調査の重要性

　 外壁工事を手際よくスムーズに進め、不具合の発生を防ぐためには事前の現場調査は大変重要です。

　 また、住宅品質確保法などによる迅速な紛争処理のための瑕疵責任の考え方として、前工事の欠陥を

　 見過ごした場合は、後工事の請負業者に責任があるという判断を示された例があります。

　①事前調査の目的

　●センターサイディングや資材のロスを低減させる。

　●作業員の作業能率を十分に引き出すように段取りする。

　●指定部材や必要な関連部材、関連作業を確認し作業手順を整える。

　●標準施工マニュアルで細部の納まりを確認する。

　●資材仮置き場や現場加工スペースを確保する。

　●躯体の状況と前工事の仕上がり状況を確認し、不備があれば指摘する。補修部分の修正が完了する

　　 まで工事の開始を調整する。

　以上のように、事前調査は大変重要で責任を問われる事項もあります。また、工事の利益を左右する大切

　な要素を含んでいます。

　②事前チェックリストなどの活用

　　 「事前チェックリスト（例）」（Ｐ２７７）などの書類を活用することによって、比較的手際よく事前調査を行う

　　 ことができますので、参考にしてください。

　　 実際の工事現場は前工事の施工中であったり資材の出し入れがあったりと、落ち着いてチェックしにくい

　　 のが一般的です。このようなチェックリストを用意しておくことで、確認忘れを防止し、必要な事前準備を

　　 確実に行うことができます。

２）躯体の状況確認

　 ●土台・柱・間柱・梁などは、不陸がないか確認してください。また、緊結金物類で特にボルトなどは躯体

　　　から飛び出していないか確認してください。

１１　参考資料

座堀 

土台 
基礎

柱
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　１１－１　施工を始める前に

●プレート類の緊結金物は厚みがあり、その上から胴縁を組むことができません。

　 左右にずらして、必ず胴縁下地組みを行ってください。また、割り付けを事前に確認し、極力センターサイ

　 ディング本体どうしの左右接合部がこないようにしてください。万一、センターサイディング本体どうしの

　 左右接合部と山形プレートが干渉する場合は、スペーサーなどで調整してください。

　 ※プレート類：山形プレート・筋かいプレート・ＣＰＴ金物・帯鉄金物（枠組壁工法）など

１１　参考資料

防水紙

縦胴縁

山形プレート

縦胴縁

7.5㎜厚調整材（現場調達品）
（出隅部）

●図のように１２０㎜角の柱と１０５㎜角の柱、間柱が混在する芯あわせの場合は、１０５㎜角柱に７．５㎜

　 厚程度の調整材（現場調達品）を入れて、胴縁下地組みの調整を行ってください。

　※上図以外の内寸あわせの場合、出隅部で通気層の厚みが異なりますので、施工方法については最寄り

　　 の弊社営業所にお問い合わせください。
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　１１－１　施工を始める前に

●プレート類の緊結金物は厚みがあり、その上から胴縁を組むことができません。

　 左右にずらして、必ず胴縁下地組みを行ってください。また、割り付けを事前に確認し、極力センターサイ

　 ディング本体どうしの左右接合部がこないようにしてください。万一、センターサイディング本体どうしの

　 左右接合部と山形プレートが干渉する場合は、スペーサーなどで調整してください。

　 ※プレート類：山形プレート・筋かいプレート・ＣＰＴ金物・帯鉄金物（枠組壁工法）など

１１　参考資料

防水紙

縦胴縁

山形プレート

縦胴縁

7.5㎜厚調整材（現場調達品）
（出隅部）

●図のように１２０㎜角の柱と１０５㎜角の柱、間柱が混在する芯あわせの場合は、１０５㎜角柱に７．５㎜

　 厚程度の調整材（現場調達品）を入れて、胴縁下地組みの調整を行ってください。

　※上図以外の内寸あわせの場合、出隅部で通気層の厚みが異なりますので、施工方法については最寄り

　　 の弊社営業所にお問い合わせください。

　１１－１　施工を始める前に

３）センターサイディング　事前チェックリスト
　

１１　参考資料

Ｎｏ．　　　　　　　　　　
　

工事名　

現場住所　

躯体の構造　

施工面積　

確認日　

元請会社　

外壁施工店　

工事責任者　

木造（軸組工法、枠組壁工法）・鉄骨造・その他　

延床面積　　　　　㎡、外壁施工面積　　　　　㎡

　　　年　　　月　　　日/記入者　　　　　　　　　　

　　　　　　　ｔｅｌ

　　　　/現場担当者

　　　　　　　ｔｅｌ

チェック項目　 チェック内容　 チェック欄

　工事車輌駐車場確保　

　指定材料の納品

　（現場納入の確認）

　工事車輌をとめておくスペースはあるか　

　防水紙 　数量　　　　　　　　　　

　胴縁材（４５幅）　材種

　胴縁材（９０幅）　材種

　センターサイディング（Ａ柄）

　センターサイディング（Ｂ柄）

　先付け付属部材（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　シーリング

　補修塗料

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　施工箇所の確認　 　横張りか縦張りか、部分張りの位置などを確認したか

　標準施工資料の確認　 　標準施工マニュアル類は現場に配備してあるか

　資材仮置き場の確認　 　資材の仮置き場が確保できるか

　現場加工場の確認　
　加工スペースが確保できるか

　

　躯体の状況　

　外壁下地となる場所に不陸はないか

　防水紙の施工

　（大工工事の場合も含む）　

　指定の防水紙を使用しているか

　防水テープの確認

　（大工工事の場合も含む）　

　開口部周囲には防水テープを貼っているか

　バルコニー笠木入隅部に防水措置を取っているか

　外壁下地の一部に不陸があり胴縁組みで調整が必要か

　外壁下地の一部に不陸があり補修が必要か

　積雪の高さまでの補助胴縁の追加下地（間柱など）はあるか

　入隅部の胴縁を留め付ける追加下地（間柱など）はあるか

　防水紙は横張りになっているか

　土台水切・中間水切との取り合いは正しいか

　上下の重なりは９０㎜以上か

　左右の重なりは面材なしの場合：柱・間柱間、面材ありの場合：１５０㎜以上か

　入隅部は重ね張りになっているか

　バルコニー笠木部分は重ね張りになっているか

　防水紙のやぶれやたるみはないか

　サッシは外付け型または半外付け型を使用しているか

　配管・換気口まわりに防水措置を取っているか

　数量　　　　　　　　　　

※この例のような事前チェックリストを用意して、現場確認の際にご活用ください。

事前チェックリスト（例）
　

　先付け付属部材（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　後付け付属部材（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　後付け付属部材（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　ハットジョイナー
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　１１－２　工事記録のまとめ方

工事管理を実施する上で重要なポイントは、設計図書や元請会社様からの指示書および外壁材メーカー

の標準施工に基づいた施工を行ったという証拠、すなわち工事記録（工事履歴）を作成することです。

さらに、その記録は第三者が客観的に理解できるように記録されている必要があります。

したがって、工事記録を作成する際に、重要なポイントは写真撮影をしておくことが効果的です。住宅が完

成した時点で、性能評価書関連の書類とともに各工事の工事記録が揃うことによって性能の裏付けとなる

施工面の品質が明確になり、引き渡し後のメンテナンスや中古住宅取引の際にも重要な資料となります。　

１１　参考資料

　

１）工事写真

　 写真には工事名、撮影部位、撮影日、撮影者などを明記した

　 サインボードを入れ、必要に応じてメジャーなどで寸法がわか

　 るように工夫する必要があります。

　 写真撮影で重要なポイントは施工精度の確認とメンテナンス

　 時の納まりのチェックです。撮影箇所は元請会社様のご指示に

　 従うほか、以下の例を参考にして必要箇所を撮影してください。

　 同じ様な納まりが数ヶ所ある場合には代表例を撮影し、他は

　 同じ納まりであることを明記して、記録書に元請会社様のご

　 確認印をいただくことが大切です。
　

○○邸外壁工事

サインボード（例）

 撮影箇所

 撮影日　　　/

 撮影者

 備考

工事写真として撮影するポイント（例）

●使用材料、役物、付属部品など

●施工前の施工箇所の状態

●防水紙張りと防水テープ貼りに関する部分

　　開口部まわり／水切役物との取り合い部／出隅／入隅／配管・換気口周囲／バルコニー

　　笠木取り合い部・床防水との取り合い部など

●胴縁下地組みに関する部分

　　胴縁の厚み・幅寸法／接合部・開口部の倍幅部分／通気のための開口部まわり・軒天部

　　・下屋根部・オーバーハング部の横胴縁／入隅の追加下地／積雪地の補強胴縁など

●センターサイディングの釘打ち部分とその施工中

●シーリング目地の充填前

●シーリングの充填作業状況、ヘラ押さえ作業状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

２）工事記録のまとめ方

　 工事記録は工事写真の他に「外壁工事記録 兼 保証書発行申請書」などを活用し、まとめることが大切です。

　 この工事記録書に各チェックリストおよび工事記録写真類を添付してください。工事記録書には作成者の捺

　 印のほか、元請会社様が工事の完了を確認したことの証明書を兼ねていますので、必ず確認印をいただく

　 ことが非常に大切です。

３）工事記録書の保管・提出

　 工事記録書は元請会社様に提出するほか、外壁工事店様でも整理して保管してください。
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　１１－２　工事記録のまとめ方

工事管理を実施する上で重要なポイントは、設計図書や元請会社様からの指示書および外壁材メーカー

の標準施工に基づいた施工を行ったという証拠、すなわち工事記録（工事履歴）を作成することです。

さらに、その記録は第三者が客観的に理解できるように記録されている必要があります。

したがって、工事記録を作成する際に、重要なポイントは写真撮影をしておくことが効果的です。住宅が完

成した時点で、性能評価書関連の書類とともに各工事の工事記録が揃うことによって性能の裏付けとなる

施工面の品質が明確になり、引き渡し後のメンテナンスや中古住宅取引の際にも重要な資料となります。　

１１　参考資料

　

１）工事写真

　 写真には工事名、撮影部位、撮影日、撮影者などを明記した

　 サインボードを入れ、必要に応じてメジャーなどで寸法がわか

　 るように工夫する必要があります。

　 写真撮影で重要なポイントは施工精度の確認とメンテナンス

　 時の納まりのチェックです。撮影箇所は元請会社様のご指示に

　 従うほか、以下の例を参考にして必要箇所を撮影してください。

　 同じ様な納まりが数ヶ所ある場合には代表例を撮影し、他は

　 同じ納まりであることを明記して、記録書に元請会社様のご

　 確認印をいただくことが大切です。
　

○○邸外壁工事

サインボード（例）

 撮影箇所

 撮影日　　　/

 撮影者

 備考

工事写真として撮影するポイント（例）

●使用材料、役物、付属部品など

●施工前の施工箇所の状態

●防水紙張りと防水テープ貼りに関する部分

　　開口部まわり／水切役物との取り合い部／出隅／入隅／配管・換気口周囲／バルコニー

　　笠木取り合い部・床防水との取り合い部など

●胴縁下地組みに関する部分

　　胴縁の厚み・幅寸法／接合部・開口部の倍幅部分／通気のための開口部まわり・軒天部

　　・下屋根部・オーバーハング部の横胴縁／入隅の追加下地／積雪地の補強胴縁など

●センターサイディングの釘打ち部分とその施工中

●シーリング目地の充填前

●シーリングの充填作業状況、ヘラ押さえ作業状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

２）工事記録のまとめ方

　 工事記録は工事写真の他に「外壁工事記録 兼 保証書発行申請書」などを活用し、まとめることが大切です。

　 この工事記録書に各チェックリストおよび工事記録写真類を添付してください。工事記録書には作成者の捺

　 印のほか、元請会社様が工事の完了を確認したことの証明書を兼ねていますので、必ず確認印をいただく

　 ことが非常に大切です。

３）工事記録書の保管・提出

　 工事記録書は元請会社様に提出するほか、外壁工事店様でも整理して保管してください。

　１１－３　「建築基準法」の防耐火性能に関わる規定

１１　参考資料

　

１）建築基準法の目的

　 建築基準法では、建築物の敷地、構造、設備および用途に関する最低の基準を定めて、国民の生命、健康

　 および財産の保護を図り、もって公共の福祉の増進に資することを目的としています。

２）建築基準法の構成

部分構造の種類

　■耐火構造区分

耐力壁、柱、床、はり、

屋根、階段

非損傷性：構造耐力上支障のある損傷を生じないこと

遮熱性　 ：加熱面以外の面の温度が当該面に接する可燃物の延焼の

　　　　　　 おそれのある温度以上に上昇しないこと

遮炎性　 ：屋外に火炎を出すおそれのある損傷を生じないこと

性能規定化に伴う建築基準法の構成

性能の定義
要求性能の

技術的基準

適合基準

大臣の認定

法律 政令

告示

または

（大臣が定めた構造方法）

建築基準法は大別すると、「仕様規定」と「性能規定」の２つに分けることができます。

耐火構造

通常
１時間～３時間

（３０分）
非損傷性

火災の種類 時間 要件

壁、床 通常 １時間（３０分） 遮熱性

外壁、屋根 屋内の通常 １時間（３０分） 遮炎性

耐力壁、柱、床、はり、

屋根、階段

準耐火構造

通常 ４５分（３０分） 非損傷性

壁、床、軒裏 通常 ４５分（３０分） 遮熱性

外壁、屋根 屋内の通常 ４５分（３０分） 遮炎性

準耐火構造 壁、床、軒裏（延焼部分） 通常 １時間 遮熱性

外壁 屋内の通常 １時間 遮炎性

耐力壁、柱、床、はり 通常 非損傷性

防火構造
外壁（耐力壁） 周囲の通常 ３０分 非損傷性

外壁、軒裏 周囲の通常 ３０分 遮熱性

準防火構造
外壁（耐力壁） 周囲の通常 ２０分 非損傷性

外壁 周囲の通常 ２０分 遮熱性

床、直下の天井床（天井）の構造 屋内の通常 ３０分
非損傷性

遮熱性

ひさし等の構造 ひさし等 通常 ２０分 遮炎性

屋根の構造 屋根 屋内の通常 ２０分 遮炎性

■防火材料区分

不燃材料（２０分）

準不燃材料（１０分）

難燃材料（５分）

※（ ）内数値は不燃性能テストに耐える時間を示し

　 ています。材料区分は包含的な関係にあります。

例えば、「準不燃材料で･･･」と表記された場合、

上位の不燃材料は使用が可能であることを示して

います。

３）防耐火に関する基準

１時間



280

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
化
粧
幕
板

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

　

　 ４）建築用途と防耐火基準（▼）

　 ●防耐火基準は、建築物の用途・地域・階数・面積などにより、基準が異なります。

※１ 準耐火建築物のイ準耐・ロ準耐に適合する構造とすることもできます。

※２ 「※２の防火構造」以外の１時間準耐火構造、４５分準耐火構造、防火構造、準防火性能とあるのは、建築の延焼のおそれのある部分

　　　に限る要求性能です。

※３ 「通常の火災を想定した火の粉による建築物の火災を防止するために屋根に必要な性能」もしくは「不燃材料で造るまたはふく」を示し

　　　ます。

※４ 屋根を不燃材料でふき、室内側または直下の天井を防火被覆したものなどです。（建築基準法告示第１３５９号第五：P２６９参照）

※５ 準防火構造の認定は取得しておりませんが、上位の性能である防火構造で対応可能です。

※６ 高さ＞１６m、かつ階高＞３階を超えるものは特殊な場合を除き、大規模建築物の制限を受け、外壁は耐火性能を有するものとなります。

用　途 地　域 階　数
面　積

Ｓ≦100 100＜Ｓ≦500 500＜Ｓ≦1000 1000＜Ｓ≦15001500＜Ｓ≦3000 3000＜Ｓ

防火地域

（法６１条）

準防火地域

（法６１条）

法２２条

区域

３階建以上

１・２階建

４階建以上

３階建

１・２階建

３階建

１・２階建

防火地域

（法６１条）

準防火地域

（法６１条）

法２２条

区域

３階建以上

１・２階建

４階建以上

３階建

１・２階建

３階建

１・２階建

外壁：耐火構造　　

屋根：30分耐火構造

外壁・軒裏：1時間準耐火構造

屋根：30分準耐火構造※４

＊各種条件をみたさないものは耐火構造となります

外壁・軒裏：防火構造

屋根：不燃同等※３

外壁・軒裏：45分準耐火構造
（2階の用途が300㎡以上）※１

屋根：30分準耐火構造※４

外壁・軒裏：1時間準耐火構造

屋根：30分準耐火構造※４

＊各種条件をみたさないものは耐火構造となります

　　外壁：

　　準防火構造※５

　　屋根：不燃同等※３

　　外壁・軒裏：45分準耐火構造（2階の用途が300㎡以上）※１

　　屋根：30分準耐火構造※４

　　外壁：防火構造

　　屋根：不燃同等※３

外壁・軒裏：45分準耐火構造※１　　屋根：30分準耐火構造※４

外壁・軒裏：防火構造

屋根：不燃同等※３

外壁・軒裏：45分準耐火構造※１

屋根：30分準耐火構造※４

（準防３階建て仕様）

外壁・軒裏：防火構造※２

屋根：防火被覆

外壁：準防火構造※５

屋根：不燃同等※３

４階建以上

外壁：準防火構造※５、※６

屋根：不燃同等※３

外壁・軒裏：防火構造※6

屋根：不燃同等※３

４階建以上

外壁・軒裏：45分準耐火構造※１　　屋根：30分準耐火構造※４

外壁：耐火構造　　

屋根：30分耐火構造

　１１－３　「建築基準法」の防耐火性能に関わる規定

１１　参考資料（関連法規）

●最新の法令をご確認のうえ、実際の要求性能については建築主事や確認審査機関にご確認ください。

● 軒裏に防火構造が求られる場合には、軒裏３０分準耐火構造で対応します。

外壁：耐火構造　　屋根：30分耐火構造

　外壁：

　耐火構造

　屋根：30分

　耐火構造

外壁・軒裏：45分準耐火構造※１

屋根：30分準耐火構造※４

外壁・軒裏：防火構造※6

屋根：不燃同等※３
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　 ４）建築用途と防耐火基準（▼）

　 ●防耐火基準は、建築物の用途・地域・階数・面積などにより、基準が異なります。

※１ 準耐火建築物のイ準耐・ロ準耐に適合する構造とすることもできます。

※２ 「※２の防火構造」以外の１時間準耐火構造、４５分準耐火構造、防火構造、準防火性能とあるのは、建築の延焼のおそれのある部分

　　　に限る要求性能です。

※３ 「通常の火災を想定した火の粉による建築物の火災を防止するために屋根に必要な性能」もしくは「不燃材料で造るまたはふく」を示し

　　　ます。

※４ 屋根を不燃材料でふき、室内側または直下の天井を防火被覆したものなどです。（建築基準法告示第１３５９号第五：P２６９参照）

※５ 準防火構造の認定は取得しておりませんが、上位の性能である防火構造で対応可能です。

※６ 高さ＞１６m、かつ階高＞３階を超えるものは特殊な場合を除き、大規模建築物の制限を受け、外壁は耐火性能を有するものとなります。

用　途 地　域 階　数
面　積

Ｓ≦100 100＜Ｓ≦500 500＜Ｓ≦1000 1000＜Ｓ≦15001500＜Ｓ≦3000 3000＜Ｓ

防火地域

（法６１条）

準防火地域

（法６１条）

法２２条

区域

３階建以上

１・２階建

４階建以上

３階建

１・２階建

３階建

１・２階建

防火地域

（法６１条）

準防火地域

（法６１条）

法２２条

区域

３階建以上

１・２階建

４階建以上

３階建

１・２階建

３階建

１・２階建

外壁：耐火構造　　

屋根：30分耐火構造

外壁・軒裏：1時間準耐火構造

屋根：30分準耐火構造※４

＊各種条件をみたさないものは耐火構造となります

外壁・軒裏：防火構造

屋根：不燃同等※３

外壁・軒裏：45分準耐火構造
（2階の用途が300㎡以上）※１

屋根：30分準耐火構造※４

外壁・軒裏：1時間準耐火構造

屋根：30分準耐火構造※４

＊各種条件をみたさないものは耐火構造となります

　　外壁：

　　準防火構造※５

　　屋根：不燃同等※３

　　外壁・軒裏：45分準耐火構造（2階の用途が300㎡以上）※１

　　屋根：30分準耐火構造※４

　　外壁：防火構造

　　屋根：不燃同等※３

外壁・軒裏：45分準耐火構造※１　　屋根：30分準耐火構造※４

外壁・軒裏：防火構造

屋根：不燃同等※３

外壁・軒裏：45分準耐火構造※１

屋根：30分準耐火構造※４

（準防３階建て仕様）

外壁・軒裏：防火構造※２

屋根：防火被覆

外壁：準防火構造※５

屋根：不燃同等※３

４階建以上

外壁：準防火構造※５、※６

屋根：不燃同等※３

外壁・軒裏：防火構造※6

屋根：不燃同等※３

４階建以上

外壁・軒裏：45分準耐火構造※１　　屋根：30分準耐火構造※４

外壁：耐火構造　　

屋根：30分耐火構造

　１１－３　「建築基準法」の防耐火性能に関わる規定

１１　参考資料（関連法規）

●最新の法令をご確認のうえ、実際の要求性能については建築主事や確認審査機関にご確認ください。

● 軒裏に防火構造が求られる場合には、軒裏３０分準耐火構造で対応します。

外壁：耐火構造　　屋根：30分耐火構造

　外壁：

　耐火構造

　屋根：30分

　耐火構造

外壁・軒裏：45分準耐火構造※１

屋根：30分準耐火構造※４

外壁・軒裏：防火構造※6

屋根：不燃同等※３

１１　参考資料

　

　 ５）特殊建築物の防火基準(法２７条,、別表１、令１１５条の３～１１６条）

　 　特殊建築物は、その用途、および建築延べ面積により求められる防耐火性能が異なります。

　１１－３　「建築基準法」の防耐火性能に関わる規定

※１　建築基準法施行令１１０条２号の基準に適合するものとして、主要構造部等の構造方法が耐火構造（耐火建築物等）のもののほか、地階を除く

　　　 階数が３で、３階を共同住宅または学校等の用途に供するものであって、一定の要件に該当する場合に限って、１時間準耐火基準の準耐火構

　　　 造による準耐火建築物とすることができます。（H２７国交省告示２５３号、２５５号）

※２　建築基準法施行令１１０条１号の基準に適合するものとして、主要構造部等の構造方法が準耐火構造（耐火建築物または準耐火建築物）等のも

　　　 のを定めています。（H２７国交省告示２５５号）

用　　　途

主要構造部に必要とされる性能およびその外壁の開口

部での防火設備で、大臣が定めた構造方法または認定

を受けたものを設けなければならない。

用途に供する階

劇場・映画館・演芸場 主階が１階にないもの
（※１）

耐火建築物または

準耐火建築物としなけれ
ばならない

用途に供する部分の床面積の

合計

用途に使用する部分の

床面積の合計（数量）

客席部分≧２００㎡以上（※１）

（屋外観覧席≧１，０００㎡以上
（※１））

観覧席・公会堂・集会場 ３階以上の階（※１）

病院・診療所（患者の収容

施設のあるもの）・ホテル・

旅館・下宿・共同住宅・寄宿

舎・児童福祉施設等（幼保

連携型認定こども園を含む）

２階部分≧３００ｍ²以上（※２）

ただし、病院・診療所にあって

は、２階に患者の収容施設の

ある場合

学校・体育館・博物館・美術

館・図書館・ボーリング場・

スキー場・スケート場・水泳

場・スポーツ練習場

用途に供する部分≧２，０００㎡
（※２）

百貨店・マーケット・展示場・

キャバレー・カフェー・ナイト

クラブ・バー・ダンスホール・

遊技場・公衆浴場・待合・料

理店・飲食店または物品販

売業を営む店舗

（＞１０㎡）

倉　　庫
３階以上の部分≧
２００㎡以上

用途に供する部分≧

１，５００㎡以上

自動車車庫・自動車修理工

場・映画スタジオまたはテレ

ビスタジオ

３階以上の階

用途に供する部分≧

１５０㎡以上

（ただし、主要構造部を不

燃構造とした準耐火建築

物とする）

令１１６条の表の数量以上

の危険物の貯蔵場または
処理場

全　　部

耐火建築物としなければ

ならない

用途に使用する部分の

床面積の合計（階）

３階以上の階（※１）

３階以上の階（※１）

３階以上の階（※１）

３階以上の階（※１）

２階部分≧５００㎡以上（※２）

用途に供する部分≧３，０００㎡
（※１）

　 　●３階を下宿・共同住宅・寄宿舎の用途に供する場合、①から⑤までの基準に適合する準耐火建築物とする

　 　　 ことができます。

　 　　 ①主要構造部が１時間準耐火構造であること。

　 　　 ②原則として、各住戸などに避難上有効なバルコニーなどが設けられていること。

　 　　 ③３階の各住戸などの外壁面に道又は道に通ずる幅員４メートル以上の通路などに面する開口部が設け

　 　　 　 られていること。

　 　　 ④原則として、建築物の周囲に幅員３メートル以上の通路が設けられていること。

　 　　 ⑤３階の外壁の開口部など一定の開口部に、法令で定める防火設備が設けられていること。
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１１　参考資料

　

６）準防火地域内木造３階建て建築物の設計基準(令１３６条の２)(準防戸建３階仕様)
　

■外壁の開口部の構造及び面積

　●隣地境界線などからの距離が、１m以内の部分にある外壁の開口部は、防火設備を設ける必要があり

　　 ます。ただし、開口面積が０．２㎡以内の換気口は防火設備を設ける必要はありません。

　●隣地境界線などまたは道路中心線からの距離が、５m以下の部分にある外壁の開口部は、それぞれの

　　 距離に応じて、開口部の面積の制限を受けます。

■外壁の構造

　●外壁の構造は、準耐火構造とするか、屋外側を防火構造とし、屋内側に下記の防火被覆を設ける必要

　　 があります。

■主要構造部

　●柱および梁の構造は、通常の火災において、建物全体が容易に倒壊するおそれのないよう、その方法

　　 および寸法の制限を受けます。

■床またはその直下の天井の構造

　●通常の火災時において、下の階から上階へ容易に延焼しないよう、防火上の措置について、最下階の床

　　 を除き定められています。

■屋根またはその直下の天井の構造

　●外壁と同様、室内側から通常の火災において、容易に炎および火熱が外部に噴出しないよう、防火上の

　　 措置について定められています。

　１１－３　「建築基準法」の防耐火性能に関わる規定

イ　 厚さが１２㎜以上のせっこうボード
ロ　 厚さが５．５㎜以上の難燃合板または厚さが９㎜以上のせっこうボードの
　　 上に厚さが９㎜以上のせっこうボードを張ったもの
ハ　厚さが７㎜以上のせっこうラスボードの上に厚さが８㎜以上のせっこう
　　 プラスターを塗ったもの

告示第1905号　第一による屋内側(壁)の防火被覆

A　屋根：不燃材（告示第1905号）

B　屋根の内側またはその直下の天井：防火被覆（告示第1905号）

C　軒裏：全周防火構造

D　３階室の部分区間：※１

E　隣地境界線などから５m以下の部分にある開口部：※２（告示第1903号）

隣
地
境
界
線
な
ど

F　床、天井：どちらかを不燃材（告示第1905号）

G　主要構造部である柱、梁：※３（告示第1905号）

H　外壁：準耐火構造または、屋内側を防火被覆した防火構造（告示1905号）

I　隣地境界線などから１m以下の部分にある開口部：※４（告示第2563号）

1m

※１　間仕切壁または戸（ふすま・障子その他これらに類するものを除く）で区画されています。

　　　（通常のフラッシュ戸、間柱の入った壁であれば問題ありません）

※２　距離に応じて面積を制限する。延焼のおそれのある部分は防火設備とする必要があります。

※３　小径を１２㎝以上とするか、または防火上有効に被覆する必要があります。

※４　常時閉鎖式などの防火設備とする必要があります。
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１１　参考資料

　

６）準防火地域内木造３階建て建築物の設計基準(令１３６条の２)(準防戸建３階仕様)
　

■外壁の開口部の構造及び面積

　●隣地境界線などからの距離が、１m以内の部分にある外壁の開口部は、防火設備を設ける必要があり

　　 ます。ただし、開口面積が０．２㎡以内の換気口は防火設備を設ける必要はありません。

　●隣地境界線などまたは道路中心線からの距離が、５m以下の部分にある外壁の開口部は、それぞれの

　　 距離に応じて、開口部の面積の制限を受けます。

■外壁の構造

　●外壁の構造は、準耐火構造とするか、屋外側を防火構造とし、屋内側に下記の防火被覆を設ける必要

　　 があります。

■主要構造部

　●柱および梁の構造は、通常の火災において、建物全体が容易に倒壊するおそれのないよう、その方法

　　 および寸法の制限を受けます。

■床またはその直下の天井の構造

　●通常の火災時において、下の階から上階へ容易に延焼しないよう、防火上の措置について、最下階の床

　　 を除き定められています。

■屋根またはその直下の天井の構造

　●外壁と同様、室内側から通常の火災において、容易に炎および火熱が外部に噴出しないよう、防火上の

　　 措置について定められています。

　１１－３　「建築基準法」の防耐火性能に関わる規定

イ　 厚さが１２㎜以上のせっこうボード
ロ　 厚さが５．５㎜以上の難燃合板または厚さが９㎜以上のせっこうボードの
　　 上に厚さが９㎜以上のせっこうボードを張ったもの
ハ　厚さが７㎜以上のせっこうラスボードの上に厚さが８㎜以上のせっこう
　　 プラスターを塗ったもの

告示第1905号　第一による屋内側(壁)の防火被覆

A　屋根：不燃材（告示第1905号）

B　屋根の内側またはその直下の天井：防火被覆（告示第1905号）

C　軒裏：全周防火構造

D　３階室の部分区間：※１

E　隣地境界線などから５m以下の部分にある開口部：※２（告示第1903号）

隣
地
境
界
線
な
ど

F　床、天井：どちらかを不燃材（告示第1905号）

G　主要構造部である柱、梁：※３（告示第1905号）

H　外壁：準耐火構造または、屋内側を防火被覆した防火構造（告示1905号）

I　隣地境界線などから１m以下の部分にある開口部：※４（告示第2563号）

1m

※１　間仕切壁または戸（ふすま・障子その他これらに類するものを除く）で区画されています。

　　　（通常のフラッシュ戸、間柱の入った壁であれば問題ありません）

※２　距離に応じて面積を制限する。延焼のおそれのある部分は防火設備とする必要があります。

※３　小径を１２㎝以上とするか、または防火上有効に被覆する必要があります。

※４　常時閉鎖式などの防火設備とする必要があります。

１１　参考資料

　

７）延焼のおそれのある部分（法２条の６）
　 延焼のおそれのある部分とは、道路中心線・隣地境界線の２棟以上の棟相互の外壁間距離の中心線より、

　 １階は３m以下、２階は５m以下の距離にある建築物の部分を意味します。

　▶ただし、２棟以上の延面積の合計が、５００㎡以内の建築物は、１棟の建築物とみなします。

　▶延面積の合計が、５００㎡以内の建築物の組み合わせ方法は自由です。

　▶防火上有効な公園・広場・川などの空き地、水面、耐火構造の壁に面している部分には適用しません。

　１１－３　「建築基準法」の防耐火性能に関わる規定

不要
２Ｆ

３Ｆ

１Ｆ１Ｆ１Ｆ１Ｆ

２Ｆ２Ｆ２Ｆ 　 　

　 　

　 　

　 　

　

　 　

（隣地）

（Ⅲ敷地）

（Ⅰ敷地）

（Ⅰ敷地）

（Ⅱ敷地）

延面積の合計が５００㎡

以内の時は１棟とみなす

道路境界線

ＧＬ

Ｃ　２００ｍ²

Ｂ　３７０ｍ²

Ａ　２５０ｍ²

ℓ

ℓ
ℓ

ℓ

ℓ

ℓ

川

道路

中心線

隣地境界線建物

ℓ：１階＝３m

　 ２階＝５m
　 Ａ＋Ｃ＝４５０＜５００ｍ²

建物

延焼のおそれのある部分

参考例

法２２条区域（※１）にある木造建築物は、外壁の内「延焼のおそれのある部分」を準防火

性能以上としなければならない（法２３条）と規制されています。一般的に建築物の外壁の

一部を準防火性能以上としなければならない場合には、それ以外の部分の外壁も同様の

性能や仕様にすることが多く、従って見かけ上は建築物の外壁全体に防火規制がかかっ

ているように見える場合がありますので注意が必要です。

※１　建築基準法第２２条第１項に規定される特定行政庁が指定する区域。屋根の防火

　　　 性能に関する規制があります。

延焼のおそれのある部分
延焼のおそれのある部分

５m

３m３m
３m３m３m３m

５m５m５m５m

※建築部の外壁線が上図に示す規定に適合しない、すなわち広い敷地の中央寄りに建設されない限り、

　 「延焼のおそれのある部分」は、多くの建築物に存在する部分です。しかし、建築を行う敷地が防火地域や

　 準防火地域に含まれていない場合でも、防火性能を求められる建築物を建設する場合には、「延焼の

　 おそれのある部分」の範囲にあるかどうかで、要求される防耐火性能が異なりますのでご注意ください。

延焼のおそれのある部分

道
路
中
心
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

外
壁
間
の
中
心
線

（同
一
敷
地
）
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１１　参考資料

　

８）建築物の内装制限（法３５条の２、建令１２８条の３の２～１２９、平成１２年建設省告示１４３９号）

建築物は、その用途、構造、および規模により内装制限の規定があります。

■内装制限一覧

　１１－３　「建築基準法」の防耐火性能に関わる規定

用途・構造・規模区分

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

劇場・映画館・演芸場・
観覧場・公会堂・集会場

病院･診療所（患者の収容施設の
あるもの）･ホテル･旅館･下宿･共
同住宅･寄宿舎･児童福祉施設等
(幼保連携型認定こども園を含む)

百貨店･ﾏｰｹｯﾄ･展示場･ｷｬﾊﾞﾚｰ･
ｶﾌｪｰ･ﾅｲﾄｸﾗﾌﾞ･ﾊﾞｰ･ﾀﾞﾝｽﾎｰﾙ･
遊技場･公衆浴場･待合･料理店･
飲食店または物品販売業を営む
店舗(10㎡以内を除く）

地階または地下工作物内の居室
等で、A･B･Cの用途に供するもの

自動車車庫・自動車修理場

無窓の居室
(建基令128の3の2参照）

大規模建築物
（階数および規模によるもの）

火気使用室

階数が11以上のもの

地下街

避難・特別避難階段室
エレベーター乗降ロビー

当該用途に供する部分の床面積の合計 内装制限

耐火建築物

の場合

準耐火建築物

の場合

その他建築物

の場合
居室等

地上に通ずる

主たる廊下･

階段･通路

建築基準

法施行令

（客席）　
400㎡以上

（客席）　
100㎡以上

(3階以上の合計)
300㎡以上

(2階部分）300㎡以上
(病院･診療所は、2階
に患者の収容施設が

ある場合に限る）

200㎡以上

難燃材料
(3階以上の階に
居室を有する建
築物の当該用途
に供する居室の
天井については、
準不燃材料とす
る）

準不燃材料

同　上

同　上

同　上

同　上

129・①
128の4・①

(3階以上の合計)
1,000㎡以上

(2階部分)
500㎡以上

200㎡以上

全　　部

全　　部

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

準不燃材料
129・③
128の4・①・三

129・②
128の4・①・二

129・⑤
128の3の2

50㎡以上
（ただし、天井の高さが6mを超えるものを除く）

･階数が3以上で500㎡を超えるもの
･階数が2で1,000㎡を超えるもの
･階数が1で3,000㎡を超えるもの
ただし、次のものを除く
 1,学校等(建基令126の2･①･二参照）
 2,100㎡以内ごとに防火区画され特殊建築物の用途に供
 　しない居室で、耐火建築物又は主要構造部を準耐火構
 　造とした準耐火建築物の高さが31ｍ以下の部分にある
 　もの
 3,②欄の用途に供するもので高さが31ｍ以下の部分

住　　宅：階数が2以上の住宅で、最上階以外の階に
　　　　　  ある火気使用室
住宅以外：火気使用室は全部
(ただし、主要構造部を耐火構造としたものを除く）

難燃材料 同　上
128の4・②③
129・④

―――――準不燃材料
129・⑥
128の4・④

100㎡以内に防火区画された部分 ※１ 112・⑤

200㎡以内に防火区画(防火設備の区画を除く）された部分 準不燃材料（下地とも）※ 112・⑥

500㎡以内に防火区画(防火設備の区画を除く）された部分 不燃材料（下地とも）※ 112・⑦

100㎡以内に防火区画された部分 ※２

128の3･①･三
128の3･⑤

200㎡以内に防火区画(防火設備の区画を除く）された
部分

準不燃材料
(下地とも）※

500㎡以内に防火区画(防火設備の区画を除く）された
部分

不燃材料
(下地とも）※

(地下道)
不燃材料
(下地とも)

全　　部 不燃材料(下地とも)

※１　Ｉ欄の規定では、１００㎡以内に防火区画された部分については、使用材料の制限は記されていないが、建築物の階数および規模によるＧ欄の

　　　 規定が適用される。

※２　Ｊ欄の規定では、１００㎡以内に防火区画された部分については、使用材料の制限は記されていないが、Ａ･Ｂ･Ｃ欄の用途に供する部分につい

　　　 ては、Ｄ欄の規定が適用される。

注１）内装制限の適用を受ける建築物の部分は、居室および居室から地上に通ずる主たる廊下、階段その他の通路の壁および天井(天井がない場

　　　合は屋根)の室内に面する部分である。ただ、Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｇ･Ｉ･Ｊ欄の※については、規定に該当する居室の壁の床面からの高さが１．２m以下の

　　　部分には適用されない。(建基令１２９・①、１１２・⑥）

　２）Ｂのうち耐火建築物または主要構造部を準耐火構造とした準耐火建築物にあっては、１００㎡(共同住宅の住戸にあっては２００㎡)以内ごとに

　　　防火区画された部分を除く。

　３）Ｂのうち１時間準耐火構造の準耐火建築物の下宿、共同住宅または寄宿舎の用途に供する部分は、耐火建築物の部分とみなす。

　４）内装制限の規定で、２以上の規定に該当する建築物の部分には、最も厳しい規定が適用される。

　５）スプリンクラー設備、水噴霧消火設備、泡消火設備その他これらに類するもので、自動式のものおよび建基令１２６の３の規定に適合する排煙

    　設備を設けた建築物の部分については、内装制限の規定は適用されない。(建基令１２９・⑦）

　６）Ｉ･Ｊ欄の規定について、スプリンクラー設備、水噴霧消火設備、泡消火設備その他これらに類するもので、自動式のものを設けた部分について

　　 は、防火区画の床面積は２倍まで緩和される。(建基令１１２・①）
　

129の13･③
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１１　参考資料

　

８）建築物の内装制限（法３５条の２、建令１２８条の３の２～１２９、平成１２年建設省告示１４３９号）

建築物は、その用途、構造、および規模により内装制限の規定があります。

■内装制限一覧

　１１－３　「建築基準法」の防耐火性能に関わる規定

用途・構造・規模区分

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

劇場・映画館・演芸場・
観覧場・公会堂・集会場

病院･診療所（患者の収容施設の
あるもの）･ホテル･旅館･下宿･共
同住宅･寄宿舎･児童福祉施設等
(幼保連携型認定こども園を含む)

百貨店･ﾏｰｹｯﾄ･展示場･ｷｬﾊﾞﾚｰ･
ｶﾌｪｰ･ﾅｲﾄｸﾗﾌﾞ･ﾊﾞｰ･ﾀﾞﾝｽﾎｰﾙ･
遊技場･公衆浴場･待合･料理店･
飲食店または物品販売業を営む
店舗(10㎡以内を除く）

地階または地下工作物内の居室
等で、A･B･Cの用途に供するもの

自動車車庫・自動車修理場

無窓の居室
(建基令128の3の2参照）

大規模建築物
（階数および規模によるもの）

火気使用室

階数が11以上のもの

地下街

避難・特別避難階段室
エレベーター乗降ロビー

当該用途に供する部分の床面積の合計 内装制限

耐火建築物

の場合

準耐火建築物

の場合

その他建築物

の場合
居室等

地上に通ずる

主たる廊下･

階段･通路

建築基準

法施行令

（客席）　
400㎡以上

（客席）　
100㎡以上

(3階以上の合計)
300㎡以上

(2階部分）300㎡以上
(病院･診療所は、2階
に患者の収容施設が

ある場合に限る）

200㎡以上

難燃材料
(3階以上の階に
居室を有する建
築物の当該用途
に供する居室の
天井については、
準不燃材料とす
る）

準不燃材料

同　上

同　上

同　上

同　上

129・①
128の4・①

(3階以上の合計)
1,000㎡以上

(2階部分)
500㎡以上

200㎡以上

全　　部

全　　部

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

準不燃材料
129・③
128の4・①・三

129・②
128の4・①・二

129・⑤
128の3の2

50㎡以上
（ただし、天井の高さが6mを超えるものを除く）

･階数が3以上で500㎡を超えるもの
･階数が2で1,000㎡を超えるもの
･階数が1で3,000㎡を超えるもの
ただし、次のものを除く
 1,学校等(建基令126の2･①･二参照）
 2,100㎡以内ごとに防火区画され特殊建築物の用途に供
 　しない居室で、耐火建築物又は主要構造部を準耐火構
 　造とした準耐火建築物の高さが31ｍ以下の部分にある
 　もの
 3,②欄の用途に供するもので高さが31ｍ以下の部分

住　　宅：階数が2以上の住宅で、最上階以外の階に
　　　　　  ある火気使用室
住宅以外：火気使用室は全部
(ただし、主要構造部を耐火構造としたものを除く）

難燃材料 同　上
128の4・②③
129・④

―――――準不燃材料
129・⑥
128の4・④

100㎡以内に防火区画された部分 ※１ 112・⑤

200㎡以内に防火区画(防火設備の区画を除く）された部分 準不燃材料（下地とも）※ 112・⑥

500㎡以内に防火区画(防火設備の区画を除く）された部分 不燃材料（下地とも）※ 112・⑦

100㎡以内に防火区画された部分 ※２

128の3･①･三
128の3･⑤

200㎡以内に防火区画(防火設備の区画を除く）された
部分

準不燃材料
(下地とも）※

500㎡以内に防火区画(防火設備の区画を除く）された
部分

不燃材料
(下地とも）※

(地下道)
不燃材料
(下地とも)

全　　部 不燃材料(下地とも)

※１　Ｉ欄の規定では、１００㎡以内に防火区画された部分については、使用材料の制限は記されていないが、建築物の階数および規模によるＧ欄の

　　　 規定が適用される。

※２　Ｊ欄の規定では、１００㎡以内に防火区画された部分については、使用材料の制限は記されていないが、Ａ･Ｂ･Ｃ欄の用途に供する部分につい

　　　 ては、Ｄ欄の規定が適用される。

注１）内装制限の適用を受ける建築物の部分は、居室および居室から地上に通ずる主たる廊下、階段その他の通路の壁および天井(天井がない場

　　　合は屋根)の室内に面する部分である。ただ、Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｇ･Ｉ･Ｊ欄の※については、規定に該当する居室の壁の床面からの高さが１．２m以下の

　　　部分には適用されない。(建基令１２９・①、１１２・⑥）

　２）Ｂのうち耐火建築物または主要構造部を準耐火構造とした準耐火建築物にあっては、１００㎡(共同住宅の住戸にあっては２００㎡)以内ごとに

　　　防火区画された部分を除く。

　３）Ｂのうち１時間準耐火構造の準耐火建築物の下宿、共同住宅または寄宿舎の用途に供する部分は、耐火建築物の部分とみなす。

　４）内装制限の規定で、２以上の規定に該当する建築物の部分には、最も厳しい規定が適用される。

　５）スプリンクラー設備、水噴霧消火設備、泡消火設備その他これらに類するもので、自動式のものおよび建基令１２６の３の規定に適合する排煙

    　設備を設けた建築物の部分については、内装制限の規定は適用されない。(建基令１２９・⑦）

　６）Ｉ･Ｊ欄の規定について、スプリンクラー設備、水噴霧消火設備、泡消火設備その他これらに類するもので、自動式のものを設けた部分について

　　 は、防火区画の床面積は２倍まで緩和される。(建基令１１２・①）
　

129の13･③

　１１－４　「住宅の品質確保の促進等に関する法律」の概要

１１　参考資料

　

１）住宅の品質確保の促進等に関する法律(住宅品質確保法）の骨子
　
　 １ 瑕疵担保責任の強化

　　請負者（住宅会社や売り主）は、引き渡した新築住宅に瑕疵があった場合、

　　１０年間はそれに対して責任を負い、補修や賠償金の支払いに応じなければなりません。

　

　■瑕疵担保責任の対象となる部分

部位 ニチハ対応商品 下地構成 防・耐火認定番号

■火災時の安全について　　
戸建てまたは共同住宅（延焼のおそれのある部分：開口部以外）

構造耐力上主要な部分

雨水の浸入を防ぐ部分

①住宅の基礎、基礎杭　②壁　③柱　④小屋組　　

⑤土台　⑥筋かいなどの斜材　⑦床版　⑧屋根版　　

⑨梁・桁などの横架材

①屋根の仕上げ・下地など

②外壁の仕上げ・下地など

２ 住宅性能表示制度の創設
　　 住宅の性能を表示するための共通のルール（日本住宅性能表示基準・評価方法基準）を設け、

第三者機関である「登録住宅性能評価機関」がその基準に基づいて性能を検査・評価します。

ただし、これは検査した際の性能を評価したものであり、性能を１０年間保証するというものでは

ありません。また、性能評価を受ける・受けないは契約当事者の任意です。

性能表示される

１０分野３４項目

①構造の安定　②火災時の安全　③劣化の軽減

④維持管理への配慮　⑤温熱環境・エネルギー消費量　

⑥空気環境　⑦光・視環境　⑧音環境　

⑨高齢者などへの配慮　⑩防犯

３ 紛争処理機関の設置
　　住宅性能評価書が交付された住宅に万一トラブルが発生した場合、その紛争に関する処理を

斡旋・調停・仲裁する「指定住宅紛争処理機関」が設置されました。今までは多大な費用と長い

期間を要していた紛争が、容易に迅速にそして安価に処理できる道が開かれました。

瑕疵担保責任

の強化

住宅性能表示制度

の創設

紛争処理機関
の設置

等級 耐火時間

４ ６０分 木造下地・不燃下地 １時間準耐火構造
ＱＦ０６０ＢＥ-９２２５

３ ４５分

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード、
モエンＳ、モエンＭ、モエンＷ 木造下地・不燃下地

４５分準耐火構造
ＱＦ０４５ＢＥ-９２２６

２ ２０分以上 木造下地・不燃下地

防火構造
ＰＣ０３０ＢＥ-９２０１（木造下地）
ＰＣ０３０ＢＥ-９２０２（不燃下地）

各認定番号による

４ ６０分 軒天１８ 木造下地 １時間準耐火構造　軒裏
ＱＦ０６０ＲＳ-９１２１

３ ４５分 ４５分準耐火構造　軒裏
ＱＦ０４５ＲＳ-９１２２、００５３軒天１４ 木造下地

２ ２０分以上 軒天１２ 木造下地 ３０分準耐火構造　軒裏
ＱＦ０３０ＲＳ-０１５４、０１５５、０１５６、０１５７

ニチハ　外壁通気構法　関連商品・部材

■劣化の軽減について　　

劣化対策等級（構造躯体）

３
通常想定される気象条件および

維持管理下で概ね75～90年 通気できる構造

となっている

外壁２
通常想定される気象条件および

維持管理下で概ね50～60年

※等級３と等級２の違いについては、住宅品質確保法の条文をご確認ください。

２）日本住宅性能表示基準のニチハ対応品
　
　

センターサイディング

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード、
モエンＳ、モエンＭ、モエンＷ

センターサイディング（４５分準耐火構造対応品） 各認定番号による

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード２１、モエンエクセラー
ド１８、モエンエクセラード１６（Fu-ge PREMIUM、
グランスペック６０ PREMIUM、Fu-ge、グランスペ
ック６０、オペリア６０、無塗装品）

住
宅
品
質
確
保
法
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

外
　
　
　
壁

軒
　
　
裏

構造躯体などに使用する材料の交換など大規模な改善工事を必要とするまで期間を伸長するための必要な対策

・モエン透湿防水シートⅠ、モエン透湿防水シートIII、モエン遮熱シートII
・下地用木胴縁（現場調達品または住宅会社様支給品）
・通気土台水切　　・通気見切縁　　・オーバーハング部材　　
・センターサイディング　 　・換気棟セット　　・Ｌ型通気材
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　１１－４　「住宅の品質確保の促進等に関する法律」の概要

１１　参考資料

　

性能表示項目

■住宅性能表示制度における評価項目

凡例　●：必須評価事項、○：選択評価事項、※：共同住宅および長屋のみ適用

構造の安定に関すること

一戸

建て

共同

住宅

など

新築住宅

１－１　耐震等級（構造躯体の倒壊など防止）

１－２　耐震等級（構造躯体の損傷防止）

１－３　その他（地震に対する構造躯体の倒壊など防止および損傷防止）

１－４　耐風等級（構造躯体の倒壊など防止および損傷防止）

１－５　耐積雪等級（構造躯体の倒壊など防止および損傷防止）

１－６　地盤または杭の許容支持力などおよびその設定方法

１－７　基礎の構造方法および形式など

火災時の安全に関すること

２－１　感知警報装置設置等級（自住戸火災時）

２－２　感知警報装置設置等級（他住戸など火災時）

２－３　避難安全対策（他住戸など火災時・共用廊下）

２－４　脱出対策（火災時）

２－５　耐火等級（延焼のおそれのある部分（開口部））

２－６　耐火等級（延焼のおそれのある部分（開口部以外））

２－７　耐火等級（界壁および界床）

劣化の軽減に関すること ３－１　劣化対策等級（構造躯体など）

維持管理・更新への配慮に

関する事

４－１　維持管理対策等級（専用配管）

４－２　維持管理対策等級（共用配管）

４－３　更新対策（共用排水管）

４－４　更新対策（住戸専用部）

温熱環境・エネルギー消費

量に関すること

５－１　断熱等性能等級

空気環境に関すること

６－１　ホルムアルデヒド対策（内装および天井裏）

６－２　換気対策（居室の換気対策）

光・視環境に関すること
７－１　単純開口率

７－２　方位別開口比

音環境に関すること

８－１　重量床衝撃音対策

８－２　軽量床衝撃音対策

８－３　透過損失等級（界壁）

８－４　透過損失等級（外壁開口部）

高齢者などへの配慮に関す
ること

９－１　高齢者など配慮対策等級（専用部分）

９－２　高齢者など配慮対策等級（共用部分）

防犯に関すること １０－１　開口部の侵入防止対策

●

●

○

●

○

○

●

●

○

－

－

○

○

○

－

●

●

－

－

－

● ●

○

○

○

○

○

○

○

－

－

－

○ ○

○ ○

○ ○

－ ○

○

○

○

○

○

○

○※

●

●

●

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

●

●

○

６－２　換気対策（局所の換気対策） ○ ○

６－３　室内空気中の化学物質の濃度など

● ●５－２　一次エネルギー消費量等級

（令和４年１０月１日　施行）
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　１１－４　「住宅の品質確保の促進等に関する法律」の概要

１１　参考資料

　

性能表示項目

■住宅性能表示制度における評価項目

凡例　●：必須評価事項、○：選択評価事項、※：共同住宅および長屋のみ適用

構造の安定に関すること

一戸

建て

共同

住宅

など

新築住宅

１－１　耐震等級（構造躯体の倒壊など防止）

１－２　耐震等級（構造躯体の損傷防止）

１－３　その他（地震に対する構造躯体の倒壊など防止および損傷防止）

１－４　耐風等級（構造躯体の倒壊など防止および損傷防止）

１－５　耐積雪等級（構造躯体の倒壊など防止および損傷防止）

１－６　地盤または杭の許容支持力などおよびその設定方法

１－７　基礎の構造方法および形式など

火災時の安全に関すること

２－１　感知警報装置設置等級（自住戸火災時）

２－２　感知警報装置設置等級（他住戸など火災時）

２－３　避難安全対策（他住戸など火災時・共用廊下）

２－４　脱出対策（火災時）

２－５　耐火等級（延焼のおそれのある部分（開口部））

２－６　耐火等級（延焼のおそれのある部分（開口部以外））

２－７　耐火等級（界壁および界床）

劣化の軽減に関すること ３－１　劣化対策等級（構造躯体など）

維持管理・更新への配慮に

関する事

４－１　維持管理対策等級（専用配管）

４－２　維持管理対策等級（共用配管）

４－３　更新対策（共用排水管）

４－４　更新対策（住戸専用部）

温熱環境・エネルギー消費

量に関すること

５－１　断熱等性能等級

空気環境に関すること

６－１　ホルムアルデヒド対策（内装および天井裏）

６－２　換気対策（居室の換気対策）

光・視環境に関すること
７－１　単純開口率

７－２　方位別開口比

音環境に関すること

８－１　重量床衝撃音対策

８－２　軽量床衝撃音対策

８－３　透過損失等級（界壁）

８－４　透過損失等級（外壁開口部）

高齢者などへの配慮に関す
ること

９－１　高齢者など配慮対策等級（専用部分）

９－２　高齢者など配慮対策等級（共用部分）

防犯に関すること １０－１　開口部の侵入防止対策
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６－２　換気対策（局所の換気対策） ○ ○

６－３　室内空気中の化学物質の濃度など

● ●５－２　一次エネルギー消費量等級

（令和４年１０月１日　施行）

　１１－５　「特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律」の概要

１１　参考資料

　

１）特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律（住宅瑕疵担保履行法）とは

　 新築住宅については既に２０００（平成１２）年４月施行の「住宅品質確保法」（住宅の品質確保の促進等

　 に関する法律）に基づき、売主および請負人に対し、１０年間の瑕疵担保責任を負うことが義務付けられて

　 います。ところが、２００５（平成１７）年１１月に構造計算書偽造問題が発覚すると、こうした法制度だけでは

　 消費者保護として不十分であり、売主や請負人の財務状況によっては義務化された責任が果たされない

　 場合もあることが明らかになりました。そこで、国土交通省では対応策を講ずるべく検討を開始し、建築確

　 認・検査の精度、建築士制度の見直しとともに、住宅の売主などの瑕疵担保責任履行のための措置の充

　 実・強化についても審議され、法整備が行われました。

　 ２００６（平成１８）年以降、構造計算書偽装問題などに係わる法改正が多数施行されていますが、なかで

　 も義務付けられている売主や請負人の瑕疵担保責任をいかに実現するかが大きな課題でした。実際に瑕

　 疵担保責任として補修などを行うためには、売主や請負人にそのための資力が必要です。そこで、住宅品

　 質確保法で定められた１０年間の瑕疵担保責任の履行を実現するために裏付けとなる資力確保を義務化

　 する法律として「特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律（住宅瑕疵担保履行法）」が制定さ

　 れています。

　
　

２　売主などが瑕疵担保責任を履行します
 万が一、売主または請負人が倒産などにより瑕疵の

 補修などができなくなった場合でも、保証金の還付

 または保険金により、必要な費用が支払われます。

１　資力確保が義務付けに！
 ２００９（平成２１）年１０月から、新築住宅の売主

 または請負人には、保証金の供託または保険への

 加入が義務付けられます。

＜新築の定義＞

　　住宅品質確保法第２条第２項に規定する

　　「新築住宅」

　　・建設工事完了の日から起算して１年以内

　　　のもの

　　・人の居住の用に供したことのないもの

＜住宅の定義＞

　　住宅品質確保法第２条第１項に規定する

　　「住宅」

　　・人の居住の用に供する家屋または家屋の

　　　部分（店舗併用住宅も含まれる）

　　・竣工後、１年を経過した住宅

　　・一旦、居住後に転売された住宅

　　・住宅ではない建物（倉庫・物置・車庫など）

対象 対象外

買

主
ま

た

は

発

注

者

売

主
ま

た

は

請

負
人

１０年間の瑕疵担保責任

瑕疵担保責任の履行の支援・確保

保険への加入

または

保証金の供託
保険

２）住宅瑕疵担保履行法の対象となる住宅

　 ２００９（平成２１）年１０月１日以降に引き渡される新築住宅は、戸建、マンション、賃貸まで、すべてが対

　 象となります。

　 同法の対象となるのは、建築物のうち「住宅」だけです。「住宅」とは、住宅品質確保法でいう、「人の居住

　 の用に供する家屋または家屋の部分」をさします。したがって、戸建住宅や分譲マンションはもちろん、賃

　 貸住宅も対象となります。一方、事務所・倉庫・物置・車庫は「住宅」ではないため、対象となりません。
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　１１－５　「特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律」の概要

１１　参考資料

　

　

３）瑕疵担保責任：義務付けされる資力確保の範囲（部位）

　 住宅品質確保法で定める１０年の瑕疵担保責任の範囲と同じ、「構造耐力上主要な部分」と「雨水の浸入

　 を防止する部分」が対象です。

　 同法の「特定住宅瑕疵担保責任」とは、住宅品質確保法で定められた新築住宅に関する「瑕疵担保責任」

　 を言います。これは、新築住宅の買主または発注者の保護のために、住宅のうち特に重要な部分につい

　 て１０年間の瑕疵担保責任を義務付けるものです。なお、特定瑕疵担保責任を契約により、買主または発

　 注者に不利な内容に変更することはできません。

■構造耐力上主要な部分

　 住宅の基礎、基礎杭、壁、柱、小屋組、土台、

　 斜材（筋かい、方づえ、火打材、その他これら

　 に類するものをいう）、床版、屋根版または横

　 架材（梁・桁、その他これらに類するものをい

　 う）で、当該住宅の自重もしくは積載荷重、積

　 雪、風圧、土圧もしくは水圧または地震、その

　 他の振動もしくは衝撃を支えるものとする。

■雨水の浸入を防止する部分

　 ①住宅の屋根もしくは外壁またはこれらの開

　　  口部に設ける戸、枠、その他の建具。

　 ②雨水を排除するための住宅に設ける排水管

　 　 のうち、当該住宅の屋根もしくは外壁の内部

　 　 または屋内にある部分。　

■期間

　 新築住宅の引き渡しから１０年間。
　

小屋組

屋根（屋根版）

斜材

横架材

床（床版）

土台

基礎

屋根などからの

雨水の浸入

開口部

外壁などからの

雨水の浸入

外壁

柱

＜木造（在来軸組工法）の戸建住宅（例）＞　
２階建ての場合の骨組み（小屋組・軸組・床組）などの構成

保険への加入

保険料納付

保険金請求

保険金支払い

請負人

（建設業者）

売主

（宅建業者）

保険法人

発注者・買主

補

修

な

ど

請

求

補

修

な

ど
保険金直接請求

保険金

支払い

売主等倒産時など

瑕疵発見

供　託

保証金の供託

発注者・買主

還付請求

還付

売主等倒産時など

供託所

（法務局）

４）資力確保の２つの方法　＜供託＞　＜保険＞

　 資力確保の手段は、「供託」か「保険」のいずれかを選択します。

　 補修や損害賠償金の支払いが、確実に履行されるための資力確保には、２つの手段があります。１つは

　 「供託」という手段で、供給した新築住宅の補修に要する費用などの支払いが履行できるように、過去の供

　 給戸数に応じて算定された金額の現金などを供託所に預け置くものです。もう１つは「保険」で、同法に基

　 づき国土交通大臣が指定する住宅瑕疵担保責任保険法人との間で、瑕疵が判明した場合に保険金を支払

　 うことを約した保険契約を締結するものです。新築住宅の売主や請負人は、このいずれかの手段を使い、

　 資力確保措置を講じなければなりません。

請負人

（建設業者）

売主

（宅建業者）

瑕疵発見

補

修

な

ど

請

求

補

修

な

ど
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　１１－５　「特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律」の概要

１１　参考資料

　

　

３）瑕疵担保責任：義務付けされる資力確保の範囲（部位）

　 住宅品質確保法で定める１０年の瑕疵担保責任の範囲と同じ、「構造耐力上主要な部分」と「雨水の浸入

　 を防止する部分」が対象です。

　 同法の「特定住宅瑕疵担保責任」とは、住宅品質確保法で定められた新築住宅に関する「瑕疵担保責任」

　 を言います。これは、新築住宅の買主または発注者の保護のために、住宅のうち特に重要な部分につい

　 て１０年間の瑕疵担保責任を義務付けるものです。なお、特定瑕疵担保責任を契約により、買主または発

　 注者に不利な内容に変更することはできません。

■構造耐力上主要な部分

　 住宅の基礎、基礎杭、壁、柱、小屋組、土台、

　 斜材（筋かい、方づえ、火打材、その他これら

　 に類するものをいう）、床版、屋根版または横

　 架材（梁・桁、その他これらに類するものをい

　 う）で、当該住宅の自重もしくは積載荷重、積

　 雪、風圧、土圧もしくは水圧または地震、その

　 他の振動もしくは衝撃を支えるものとする。

■雨水の浸入を防止する部分

　 ①住宅の屋根もしくは外壁またはこれらの開

　　  口部に設ける戸、枠、その他の建具。

　 ②雨水を排除するための住宅に設ける排水管

　 　 のうち、当該住宅の屋根もしくは外壁の内部

　 　 または屋内にある部分。　

■期間

　 新築住宅の引き渡しから１０年間。
　

小屋組

屋根（屋根版）

斜材

横架材

床（床版）

土台

基礎

屋根などからの

雨水の浸入

開口部

外壁などからの

雨水の浸入

外壁

柱

＜木造（在来軸組工法）の戸建住宅（例）＞　
２階建ての場合の骨組み（小屋組・軸組・床組）などの構成

保険への加入

保険料納付

保険金請求

保険金支払い

請負人

（建設業者）

売主

（宅建業者）

保険法人

発注者・買主

補

修

な

ど

請

求

補

修

な

ど
保険金直接請求

保険金

支払い

売主等倒産時など

瑕疵発見

供　託

保証金の供託

発注者・買主

還付請求

還付

売主等倒産時など

供託所

（法務局）

４）資力確保の２つの方法　＜供託＞　＜保険＞

　 資力確保の手段は、「供託」か「保険」のいずれかを選択します。

　 補修や損害賠償金の支払いが、確実に履行されるための資力確保には、２つの手段があります。１つは

　 「供託」という手段で、供給した新築住宅の補修に要する費用などの支払いが履行できるように、過去の供

　 給戸数に応じて算定された金額の現金などを供託所に預け置くものです。もう１つは「保険」で、同法に基

　 づき国土交通大臣が指定する住宅瑕疵担保責任保険法人との間で、瑕疵が判明した場合に保険金を支払

　 うことを約した保険契約を締結するものです。新築住宅の売主や請負人は、このいずれかの手段を使い、

　 資力確保措置を講じなければなりません。

請負人

（建設業者）

売主

（宅建業者）

瑕疵発見

補

修

な

ど

請

求

補

修

な

ど

　１１－５　「特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律」の概要

１１　参考資料

　

５）「保険」の仕組みと中間検査

　 「住宅瑕疵担保責任保険法人」が運営する保険制度の利用で、いざというときに保険金が支払われる仕組

　 みです。適切な保険の運営のためにも、現場での検査は不可欠なため、保険制度の利用にあたり、個別

　 の「現場検査（中間検査）」を行います。

　 同法では、新築住宅を供給する建設業者や宅建業者に対して保険や供託による資力確保を義務付けて

　 おり、供託を行わない場合には、保険により資力を確保する必要があります。具体的には、国土交通大臣

　 が指定した「住宅瑕疵担保責任保険法人（指定保険法人）」との間で、瑕疵担保責任の履行などに対して、

　 保険金を支払うこととする保険契約を締結するものです。この保険制度では、適切な保険運営を行うため、

　 事業者は保険に加入する際に、基礎工事や躯体工事などの施工段階で指定保険法人の検査を受ける必

　 要があります。そのため、保険を利用する場合には、個々の住宅ごとに保険料などを支払い、着工前から

　 手続きを始めなければなりません。

建築確認

保険の申し込み

住宅の建設

竣工・保険証券発行申請

引き渡し

瑕疵担保責任＜１０年間＞

指

定

保

険

法
人

（受付）

（検査）

（保険証券交付）

（付保）

＜現場検査の実施＞

　・基礎配筋工事完了時

  ・中間階躯体工事完了時

　　（共同住宅の場合）

　・躯体工事完了時など（※）

※サイディング工事については、防水措

　 置や下地組み、施工からシーリング

　 まで指定保険法人が定める設計施工

　 基準があります。



290

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
化
粧
幕
板

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

　

　１１－６　センターサイディングの補修方法

１１　参考資料

＜センターサイディングを部分的に張り替える場合＞

　センターサイディングの表面がへこむ、穴があくなどした場合、下記方法で部分的に張り替えることが可能

　です。

工程①

　破損したセンターサイディングを金バサミ、ジグソーなどで切断

　し、センターサイディングの内側から外側へ中央部を「くの字」

　に曲げるようにして外します。

工程②

　張り替える新しいセンターサイディングの上部嵌合部を嵌合さ

　せ、その部分を若干外に向けて「くの字」に張り出させながら、

　既存下部センターサイディングの上部嵌合部に落とし込んで

　嵌合させます。

工程③

　張り替えたセンターサイディングの上部を表面から釘留めし、

　補修塗料で釘頭を補修します。

１枚

１枚
２枚

破損サイディング

破損部

上端嵌合部

張り替え用サイディング

既存サイディング

張り替え用サイディング

くぎ頭

補修塗料

くぎ頭
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　１１－６　センターサイディングの補修方法

１１　参考資料

＜センターサイディングを部分的に張り替える場合＞

　センターサイディングの表面がへこむ、穴があくなどした場合、下記方法で部分的に張り替えることが可能

　です。

工程①

　破損したセンターサイディングを金バサミ、ジグソーなどで切断

　し、センターサイディングの内側から外側へ中央部を「くの字」

　に曲げるようにして外します。

工程②

　張り替える新しいセンターサイディングの上部嵌合部を嵌合さ

　せ、その部分を若干外に向けて「くの字」に張り出させながら、

　既存下部センターサイディングの上部嵌合部に落とし込んで

　嵌合させます。

工程③

　張り替えたセンターサイディングの上部を表面から釘留めし、

　補修塗料で釘頭を補修します。

１枚

１枚
２枚

破損サイディング

破損部

上端嵌合部

張り替え用サイディング

既存サイディング

張り替え用サイディング

くぎ頭

補修塗料

くぎ頭
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商品画像、商品図面、CADデータ、設計施工資料、認定図書
のデータがダウンロードできます。

各種ダウンロード

「認定図書」ページで認定番号をクリックすると、確認申請に
必要な認定図書がダウンロードできます。

CAD図面のDXF/PDFデータを、閲覧・ダウンロードでき
ます。

各種認定図書

CADデータ

設計施工資料集PDFデータを、閲覧・ダウ
ンロードできます。

設計施工資料PDFデータ

➡スマホ、タブレットからもご覧いただけます。

※�CADデータ、認定図書のダウンロードにつきましては、弊社発行のID・パスワードでのログインが必要です。�
ID・パスワードをお持ちでない方は新規登録をお願いいたします。

ニチハ商品の標準施工法を、動画でご覧いた
だけます。

動画を見る

スマホ、タブレットからも ➡
ご覧いただけます。

ホームページ
のご案内

ニチハのホームページでは、最新の商品情報や施工例の紹介はもちろん
プレゼン、確認申請などに必要なCADデータ、認定図書、マンセル値などの各種情報提供を行っています。

スマホ、タブレットからも ➡
ご覧いただけます。
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建物の外装に関する商品を豊富に展示しているニチハのショールーム。
実際に見たり、手にふれたりしながら、デザインや色調、質感などをご確認いただけます。
また、具体的なコーディネート例も展示しておりますので、
イメージづくりにお役立てください。

商品のお問い合わせ、ご相談は最寄りの弊社営業所または下記お客さま相談室にお問い合わせください。

TEL 052-220-5125  FAX 052-220-5157
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ニチハホームページ  https://www.nichiha.co.jp
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